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特色１

特色２

特色３

おもしろい！　わかりやすい！　ためになる！

「世界史×日本史」新しい歴史に出会える教科書

＊本冊子に掲載している内容は，
　一部変更となる場合があります。



・�ۙ తな視野͔らޓ૬͘にͭいて，世界とその中に͓͚る日本をࣄの歴史の変化に関Θるॾݱ
捉え，資料を׆༻しながら歴史の学びํをशಘし，ݱతなॾ՝のܗ成に関Θるۙݱの歴史を
。構する͜と，ߟ

・�ۙ ，と表し「グϩーバルԽ」，「டংのมԽやେऺԽࡍࠃ」，の歴史の大͖な変化を「ۙԽ」ݱ
「"　歴史の൶」，「#　ۙ化とͪͨࢲ」，「$　国際டংの変化大ऺ化とͪͨࢲ」，「%　グϩーόル
化とͪͨࢲ」の４ͭの大߲目がઃఆ͞れている。

˙��ֶशͷ目త ʵ世界史ͱ日本史͕༥߹した新しい科目ʵ

˙��歴史૯߹ͷ༰

˔��新科目「歴史૯߹」ͷϙΠϯτ

໌ղ�歴史૯߹
˙�23ίϯςϯπ
　 ಈը༻ޠղઆ，ҰҰ，ਤ表ͳͲのσδλϧίンςンπ͕

ॆ࣮。
。p.72͓Αͼ帝国書院ウェブサイトΛ͝覧͍ͩ͘͞ࢠはຊࡉৄ＊　

˙�ؔ࿈教ࡐ
　σδλϧ෭ࡐڭࢦಋࢿྉͳͲのؔ࿈࣮ॆ͕ࡐڭ。
。p.73-75͓Αͼ帝国書院ウェブサイトΛ͝覧͍ͩ͘͞ࢠはຊࡉৄ＊
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ग़యɿ高等学校学श指導ཁྖղઆ ཧ歴史ฤ

歴史૯߹ͷ༰
"�歴史ͷ൶
（1）歴史と（2）　ͪͨࢲ歴史の特࣭と資料
#�ۙԽͱࢲたͪ
（1）ۙ化のい　（2）݁び͘世界と日本の։国　
（3）国ຽ国Ոと明治ҡ新　（4）ۙ化とݱతなॾ՝
たͪࢲடংͷมԽやେऺԽͱࡍࠃ�$
（1）国際டংの変化大ऺ化のい　（2）ୈ一࣍世界大ઓと大ऺ社会
తなॾ՝ݱ世界大ઓ　（4）国際டংの変化大ऺ化と࣍とୈೋػةࡁܦ（3）
%�άϩʔόϧԽͱࢲたͪ
（1）グϩーόル化のい　（2）ྫྷઓと世界ࡁܦ
（3）世界டংの変容と日本　（4）ݱతなॾ՝のܗ成とల
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歴史૯߹ͷ３ͭͷΩʔϫʔυ

社׆としͨ，ਓ々の生ܠ成をഎܗ社会と国ຽ国Ոのۀ࢈
会のࡏりํの変化。

国際తな݁び͖がڧまり，国Ոؒの関ੑが変化しͨ͜
とݸਓूஂの社会ࢀ加が֦大しͨ͜とをഎܠとしͨ，
ਓ々の生׆社会のࡏりํの変化。

科学ٕज़のֵ新をഎܠにਓ・・資本・ใ等が国ڥを
ӽえて一ྲྀಈするΑ͏になͬͨ，ਓ々の生׆社会のࡏ
りํの変化。

͓もしΖい！ɹわかりやすい！ɹためになる！

ʮ世界史ʷ日本史ʯ৽し い歴史に出ձえる教Պॻ

˔�「見௨し」と「振りฦり」で֬かな学力が身に付く部構成・見։き構成
「ࢶ歴史のબ」・考力・அ力・表現力をҭ成する「歴史にഭるʂ」ࢥ�˔
˔�資料のऩू・整理・分ੳの技能が習得できる「技能をຏく」

˔�Ϗジϡアルにଊえられる「生活・文化から見る日本と世界」
˔�身近な視点が生徒の関৺をߴめる「ものから見る歴史」・「人物コラム」

世界とその中の日本が
捉えΒΕる！

ੜెが歴史に
興味・関心を࣋てる！

ΞクςΟϒラーニングで
学ͼがਂめΒΕる！

˔�世界と日本を結び付ける本文記述
˔�世界と日本のಈきをҰମとして理解できる単ݩ構成
˔�前近代史がコンύクトにまとまった巻頭の資料「地域のาみ�ʙ5」
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１
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本ࢠ
Q�����

本ࢠ
Q������

本ࢠ
Q������

社׆としͨ，ਓ々の生ܠ成をഎܗ社会と国ຽ国Ոのۀ࢈
ۙԽ

டংͷมԽやେऺԽࡍࠃ

άϩʔόϧԽ
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಄の資料として「Ҭのาみ1ʙ�」をר�˔
ઃஔ。ۙݱ史のとなる世界の෩と
લۙ史を֬ೝで͖る。

˔�本ฤは̍ݟ։͖̍ؒ࣌でਐめられ，２୯Ґ
でेに歴史総合の内容がに͘構成。

શମ
ߏ ෩とલۙ史を౿ま えて学習できる構成

も��͘��͡
಄̍רのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࡏݱ
಄̏רʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ࢈の日ຊとੈքจԽҨࡏݱ
日ຊのྺ࢙දʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̐
͘͡ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̑
ຊॻのํ͍ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̓
は͡Ίにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̔

地域の歩み１ɹ౦ΞジΞの文明
　̍　౦アδアの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̍
　̎　日ຊのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̏
　̏　౦アδアのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̑
地域の歩み̎ɹೆ・౦ೆΞジΞの文明
　̍　ೆ・౦ೆアδアの෩とਓʑ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̓
　̎　ೆ・౦ೆアδアのྺ࢙�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̕
地域の歩み̏ɹΞジΞ・ΞフϦカの文明
　̍　アδア・アϑϦΧの෩とਓʑ�ʜʜʜʜʜʜࢿྉøø
　̎　アδア・アϑϦΧのྺ࢙�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøú
地域の歩み̐ɹϤーϩούの文明
　̍　Ϥʔロούの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøü
　̎　Ϥʔロούのྺ࢙ᶃʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøþ
　̏　Ϥʔロούのྺ࢙ᶄʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøĀ
地域の歩み５ɹೆΞϝϦカの文明
　̍　ೆアϝϦΧの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉùø
　̎　ೆアϝϦΧのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉùù

１章ɹ歴史とࢲたͪʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̍
　ᶃ͓͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̎
　ᶄ৯จԽ͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ ʙᰤࢠΛྫࣄに�ʜ̏
　ᶅۙͳ࢙͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ ʙ࡚Λྫࣄに�ʜ̐
̎章ɹ歴史の特࣭と資料
　̍અ　ࢿྉΛऔΓѻͬͯΈよ͏ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̑

技能 ᶃࢿྉのಛ࣭とಡΈղき�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̓
　　　　ᶄࢿྉのൺֱ・ؔ࿈͚�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̕
　̎અ　ྺ࢙ঀड़とはԿ͔ͯ͑ߟΈよ͏ʜʜʜʜʜʜʜø÷

֤Ҭͷॾจ໌˗

ͷ൶１෦࢙ྺ

　øÿੈل·でのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜøø
ং章ɹۙԽのい
　øĀੈلのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜøú
　ʮۙԽʯに͍ͭͯ͏͍ͯ͜͠ߟʂʜʜʜʜʜʜʜʜøü
　̒ͭのΩʔϫʔυ͔Β͍Λදͯ͠ݱΈよ͏ʂʜʜʜøĀ
１章ɹށߐ時の日本と݁ͼく世界ʜʜʜʜʜʜʜʜù÷
　̍અ　アδアのͳ͔の江ށ幕府ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùø
　̎અ　ख़͢る江ࣾށձʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùú
　̏અ　ਗ਼のൟӫと結ͼ͘౦アδアʜʜʜʜʜʜʜʜùü
　̐અ　アδア・アϝϦΧに͏͔Ϥʔロού�ʜʜʜʜùþ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùĀ

̎章ɹԤถॾࠃに͓͚るۙԽʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜúù
　̍અ　ΠΪϦεのֵ໋とアϝϦΧのಠཱʜʜʜʜʜʜúú
　̎અ　ϑϥϯεֵ໋ʙϤʔロούۙの幕։͚� ʜʜʜúü
　̏અ　ϑϥϯεֵ໋のӨڹと国ຽҙࣝのժੜ͑ʜʜʜúþ
　̐અ　ֵ໋ۀ࢈でมΘるࣾձʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜúĀ
　̑અ　ΠΪϦεのൟӫと国ࡍۀମ੍ʜʜʜʜʜʜʜûø
̏章ɹۙԽのਐ展とࠃຽࠃՈܗ成ʜʜʜʜʜʜʜʜʜûý
　̍અ　øÿûÿ ʙۙϤʔロούのస� ʜʜʜʜʜʜûþ
　̎અ　ΠλϦア・υΠπの౷ҰとロシアのۙԽ�ʜʜûĀ
　̏અ　アϝϦΧの֦େとୈֵ໋̎ۀ࢈࣍ʜʜʜʜʜʜüø
　̐અ　ఇ国ओٛとੈքのҰମԽʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜüú
̐章ɹΞジΞॾࠃのಈ༳と日本の開ࠃʜʜʜʜʜʜʜʜüý
　̍અ　ʮ༸のিܸʯとアδアのมԽʜʜʜʜʜʜʜüþ
　̎અ　ೆ・౦ೆアδアの২ຽԽ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜüĀ
　̏અ　Ϥʔロούの日ຊۙとアϔϯઓ૪ʜʜʜʜʜýø
　̐અ　ࠇધのདྷߤと日ຊのରԠʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜýú
　̑અ　৽ମ੍のࡧと江ށ幕府の໓ʜʜʜʜʜʜʜýü
５章ɹۙԽがਐΉ日本と౦ΞジΞʜʜʜʜʜʜʜʜʜþ÷
　̍અ　৽府のੜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþø
　̎અ　ۙ国ՈΛ͢ࢦ日ຊʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþú
　̏અ　日ຊとਗ਼のۙԽと日ਗ਼ઓ૪ʜʜʜʜʜʜʜʜþü
　̐અ　列ڧのத国ਐग़と日露ઓ૪ʜʜʜʜʜʜʜʜʜþþ
　̑અ　日露ઓ૪が༩͑ͨӨڹʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþĀ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿø

ʮۙԽʯΛৼΓฦΓݱతͳॾ課題と݁ͼ͚ͯ͑ߟΑ͏ʂ�ʜʜÿú
技能 ᶅใのूΊํ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿü

　　　　ᶆใの·とΊํ ҙަݟのํ๏� ʜʜʜʜʜÿý

ۙԽͱ̎ͪͨࢲ෦

ੜ׆ɾจԽ͔ΒݟΔ�ຊͱੈք⁞ظޙށߐ�

ੜ׆ɾจԽ͔ΒݟΔ�ຊͱੈք �໌ظ࣏

಄ר�

��ྺ૯@ר಄ר��಄��࣍�JOEE   � ����������   �����

も��͘��͡
಄̍רのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࡏݱ
಄̏רʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ࢈の日ຊとੈքจԽҨࡏݱ
日ຊのྺ࢙දʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̐
͘͡ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̑
ຊॻのํ͍ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̓
は͡Ίにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̔

地域の歩み１ɹ౦ΞジΞの文明
　̍　౦アδアの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̍
　̎　日ຊのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̏
　̏　౦アδアのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̑
地域の歩み̎ɹೆ・౦ೆΞジΞの文明
　̍　ೆ・౦ೆアδアの෩とਓʑ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̓
　̎　ೆ・౦ೆアδアのྺ࢙�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̕
地域の歩み̏ɹΞジΞ・ΞフϦカの文明
　̍　アδア・アϑϦΧの෩とਓʑ�ʜʜʜʜʜʜࢿྉøø
　̎　アδア・アϑϦΧのྺ࢙�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøú
地域の歩み̐ɹϤーϩούの文明
　̍　Ϥʔロούの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøü
　̎　Ϥʔロούのྺ࢙ᶃʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøþ
　̏　Ϥʔロούのྺ࢙ᶄʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøĀ
地域の歩み５ɹೆΞϝϦカの文明
　̍　ೆアϝϦΧの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉùø
　̎　ೆアϝϦΧのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉùù

１章ɹ歴史とࢲたͪʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̍
　ᶃ͓͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̎
　ᶄ৯จԽ͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ ʙᰤࢠΛྫࣄに�ʜ̏
　ᶅۙͳ࢙͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ ʙ࡚Λྫࣄに�ʜ̐
̎章ɹ歴史の特࣭と資料
　̍અ　ࢿྉΛऔΓѻͬͯΈよ͏ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̑

技能 ᶃࢿྉのಛ࣭とಡΈղき�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̓
　　　　ᶄࢿྉのൺֱ・ؔ࿈͚�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̕
　̎અ　ྺ࢙ঀड़とはԿ͔ͯ͑ߟΈよ͏ʜʜʜʜʜʜʜø÷

֤Ҭͷॾจ໌˗

ͷ൶１෦࢙ྺ

　øÿੈل·でのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜøø
ং章ɹۙԽのい
　øĀੈلのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜøú
　ʮۙԽʯに͍ͭͯ͏͍ͯ͜͠ߟʂʜʜʜʜʜʜʜʜøü
　̒ͭのΩʔϫʔυ͔Β͍Λදͯ͠ݱΈよ͏ʂʜʜʜøĀ
１章ɹށߐ時の日本と݁ͼく世界ʜʜʜʜʜʜʜʜù÷
　̍અ　アδアのͳ͔の江ށ幕府ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùø
　̎અ　ख़͢る江ࣾށձʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùú
　̏અ　ਗ਼のൟӫと結ͼ͘౦アδアʜʜʜʜʜʜʜʜùü
　̐અ　アδア・アϝϦΧに͏͔Ϥʔロού�ʜʜʜʜùþ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùĀ

̎章ɹԤถॾࠃに͓͚るۙԽʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜúù
　̍અ　ΠΪϦεのֵ໋とアϝϦΧのಠཱʜʜʜʜʜʜúú
　̎અ　ϑϥϯεֵ໋ʙϤʔロούۙの幕։͚� ʜʜʜúü
　̏અ　ϑϥϯεֵ໋のӨڹと国ຽҙࣝのժੜ͑ʜʜʜúþ
　̐અ　ֵ໋ۀ࢈でมΘるࣾձʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜúĀ
　̑અ　ΠΪϦεのൟӫと国ࡍۀମ੍ʜʜʜʜʜʜʜûø
̏章ɹۙԽのਐ展とࠃຽࠃՈܗ成ʜʜʜʜʜʜʜʜʜûý
　̍અ　øÿûÿ ʙۙϤʔロούのస� ʜʜʜʜʜʜûþ
　̎અ　ΠλϦア・υΠπの౷ҰとロシアのۙԽ�ʜʜûĀ
　̏અ　アϝϦΧの֦େとୈֵ໋̎ۀ࢈࣍ʜʜʜʜʜʜüø
　̐અ　ఇ国ओٛとੈքのҰମԽʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜüú
̐章ɹΞジΞॾࠃのಈ༳と日本の開ࠃʜʜʜʜʜʜʜʜüý
　̍અ　ʮ༸のিܸʯとアδアのมԽʜʜʜʜʜʜʜüþ
　̎અ　ೆ・౦ೆアδアの২ຽԽ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜüĀ
　̏અ　Ϥʔロούの日ຊۙとアϔϯઓ૪ʜʜʜʜʜýø
　̐અ　ࠇધのདྷߤと日ຊのରԠʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜýú
　̑અ　৽ମ੍のࡧと江ށ幕府の໓ʜʜʜʜʜʜʜýü
５章ɹۙԽがਐΉ日本と౦ΞジΞʜʜʜʜʜʜʜʜʜþ÷
　̍અ　৽府のੜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþø
　̎અ　ۙ国ՈΛ͢ࢦ日ຊʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþú
　̏અ　日ຊとਗ਼のۙԽと日ਗ਼ઓ૪ʜʜʜʜʜʜʜʜþü
　̐અ　列ڧのத国ਐग़と日露ઓ૪ʜʜʜʜʜʜʜʜʜþþ
　̑અ　日露ઓ૪が༩͑ͨӨڹʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþĀ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿø

ʮۙԽʯΛৼΓฦΓݱతͳॾ課題と݁ͼ͚ͯ͑ߟΑ͏ʂ�ʜʜÿú
技能 ᶅใのूΊํ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿü

　　　　ᶆใの·とΊํ ҙަݟのํ๏� ʜʜʜʜʜÿý

ۙԽͱ̎ͪͨࢲ෦
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も��͘��͡
಄̍רのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࡏݱ
಄̏רʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ࢈の日ຊとੈքจԽҨࡏݱ
日ຊのྺ࢙දʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̐
͘͡ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̑
ຊॻのํ͍ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̓
は͡Ίにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̔

地域の歩み１ɹ౦ΞジΞの文明
　̍　౦アδアの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̍
　̎　日ຊのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̏
　̏　౦アδアのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̑
地域の歩み̎ɹೆ・౦ೆΞジΞの文明
　̍　ೆ・౦ೆアδアの෩とਓʑ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̓
　̎　ೆ・౦ೆアδアのྺ࢙�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̕
地域の歩み̏ɹΞジΞ・ΞフϦカの文明
　̍　アδア・アϑϦΧの෩とਓʑ�ʜʜʜʜʜʜࢿྉøø
　̎　アδア・アϑϦΧのྺ࢙�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøú
地域の歩み̐ɹϤーϩούの文明
　̍　Ϥʔロούの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøü
　̎　Ϥʔロούのྺ࢙ᶃʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøþ
　̏　Ϥʔロούのྺ࢙ᶄʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøĀ
地域の歩み５ɹೆΞϝϦカの文明
　̍　ೆアϝϦΧの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉùø
　̎　ೆアϝϦΧのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉùù

１章ɹ歴史とࢲたͪʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̍
　ᶃ͓͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̎
　ᶄ৯จԽ͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ ʙᰤࢠΛྫࣄに�ʜ̏
　ᶅۙͳ࢙͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ ʙ࡚Λྫࣄに�ʜ̐
̎章ɹ歴史の特࣭と資料
　̍અ　ࢿྉΛऔΓѻͬͯΈよ͏ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̑

技能 ᶃࢿྉのಛ࣭とಡΈղき�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̓
　　　　ᶄࢿྉのൺֱ・ؔ࿈͚�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̕
　̎અ　ྺ࢙ঀड़とはԿ͔ͯ͑ߟΈよ͏ʜʜʜʜʜʜʜø÷

֤Ҭͷॾจ໌˗

ͷ൶１෦࢙ྺ

　øÿੈل·でのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜøø
ং章ɹۙԽのい
　øĀੈلのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜøú
　ʮۙԽʯに͍ͭͯ͏͍ͯ͜͠ߟʂʜʜʜʜʜʜʜʜøü
　̒ͭのΩʔϫʔυ͔Β͍Λදͯ͠ݱΈよ͏ʂʜʜʜøĀ
１章ɹށߐ時の日本と݁ͼく世界ʜʜʜʜʜʜʜʜù÷
　̍અ　アδアのͳ͔の江ށ幕府ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùø
　̎અ　ख़͢る江ࣾށձʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùú
　̏અ　ਗ਼のൟӫと結ͼ͘౦アδアʜʜʜʜʜʜʜʜùü
　̐અ　アδア・アϝϦΧに͏͔Ϥʔロού�ʜʜʜʜùþ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùĀ

̎章ɹԤถॾࠃに͓͚るۙԽʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜúù
　̍અ　ΠΪϦεのֵ໋とアϝϦΧのಠཱʜʜʜʜʜʜúú
　̎અ　ϑϥϯεֵ໋ʙϤʔロούۙの幕։͚� ʜʜʜúü
　̏અ　ϑϥϯεֵ໋のӨڹと国ຽҙࣝのժੜ͑ʜʜʜúþ
　̐અ　ֵ໋ۀ࢈でมΘるࣾձʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜúĀ
　̑અ　ΠΪϦεのൟӫと国ࡍۀମ੍ʜʜʜʜʜʜʜûø
̏章ɹۙԽのਐ展とࠃຽࠃՈܗ成ʜʜʜʜʜʜʜʜʜûý
　̍અ　øÿûÿ ʙۙϤʔロούのస� ʜʜʜʜʜʜûþ
　̎અ　ΠλϦア・υΠπの౷ҰとロシアのۙԽ�ʜʜûĀ
　̏અ　アϝϦΧの֦େとୈֵ໋̎ۀ࢈࣍ʜʜʜʜʜʜüø
　̐અ　ఇ国ओٛとੈքのҰମԽʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜüú
̐章ɹΞジΞॾࠃのಈ༳と日本の開ࠃʜʜʜʜʜʜʜʜüý
　̍અ　ʮ༸のিܸʯとアδアのมԽʜʜʜʜʜʜʜüþ
　̎અ　ೆ・౦ೆアδアの২ຽԽ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜüĀ
　̏અ　Ϥʔロούの日ຊۙとアϔϯઓ૪ʜʜʜʜʜýø
　̐અ　ࠇધのདྷߤと日ຊのରԠʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜýú
　̑અ　৽ମ੍のࡧと江ށ幕府の໓ʜʜʜʜʜʜʜýü
５章ɹۙԽがਐΉ日本と౦ΞジΞʜʜʜʜʜʜʜʜʜþ÷
　̍અ　৽府のੜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþø
　̎અ　ۙ国ՈΛ͢ࢦ日ຊʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþú
　̏અ　日ຊとਗ਼のۙԽと日ਗ਼ઓ૪ʜʜʜʜʜʜʜʜþü
　̐અ　列ڧのத国ਐग़と日露ઓ૪ʜʜʜʜʜʜʜʜʜþþ
　̑અ　日露ઓ૪が༩͑ͨӨڹʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþĀ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿø

ʮۙԽʯΛৼΓฦΓݱతͳॾ課題と݁ͼ͚ͯ͑ߟΑ͏ʂ�ʜʜÿú
技能 ᶅใのूΊํ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿü

　　　　ᶆใの·とΊํ ҙަݟのํ๏� ʜʜʜʜʜÿý
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ং章ɹࡍࠃடংのมԽやେऺԽのい
　ù÷ੈلલのੈք�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿþ
ʮ国ࡍடংのมԽେऺԽʯに͍ͭͯ͏͍ͯ͜͠ߟʂ�ʜÿĀ
　̑ͭのΩʔϫʔυ͔Β͍Λදͯ͠ݱΈよ͏ʂʜʜʜĀú
１章ɹୈҰ࣍世界େઓと日本のରԠʜʜʜʜʜʜʜʜʜĀû
　̍અ　υΠπのઓとόϧΧϯ島のۓுʜʜʜʜʜĀü
　̎અ　૯ྗઓとͳͬͨୈҰੈ࣍քେઓʜʜʜʜʜʜʜĀþ
　̏અ　ロシアֵ໋とେઓのऴ結ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜĀĀ
̎章ɹڠࡍࠃௐとେऺࣾձのがりʜʜʜʜʜʜʜʜ ø÷ý
　̍અ　ϰΣϧαΠϢମ੍のཱʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ø÷þ
　̎અ　౦アδアのຽܾࣗのํߦʜʜʜʜʜʜʜʜ ø÷Ā
　̏અ　த౦・ΠϯυのຽܾࣗのӨڹ�ʜʜʜʜʜʜ øøø
　̐અ　Ϥʔロούの෮ڵとେऺのࢀ࣏Ճʜʜʜʜ øøú
　̑અ　େऺࣾձのग़ݱとアϝϦΧのൟӫʜʜʜʜʜ øøü
　̒અ　日ຊに͓͚るେऺࣾձのܗʜʜʜʜʜʜʜ øøþ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øøĀ

̏章ɹ日本のํߦとୈೋ࣍世界େઓʜʜʜʜʜʜʜʜ øùù
　̍અ　ੈք߄ڪが༩͑ͨӨڹʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øùú
　̎અ　ϑΝシζϜの಄と֦େʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øùü
　̏અ　ౘ࣏のஅઈとຬऱࣄมʜʜʜʜʜʜʜʜ øùþ
　̐અ　日தઓ૪の࢝·Γʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øùĀ
　̑અ　ୈೋੈ࣍քେઓのల։ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øúø
　̒અ　ઓہのѱԽとඃの֦େʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øúú
　̓અ　ୈೋੈ࣍քେઓのऴ結とͦのࢂՒʜʜʜʜʜ øúü
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øúþ

̐章ɹ࠶出ൃする世界と日本ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øûù
　̍અ　ઓޙの৽ͨͳ国ࡍடংʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øûú
　̎અ　ྫྷઓの࢝·Γʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øûü
　̏અ　日ຊఫୀޙの౦アδアʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øûþ
　̐અ　日ຊのվֵとಠཱのճ෮ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øûĀ

ʮࡍࠃடংのมԽやେऺԽʯを振り返り
現的なॾ課題と݁ͼ͚て考えΑ͏！ʜʜʜʜʜʜ øüø

෦̏ͪͨࢲடংͷมԽେऺԽͱࡍࠃ

ੜ׆ɾจԽ͔ΒݟΔ�ຊͱੈք�େਖ਼ظ

ੜ׆ɾจԽ͔ΒݟΔ�ຊͱੈք�ઓ中ظ

ং章

１章

̎章

̏章

͜Εまでの学習を振り返り
現的なॾ課題のܗ成と展を考えΑ͏！

άϩʔόϧԽͱ̐ͪͨࢲ෦

ʹ࢙ྺ
ഭΔʂ�
1 ϑϥϯεֵ໋はਓݖએݴのཧ೦ΛͲ͜·で࣮ݱできͨの͔� ʜûú
2 幕府のର֎ަবΛͲ͏ධՁ͢る͔� ʜʜʜʜʜʜʜʜýþ
3 ೋेҰ͔条ཁٻのԿΛと͢き͔� ʜʜʜʜʜ ø÷ø
4 νΣϯόϨϯのࡦΛͲ͏ධՁ͢る͔� ʜʜʜʜʜ øúĀ
� にはͲのよ͏ͳऔΓΈがඞཁͳの͔�ʜʜࠀਓࠩผのࠇ øþĀ

'*-&��
'*-&��
'*-&��
'*-&��
'*-&��
'*-&��
'*-&��
'*-&��
'*-&��

（̑テーϚ）
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ং章

１章

̎章

̏章

̐章

ʮࡍࠃடংのมԽやେऺԽʯを振り返り
現的なॾ課題と݁ͼ͚て考えΑ͏！

෦̏ͪͨࢲடংͷมԽେऺԽͱࡍࠃ
ং章ɹグϩーバルԽのい
　ù÷ੈޙلҎ߱のੈք�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øüú
　ʮάロʔόϧԽʯに͍ͭͯ͏͍ͯ͜͠ߟʂʜʜʜʜ øüü
　̓ͭのΩʔϫʔυ͔Β͍Λදͯ͠ݱΈよ͏ʂʜʜ øüþ
１章ɹྫྷઓで༳Εる世界と日本ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øüÿ
　̍અ　アϝϦΧ・ι࿈のۓுと؇和�ʜʜʜʜʜʜʜ øüĀ
　̎અ　ྫྷઓԼに͓͚る日ຊの෮ڵʜʜʜʜʜʜʜʜ øýø
　̏અ　ୈࡾྗのܗと২ຽԽʜʜʜʜʜʜʜ øýú
　̐અ　த౦ઓ૪とύϨενφʜʜʜʜʜʜʜʜ øýü
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øýþ

̎章ɹ多ۃԽする世界ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øþ÷
　̍અ　༳Β͙アϝϦΧとઌਐ֤国のมԽʜʜʜʜʜ øþø
　̎અ　ʮࡁܦେ国ʯ日ຊのࡧʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øþú
　̏અ　ൃࡁܦలにऔΓΉアδア・ೆถ諸国�ʜʜʜ øþü
　̐અ　ΠεϥʔϜ෮ڵとྫྷઓのӨڹʜʜʜʜʜʜ øþþ
̏章ɹグϩーバルԽのなかの世界と日本ʜʜʜʜʜʜ øÿû
　̍અ　ྫྷઓのऴ結とมΘるੈքߏʜʜʜʜʜʜʜ øÿü
　̎અ　ྫྷઓのऴ結が༩͑ͨੈքのӨڹʜʜʜʜʜ øÿþ
　̏અ　େ国アϝϦΧとத౦ʜʜʜʜʜʜʜʜ øÿĀ
　̐અ　国ࡍ境のมԽと日ຊʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ øĀø
　̑અ　άロʔόϧԽによる国ࣾࡍձのม༰ʜʜʜʜ øĀú

͜Εまでの学習を振り返り
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A

日
本


せい

ؖ
かん


ろん

をめぐる政
せい

ม
へん

によって政
せい


ふ

が
ぶん

྾
れつ

したことで，

ൡ
はん

ൊ
ばつ

政
せい


ふ

への൷
ひ


はん

がߴ
たか

まり，人
ひと

々
びと

の政
せい

治
じ

参
さん

加
か

を求
もと

める自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が本
ほん

֨
かく

化
か

した。これにର
たい

して新
しん

政
せい


ふ

は，18�� 年
ねん

に，しだいに

ཱ
りっ

ݑ
けん

体
たい

制
せい

に移
い

行
こう

するという方
ほう


しん

を示
しめ

し，४
じゅん

උ
び

を始
はじ

めた。ޒ
ご

Օ
か


じょう

の
せい

จ
もん

に

」
ひろ

Ϋ会
かい

議
ぎ

Ϯڵ
おこ

シສ
ばん

機
き

ެ
こう


ろん

χܾ
けっ

スϕシ」と掲
かか

げられたように，国
こく

民
みん

の政
せい

治
じ

参
さん

加
か

を認
みと

め，議
ぎ

会
かい

政
せい

体
たい

を࠾
と

ることは，新
しん

政
せい


ふ

にとっても大
おお

きな
もく

ඪ
ひょう

であった。

一
いっ

方
ぽう

，自
じ

༝
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

を進
すす

める民
みん

権
けん


は

は，ࢲ
し

ཱ
りつ

学
がっ

ߍ
こう

のઃ
せつ

ཱ
りつ

やԋ
えん

આ
ぜつ

会
かい

を通
つう

͡

て，フランス人
じん

権
けん

思
し


そう

やԤ
おう

ถ
べい

議
ぎ

会
かい

制
せい


ど

のしくみを
ひろ

め，
ち

ે
そ

のҾ
ひ

きԼ
さ

げを

求
もと

める༗
ゆう

力
りょく


のう

民
みん

なども参
さん

加
か

してશ
ぜん

国
こく

的
てき

な運
うん

動
どう

となっていった。そして，൘
いた

֞
がき

ୀ
たい

ॿ
すけ

が結
けっ

成
せい

したѪ
あい

国
こく

社
しゃ

をϧーツとする国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

ໍ
めい

によって，80年
ねん

に

国
こっ

会
かい

։
かい

ઃ
せつ


せい

ئ
がん

ॻ
しょ

がఏ
てい

出
しゅつ

されると，国
こく

民
みん

の政
せい

治
じ

参
さん

加
か

を求
もと

めるؾ
き

運
うん

はさらにߴ
たか

まり ࢲ
し

ٖ
ぎ

ݑ
けん

法
ぽう

のى
き


そう

を通
つう

͡ての民
みん

ؒ
かん

でのݑ
けん

法
ぽう


ろん

議
ぎ

が
さか

んになった。

この自
じ

༝
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

の
も

り্
あ

がりにର
たい

し，新
しん

政
せい


ふ

のࢦ
し

ಋ
どう


そう

で͋る伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らは，81年
ねん

に政
せい


ふ

内
ない

でٸ
きゅう

進
しん

的
てき

に議
ぎ

Ӄ
いん

内
ない

閣
かく

制
せい

を求
もと

める大
おお

۾
くま

ॏ
しげ

৴
のぶ

らの意
い

ݟ
けん

を

ഉ
はい

除
じょ

する一
いっ

方
ぽう

で，90年
ねん

の議
ぎ

会
かい

։
かい

ઃ
せつ

をఱ
てん

ߖ
のう

の໊
な

で国
こく

民
みん

に
やく

ଋ
そく

した（国
こっ

会
かい

։
かい

ઃ
せつ

の
ちょく

་
ゆ

）。こうして，新
しん

政
せい


ふ

は，ཱ
りっ

ݑ
けん

体
たい

制
せい

に
む

けて大
おお

きく動
うご

き出
だ

した。

1882 年
ねん

，ҏ
い

౻
とう

は，ཱ
りっ

ݑ
けん

制
せい


ど

ಋ
どう

ೖ
にゅう

のため，ヨーロッパに


わた

ってॾ
しょ

外
がい

国
こく

の政
せい

治
じ

や制
せい


ど

の調
ちょう

ࠪ
さ

を行
おこな

い，ཌ
よく

8� 年
ねん

にؼ
き

国
こく

すると，必
ひつ

要
よう

な制
せい


ど

վ
かい

ֵ
かく

を進
すす

めていった。8�年
ねん

には内
ない

閣
かく

制
せい

度
ど

がಋ
どう

ೖ
にゅう

され，

今
こん

日
にち

まで続
つづ

く内
ない

閣
かく

総
そう

ཧ
り

大
だい

ਉ
じん

をट
しゅ

൝
はん

とする政
せい


ふ

のࡏ
あ

り方
かた

がܗ
かたち

づくられた。ҏ
い

౻
とう

を中
ちゅう

৺
しん

にݑ
けん

法
ぽう


そう

Ҋ
あん

が࡞
さく

成
せい

され，89 年
ねん

2 ݄
がつ

11 日
にち

，ఱ
てん

ߖ
のう

が定
さだ

めるݑ
けん

法
ぽう

と

立
りっりっりっりっりっ

憲
けんけんけんけんけん

体
たいたいたいたいたい

制
せいせいせいせいせい

への
道
みちみちみちみちみちみちみち

のり
➡p.72
たかたかたかたかたか

（明治８）

➡p.71
せいいせいいせいいせいいせいいいい じじじじじ

QR

➡p.34,36 ➡ p.33
こくくくくくてきてきてきてきてき

➡p.72
かいいいいいかいかいかいかいかい

QR

1841 ～ 1909
い けんけんけんけんけん 2

1838 ～ 1922
やくやくやくやくやくやくやくやくやくやくやくやくそくくくくく

憲
けんけんけんけんけん

法
ぽうぽうぽうぽうぽう

発
はっはっはっはっはっ

布
ぷぷぷぷぷ

と
帝
てい

国
こく

議
ぎぎぎぎ

会
かいかいかいかいかいかいかい （明治 15）

しししししししししししし

日本

近
きんきんきんきん

代
だいだいだいだい

国
こっこっこっこっ

家
かかかか

を目
めめめめ

指
ざざざざ

す日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

は , 近
きんきききんんん

代
だいだいだいだい

国
こっこここっっっ

家
かかかか

となるために，どのような政
せいせいせいせい

策
さくさくさくさく

を進
すすすすすすすすすすすすすす

めていったのだろうか。
学
がくがくがくがくがくがくがくがく
習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

課
かかかか学学学学学学学学学学学学学学
題
だいだいだいだい習だい習だい習だい習だいだいだい習習習習習習習習習習習習習習

自由民権運動，国会期成同盟，内閣制度，大日本帝国憲法，帝国議会，衆議院議院総選挙，民法，領土中学校との関連

　　 大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

の発
はっ

布
ぷ

（1889年
ねん

）
〈ཱதԝਤॻ館蔵ژ౦ 『๏ൃࣜ೭ਤݑ』〉

１

　 大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

の下
もと

での国
くに

のしくみ3

　　 留
りゅう

学
がく

中
ちゅう

の伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

2

読み解き  大
だいだい

日
にに

本
ほんほん

帝
ていてい

国
こくこく

憲
けんけんけんけんけん

法
ぽうぽうぽうぽうぽう

は，誰
だれだれ

から与
あたあた

えら
れ，誰

だれだだだれれれ

を中
ちゅうちゅちゅちゅちゅちゅちゅううう

心
しんしんしんしん

とした憲
けんけんけんけん

法
ぽうぽうぽうぽう

なのだろうか。

日
にっにっにっにっ
本
ぽんぽぽぽんんん
→p.75　

前
まえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえ
のできごと 日

にっにっにっにっ
本
ぽぽんぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽんんん
→p.71

次
つぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎ
のできごと

２

第
だいだだだいいい

１条
じょうじじじょょょううう

天
てんてんてんてん

皇
のうのののううう

ハ神
しんしんしんしん

聖
せいせせせいいい

ニシテ侵
おか

スヘカラス
第
だいだだだいいい

４条
じょうじょうじょうじょう

天
てんてててんんん

皇
のうのうのうのう

ハ国
くにくにくにくにくにくにくに

ノ元
げんげげげんんん

首
しゅしゅしゅしゅ

ニシテ統
とうとうとうとう

治
ちちちち

権
けんけんけんけん

ヲ総
そう

攬
らん

シ此
こ

ノ憲
けんけけけんんん

法
ぽうぽうぽうぽう

ノ上
じょうじじじょょょうううううう

記
きききき

ニ依
よ

リ之
これ

ヲ行
おこなおおおこここななな

フ
第
だいだだだだだだいいい

11条
じょうじじじょょょううう

天
てんてんてんてん

皇
のうのののうううううう

ハ陸
りくりくりくりく

海
かいかかかいいい

軍
ぐんぐぐぐんんん

ヲ統
とう

帥
すい

ス
第
だいだだだいいい

28条
じょうじょうじょうじょうじょうじょうじょう

日
にっにににっっっ

本
ぽんぽぽぽんんん

臣
しんしんしんしん

民
みんみみみんんん

ハ安
あん

寧
ねい

秩
ちつ

序
じょ

ヲ妨
さまた

ケス及
および

臣
しんしししんんん

民
みんみんみんみん

タルノ義
ぎぎぎぎ

務
むむむむ

ニ背
そむ

カサル限
かぎり

ニ於
おい

テ
信
しんしんしんしん

教
きょうきききょょょううう

ノ自
じじじじ

由
ゆうゆうゆうゆう

ヲ有
ゆうゆゆゆううう

ス
第
だいだだだいいい

29条
じょうじょうじょうじょう

日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

臣
しんしししんんん

民
みんみみみんんん

ハ法
ほうほほほううう

律
りつりつりつりつりつりつりつ

ノ範
はん

囲
い

内
ないななないいい

ニ於
おいおおおいいい

テ言
げんげげげんんん

論
ろんろんろんろん

著
ちょちょちょちょ

作
さくさささくくく

印
いん

行
こう
＊集
しゅうしししゅうゅうゅう

会
かいかかかいいい

及
および

結
けっけっけっけっ

社
しゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃ

ノ自
じじじじ

由
ゆうゆうゆうゆう

ヲ有
ゆうゆうゆうゆう

ス ＊図
とととと

書
しょしししょょょ

の印
いんいいいんんん

刷
さつさささつつつ

や発
はっはっはっはっ

行
こうこうこうこう

大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けんけんけんけんけんけんけん

法
ぽうぽうぽうぽう

（1889年
ねんねねねんんん
）

史史史
料

伊
い

藤
とう

がヨーロッパで
学
まな

んだ立
りっ

憲
けん

政
せい

治
じ

憲
けん

法
ぽう

調
ちょう

査
さ

のために渡
と

欧
おう

した伊
い

藤
とう

は，まずベ
ルリン大

だい

学
がく

のグナイストから「憲
けん

法
ぽう

は国
こく

民
みん

精
せい

神
しん

の表
あらわ

れ」という教
おし

えを受
う

けた。他
た

方
ほう

，ウィーン
大
だい

学
がく

のシュタインからは，議
ぎ

会
かい

制
せい

度
ど

と行
ぎょう

政
せい

の
調
ちょう

和
わ

による国
くに

の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

を学
まな

んだ。
　こうして伊

い

藤
とう

は，立
りっ

憲
けん

政
せい

治
じ

は憲
けん

法
ぽう

の制
せい

定
てい

の
みで実

じつ

現
げん

できるものではなく，議
ぎ

会
かい

制
せい

度
ど

など
の国

くに

のしくみと，それを運
うん

用
よう

する行
ぎょう

政
せい

制
せい

度
ど

の
整
せい

備
び

が必
ひつ

要
よう

と学
まな

んだ。さ
らには，それを運

うん

営
えい

して
いく人

ひと

々
びと

の養
よう

成
せい

と教
きょう

育
いく

が重
じゅう

要
よう

と学
まな

び取
と

った。

天皇

国　　民

枢密院
すうみついん

元老
げんろうげ 憲法に規定のない機関

天皇に内閣総理大臣を推薦
すいせん

へいえき

立法 行政 司法 軍部
内閣帝国議会 大審院

だい しん いん 陸軍 海軍

各省

道府県

衆議院 貴族院

兵役選挙

明治天皇

内閣総理大臣
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してେ
だい
日
ʹ
本
ほん
ఇ
てい
ࠃ
こく
๏が発され，ཌݑ 90 年のఇ

てい
ࠃ
こく
ٞձの։ઃへとࢸった。

これは，Ԥถ以外の国に͓いて，時།
Ώい
一
いつ
のཱݑ政治の始まりであった。

　しかし，90年に行われた࠷初のऺٞӃٞһ૯બڍでは，ֹߴೲ੫ऀの
成年男性にしか選挙権は༩

あた
えられͣ，༗権ऀは国民の̍％ఔでしかな

かった。また，ւಓやԭೄݝの人々には参政権がなく，国政にؔわるこ

とができなかった。

かか

。法制定と共にॾ法యも整උされ，日本のۙ代法制が出དྷ্がったݑ　

ຽ๏については，フランス人法学ऀϘアιナードがىした法యが 90年
にެされたが，日本人の法学ऀからରが出され，結ہ日本人のखによ

る新しい民法యが 98年にࢪ
し
行
こう
された。

　　　　　　　ۙ代国民国家は，主権を༗し，それをߏ成する国民と主権

が及
およ
Ϳ領を持つ。新政もۙ

きん
ྡ
りん
国
こく
との領ը定にめた。

方ではロシアと，幕府が結んだ日
ʹち
露
ろ
通好（和

わ
親
しん
）条約による択

え
捉
とろふ
島・得

ϧο
撫
ϓ

島間の国境画定に続き，א
から
ଠ
ふと
・ઍ

ち
ౡ
しま
ަ
こう

かん
を結ͼ，日本はאଠを์

ほう
غ
き
し

ઍౡྻౡを得た。ླྀ
りゅう
ٿ
きゅう
については，日本とਗ਼

しん
の྆ଐؔであったが，ླྀٿ

ॾౡのધが台
たい

わん
にඬ

ひょう
ண
ちゃく
した際，һがࡴされる݅ࣄがىこった。日本

は߅
こう
議
͗
して，18�4 年に台出ฌを行ったが，これにରしਗ਼がࣄ実্のഛ

ばい

ঈ
しょう
金
きん
をࢧ

し

はら
ったため，日本はླྀٿが日本領となったとݟなして �9年にԭ

ೄݝをઃஔした。খ
お
ּ
がさ
ݪ
わら
ॾౡは，ນ末にນがӳถ྆国へ日本領であるこ

とを通ࠂして͓り，��年に国際法に基
もと
づき領༗が認められた。さらに日

本は，9�年にઑ
せん
閣
かく
ॾౡのԭೄݝへのฤೖ，次いで 190� 年に

たけ
ౡ
しま
のౡࠜ

。へのฤೖを閣議ܾ定し，自国の領とする意思をެࣜに示したݝ

史料 QR 1 QR

̏

人物

➡ p.41

1825 〜 191� ➡ p.�7

日本の
国ڥըఆ

̍ר➡ ະདྷ

�

1855

1875

➡ p.22
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ɹɹɹɹ日ຊ੍͕࣏Λ͑ΔͨΊʹ，։
ઃൃͨ͠のΛ，ຊจ͔Βྻܥ࣌ॱʹॻ
͖ग़ͦ͏ɻ

֬ೝ

ɹɹɹɹۙࠃՈͱͳͬͨ日ຊのࠃ，ʹ࣏
ຽͲのఔࢀՃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨのͩΖ͏
͔，આ໌͠Α͏ɻ

આ໌

ɹɹ�໌࣏ॳظͷ日本ͷڥࠃͱ֎ަɹɹ�̑

日本ͰॳΊͯঁੑのࢀݖΛ࣮͠ݱた

　高ݝの্
かみ

ொ
まち

にॅみ，ށओであった
ଟは，1878（明治ت 11）年，۠ձٞһ
のબڍで「ށओとしてೲ੫しているのに，
ঁだからબݖڍがないというのはおか
しい。本来ٛ務とݖརはཱ྆するのが
ಓཧであり，બݖڍがないならೲ੫し

ない」とݝに߅
こう

ٞ
͗

し，ڋ
きょ

൱
ひ

͞れると務লにૌ
うͬた

え出た。時，
ੈքでもঁੑࢀ政ݖはアメリカのϫイΦϛンάभٞձだけと
いわれていたなか，تଟのॅΉҬでは 80 年からঁੑࢀ政
がೝめられた。しかし̐年後の๏վਖ਼により，またஉੑしݖ
かථできなくなった。تଟはその後，

な

くなるまでঁੑຽ
〈೦館蔵هݖ༝ຽཱࣗࢢߴ〉。ಈを行った׆Ոとしてݖ

ೇ
くすの


せ

ت
き

ଟ
た

（1836〜 192�）

２
部
̑
章

øû÷˃øû÷˃øú÷˃øú÷˃øú÷˃øù÷˃øù÷˃øù÷˃
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ü÷˃ü÷˃

ú÷˃ú÷˃
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尖閣諸島

琉琉
球諸

小
笠
原
諸
島

小
笠
原
諸
島

小
笠
原
諸
島



ຊ
18��に18��に
ըఆしͨ国ڥըఆしͨ国ڥ＊

シ
ュ
ム
シ
ュ
と
う

太太

日

平平

本

洋洋

海

にͪ�Ζ

͔ら;と

にͬしΜしΎ͏͜͏

にͬͪΐ͏

はΜ

しΐ͏にΜͨいΘΜ

ΧンϑΝ�υ

ͤΜ͔͘

͜͏͔Μͪ�しま

Θ�しΜ

しΜ

ͪΐ͏ͤΜ

りΎ͏͖Ύ͏

͓��が͞Θら

͚ͨしま

⁞ϩγア
18���日࿐௨（）＊
187�א�ଠ・ઍ島ަ
 ਗ਼
�1871�日ਗ਼मن
�1874�ग़ฌ
ே
�187�ߐ�՚島݅ࣄ
�1876�日ேमن

ॾ島ٿླྀ
�1872�ླྀٿൡઃஔ
�187��ԭೄ県ઃஔ
�18���

͓��が͞Θら
�18���

͓��が͞Θら
ઑֳॾ島をԭೄ県にฤೖ

小ּݪॾ島
1876�英・ถが日本のྖ༗をঝೝ
島
�1�0��島ࠜ県にฤೖ

（のํྖࡏݱ）島，色丹島，国後島，捉島が日本ྖにըఆ܈ࣃ＊
は΅まい しͨ͜Μと͏ ͘なしりと͏ え とΖ;

÷ ü÷÷LN

　19 成のաఔで，ઌॅຽ（ˠܗҎ߱，ੈք֤での国ຽ国Ոلੈ p.52）なͲ
マイϊリςΟとよばれる人ʑが「国ຽ」として౷合͞れた。日本の合，ւ
ಓઍ

ち

島
しま

ྻ島なͲにઌॅするアイψの人ʑ（ˠ p.22）は「日本国ຽ」にಉ化ͤ͞
られた。新政府は，アイψݹ来の෩शݴ語をࢭېし，日本語教ҭなͲを行
い，อޢの名で「ւಓچ土

Ͳ

人
じん

อޢ๏」をެした。アイψの人ʑはै来の
ੜ׆จ化をอͭことが難しくなった。教ҭはアイψの人ʑだけの学校で行
われ，その後 19�7 年に通ৗの学校に通学できるようになったが，学では
ࠩผがあった。ࡏݱでは，2007 年の国࿈での「ઌॅຽのݖརにؔする国
࠾「ݴ࿈合એࡍ

さい


たく

をडけ，ཌ年アイψの
人ʑを「ઌॅຽ」とすることをٻめる国
ձܾٞがな͞れ，2019 年のアイψࢪ

し

ࡦ
さく

ਪਐ๏にて「ઌॅຽ」と明͞هれた。

ʮ日本国ຽʯとされΔΞΠψのਓʑ

ɹɹ�アΠψֶߍ（ւಓߐ
え

ผ
べつ

ରࢢ
ついし

أ
かり

）̐

ɹɹࡍࠃ๏্，Ͳͷࠃʹଐ͞ͳ͍を，࠷
ॳʹ領༗ͷҙࢥをͯͬ࣋

せん

༗
Ώう

͢るͱ，ͦͷ
༗ͨ͠ࠃՈͷ領ʹͳるͱ͞Ε͍ͯるɻ

̎

〈ւಓେֶෟଐਤॻ館蔵〉

7473

当時の日本の議会制度や行政制度は，
ヨーロッパの影響を受けたものであ
ることがわかる。

当時，制ݶ選挙は日本だけでなくイΪリスでも実ࢪされ，
選挙権の拡大が世界共通の課題であったことがわかる。

世界と日本を結び付ける本文記述
˔�日本を中心としͨ学श内容に，世界とのͭながりがΘ͔
る本文هड़をりࠐΜで͓り，世界ͱͦͷதにお͚る日本
Λ૬ޓతなࢹかΒଊえΒΕるɻ

!

˔ίϥϜ「世界ͷதͷ日本」
࣌の世界と日本との関連をऔ
り上͛ͨコラϜ。「世界とその中
の日本」とい͏視で歴史をΑ
り深͘捉えられる。

શ ��かॴ

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えΒΕる！特色
１

同時期のイギリスでは，国民の 19ˋが選挙権を༗
➡ p.41

1882 年
ねん

，ҏ
い

౻
とう

は，ཱ
りっ

ݑ
けん

制
せい


ど

ಋ
どう

ೖ
にゅう

のため，ヨーロッパに
（明治 15）


わた

ってॾ
しょ

外
がい

国
こく

の政
せい

治
じ

や制
せい


ど

の調
ちょう

ࠪ
さ

を行
おこな

い，ཌ
よく

8� 年
ねん

にؼ
き

国
こく

日本

すると，必
ひつ

要
よう

な制
せい


ど

վ
かい

ֵ
かく

を進
すす

めていった。

しているのとൺべるといであったが，イギリスも制限選挙であり，

選挙権の拡大は，各国が๊
かか
える共通の՝であった。

‑教科書Q�73�74，本冊子 Q��2��3 しಡΈࢼ
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D

西
ア
ジ
ア

　18 世
せい

ل
き

後
こう


はん

，近
きん


だい

化
か

が進
すす

Ήヨーロッパ諸
しょ

国
こく

は，ࣗ
じ

༝
ゆう

貿
ぼう

易
えき

をうたって本
ほん

֨
かく

的
てき

にアδアに進
しん

出
しゅつ

した。アδア諸
しょ

国
こく

は，強
きょう

大
だい

な
ぶ

力
りょく

を持
も

つヨーロッパ諸
しょ

国
こく

に対
たい

抗
こう

しつつ，ࣗ
じ


しん

のଘ
そん

ଓ
ぞく

とൃ
はっ

ల
てん

を

ਤ
はか

らなくてはならなくなった。これを一
いっ

ൠ
ぱん

的
てき

にʮ西
せい

洋
よう

の衝
しょう

撃
げき

ʯとよͿ。

18 世
せい

ل
き

のオスマン帝
てい

国
こく

は，地
ち

方
ほう

の༗
ゆう

力
りょく

者
しゃ

が強
きょう

大
だい

化
か

し，オスϚン政
せい

府
ふ

の

ࢧ
し


はい

がશ
ぜん

Ҭ
いき

に行
い

きಧ
とど

かなくなっていた。このঢ়
じょう

گ
きょう

を見
み

て，ヨーロッパ諸
しょ

国
こく

はオスϚンఇ
てい

国
こく

への進
しん

出
しゅつ

を強
つよ

めた。1��8 年
ねん

，φϙϨオンらϑランス܉
ぐん

が，

イギリスのインυへのಓ
みち

をはΉため，オスϚンఇ
てい

国
こく

領
りょう

のΤδϓトを̏年
ねん

ؒ
かん


せん

領
りょう

した。Τδϓトのݖ
けん

力
りょく

ߏ
こう


ぞう

はࠞ
こん

乱
らん

し，ϑランス܉
ぐん

ఫ
てっ

退
たい

後
ご

にはオスϚ

ン܉
ぐん

人
じん

ムハンマド =アリーが実
じっ

ݖ
けん

をѲ
にぎ

った。൴
かれ

は，
ちょう

ฌ
へい

੍
せい

により܉
ぐん

を近
きん


だい

化
か

してオスϚン政
せい

府
ふ

をѹ
あっ


とう

し，Τδϓトにࣄ
じ

実
じつ

্
じょう

のಠ
どく

ཱ
りつ

王
おう

ே
ちょう

をங
きず

いた。

一
いっ

方
ぽう

，クリミア
はん

ౡ
とう

では，ロγアが南
なん

下
か

してオスϚンఇ
てい

国
こく

とたびたび争
あらそ

い，ଐ
ぞっ

国
こく

をୣ
うば

いଓ
つづ

けた。さらに，ギリγア人
じん

がಠ
どく

ཱ
りつ

戦
せん

争
そう

を開
かい

始
し

し，ロγア

やイギリスの܉
ぐん

ࣄ
じ

հ
かい

ೖ
にゅう

をಘ
え

てಠ
どく

ཱ
りつ

を達
たっ

成
せい

した。この΄かにも，ଟ
た

民
みん


ぞく

国
こっ

Ո
か

で͋るオスϚンఇ
てい

国
こく

の各
かく

地
ち

で，諸
しょ

民
みん


ぞく

がಠ
どく

ཱ
りつ

ӡ
うん

動
どう

を起
お

こした。

ة
き

ػ
き

に
ちょく

໘
めん

したオスϚンఇ
てい

国
こく

は，183� 年
ねん

にタンジ

マートとよれる近
きん


だい

化
か

վ
かい

ֵ
かく

を開
かい

始
し

した。このվ
かい

ֵ
かく

で

は，オスϚンఇ
てい

国
こく

のॅ
じゅう

民
みん

はफ
しゅう

ڭ
きょう

にかかわらͣ๏
ほう

の下
もと

に平
びょう


どう

で͋るというオ

スマン主
しゅ

義
ぎ

の下
もと

，国
こく

民
みん

の一
いっ

ମ
たい

化
か

が目
め

指
ざ

された。政
せい

࣏
じ

やڭ
きょう

ҭ
いく

の໘
めん

の近
きん


だい

化
か

վ
かい

ֵ
かく

が行
おこな

われ，中
ちゅう

ԝ
おう

ू
しゅう

ݖ
けん

的
てき

な
かん

྅
りょう

ػ
き

ߏ
こう

や，近
きん


だい

的
てき

な܉
ぐん

ୂ
たい

ɾ๏
ほう


りつ

が
ととの

えられた。

�� 年
ねん

には，オスϚンఇ
てい

国
こく

ॳ
はつ

のݑ
けん

๏
ぽう

ʢミυϋトݑ
けん

๏
ぽう

ʣが੍
せい

ఆ
てい

された。これは，

国
こく

民
みん

の平
びょう


どう

，ٞ
ぎ

ձ
かい

੍
せい

ݴ，
げん


ろん

のࣗ
じ

༝
ゆう

などを保
ほ

ো
しょう

したものͩった。しかし，スϧ

衰
すいすい

退
たいたい

する
オスマン帝

てい

国
こく

➡巻末１
ももももも

➡p.27

➡ p.37
りょうょうりょうょうりょうょうりょうょうりょうょうょうょう

➡p.59

４

人物

➡巻末１ ４ 1821 ～ 29

オスマン帝
ていていていていてい

国
こくこくこくこくこく

の
模
も

索
さく

３

「西
せいせせせいいい

洋
ようよよよううう

の衝
しょう

撃
げき

」と西
にしにににししし

アジアの変
へんへへへんんん

化
かかかか

イスラーム諸
しょしょしょしょ

国
こくこくこくこく

は，ヨーロッパ諸
しょしししょょょ

国
こくこここくくくくくく

の進
しんしんしんしん

出
しゅつしゅしゅしゅつつつ

によ
り，どのような影

えい

響
きょう

を受
ううううううう

けたのだろうか。
学
がくがくがくがくがくがくがくがくがくがくがく
習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

課
かかかか学学学学
題
だい習だい習だい習だい習だいだいだい習習習習習習習習習習習習習習

ナポレオン中学校との関連

読み解き Ⓐの三
さんさんさんさんさんさんさんさん

色
し くしょくしし くしし くしし くしし くしししょょょし くくし くくし くくし くくくく

旗
きききききききき

が掲
かかかか

げら
れているのだろうか。

西
にしにしにしにしにしにしにし
アジア→p.95　

前
まえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえ
のできごと 西

にしにににししし
アジア→p.27

次
つぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎ
のできごと

1

エジプトの近
きん

代
だい

化
か

を進
すす

めた

現
げん

在
ざい

のギリシアに
位
い

置
ち

する町
まち

で生
う

まれ
たアルバニア人

じん

のア
リーは，オスマン軍

ぐん

人
じん

としてフランス軍
ぐん

と戦
たたか

うためにエジプ
トに渡

わた

った。フラン
ス軍

ぐん

撤
てっ

退
たい

後
ご

の混
こん

乱
らん

の
なかで頭

とう

角
かく

を現
あらわ

し，エジプトの総
そう

督
とく

となった。
フランスの協

きょう

力
りょく

を得
え

て，徴
ちょう

兵
へい

制
せい

，検
けん

地
ち

と農
のう

作
さく

物
ぶつ

の国
こっ

家
か

専
せん

売
ばい

制
せい

，綿
めん

花
か

栽
さい

培
ばい

の奨
しょう

励
れい

，西
せい

欧
おう

技
ぎ

術
じゅつ

導
どう

入
にゅう

のための学
がっ

校
こう

設
せつ

立
りつ

など，明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

・殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

（→p.75）と同
おな

じような政
せい

策
さく

を，
日
にっ

本
ぽん

より半
はん

世
せい

紀
き

早
はや

く実
じっ

施
し

した。1830 年
ねん

代
だい

，
近
きん

代
だい

化
か

の進
すす

んだエジプト軍
ぐん

は，オスマン帝
てい

国
こく

軍
ぐん

を簡
かん

単
たん

に打
う

ち破
やぶ

ってシリアを占
せん

領
りょう

し，一
いち

時
じ

はオスマン帝
てい

国
こく

の首
しゅ

都
と

イスタンブルも脅
おびや

かし
た。危

き

機
き

感
かん

を覚
おぼ

えたイギリスやロシアが 40
年
ねん

に介
かい

入
にゅう

して，エジプト軍
ぐん

をシリアから撤
てっ

退
たい

させた。

ムハンマド =アリー（1769～ 1849）

Ⓐの三色旗

スエズ運
うん

河
が

レセップスが 1869
年
ねん

に開
かい

通
つう

させた，地
ち

中
ちゅう

海
かい

と紅
こう

海
かい

を結
むす

ぶ全
ぜん

長
ちょう

163kmのエジプトの運
うん

河
が

。ヨーロッ
パからのインド航

こう

路
ろ

（→p.12）は，南
みなみ

アフ
リカの喜

き

望
ぼう

峰
ほう

回
まわ

りに比
くら

べ，時
じ

間
かん

を約
やく

40％短
たん

縮
しゅく

できた。建
けん

設
せつ

の際
さい

，エジプト
はⒶなど外

がい

国
こく

から多
た

大
だい

な借
しゃっ

金
きん

をした。

1

レセップス
（1805～94）
Ⓐの外

がい

交
こう

官
かん

。

2

57
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λンのઐ੍により中断させられ，1��8 年までݑ๏はఀࢭしたままとなった。

　一方，オスϚン
つうしょう

い そん

すいたい

　　　　　　　　　　　　ヨーロッパのࢿ本をটきೖれ，近化を進めた

Τδϓトは，商࡞の໖Ֆ生࢈を拡大していっ

た。しかし，εΤζӡՏݐઃの్
と

中
ちゅう

から，イギリスやϑランスからのआۚ

を始め，アメリカ南戦争のऴ結による໖ՖՁ֨の下མもӨ
えい

ڹ
きょう

し，18��

年にࡒ政ഁ
は


たん

した。आۚがฦࡁෆになると，Τδϓトはӳに国Ոࡒ政

をԡ
お

さえられ，実࣭的にࢧされた。ΞϑΨーχーは，これをイスラーϜ

世界શମのػةととらえ，オスϚンఇ国やΤδϓトという
わく

を
こ

えてϜス

リϜの一ମ化を目指すύϯ �ΠεϥーϜओٛを説いた。一方，܉人Φϥー
Ϗーは 81 年にʮΤδϓト人のためのΤδϓトʯをڣ

さけ
びӳへの反乱を起こ

したが，ཌ 82 年
ちん

ѹ
あつ

され，イギリスはΤδϓトを領し保ޢ国とした。

　イランでは，αϑΝϰΟーேにସ
か

わったカーδϟーϧேがロγアやイギ

リスのѹ力にさらされた。ロγアとの戦争でカϑカス地方をࣦったイラン

は，ヨーロッパ諸国と結Μͩෆ平な通商条約により，Ϥʔロούのܦ

��。的なैଐが強まっていったࡁ 年，イランはイギリス商人に たこの生

ɾ流通のಠ࢈
Ͳく


せん

を認めたが，政府へのશ国的な抗ٞӡ動が起こり，イギリ

スのརݖはఫ
てͬ

ഇ
ͺい

された。こうしてイランはಠཱを保ち，ݑ๏੍ఆやٞձ開

ઃが目指されるようになって，1��5 年のΠϥϯֵ໋ཱݑにつながった。
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ɹɹɹɹΦεϚϯఇ
てい

ࠃ
こく

ʹࡦԽۙͨͬߦ͕
͍ͭͯのઆ໌Λ，ຊจ͔Βॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹΦεϚϯ主ٛͱύϯʹΠεϥʔϜ主
ٛのҧ

ちが

͍Λઆ໌͠Α͏ɻ
આ໌

ɹɹ͜ΕҎޙΠΪϦス，͞Βʹࣗࠃʹ༗རʹ
վมͨ͠ෆฏをアδアॾࠃʹԡ

お

͚͠，
ੈքతͳࣗ༝қʢˠר̍ʣͷ͘͠Έを作Γग़͠
͍ͯͬͨɻ

1

ɹɹ�ۙԽ͠たΦεϚϯఇ
てい

ࠃ
こく

のۙԽ，1�ੈୂ܉ɹ܉
͕ਓ（ΠΣχνΣϦ）܉来のچ，ΈΒΕ͕ͨࢼॳ಄͔Βل 
ൃ͍ͯͨ͠ɻ��年ʹΤδϓτ܉ʹഊͨ͜͠ͱΛػʹ，
λϯδϚʔτͰ

ちょう

ฌ
い

੍のಋೖ܉උの૿͕ڧਐΜͩɻ

ɹɹ�3

ɹɹ�ΦεϚϯఇ
てい

ࠃ
こく

ͷ࣮ޮࢧҬͷॖখɹɹ�4

２
部
４
章

ϜεϦϜのஂ݁Λૌ
うͬた

͑た

　イϥンにੜまれ，
インυɾΤジϓτɾ
ϑϥンスɾϩγアな
Ͳ֤をめぐりาい
た。そうしたなか，
Ϥーϩούの帝

てい

国
こく

ओ
ٛతな৵

しん

ུ
りゃく

に͞ら͞
れるϜスリϜのঢ়گ

をݟて，人ʑがݸผに
てい

߅
こう

するのではなく，
શੈքのϜスリϜがຽのҧいをえてҰ

いͬ

க
ち

団結すきだとओுした（ύン=イスϥーϜओ
ٛ）。ύリでץ行したアϥϏア語のࢽࡶはɺ
ԕํのインυωγアでも৺にಡまれるなͲ，
ੈք֤のϜスリϜにڧいӨ

えい

ڹ
きょう

を༩えた。࠷
後はύンʹイスϥーϜओٛのએのため，Φ
スマン帝国スルλンに٬人としてটかれ，イ
スλンϒルで

΅ͬ

した。

ΞϑΨʔχʔ（1838�39 〜 97）
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アϥϏア島
が࣮ݖঠѲ（180�）

（1882ʙ1�22）

（1832ʙ40）1812まで
1881まで
1�14まで
1�14のΦεϚン帝国

⁞ʙは͖ͨىॱをࣔす
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A

日
本

　　　　　　　　　Ԥ
おう
ถ
べい
のધが日本にۙづくなか，ນは，オランダ෩

ふう
આ
せつ

ॻ
がき
など外国からもたらされるใや，༸のཧॻの

ほん

༁
やく
国したඬؼ，

ひょう
ྲྀ
りゅう
民からのใを通͡て，ヨーロッパॾ国の世界進出への

認ࣝをਂめていた。アϔン戦争で大国のਗ਼
しん
がイギリスにഊれたことがਗ਼の

人などから日本にわるなか，ນは 1842 年に薪
しん
水
すい
給
きゅう
与
よ
令を出してԤ

ถॾ国とのฆ
ふん
争
そう
をආ

さ
ける一方，より一のւのڧ化を進めた。

　また，ւ外ใはའ
らん
学
がく
ऀたͪのωットϫーΫにより日本各にもわる

ようになり，ւ外にߴいؔ৺を持つ大໊も現れるようになった。ਫ
み
ށ
と
ൡ
はん
で

はଚ
そん
Ԧ
のう
思と外国をୀけようとするᎼ

じょう
Ҕ
い
が結ͼいて尊

そん
王
のう
攘
じょう
夷
い
思が生ま

れ，一方，ࠤլൡやḈ
さつ
ຎ
ま
ൡではヨーロッパの思やٕज़をੵۃ的にٵऩし，

その進出にඋえようという動きがڧまった。また，これらのൡでは，意ݟ

をນ政にөさせるための模
も
ࡧ
さく
も始まっていった。

　　　　　　　　ヨーロッパにて1848�年からの動ཚやΫリϛア戦争がى

こると，アϝϦΧがϤʔロού各国のܺ
すき
をಥ

つ
いて日本を

への国拡大をୡ成したアメリカは，ೆ؛した。ଠฏ༸ࢦ
ナン
ژ
キン
で։ߓし

たਗ਼とのқに͓ける中
ちゅう
ܧ
けい
点と，日本ۙւに͓けるั

ほ
ܵ
げい
のためのิڅ

点を確อするため，日本を։国させようとペリーを
は
ݣ
けん
した。

　18�� 年，ϖリーはӜ
うら
լ
が
ԭに౸

とう
ண
ちゃく
した。ນは，アメリカધのདྷߤをす

でにオランダから通ࠂされて͓り，実力行によるର
たい
߅
こう
はしいとஅし

て，։国をק
かん
ࠂ
こく
するアメリカ大౷領の国ॻをडけऔった。その後，࠶ͼճ

をฉきにདྷるというϖリーにඋえ，ນはॾ大໊やԼڃのນਉに意ݟを

海外情報への
対応
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QR

➡ p.24

➡ p.24

➡ p.56
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日本の開国 ➡ p.47 ➡ p.50

➡ p.51 ➡ p.62

人物

1794〜 1858➡ p.68
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史料

黒船の来航と日本の対応 日本は，Ϥʔϩού諸国の進出に対して，どの
ように対応したのだろうか。

学習
課題

薪水給与令，尊王攘夷，黒船の来航，日米和親条約，日米通商修好条約，関税自主権，領事裁判権中学校との関連

　　 日本で描
えが

かれたアメリカ船（1854年）〈ਆಸ࢙ྺཱݝ博物館蔵〉　　 日本で描　　 日本で描　　 日本で描１

ɹɹນ͕，࡚ͷΦランダ館ʹఏग़ͤ͞
ͨ，ւ֎ࣄʹؔ͢るใࠂॻʢˠ Q�22ʣɻ
1

ɹɹḈ
さつ

ຎ
ま

ൡ
はん

լൡ，ࠤ，
ちょう

भ
しゅう

ൡͳͲをத৺ʹ，ࡒ
ݐ࠶ͱϤーロッパٕ術ͷಋೖͱ͍ͬͨվֵ͕
ਐΜͩɻḈຎൡभൡで，࣮ྗͷ͋るԼڃ
࢜ͷొ༻ߦΘΕͨɻ͜ΕΒͷվֵͷޭ，
をಈ͔ہԽʹͭͳ͕Γ，͍ͩ͠ʹڧͷྗࣄ܉
͢Α͏ʹͳ͍ͬͯͬͨɻ

2

読み解き  幕府 幕府にとって，アメリカ船の来航は突
とつとつ

然
ぜんぜん

の出来
事だったのだろうか。

ຊˠQ���ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹɹຊˠQ���

のͰ͖͝ͱ࣍

4

1843 年の情報
　これまで清

しん

は（イギリス軍に）何度も打ち負け，清軍の
高官は皇

こう

帝
てい

にイギリス軍にはかなわないと報告しました
が，皇帝は取り合わず…イギリス軍

ぐん

艦
かん

はおびただしく，
皇帝も事態の沈

ちん

静
せい

化のためには和談を行うしかないと考
えを変えました。

〈『ผஈ෩આॻ』ΑΓ，ݱޠ༁ɾ一෦ཁ〉

1852 年の情報
　アメリカ合衆国の政府は，交易を結ぶため日本に船を
送るようです。…指揮官「ペルリ」という者が総

そう

督
とく

となっ
たようです，…情報によれば，陸軍および攻

こう

城
じょう

の武器を
も積み込

こ

んでいるようです。
〈『ผஈ෩આॻ』ΑΓ，ݱޠ༁ɾ一෦ཁ〉

オランダから幕府にもたらされた情報
史史史史
 料 料 料 料 料

日米の架
か

け橋となった

　土佐の漁師であっ
たが，14 歳

さい

の時（1841
年）に嵐

あらし

で遭
そう

難
なん

し，
太平洋の無人島でア
メリカの捕

ほ

鯨
げい

船に助
けられた。そのまま
アメリカに渡

わた

った万
まん

次
じ

郎は，その船の名
前からジョン = マンとよばれ，働きながら英
語を学び，52 年に故郷の土佐へ帰ることが
できた。ペリー来航後には幕臣となり，60 年
に幕府の使節団の通訳として，再びアメリカ
に渡った。明治維

い

新
しん

後は，蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

の流れを
継
つ

ぐ開
かい

成
せい

学校（後
のち

の東京大学）の教授も務めた。

中
なか

浜
はま

万
まん

次
じ

郎
ろう

（1827? 〜 98）
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求
もと

め，ே
ちょう

ఊ
てい

にもใ
ほう

ࠂ
こく

した。それまでນ
ばく


ふ

が政
せい

治
じ

にؔ
かん

する意
い

ݟ
けん

をこれ΄ど
ひろ

く求
もと

めたことはແ
な

かったため，この後
ご

，ே
ちょう

ఊ
てい

や༗
ゆう

力
りょく

大
だい

໊
みょう

は発
はつ

ݴ
げん

力
りょく

をڧ
つよ

め，

日
に

本
ほん

中
じゅう

の人
ひと

々
びと

が
み


ぶん

を
こ

えて政
せい

治
じ

にߴ
たか

いؔ
かん

৺
しん

を持
も

つようになっていった。

ཌ
よく

�4 年
ねん

，ນ
ばく


ふ

は日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

ͼ，外
がい

国
こく

ધ
せん

のิ
ほ

څ
きゅう

とඬ
ひょう

ྲྀ
りゅう

民
みん

のอ
ほ

護
ご

を

認
みと

めた。以
い

後
ご

，࿐
ろ

・ӳ
えい

などとも同
どう

様
よう

に
じょう


やく

を結
むす

んだ。さらにアメリカから

の自
じ

༝
ゆう


ぼう

қ
えき

へのڧ
つよ

い要
よう


せい

は続
つづ

き，アロー戦
せん

争
そう

のਪ
すい

移
い

が
つた

えられると，ນ
ばく


ふ

は։
かい

国
こく

して
ぼう

қ
えき

を行
おこな

うことをܾ
けつ

அ
だん

した。こうして �8年
ねん

に，日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれ，ヨーロッパॾ
しょ

国
こく

とも同
どう

様
よう

の
じょう


やく

が結
むす

ばれた。ॾ
しょ


じょう


やく

には，

ؔ
かん

੫
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

がແ
な

く領
りょう

ࣄ
じ

ࡋ
さい


ばん

権
けん

を認
みと

めるなど，日
にっ

本
ぽん

に不
ふ

利
り

な不
ふ

ฏ
びょう

等
どう

߲
こう


もく

がؚ
ふく

まれて͓り，その解
かい

ফ
しょう

は明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の外
がい

ަ
こう

ަ
こう

ব
しょう

に͓ける՝
か


だい

となった。

日
にっ

本
ぽん

は，Ԥ
おう

ถ
べい

との
じょう


やく

క
てい

結
けつ

により，世
せ

界
かい

ࢢ
し


じょう

へ参
さん

加
か

さ

せられた。そして，
ぼう

қ
えき

が׆
かっ

発
ぱつ

になると国
こく

内
ない

経
けい

済
ざい

はࠞ
こん

ཚ
らん

した。世
せ

界
かい

的
てき

に不
ふ


そく

した生
き

ࢳ
いと

やࢋ
さん

ཛ
らん

ࢴ
し

が大
たい

ྔ
りょう

に༌
ゆ

出
しゅつ

され，国
こく

内
ない

のݜ
きぬ

৫
おり


もの

業
ぎょう

はݪ
げん

ྉ
りょう

不
ぶ


そく

となりଧ
だ

ܸ
げき

をड
う

けた。ւ
かい

外
がい

で人
にん

ؾ
き

の
ちゃ

も
さか

んに༌
ゆ

出
しゅつ

された。一
いっ

方
ぽう

，ྑ
りょう

࣭
しつ

で҆
あん

Ձ
か

な໖
めん

ࢳ
し

が༌
ゆ

ೖ
にゅう

され，国
こく

内
ない

の໖
めん

ؔ
かん


けい

産
さん

業
ぎょう

もࠞ
こん

ཚ
らん

した。ม
へん

化
か

に

ద
てき

Ԡ
おう

した新
あたら

しい
しょう

人
にん

が台
たい

頭
とう

する一
いっ

方
ぽう

，ॸ
しょ

民
みん

はۤ
くる

しい生
せい

׆
かつ

に
お

いࠐ
こ

まれた。

人
ひと

々
びと

はԤ
おう

ถ
べい

ॾ
しょ

国
こく

にै
じゅう

ଐ
ぞく

することをڪ
おそ

れ，さま͟まな政
せい

治
じ


せい

力
りょく

となって日
にっ

本
ぽん

のಠ
どく

ཱ
りつ

をҡ
い

持
じ

しようと׆
かつ

動
どう

した。ນ
ばく


ふ

をは͡めॾ
しょ

ൡ
はん

でも，Ԥ
おう

ถ
べい

ॾ
しょ

国
こく

にର
たい

߅
こう

するために܉
ぐん

ࣄ
じ

力
りょく

ڧ
きょう

化
か

と人
じん

ࡐ
ざい

ొ
とう

༻
よう

を中
ちゅう

৺
しん

とする近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が進
すす

められた。

ນ
ばく


ふ

はԤ
おう

ถ
べい

の学
がく


もん

を学
まな

Ϳ൭
ばん

ॻ
しょ

調
しらべ

ॴ
しょ

や，ւ
かい

܉
ぐん

ٕ
ぎ

ज़
じゅつ

を学
まな

Ϳւ
かい

܉
ぐん


でん

श
しゅう

ॴ
じょ

をઃ
せっ

ஔ
ち

し，

そこにはॾ
しょ

ൡ
はん

の家
か

ਉ
しん

もট
まね

かれた。さらにນ
ばく


ふ

やḈ
さつ

ຎ
ま

ൡ
はん

，
ちょう

भ
しゅう

ൡ
はん

はւ
かい

外
がい

へ
し

અ
せつ

やཹ
りゅう

学
がく

生
せい

を
は

ݣ
けん

した。こうしてԤ
おう

ถ
べい

のจ
ぶん

明
めい

に৮
ふ

れた人
じん


ぶつ

の多
おお

くは  明
めい

治
じ

以
い

߱
こう

，ۙ
きん

代
だい

化
か

վ
かい

ֵ
かく

のࢦ
し

ಋ
どう

ऀ
しゃ

として׆
かつ

躍
やく

した。

選択肢

➡p.68
どうどうどうどうどう

➡巻末１ ➡p.62

➡ p.68
かんんんんんぜいぜいぜいぜいぜい

➡p.78
じょうょうょうょうょうじょうょうじょうょうじょうょうじょうょうょうょう

開
かいかいかいかいかい

国
こくこくこくこくこく

の影
えいえい

響
きょうきょう

と
近
きんきききんんん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

改
かいかいかいかい

革
かくかくかくかく ➡p.41

ないいいいいけいけいけいけいけい

➡p.2
んんんんんけいけいけいけいけい

3

3

4 史料

　　　ペリーが日
にっ

本
ぽん

へとやって来
き

た理
り

由
ゆう

を，
本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
だ

そう。
確認

　　　ヨーロッパへの対
たい

応
おう

について，p.61
～ 62の清

しん

と日
にっ

本
ぽん

で，異
こと

なっている点
てん

とその
理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

しよう。

説明

ɹຽ
みん

ऺ
しゅう

，ۤ
くる

͍͠ੜ
せい

׆
かつ

ͷͳ͔でນ
ばく


ふ

ͷվ
かい

ֵ
かく

ͷͨ
Ίʹ࣍

つぎ

ʑ
つぎ

ͱॏ
じゅう

੫
ぜい

を՝
か

͞Εͨ͜ͱで，ນ
ばく


ふ

ͷࢧ
し

࣋
じ

をٸ
きゅう


そく

ʹऑ
よわ

Ί͍ͯͬͨɻ
ち

ࣝ
しき

ਓ
じん

߽
ごう


のう

ͨͪͷ
ͳ͔ʹ，Έ͔ͣΒू

あつ

Ίͨ
じょう

ใ
ほう

ࠃ
こく

ֶ
がく

ͳͲͷֶ
がく


もん

を௨
つう

ͯ͡
せい

࣏
じ

ମ
たい

੍
せい

ͷ൷
ひ


はん

ྗ
りょく

をߴ
たか

Ί，
そう


もう

ͷ
ࢤ
し

࢜
し

ͱͯ͠׆
かつ

ಈ
どう

͢るऀ
もの

ݱ
あらわ

Εͨɻ

3

諸
しょ

大
だい

名
みょう

からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

の結
けっ

果
か

意
い

見
けん

なしと回
かい

答
とう

する藩
はん

や，そもそ
も回

かい

答
とう

がなかった藩
はん

も見
み

られた。

2

幕
ばく

末
まつ

の物
ぶっ

価
か

の変
へん

遷
せん

開
かい

港
こう

後
ご

，大
おお

幅
はば

な輸
ゆ

出
しゅつ

超
ちょう

過
か

による品
しな

不
ぶ

足
そく

で輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

の値
ね

段
だん

が高
こう

騰
とう

した。連
れん

動
どう

して米
こめ

など生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の物
ぶっ

価
か

も高
こう

騰
とう

し，多
おお

くの庶
しょ

民
みん

は困
こん

窮
きゅう

した。

3

長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

藩
はん

府
ふ

の命
めい

を受
う

け，1863 年
ねん

から
イギリスに密

みっ

航
こう

留
りゅう

学
がく

した 5人
にん

は，帰
き

国
こく

後
ご

に長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の改
かい

革
かく

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の近
きん

代
だい

化
か

で活
かつ

躍
やく

した。

4

蒸
じょうじょじょじょううう

気
きききき

仕
じ

掛
か

けでさまざまな細
さいささささささいいい

工
くくくくくくく

をする様
ようよよよよよよううう

子
すすすすすすす

は，
目
めめめめめめめ

を驚
おどろ

かせるようなすばらしい工
こうこここううう

程
ていていていてい

で，筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見
みみみみみみみ

る間
まままま

に百
ひゃくひゃくひゃくひゃくひゃくひゃくひゃく

個
ここここ

もできる。…この機
きききき

関
かんかかかんんん

を我
わわわわ

が国
くにくにくにくにくにくにくに

でも用
もちもちもちもち

いる
ことができれば，国

こくこくこくこく

益
えきえきえきえきえきえきえき

は計
はかはははかかか

り知
しししし

れないと思
おもおおおももも

われ
る。 〈ଜ֞ൣਖ਼ͷهΑΓ，ݱޠ༁〉

幕
ばくばくばくばくばくばくばく

府
ふふふふ

使
しししし

節
せつせせせせせせつつつ

のアメリカ視
しししし

察
さつさつさつさつさつさつさつ

海
かいかいかいかいかいかいかい

軍
ぐんぐぐぐんんん

造
ぞうぞうぞうぞうぞうぞうぞう

船
せんせせせんんん

所
しょしょしょしょしょしょしょ

の見
けんけんけんけん

学
がくがくがくがく

（1860年
ねんねんねんねんねんねんねん
）

史史史
料

２
部
４
章

アメリカの開
かい

国
こく

要
よう

求
きゅう

について，幕
ばく

府
ふ

が意
い

見
けん

を求
もと

めると，諸
しょ

藩
はん

からは大
おお

きく４種
しゅ

類
るい

の意
い

見
けん

が提
てい

出
しゅつ

された。朝
ちょう

廷
てい

や天
てん

皇
のう

は，アメ
リカとの自

じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

の開
かい

始
し

には基
き

本
ほん

的
てき

に反
はん

対
たい

していたが，日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

についてはしかたがないと許
きょ

容
よう

した。

海
かい

外
がい

対
たい

応
おう

をめぐる論
ろん

争
そう

アメリカの要 を受
ううううううう

け入
いいいい

れる論
ろんろろろんんん

：積極的に 国
こくこくこくこく

と交
こうこここううう

流
りゅうりりりゅうゅうゅう

し，貿
ぼうぼうぼうぼう

易
えきえええききき

を行
おこなおこおこおこななな

うべきだ。
：アメリカの開

いいいい

国
こくこくこくこく

要
ようよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅうううううう

を認
みとみとみとみとみとみとみと

めざるをえないだろう。

を拒
きょ

絶
ぜぜつ

する論
ろんろんろんろんろんろんろん

非戦論：開国は拒絶するが，戦
せんせんせんせん

争
そうそそそうううううう

も避
さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論
ろんろろろんんんんんん

：戦
せんせせせんんん

争
そうそうそうそう

となってでも外
がいがががいいい

国
こくこここくくく

は追
おおおお

い出
だだだだだだだ

すべきだ。

考えよう ❶四
よっ

つの論
ろん

はどのような理
り

由
ゆう

で唱
とな

えられたのか，これまでの学
がく

習
しゅう

を基
もと

に考
かんが

えよう。
❷意

い

見
けん

の傾
けい

向
こう

は 1853年
ねん

と 57年
ねん

で変
か

わっているが，その理
り

由
ゆう

を考
かんが

えよう。

選択肢
歴史の 日米和親条約前の1853年

数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

わ しん

きよぜつ

じょうい

しゅうこうつうしょう

〈ຊঙӫ࣏『ຊࢥࡁܦڀݚ࢙』〉
0

200
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1000

7068666462605856
（明治元）

格を
100とした指数　（（　　　　　1854年の価格
100とした指数 ））すう

1854

米

年

物絹織物

菜種油
な たねあぶら

〈『ཁཡ࢙ࡁܦຊݱۙ』〉

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

井
いの

上
うえ

馨
かおる 山

やま

尾
お

庸
よう

三
ぞう

井
いの

上
うえ

勝
まさる

遠
えん

藤
どう

謹
きん

助
すけ

64
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オスϚンఇ国は「西洋」諸国とෆฏな
条約を結び，戦争がॏなったことで近
代化が進まなかったことがわかる。

日本も欧米とෆฏな条約を結び国࢈業はଧ撃を受けた。
一方で，人々は日本のಠཱをҡ持しようと活動したり，幕
府や諸ൡでは近代化վֵが進められたりしたことがわかる。

世界と日本の動きを一体として
理解できる単元構成

˔�「西༸のিܸ」のରԠとӨڹにͭいてアジアॾ国と日本をରൺして学る。
˔�アジアॾ国ˠ日本のॱで学Ϳ͜とで，ϖϦーの日本のདྷߤがಥな͜とではな͘，
世界の大͖なಈ͖の中でͨͬ͜͜ىととして捉えられる。

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えΒΕる！

ۙԽ

ྫ）̎部̐章ɹΞジΞॾࠃのಈ༳と日本の開ࠃ

ʮ༸のিܸʯと
ΞジΞのมԽ

１અ
ೆ・౦ೆΞジΞ
の২ຽ地Խ

Ϥーϩούの日本ۙと
Ξϔンઓ૪

とߤધのདྷࠇ
日本のରԠ

৽ମ੍のࡧと
ນの໓ށߐ

２અ ３અ ̐અ ̑અ

ΞδΞͷଞҬͱ日　本Λରൺしֶͯる

‑教科書Q��7��8，本冊子 Q�46�47 しಡΈࢼ ‑教科書Q�63�64，本冊子 Q�48�4� しಡΈࢼ
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ಛ
৭
̍

した。こうして �8年
ねん

に，日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

➡p.62

条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれ，ヨーロッパॾ
しょ

国
こく

とも同
どう

様
よう

の
じょう


やく

が結
むす

ばれた。ॾ
しょ


じょう


やく

には，
➡p.68

ؔ
かん

੫
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

がແ
な

く領
りょう

ࣄ
じ

ࡋ
さい


ばん

権
けん

を認
みと

めるなど，日
にっ

本
ぽん

に不
ふ

利
り

な不
ふ

ฏ
びょう

等
どう

߲
こう


もく

がؚ
ふく

➡p.68
かんんんんぜい
➡p.68
ぜい

➡p.68
ぜいぜいぜい

世
せ

界
かい

的
てき

に不
ふ


そく

した生
き

ࢳ
いと

やࢋ
さん

ཛ
らん

ࢴ
し

が大
たい

ྔ
りょう

に༌
ゆ

出
しゅつ

され，国
こく

内
ない

のݜ
きぬ

৫
おり


もの

業
ぎょう

はݪ
げん

ྉ
りょう

不
ぶ


そく

となりଧ
だ

ܸ
げき

をड
う

けた。ւ
かい

外
がい

で人
にん

ؾ
き

の
ちゃ

も
さか

んに༌
ゆ

出
しゅつ

された。一
いっ

➡p.2

れはෆ平条約で͋った。オスϚンఇ国は΄かのヨーロッパ諸国ともಉ༷
1

，オスϚンఇ国は，イギリスと 1838 年に通
つう

商
しょう

条約を結Μͩが，こ

の通商条約を結び，その結Ռとして外国へのґ
い

ଘ
そん

が高まり，伝統ۀ࢈
1

がਰ
すい

退
たい

した。さらに，クリミア戦争による出අなどもॏなって，オスϚン
➡ p.50

ఇ国はഁ࢈ঢ়ଶとなり，ۀ࢈ɾࡁܦの近化も進まなかった。

߅
こう

するために܉
ぐん

ࣄ
じ

力
りょく

ڧ
きょう

化
か

と人
じん

ࡐ
ざい

ొ
とう

༻
よう

を中
ちゅう

৺
しん

とする近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が進
すす

められた。
3

人
ひと

々
びと

はԤ
おう

ถ
べい

ॾ
しょ

国
こく

にै
じゅう

ଐ
ぞく

することをڪ
おそ

れ，さま͟まな政
せい

治
じ


せい

力
りょく

となって日
にっ

本
ぽん

のಠ
どく

ཱ
りつ

をҡ
い

持
じ

しようと׆
かつ

動
どう

した。ນ
ばく


ふ

をは͡めॾ
しょ

ൡ
はん

でも，Ԥ
おう

ถ
べい

ॾ
しょ

国
こく

にର
たい

方
ぽう

，ྑ
りょう

࣭
しつ

で҆
あん

Ձ
か

な໖
めん

ࢳ
し

が༌
ゆ

ೖ
にゅう

され，国
こく

内
ない

の໖
めん

ؔ
かん


けい

産
さん

業
ぎょう

もࠞ
こん

ཚ
らん

した。
➡p.2
ん
➡p.2
ん
➡p.2
けいけいけいけいけいけいけいけいけいけいけい

まれて͓り，その解
かい

ফ
しょう

は明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の外
がい

ަ
こう

ަ
こう

ব
しょう

に͓ける՝
か


だい

となった。
➡p.78
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1919年
ねんねんねんねん

　ヴァイマル憲
けんけけけんんん

法
ぽうぽうぽうぽう

（ドイツ） 第
だいだいだいだいだいだいだい

151条
じょうじじじょょょううう

経
けいけけけけけけいいい

済
ざいざざざいいい

生
せいせいせいせい

活
かつかかかつつつ

の秩
ちつ

序
じょ

は，すべての人
ひとひひひとととととと

に，人
ひとひひひとととととと

たる
に値

あたいあたあたあたいいい

する生
せいせせせいいい

存
ぞんぞんぞんぞん

を保
ほほほほ

障
しょうしょうしょうしょう

することを目
めめめめ

指
ざざざざ

す，正
せいせせせいいい

義
ぎぎぎぎぎぎぎ

の諸
しょしししょょょ

原
げんげんげんげん

則
そくそくそくそく

に適
てきてきてきてきてきてきてき

合
ごうごごごううう

するものでなければならない。
1946 年

ねんねんねんねん

日
にににに

本
ほんほほほんんん

国
こくこここくくく

憲
けんけけけんんんんんん

法
ぽうぽうぽうぽう

（日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

） 第
だいだだだだだだいいいいいい

25 条
じょうじじじょょょうううううう

　すべて国
こくこここくくく

民
みんみんみんみん

は，健
けんけんけんけんけんけんけん

康
こうこうこうこう

で文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

的
てきてきてきてき

な最
さいさいさいさいさいさいさい

低
ていててていいい

限
げんげんげんげんげんげんげん

度
どどどど

の
生
せいせいせいせい

活
かつかつかつかつ

を営
いとないいいとととななな

む権
けんけけけんんん

利
りりりり

を有
ゆうゆうゆうゆう

する。

大
たい

戦
せん

後
ご

のヨーロッパでは
とう

初
しょ

，ι連
れん

と社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

に期
き


たい

をد
よ

せる人
ひと

々
びと

と，これをڴ
きょう

Җ
い

とݟ
み

なし
はん

発
ぱつ

する人
ひと

々
びと

が政
せい

治
じ

的
てき

にܹ
はげ

しくର
たい

ཱ
りつ

した。ドイツでは共
きょう


わ

国
こく

ઃ
せつ

ཱ
りつ

がએ
せん

ݴ
げん

され，民
みん

主
しゅ

的
てき

なヴァ

イマル憲
けん

法
ぽう

が制
せい

定
てい

された（ϰΝイϚϧ共
きょう


わ

国
こく

）。しかしഊ
はい

戦
せん

とֵ
かく

໋
めい

後
ご

のࠞ
こん

ཚ
らん

は続
つづ

き，ϰΣϧαイϢ体
たい

制
せい

にର
たい

しても国
こく

民
みん

の不
ふ

満
まん

がߴ
たか

まった。ଞ
た

方
ほう

，フラ

ンスは，ドイツにର
たい

してڧ
つ

ؾ
よき

な࢟
し


せい

を示
しめ

し，ഛ
ばい

ঈ
しょう

不
ふ

ཤ
り

行
こう

をޱ
こう

実
じつ

にϕϧギー

と共
とも

に
こう

業
ぎょう


ち

Ҭ
いき

のϧーϧ
ち

方
ほう

を
せん

領
りょう

した。これにର
たい

し，ドイツの労
ろう

働
どう

ऀ
しゃ

は


し

ࣄ
ごと

を์
ほう

غ
き

してର
たい

߅
こう

したため，ۃ
きょく


たん

な
ぶっ

Ձ
か

の্
じょう

ঢ
しょう

（インフϨーション）をট
まね

き，ドイツ国
こく

民
みん

の生
せい

׆
かつ

は大
おお

きくࠞ
こん

ཚ
らん

した。シュトレーゼマンट
しゅ

૬
しょう

は，新
しん

通
つう

՟
か

ϨンςンϚϧΫの発
はっ

行
こう

によってインフϨをऴ
お

わらせ，その後外
がい

૬
しょう

となり


せい

Ԥ
おう

ॾ
しょ

国
こく

との協
きょう

調
ちょう

外
がい

ަ
こう

を進
すす

めた。さらに，ドーズ案
あん

が成
せい

ཱ
りつ

したことで，ド

イツにアメリカの経
けい

済
ざい

力
りょく

にࢧ
ささ

えられた෮
ふっ

ڵ
こう

と҆
あん

定
てい

化
か

へのಓ
みち

が։
ひら

かれた。

192� 年
ねん

にはヨーロッパのू
しゅう

ஂ
だん

҆
あん

શ
ぜん

อ
ほ

ো
しょう

体
たい

制
せい

を定
さだ

め

たロカルノ条
じょう

約
やく

が成
せい

ཱ
りつ

した。この
じょう


やく

により，ドイツ

の
にし

ଆ
がわ

国
こっ

ڥ
きょう

の現
げん

ঢ়
じょう

ҡ
い

持
じ

がอ
ほ

ো
しょう

され，ཌ
よく

2� 年
ねん

にドイツの国
こく

際
さい

連
れん

ໍ
めい

加
か

ೖ
にゅう

が実
じつ

現
げん

した。しかし，౦
ひがし

ଆ
がわ

国
こっ

ڥ
きょう

をอ
ほ

ো
しょう

しなかったことはι連
れん

の不
ふ

৴
しん

をট
まね

いた。

28年
ねん

にはフランスとアメリカのఏ
てい

এ
しょう

により，日
にっ

本
ぽん

をؚ
ふく

めた1�か国
こく

によっ

て不
ふ

戦
せん

条
じょう

約
やく

がパリで結
むす

ばれた。これは，国
こく

際
さい

ฆ
ふん

争
そう

の解
かい

ܾ
けつ

に戦
せん

争
そう

をख
しゅ

ஈ
だん

とし

戦
せんせんせんせんせん

後
ごごごごご

ドイツの
混
こんこんこんこん

乱
らんらんらんらん

と復
ふっふふふっっっ

興
こうこここうううううう ➡p.100 ➡巻末 1

ひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひと

未来 1919～ 33

➡p.107
つ

QR

➡巻末 1

２ , ３ 1878～1929

1

平
へいへいへいへいへい

和
わわわわわ

を模
もも

索
さくさく

する
国
こくこくこくこくこくこくこく

際
さいさささいいい

秩
ちつ

序
じょ

の構
こうこうこうこう

築
ちくちちちくくく

➡p.108
まねまねまねまねまねまねまねまねまねまねまねまね

史料 1

ヨーロッパの復
ふっふふふっっっ

興
こうこここううう

と大
たいたいたいたいたいたいたい

衆
しゅうしししゅうゅうゅう

の政
せいせせせいいい

治
じじじじじじじ

参
さんさささんんん

加
かかかか

第
だいだだだいいい

一
いちいちいちいちいちいちいち

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかいかいかいかいかいかい

大
たいたいたいたいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

後
ごごごご

，人
ひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびびびととと

はどのようなこと
を望

のぞのののぞぞぞ

んだのだろうか。
学
がくがくがくがくがくがくがくがく
習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

課
かかかか学か学か学か学かかか学学学学
題
だいだいだいだい習習習習

ヴァイマル憲法，女性参政権運動中学校との関連

読み解き
ふたふたふたふたふた

つの史
ししししし

料
り うりょうり うりょうり うりょうり うりょうり うりょうりょうりょう

から，不
ふふふふふふふふ

戦
せんせんせんせんせん

条
じ うじょうじ うじょうじ うじょうじ うじょうじ うじょうじょうじょう

約
やくやくやくやくやく

にはどのような課
かかかかかかかか

題
だいだいだいだいだい

点
てんてんてんてんてん

があるといえるだろうか。

ヨーロッパ・アメリカ→p.115　

前
まえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえまえ
のできごと ヨーロッパ・アメリカ→p.107

次
つぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎ
のできごと

4

第
だいだいだいだいだいだいだい

一
いちいちいちいちいちいちいち

条
じょうじょじょじょううう

締
てい

約
やく

国
こくこここくくく

は，国
こくこここくくく

際
さいさささいいい

紛
ふん

争
そう

解
かいかかかいいい

決
けつけつけつけつ

のために戦
せんせんせんせん

争
そうそうそうそう

に訴
うった

え
ることを非

ひひひひ

難
なんなんなんなん

し，かつ，その相
そう

互
ご

の関
かんかんかんかんかんかんかん

係
けいけけけけけけいいい

において国
こっこここっっっ

家
かかかか

政
せいせせせいいい

策
さくさささくくく

の手
しゅしゅしゅしゅ

段
だんだだだんんん

として戦
せんせんせんせん

争
そうそそそうううううう

を放
ほう

棄
き

することを，その
各
おのおのおのおの

々
おのおのおのおのおのおのおの

の人
じんじんじんじん

民
みんみんみんみん

の名
なななな

において厳
げん

粛
しゅく

に宣
せんせんせんせん

言
げんげげげげげげんんん

する。
第
だいだいだいだいだいだいだい

二
にににに

条
じょうじょじょじょううう

締
ていていていてい

約
やくやくやくやく

国
こくこくこくこくこくこくこく

は，相
そうそうそうそうそうそうそう

互
ごごごご

間
かんかんかんかん

に発
はっはっはっはっ

生
せいせいせいせいせいせいせい

する紛
ふんふんふんふん

争
そうそうそうそうそうそうそう

または衝
しょう

突
とつ

の処
しょしょしょしょ

理
りりりり

または解
かいかかかいいい

決
けつけけけつつつ

を，その性
せいせいせいせい

質
しつしつしつしつ

または原
げんげんげんげん

因
いんいいいんんん

の如
い か ん

何を
問
ととととととと

わず，平
へいへへへいいい

和
わわわわ

的
てきてきてきてき

手
しゅしゅしゅしゅ

段
だんだだだんんん

以
いいいい

外
がいががががががいいい

で求
もともともともと

めないことを約
やくやくやくやく

束
そくそそそくくく

する。
ࢠྑݪ্〉 ༁〉

不
ふふふふ

戦
せんせんせんせん

条
じょうじじじょうょうょう

約
やくやくやくやくやくやくやく

（1928年
ねんねんねんねん
）

史史史
料

不
ふふふふふふふ

戦
せんせせせんんん

条
じょうじょうじょうじょうじょうじょうじょう

約
やくやくやくやくやくやくやく

が禁
きんきんきんきんきんきんきん

する 段
だんだだだんんん

」としての戦
せんせんせんせん

争
そうそうそうそう

は，実
じっじっじっじっ

際
さいささささささいいい

，今
こんこここんんん

日
にちにににちちち

は見つ どの戦
せんせんせんせん

争
そうそそそそそそううう

も自
じじじじ

衛
えいえいえいえい

の
ためだとして， な において，遂

すい

行
こう

さ
れるだろう。加

くわくくくわわわ

えて たして自
じじじじ

衛
えいえいえいえい

なのかは，
個
こここここここ

人
じんじんじんじん

間
かんかんかんかん

の正
せいせせせせせせいいい

当
とうとうとうとうとうとうとう

防
ぼうぼぼぼううう

によ 判
はんはんはんはん

定
ていててていいい

されるのとは
異
ことことことこと

なり，戦
せんせんせんせんせんせんせん

争
そうそうそうそう

を 定
ていていていてい

するのだから，
自
じじじじ

衛
えいえいえいえい

戦
せんせんせんせん

争
そうそそそううう

を適
てきてててききき

法
ほうほほほううう

と 下
もともともともと

では，ほとんど
すべての戦

せんせんせんせん

争
そうそうそうそう

は， とし 公
うううう

認
にんにんにんにん

されるのであ
る。 〈৴३ฏ『ઓࡍࠃ࣌๏ٛߨ』ΑΓཁ〉

日
にににに

本
ほんほほほんんん

人
じんじんじんじん

の国 による批
ひひひひ

評
ひょうひょうひょうひょう史史史

料

福
ふく

祉
し

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

不
ふ

戦
せん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

（1928年
ねん

フランス パリ）1

　19 ～ 20 世
せい

紀
き

にかけてヨーロッパでは，
工
こう

業
ぎょう

化
か

や都
と

市
し

化
か

などによって労
ろう

働
どう

問
もん

題
だい

や社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

が深
しん

刻
こく

化
か

し，国
こっ

家
か

はその対
たい

応
おう

を迫
せま

られた。
国
こっ

家
か

は労
ろう

働
どう

・福
ふく

祉
し

・保
ほ

健
けん

といったさまざまな
領
りょう

域
いき

で社
しゃ

会
かい

政
せい

策
さく

を展
てん

開
かい

した。特
とく

にヴァイマル
憲
けん

法
ぽう

は，国
こく

民
みん

の社
しゃ

会
かい

的
てき

「生
せい

存
ぞん

権
けん

」（社
しゃ

会
かい

権
けん

の一
ひと

つ）を認
みと

め，そのことが国
こっ

家
か

の基
き

本
ほん

原
げん

則
そく

とさ
れた初

はじ

めての憲
けん

法
ぽう

であり，各
かっ

国
こく

の憲
けん

法
ぽう

にも影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。青
せい

少
しょう

年
ねん

や母
ぼ

性
せい

の保
ほ

護
ご

，必
ひつ

要
よう

な生
せい

活
かつ

費
ひ

への配
はい

慮
りょ

，労
ろう

働
どう

者
しゃ

の権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

などを内
ない

容
よう

としたヴァイマル憲
けん

法
ぽう

は福
ふく

祉
し

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

と
よぶにふさわしいものであった。

フランス外務大臣
ブリアン アメリカ国務長官

ケロッグ
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ないと定め，戦争の違
い
法
ほう
化という新しい考え方を示した。しかし，自衛の

ための戦争を認めていたことから，解
かい
釈
しゃく
をめぐっては不明確な点を残した。

　また 20年代のヨーロッパでは，今日のヨーロッパ連合（EU）につなが

るパン=ヨーロッパ主義の考え方も生まれた。こうした

かか

　　　　　　　この時期には人々の政治参加も各国で進んでいた。19世

紀半ばには，アメリカやフランスで財産による制限選挙から

男子普
ふ
通
つう
選挙への移行が進んだが，アメリカでは黒人は除外されたままで

あった。ঁੑのࢀݖӡಈは，19 世紀後半，教育・職業の機会均等など
を求める女性運動と連

Εん
携
けい
して行われた。その結果，世紀末には男女共学や

女性の大学進学が始まり，看護師やタイピストなど新職種も誕生した。また，

第一次世界大戦での社会進出によって，一部で女性も参政権を獲
かく
得
とく
した。

　大
ふ しん

ʹな

の結果，戦後の国民の不満は労働党を躍
やく
進
しん
させ，24年には初めて労働党

内閣が出現し，社会政策の充
じゅう
実
じつ
が図

はか

られた。また，カナダやオーストラリ

アなど自治領に本国と同等の権利を認め，帝
てい
国
こく
から「イギリス連

Εん
邦
Άう
」となった。

　こうして 19
えいきょう

うになった。人々の持つ多様な要求を調整しながら国家を運営する必要か

ら，イギリスを模
も
範
はん
として，各国で政党政治に基

もと
づく議会制民主主義が発

展した。また，大衆の政治参加や女性運動は日本へも波
は きゅう

史料
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ɹɹɹɹϩΧϧϊ条約ͱෆઓ条約ʹ͍ͭͯの
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ɹɹɹɹୈҰੈ࣍քେઓࠃ֤，ޙͰେऺの
ՃͲのΑ͏ʹਐΜ͔ͩ，આ໌͠Α͏ɻࢀ࣏
આ໌

ɹɹ1924 年，アメϦΧͷۜߦՈドーζをҕһ
ͱ͢るഛ

ばい

ঈ
しょう

ಛผҕһձ，ͷؒドΠπͷഛ
ঈۚͷ年ؒࢧ

し


はら

ֹ͍をֹ͢ݮるͳͲ࣮ݱతͳܭ
ըをཱͯͨɻ͜ͷ݁Ռ，ドΠπͷࢧ͍࠶։
ͯ͠，ルール͔Βͷఫ

てͬ

ฌ
い

ͳ͞Εͨɻ

1

ɹɹࢴ�
し

ฎ
い

で༡ͿυΠπͷࢠͲ　υΠπͰ
ഁ
は

໓
Ίつ

తͳΠϯϑϨ͕͜ىΓ，ࢴฎՁのͳ
Εͱͳͬͨɻࢴ͍

ɹɹ�2
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ɹɹ�̏ ɹɹ�ΠΪリεͷঁੑࢀݖӡಈ（1�1� 年） 権ӡಈΛࢀੑঁ
ͱ，େઓதʹͨͬ͜ߦ

ちょう

ฌ
い

੍の࣮
じͬ

ࢪ
し

ͳͲͰஉੑ࿑ಇऀ͕ग़
しゅͬ


せい

ޙͨ͠
のち

，ঁੑ͕࿑ಇྗͱͯ͠׆
かつ

༂
やく

ͨ͜͠ͱʹΑΓ，ͦのࣾձత
Ґ͕ߴ·ͬ （ͨˠ Q��8）ɻ
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２
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ɹɹ�֤ࠃͷঁੑࢀݖͷೝΊΒれた
読み解き 1917 年のϩγア，1918 年のイギリ

スとυイπ，1920 年のアメリカでのঁੑのࢀ政
の֫ݖ

かく

ಘ
とく

には，Ͳのような出来事がؔ࿈している
と考えられるだろうか。

ɹɹ�̑

ニϡージーランド
ロシア（ι連）
イΪϦス，ドイπ
ΦーストϦア，Φランμ
アϝϦΧ
トルコ
ϑランス
日本，イタϦア，インドωシア
中国
大ؖຽ国
スイス
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1�18
1�1�
1�20
1�34
1�44
1�4�
1�47
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A

日
本

を政治にөしようとする動きが本֨化した。܉やൡ
はん
ൊ
ばつ
を基

き
൫
ばん
とした

ܡ
かつら
ଠ
た

ろう
内閣が成ཱすると，1912 年からཌ年にかけて，これにରする第

1次護ݑ運動がىこり，同内閣は総ࣙ職へといࠐ
こ
まれた（大ਖ਼政ม）。大

衆運動によって内閣が
たお
れたのは，日本のݑ政্࢙初めてであった。

　以後，政党を中৺とした政治運営が進

主主義的な෩ைがڧくなっていった。このこΖ，政治学ऀの٢
よし

の
࡞
さく

ͧう

はຽ本ओٛ，ݑ法学ऀのඒ
み
ೱ
の
部
べ
ୡ
たつ
٢
きち
はఱߖ機ؔઆをএえ，政党政治発展の

ためのཧ的なࠜ
こん
ڌ
きょ
を示した。

　第一次世界大戦中，日本はؾܠ（大戦ؾܠ）に
わ
いたが，ॸ

しょ
民
みん
はՁ্

じょう

ঢ
しょう
にۤしみ，18年には，シϕリア出ฌをきっかけとして，ถの҆ചりを

求める動が発生した。このถ૽
そう

動
Ͳう

によってൡൊを基൫とした内閣がୀ
たい
ਞ
じん

し，ཱ
りͬ
ݑ
けん
政
せい
༑
Ώう
会
かい
党टのݪ

はら
ܟ
たかし
が内閣を৫した。ݪ内閣は，閣

かく
྅
りょう
の大部を

政༑会һが
し
める，初めての本֨的な政党内閣であった。「ฏ民࠻

さい
૬
しょう
」とよ

ばれたݪは，世のࢧ持をഎܠに，選挙法վਖ਼による選挙権の拡ு，ജ
ばい
৹
しん

制のಋೖ，ߴ等教育機ؔの拡
かく
充
じゅう
，方のインフラ整උなどをਪ進した。

ͼඇ政党による໋政権が続いた࠶内閣のあとはݪ

が，1924 年に政党力が普
ふ
通
つう
選挙の実

じͬ
ࢪ
し
を掲

かか
げて第

2次護ݑ運動をىこした。そして総選挙にউ利し，ݑ
けん
政
せい
会
かい
党टのՃ

か
౻
とう
ߴ
たか
໌
あき

がट
しゅ
૬
しょう
にबした。ཌ2�年，加౻内閣は，満2ࡀ�

さい
以্の男性に選挙権を

ੈのൃୡと
ౘֳのൃల

➡ p.114
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QR

ʮݑのৗ
じょうじょう

ಓ
ͲうͲう

ʯの
࣌

ʢେਖ਼ 13ʣ

ࡏ 1924〜 2�

人物

日本ʹ͓͚Δେऺࣾձのܗ 日本Ͱは，どのようにしてେऺࣾձ͕ܗ͞Ε
て͍ͬたのだろうか。
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　　 ී
ふ

௨
つう

બڍΛٻΊͯूձࢀՃΛ͢Δਓʑ（1�1�年）　　 ී　　 ී　　 ී１

　　 ٢
よし


の

࡞
さく


ͧう

（18�8
ʙ 1���）ɹٶݝग़
のऀֶ࣏ɻ౦ژఇ

てい

ࠃ
こく

େֶ๏ֶ෦ڭतɻʮେ
ਖ਼σϞΫϥγʔʯΛ͚
ΜҾͨ͠٬Ͱ，ຽ

みん

ຊ
Άん

主ٛΛఏএͨ͠ɻ

　　 ٢̎ 　　٢ 　　٢

ɹɹ࣏ͷతຽऺͷʹ͋Γ，ܾࡦఆ
ຽҙʹै͏͖で͋るͱ͢るߟえํɻ٢

よし


の

，
ຽओओٛͱ͍͏ݴ༿をආ

さ

͚，ओ͕ݖͲ͜ʹ͋る
͔を͋えͯΘͳ͍͜ͱʹΑͬͯ，େຊఇ

てい

ࠃ
こく

๏ͷԼݑ
もと

でͷౘൃ࣏లをਤ
はか

ͬͨɻ

1

ɹɹ統ݖ࣏ʢओݖʣࠃՈʹଐ͠，ఱߖݑ๏ʹ
ج
もと

͍ͮͯ統ݖ࣏を͢ߦるࠃՈͷؔػߴ࠷で͋
るͱ͢るֶઆɻʮେਖ਼σϞΫラシーʯͷظ࣌ʹ
௨આతҐஔを

し

Ί͕ͨ，19�0 年ʹͳるͱ܉෦
右

う

ཌྷ
よく

͔Β߈
こう

ܸ
げき

͞Ε ʢͨˠ Q�129ʣɻ

̎

ɹɹ�ୈҰੈ࣍քେઓظͱͦͷޙͷՁࢦɹɹ�3

読み解き  ຽ本ओٛ ຽ本ओٛのͲのようなが，ී
ふふ

通
つうつう

બڍをٻめる
人ʑにडけೖれられたのだろうか。

ຊˠQ����ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹɹຊˠQ����

のͰ͖͝ͱ࣍

̒

　ຽ本ओٛとは，๏のཧ্ओݖ
が୭

だΕ

にあるかをうのではなく，た
だそのओݖを行使するにあたって，
ओݖ者は，然Ұ

いͬ

ൠ
ͺん

ຽ衆のརとҙ
をॏん͡ることをํとすきと
いうओٛである。ͭまり，国ݖのӡ
༻にؔしてその指ಋతඪ४となる
き政治ओٛであって，ओݖが܅ओに
あるのか人ຽにあるのかをうとこ
ろではない。

〈ʮݑͷຊٛをઆ͍ͯଖ༗ऴͷ美を͢ࡁͷ్を
ͣʯ『தԝެ』1916 年 1 ݄߸ ΑΓཁ〉

٢
よし


の

࡞
さく


ͧう

のຽ
みん

本
Άん

ओٛ
史史史史
 料 料 料 料 料

400

1�12 13 14 1� 16 17 18 1� 20 21 22 23 24 2� 26 27 

指
ୈҰ࣍
ੈքେઓ

シϕϦΞ
ग़ฌ

〈『ຊͷܠᔅᏓಈ』΄͔〉
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༩
あた
えるஉීࢠ

ふ
௨
つう
બڍを実現させた。一方で，社会主義ऀへのऔりక

し
まりを

まり，同年に治҆ҡڧ化するもڧ
い
持
じ
法も成ཱさせた。その後同法はվ定

によってܐ
けい
േ
ばつ
がڧ化され，社会運動શ

ぜん

ൠ
ͺん

のऔりకまりに利༻されていった。

　加౻内閣以߱ 8年ؒ，ݑ政会（後
のち
にཱ

りͬ
ݑ
けん
民
みん
政
せい
党）とཱݑ政༑会がަ

こう
ޓ
͝

に政権を担する時代が続いた。第 1党の党टが内閣を৫するྫ׳は，

のৗݑ」
じょう
ಓ
Ͳう
」とよばれ，主要新ฉやࣝ人からࢧ持された。しかし，その

ݩが出དྷたものの，ट૬はྫ׳
げん

ろう
とよばれる政治家によってܾ定され

て͓り，総選挙の影
えい
響
きょう
力はまだ不ेであった。

　普
ふ
通選挙法によって༗権ऀはैདྷの 4ഒに૿加し，世の政治へ

の影響力は૿した。ただし，民意が政治にөされやすくなったため，

方への利ӹ༠
Ώう
ಋ
Ͳう
やԚ

お
職
しょく
が

さか
んになるなど，政党政治の発展にはෛのଆ໘も

あった。また，ର党の国際協調外ަやॖ܉をೈ
なん
ऑ
じゃく
だとして൷するなど，

政党が֫ݖ
かく
得
とく
と͍͏党の利ӹを༏ઌしたことは，かえって国民の政党へ

の৴
しん
པ
らい
。めていく結果となったߴ部への期を܉をԼさせ，後にײ

大戦中のؾܠは，ଜからࢢへの人ޱ移動や

ࢢのٸな発展ももたらした。大学やઐ学ߍが

૿ઃされ，男女共に進学はߴまった。ࢢにॅみ，学ߍ教育で育った大

衆が，༗権ऀとして政治に参加し，社会運動の担
ʹな
いखともなった。

　第

し げき

7

1925 史料

QR

➡ p.7�

➡ p.9�

➡ p.127

େऺࣾձのܗと
ࣾձӡಈのൃల

➡ p.97 ➡ p.99

➡ p.114 ະདྷ

̎ষの
まとΊ

ୈ一࣍世界大ઓ後にܗ成͞れͨ国際ڠௐ体੍とຽܾࣗは，世界ฏの࣮ݱにͲのఔߩ
㆓ㆄ
ݙ
㆐㇓
で͖ͨの͔，あ

なͨのߟえをઆ明しΑ͏。

ౘൃ࣏లのཱͯऀ

ฺ，はݪ　
΅

ୢ
しん

ઓ૪でഊれた
もり

Ԭ
おか

ൡ
はん

खؠのࡏݱ）
者になり，֎交官ه出で，ۤ学して新ฉ（ݝ
なͲܦてཱݑ政༑ձにೖった。࣮ݖをѲ

ʹ͗

ってい
たݩ陸軍と時にଥ

だ

ڠ
きょう

しͭͭも，ݫしくର
たい

߅
こう

し，政ౘ政治へのస
てん


かん

を࣮ݱした。
　Ճ౻は，東京大学ଔۀ後，ࡾ

みつ

ඛ
ͼし

にೖࣾし，ற
ちゅう

英大使なͲをྺした。その後イギリス流の政
ౘ政治࣮ݱを指して政քにస͡，大

おお

۾
くま

ֳ 
では֎

がい

૬
しょう

としてೋेҰかཁٻをਪ
お

しਐめた
（ˠ p.102）。ݑ政ձを，ཱݑ政༑ձにର

たい

߅
こう

する
ೋ大政ౘのҰ

いち

ཌྷ
よく

にҭて্͛，ट
しゅ

૬
しょう

時には国ࡍ
調֎交（ฎڠ

しͰ

ݪ
はら

֎交）をਪਐした（ˠ p.110）。

ݪ
はら

ܟ
たかし

（18�6〜 1921）ͱՃ
か

౻
とう

ߴ
たか

໌
あき

（186�〜 1926）　明治時，ঁੑのࣾձత׆ಈは੍͞ݶれていた。衆ٞӃٞһબ
ɾඃݖڍ๏では，ঁੑのબڍ

ひ

બݖڍがೝめられず，ຽ๏（ˠ p.74）
でも，ށओをとするՈ੍度のԼで，ঁੑはࠗ

こん

ҽ
いん

૬ଓでෆར
なҐにஔかれていた。しかし，平

ひら

௩
つか

らいて
ち ょ う

うが 1911 年にࢽࡶ
ʰ੨

せい


とう

をɦץし，「࢝ݩ，ঁ ੑは࣮に太ཅであった」とએݴするなͲ，
ঁੑのࣾձӡಈはൃ׆化した。ୈҰ次ੈք大ઓ後，Ԥ

おう

ถ
べい

でのঁੑ
֫ݖ政ࢀ

かく

ಘ
とく

に
し

ܹ
げき

͞れ（ˠ p.114），ঁੑのࢀ政ݖӡಈがり্がっ
た。20 年には，平௩ࢢ

いち


かわ


ふさ

ࢬ
え

が新්
人ڠձを結成し，そのྗによりঁੑ
の政治ूձへのࢀՃがެにՄになっ
た。しかし，ঁੑࢀ政ݖの࣮ݱは，ઓ
後をたなければならなかった。

ঁੑにΑΔࣾձӡಈ

ɹɹ�ฏ
ひら

௩
つか

Β͍ͯ
ち ょ う

（͏188� ʙ 1��1）̐

ɹɹɹɹʮݑのৗಓʯʹ 関͢Δઆ໌Λຊจ͔
Βॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹେਖ਼࣌の日ຊͰσϞΫϥγʔ࣮
ͱͦのཧ͑ߟͱ͍͑Δの͔，͋ͳͨのͨ͠ݱ
༝Λઆ໌͠Α͏ɻ

આ໌

ୈ�Ұ　国ମˎを変ֵし ຢ
また

はࢲ༗੍࢈ࡒ度を
൱ೝすることをతとして結ࣾを৫し ຢ
は情をりて೭

こΕ

にՃೖしたる者は े年ҎԼ
の

ちょう


えき

 ຢはې
きん

᭛
こ

にॲす
ˎここではఱ੍ߖを指す

ҡ࣏҆
い

࣋
じ

๏ʢ����ʣ
史史史史
 料 料 料 料 料

ୈ�Ұ　国ମを変ֵすることをతとして 結
ࣾを৫したる者 ຢは結ࣾのһଖ

そ

のଞ指
ಋ者たる務にै事したる者は ࢮ

し

ܐ
けい

ຢは無
ए ظ

もしく

はޒ年Ҏ্の एはې᭛にॲし 情
をりて結ࣾにՃೖしたる者 ຢは結ࣾの
త

すい

行
こう

のҝ
たΊ

にする行
こう

ҝ
い

をҝ
な

したる者は ೋ年
Ҏ্の༗ظのຢはې᭛にॲす ŋŋŋ

վਖ਼࣏҆ҡ࣋๏ʢ����ʣ
史史史史
 料 料 料 料 料

̏
部
２
章

ɹɹ�Ճ౻໌ߴɹɹ�6

ɹɹܟݪ�ɹɹ��

ɹɹ�֗かͲʹష
は

Βれたී
ふ

௨
つう

બڍͷީิऀϙελʔɹɹ�7
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世界と日本の動きを一体として
理解できる単元構成

˔�ୈ一࣍世界大ઓ後，֤国で大ऺ化が֦大しͨとい͏ྲྀれの中で，同࣌の日
本を学るͨめ，日本での大ऺ化がཧղしすい。

ナショナリζムを掲͛た大衆ӡ動が頭
したドイπ，イλリアの例や，女性にも
選挙権が拡大したイΪリスの例など，ୈ
一࣍世界大戦ޙの世界で大衆の政治参加
や女性ӡ動が広がったことがわかる。

日本においても，大ਖ਼時代に入ると，「大
ਖ਼σϞΫラシー」とよばれる大衆による民
ओओٛ的な動きがڧまったことがわかる。
また，女性ӡ動など様々な社会ӡ動も活
ൃになったことがわかる。

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えΒΕる！

ྫ）̏部̎章ɹڠࡍࠃௐとେऺࣾձのがり

ϰΣルサイユମ੍
の成ཱ

１અ
౦ΞジΞの
ຽܾࣗのํߦ

中౦・インドの
ຽܾࣗのӨڹ

Ϥーϩούの෮興と
େऺの࣏参Ճ

େऺࣾձの出現と
ΞϝϦカのൟӫ

日本に͓͚る
େऺࣾձのܗ成

２અ ３અ ̐અ ̑અ ̒અ

世界ͷಈ͖Λ౿　·えͯ
日本ͷେऺԽΛ　ଊえΒΕる

டংͷมԽやࡍࠃ
େऺԽ

‑教科書Q�113�114，本冊子 Q��8��� しಡΈࢼ ‑教科書Q�117�118，本冊子 Q�62�63 しಡΈࢼ

10 11

ಛ
৭
̍

世界でがっていた大衆の政治参加の動きは，日本

展した。また，大衆の政治参加や女性運動は日本へも波
は
及
きゅう
した。
➡ p.117

一方で，戦後の国際体制への不満から，ドイツやイタリアなど，各国国内

ではナショナリズムを掲
かか
げた大衆運動が台頭した。

➡ p.125

まれた。こうした国際協調の試みの
➡ p.146，186

担
ʹな
ったことから1918 年に成年男性と共に女性にも選挙権が拡大した。そ

➡ p.98

➡ p.9�

　大戦中の借金が残り経済不
ふ
振
しん
が続いたイギリスでは，国民が総力戦を

➡ p.98

　こうして 19世紀末以後，特権的な人々だけではなくすべての人々に社

会の運営が委ねられたことで，大衆の意思が政治に大きな影
えい
響
きょう
力を持つよ

うになった。人

でも始まっていた。日本では，大ਖ਼時代にೖると，世
➡ p.114

　第一次世界大戦以߱，ロシアֵ໋，大戦ؾܠによる労働ऀの૿加をきっ
➡ p.97 ➡ p.99

かけに，日本でも労働運動や社会主義運動が׆発化した。大戦後のヨーロッ

パでの׆動に
し
ܹ
げき
されて，さま͟まな女性運動も発展した΄か，શ国ਫฏ

➡ p.114 ະདྷ

社，ւಓアイψ協会，日本民合などによる，社会・経済的ऑऀやࠩ
➡ p.114 ະདྷ

ผをडけるཱのҐ্などを求める運動もがった。

を政治にөしようとする動きが本֨化した。܉やൡ

後，政党を中৺とした政治運営が進み，「େਖ਼σϞΫϥγー」とよばれ
る民主主義的な෩ைがڧくなっていった。このこΖ，政治学ऀの٢

1



5

10

15

20

&
Ϥ
ồ
ϩ
ỽ
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Ξ
ϝ
Ϧ
Χ

౦Ԥでは，19�0 年にϙーランυでϫϨαいる自主࿑

「連ଳ」による民主化ӡ動がىこり，�0年代のϋンΨリー
でも経済の自༝化と政治改革が進Ήなど，改革のࢼみが始まっていた。そ

こへ，ι連のΰϧόνϣϑによるペϨεトϩイカが始まったӨ
えい
ڹ
きょう
もあり，

ϙーランυでは，�9 年のબڍで非ڞ産党政権が生まれた。これを初めと

して，�9年に࣍ʑとڞ産党政権が
たお
れた（౦

とう
Ԥ
おう
ֵ໋）。また，υイπでは，

౦υイπの人ʑが౦Ԥ経༝でυイπへの移動がՄになったঢ়
じょう
گ
きょう
をडけ，

冷戦の
しょう

ちょう
であったňϕルリンのน

かべ
」が，�9年に։์された。そして，ཌ

90年，౦υイπがυイπにซ
い

合
͝う

された（౦υΠπ౷Ұ）。この年はଟ
くの国で自༝બڍが行われ，౦Ԥの

だつ
社会主ٛが明നとなった。

　ι連のペϨεトϩイカは，対外的にはۓ
きん
ு
ちょう
؇
かん

わ
をもたらし，�9年のถ

ιट会ஊ（Ϛϧλձஊ）で冷戦終結がએݴされた。国内ではڞ産党の一党
支がഇ

はい
ࢭ
し
され，ࢢݪཧのಋ入が目指された。また，ι連内の民ಠ立

ӡ動が高まり，リトアχアなどバルト 3国がι連からのಠ立をએݴした。

　91年，ι連ղମの動きにײػةを๊
いだ
いた保守派は，ΰルバνϣϑをೈ

なん

ې
きん
するクーσλをࢼみたが，ι連ߏ国であるϩシアڞ国のΤリπΟン

大౷ྖとࢢ民らの
てい
߅
こう
によって失ഊし，ι連ڞ産党はղ散した。各ڞ国

もι連を離
り

だつ
して，新たにϩシア連

Εん

Άう
をத৺にいくͭかのڞ国がಠཱࠃ

Ոڞಉମ（$*4）をઃし，ι連はղମした。
　また，ଟ民国ՈであったϢーΰεラϰΟア連は，政がऑମ化して

分
Ϳん
裂
Εつ
した。連崩

ほう
壊
かい
に伴

ともな
いफڭɾ民ɾޠݴのҧ

ちが
いによる問題が

ふん
ग़
しゅつ
し，

౦
とうとう

Ԥ
おうおう

ֵ໋と
ι࿈のղମ

➡ p.159 1943 〜

人物 ➡ p.178

➡ p.146
い
➡ p.146
い͝う
➡ p.146
͝う

１

➡ p.100

ࡏ 1991〜 99

QR

4

ະདྷ

ྫྷઓのऴ݁とมΘΔੈքߏ ྫྷઓମ੍͕ऴ݁した͜ͱͰ，ੈքߏはどのよ
うにมԽしたのだろうか。

学習
課題

౦υΠπ౷Ұ，Ϛϧλձஊ，άϩʔόϧԽ，Ϥʔϩού࿈߹（&6）中学校との関連

ϤーϩッύˠQ����ɼΞϝϦΧˠQ����ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹϤーϩッύ・ΞϝϦΧˠQ����ɹϤーϩッύ・ΞϝϦΧˠQ����

のͰ͖͝ͱ࣍

1

ྫྷઓΛऴΘらͤたॻه

　1985 年書هにबしたΰルόνョϑは，
άϥスϊスνɾペϨスτϩイカによってମ੍
のվֵにり出し，ň のۭനをຒ࢙ྺ

う

めよŉ
とաڈの政ࡦのݟしをਐめ，結Ռతにそれ
は 91 年݄̔のΫーσλ，その後のι࿈ղମ
にͭながることになった。「ϕルリンのน

かべ

」が
開์͞れた後の 1989 年 12 ݄に，ΰルό
νョϑは，アメリカのϒογϡ大౷ྖとマル
λ島でձ談し，྆者がň ྫྷઓはऴわったŉと
એݴした。その後，ྫྷઓऴ結にߩ

こう

ݙ
けん

したとし
てϊーϕル平和をडした。

ΰϧόνϣϑ（1931〜 2�22）

ɹ�ʮϕϧリϯͷน
かべ

ʯͷ։ （์1�8�
年）ɹ1��1年ʹங͔ΕͨίϯΫϦʔτ
のน，8� 年 11 ݄ʹ౦υΠπʹ
͓͚Δຽ主Խӡಈのߴ·Γのͳ͔Ͱ
յ
こわ

͞Ε，։์͞Εͨɻนの่
ほう

յ
かい

ྫྷ
ઓऴ݁の

しょう


ちょう

Ͱ͋Γ，ཌ ��年ʹ౦
υΠπの౷Ұ͕࣮ͨ͠ݱɻͦのޙ，
นఫ

てͬ

ڈ
きょ

͞Ε͕ͨ，Ұ෦ه೦ൾ
ひ

ͱ
Ε͍ͯΔɻͯ͞͠

1

読み解き  「ϕルリンのน
かべかべ

」が開์
͞れたとき，人ʑはͲのような
ことを͡ײたのだろうか。นの
とൺ（ˠQ�145）ظઃの時ݐ

ひ

ֱ
かく

して
考えてみよう。

ϒッシϡ（ถ） ゴルバνϣϑ（ι）

23
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ボεχアɾϔϧπΣΰϰΟφίιϰΥでܹしい民ฆ
ふん
争
そう
がىこった。一

ํ，93年にはνェίとεϩϰΝΩアがฏ的に分
Ϳん
離
り
した。

そう ͝ い そん

冷戦は֩
かく
戦争のػةをもたらしたが，一ํで勢力ۉ

きん
ߧ
こう
による安定を生み

ग़してもいた。しかし，冷戦終結によって，その
わく

ぐ
みのなかで

おさ
えられ

ていた地Ҭฆ争民ؒの対立といった問題が世界各地で生͡るように

なった。ι連ղମ後，ࣄ܉ɾ政治的にはアメリカが།
Ώい
一
いつ
の

ちょう
大国となり，

アメリカをத৺に国ࡍட
ちつ
ং
じょ
がܗされるともߟえられたが，経済的には΄

かの地Ҭ国も力をけてきて͓り，地Ҭの安定ฆ争のղܾのために，

新たな国ࡍ的み協力が求められるようになった。

冷戦の終結とάϩーバル化の進లは，国Ոのを
こ
えた

地Ҭ経済ݍ
けん
をܗする地Ҭ౷合の動きもՃさͤた。

ಛにೋの世界大戦と冷戦の対立の主な
Ϳ

たい
であったϤーϩούでは，

1993 年にϚーεトリώトがൃޮして，&$がϤーϩού連߹（&6）へ
とൃలし，ଟくのߏ国で୯一௨՟（Ϣーϩ）のಋ入が進んだ。چ社会主ٛ

国ՈをՃえて拡大する &6は，2020 年時で 2� か国となり，୯なる経

済ݍにとどまらͣ，外交安全保障のڞ௨化による一の౷合の深化を目

指しているが，&6への権ݶ移
い
ৡ
じょう
に反対する動きもىこっている。

άϩʔόϧԽと
ੈքߏのมԽ

̍ר➡

̍ר➡

➡ p.160

➡ p.169

➡ p.170

Ҭ౷߹の
ਐల

➡ p.146

3 ̎

ະདྷ ➡ p.19�

ɹɹɹɹάϩʔόϧԽのઆ໌Λ，ຊจ͔Βॻ
͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹྫྷઓのऴ݁ʹΑͬͯ，ͳͥҬฆ
ふん

૪
そう

͕ຄ
΅ͬ

ൃ
ͺつ

ͨ͠Γ，Ҭ౷߹͕ਐలͨ͠Γ͢Δの
͔，આ໌͠Α͏ɻ

આ໌

ྫྷઓ後のάϩーόル化のਐలに
ともな

い，Ҭ౷合は，国ڥをӽ
こ

えたҬ
のがりのなかで׆ࡁܦಈをൃ׆化ͤ͞るとともに，大きなࢢをഎܠ
にこれをཧするׂを負った。ಛに 199� 年にੜした &6 は，୯
Ұ通՟（Ϣーϩ）をಋೖし，2004 年には，かͭての東

とう

Ԥ
おう

のݍ࢈ڞچ
けん

へҰ
に֦大した。しかしؾ 2010 年にೖるとギリγアのࡒ政ࣈをҾき
ۚにϢーϩػةにؕ

おちい

り，大ྔの難ຽの流ೖ &6 ෦の6&，ࠩ֨ࡁܦ
のཧ೦なͲにؔする考えํのҧ

ちが

いは෦ରཱをੜんだ。イギリスの &6

り


だつ

（ˠ p.19�）なͲࠞ
こん


Ίい

はਂまるが，ઓ૪というաڈをりӽえ新しい
政治とࡁܦを

も

ࡧ
さく

する &6 へのظも大きい。

֦େ͢ΔϤʔϩού࿈߹ʢ&6ʣと国ࡍ情のมԽ

ɹ�Ԥ
おう

भ
しゅう

தԝۜߦ（���� 年）ɹϢʔϩ
，ੈքࢢʹ͓͍ͯ୯ಠͰڝ

きそ

͏ʹ
খ͗͢͞Δࠃ（通՟）Ͱ，&6ͱͯ݁͠
ଋ͢Δ͜ͱͰڝ૪ྗΛߴΊΒΕΔͱ͍
͏͜ͱΛੈքʹূ໌ͨ͠ɻ

2
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ϋンΨϦーϋンΨϦー

ΤετニΞΤετニΞ

εϩϰΣニΞεϩϰΣニΞ

クϩΞςΟΞクϩΞςΟΞ

ϚέυニΞϚέυニΞ
ΞルバニΞΞルバニΞ
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ηルϏΞηルϏΞ

τルίτルί

εイεεイε
ϦώςンシϡλインϦώςンシϡλイン

ϩシΞ

ϕϥルーシ

クϥイφ
Ϟル
υ
ϰΝ

ΞルδΣϦΞ

ϊ
ル

Σ
ー

ΞイεϥンυΞイεϥンυ

ルクセンブルク
・ॴࡋ）
　�資ۜߦ） εトラεブール

（Ϥーϩούٞ会）

ブϦϡοセル
（&6本部）

ϚーεトϦώト ϕルϦンϕルϦン

ϑランクϑルト
　　（Ԥभ
　�中ԝۜߦ）

ϑランクϑルト
　　（Ԥभ
　�中ԝۜߦ）

アンυラ

&6֦େのਪҠ

青6&…ࣈ加ໍީิ国

クϩアティア
加 （ໍ2013）

&&$（Ϥーϩούࡁܦ
同体）（1��8）ڞ
&$݁成（6͔国）
（1�67）

εΣーデン・ϑィン
ランυ・ΦーεトϦア
加 （ໍ1���）
ポーランυ・νΣコなͲ
10͔国加 （ໍ2004）

εϖイン・ポルトΨ
ル加 （ໍ1�86）

ルーϚニア・ブルΨ
Ϧア加 （ໍ2007）

ΪϦγア加ໍ
（1�81）

ϕωルクε3国
関੫同 （ໍ1�48）

イΪϦε・アイルラン
υ・デンϚーク加ໍ
（1�73）

東υイツ֦大
（1��0）

ʨ
＊2�イΪϦεは2020に
　&6を正式にしͨ。

＊�

＊

Ωϓϩε

÷ ü÷÷LN

ɹ�Ϥʔϩού࿈߹ʢ&6ʣͷ֦େ3

　ϢーΰスϥϰΟアは，「ࣣͭの国ڥ，ͭ
のڞ和国，ͭޒのຽ，࢛ͭのݴ語，ͭࡾの
फ教，ೋͭのจࣈ，Ұͭの国Ո」とশ

しょう

͞れた，
ଟຽの࿈

Εん


Άう

੍国Ոであった。ࣾձओٛ政ݖ
่
ほう

յ
かい

のなかで，ηルϏアڞ和国にଐするίι
ϰΥࣗ治भにىこったຽରཱをܖ

けい

ػ
き

に，֤
和国ではຽओٛతڞ

けい


こう

のڧい政ݖがੜ
した。ࡁܦతにઌਐతなスϩϰΣχア，Ϋϩ
アςΟアなͲが次ʑとಠཱし，࿈はղମし
た。ຽରཱがあおられ , ܹしいຽฆ

ふん

૪
そう

と
が行われた。

ϢʔΰεラϰΟΞのղମ

（92ಠཱ）

（91ಠཱ）
（91ಠཱ）

（2006ಠཱ）

（200�ಠཱ）
（91ಠཱ）

ϰΥΠϰΥσΟφ

ϘεニΞ・
ϔルπΣゴϰΟφ
ϘεニΞ・
ϔルπΣゴϰΟφ

ηルϏΞηルϏΞ

クϩΞςΟΞクϩΞςΟΞ
εϩϰΣニΞεϩϰΣニΞ

ϞンςωάϩϞンςωάϩ

ίιϰΥίιϰΥ
ϚέυニΞ˞ϚέυニΞ˞

˞201�に「Ϛέυニア」と໊শ変更。˞201�に「Ϛέυニア」と໊শ変更。
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A

日
本

#

౦
Ξ
δ
Ξ

　ྫྷ戦ऴ結後，日本は，主要ઌ進国の一һとして，世界

の҆શอোにどのようにؔ
かん
༩
よ
するかがわれるように

なった。1990 年にイラΫがΫΣートに৵
しん
߈
こう
すると，日本にも人的ࢧ

し
ԉ
えん

が求められ，自衛ୂの
は
ݣ
けん
がݕ౼された。しかし，法整උも不ेなうえ，

国内世のରがڧく実現しなかった。日本はڊ
きょ
ֹ
がく
のࢿ金協力を行い，

わん

؛
がん
戦争後にϖϧシϟへ

そう
ւ
かい
ఖ
てい
をݣしたが，アメリカは日本のݙߩが不

ेであると൷した。これがきっかけとなり 92年，
い じ

　　　　　　　　　　ྫྷ戦ऴ結により，อकとֵ新という日本ैདྷの国内

政治のରཱ࣠
じく
はᐆ

あい
ດ
まい
となった。こうしたなか政治վֵ

をめぐって自民党が
Ϳん
྾
Εつ
し，党もަえて政界の࠶ฤをࢦす動きがڧ

まった。その結果，199� 年にඇ自民連ཱ政権のࡉ
ほそ

かわ
護
もり
⁝
ひろ
内閣が誕生し，

��ମ੍่͕
ほう
յ
かい
した。その後，日本の政党政治は連ཱ政権の時代にೖり，

政党の
り
合
͝う
ू
しゅう
ࢄ
さん
が続いた。99年以߱になると，自民党はެ明党と連ཱし

て政権を担
ʹな
った。2009 年に民主党によるަݖが実現したが，12 年

には࠶ͼ自ެ連ཱ政権が誕生し，現ࡏまで続いている。

　ෳࡶな政治を生んだഎܠには，90年代初頭のόϒϧ経済่յに始

まった，「ࣦわれた 20年」とよばれる日本経済のఀ
てい

たい
もあった。業の

ւ外移సによって産業のۭ
くう
ಎ
Ͳう
化
か
が進み，গ子ߴ

こう
ྸ
Εい
化
か
による人ݮޱগがਂࠁ

な՝となった。これに
ともな
う社会อোඅの૿大などによる財政ࣈの拡大

ྫྷઓऴ݁ޙの
国ߩࡍ

こう

ݙ
けん

ʢฏ̎ʣ ➡ p.189

1

2

➡ p.190

ະདྷ

࿈ཱ࣌ݖと
ࣾձߏのม༰

➡ p.161

ʢฏ̑ʣ

➡ p.174

➡ p.174

ࡍࠃ
かΜ

ڥ
͖ΐ͏

のมԽと日本 国ڥࡍのมԽによͬて，日本の࣏ࣾձは，
どのようにมΘͬただろうか。

学習
課題

ઓ૪，55年ମ੍の่յ，権ަ中学校との関連؛ಈ（1,0），׆࣋࿈ฏ和ҡࠃ

　　　 アメリカͷࡌʹࢽࡶ
の

ͤΒれたΫΣʔτͷँײঢ়（1��1年
�݄ 11日）ɹ日ຊ，

わん

؛
がん

ઓ૪のଟ
た

ࠃ
こく

੶
せき

約ʹ܉ 1ஹ �ઍԯԁのࢿ
ۚԉ

えん

ॿ
じょ

Λँײ，͕ͨͬߦঢ়ʹ日ຊの໊͕ࠃͳ͔ͬͨɻ

１

　　 
わん

؛
がん

ઓ૪ޙͷࣗӴୂ
は

ݣ
けん

ʹର͢Δਓʑ（1��1年）　　 　　 　　 ̎

読み解き  政府は，人ʑのର 政府は，人ʑのରにもかかわらず，なͥࣗ
Ӵୂの

は

ݣ
けん

をܾめたのだろうか。

4

　カンϘジアでは，1978 年のτφϜ৵
しん

攻
こう

後，ઓがຄ
΅ͬ

ൃ
ͺつ

したが，ྫྷઓのऴ結もあり，
91 年にऴ結した。国࿈は，

͟ん

ఆ
てい

政府が成ཱ
するまでのؒ，国࿈平和維

い

࣋
じ

ಈ（1,0）を׆
行うことをܾఆした。日本は，1,0ྗڠ๏
にج

もと

ͮき，92 年，จຽܯ官とࣗӴୂをݱ
にݣし，1200 名あまりのࣗӴୂһがಓ
࿏ڮのमཧといったインϑϥඋにܞ

たͣさ

わっ
た。ྫྷઓのऴ結後，ੈք֤でຽฆ

ふん

૪
そう

なͲ
が૿Ճしたため，日本も༰に合わͤてࣗӴ
ୂをݣするなͲଟくの 1,0 わっܞಈに׆
ている。1,0׆ಈへのࢀՃは，日本が国ࡍ
ࣾձのҰһとして，ੈքの平和と҆શにߩ

こう

ݙ
けん

していくखஈとして，ӡ༻͞れている。

ΧンϘδΞ1,0
は

ݣ
けん

ɹɹ�ಓ࿏Λඋ͢ΔࣗӴୂһ（1���年）ɹɹ�3

ຊ・౦
ひがし
ΞδΞˠQ����ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹɹຊ・౦ΞδΞˠQ����
ひがし

ຊ・౦ΞδΞˠQ����
ひがし

のͰ͖͝ͱ࣍
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も，現
げん

ࡏ
ざい

に続
つづ

く
もん


だい

となっている。

ྫྷ
れい

戦
せん

のऴ
しゅう

結
けつ

によって，ࢢ
し


じょう

経
けい

済
ざい

のݪ
げん

ଇ
そく

が世
せ

界
かい

の多
おお

くの国
くに

にड
う

けೖ
い

れられ，άローόϧ化
か

が進
しん

展
てん

した。

そのため，これまで主
おも

に自
じ

国
こく

のϧーϧにै
したが

っていたا
き

業
ぎょう

׆
かつ

動
どう

が，世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

のϧーϧでのڝ
きょう

争
そう

にさらされることになり，日
にっ

本
ぽん

のا
き

業
ぎょう

でも，
せい


ひん

のن
き

֨
かく

から会
かい

ܭ
けい

の基
き

४
じゅん

，経
けい

営
えい

ख
しゅ

法
ほう

，働
はたら

き方
かた

まで，さま͟まな
ぶん


や

でグローバル=

スタンダード（世
せ

界
かい

標
ひょう

準
じゅん

）に合
あ

わせるためのվ
かい

ֵ
かく

が進
すす

められた。

一
いっ

方
ぽう

，世
せ

界
かい


ぼう

қ
えき

が拡
かく

大
だい

するなか，199� 年
ねん

には(
ガ ッ ト

"55にସ
か

わって自
じ

༝
ゆう


ぼう

қ
えき

体
たい

制
せい

を
かん

ཧ
り

する世
せ

界
かい

貿
ぼう

易
えき

機
き

関
かん

（WTO）が発
ほっ


そく

した。これにより自
じ

動
どう

ं
しゃ


ぶん


や

の日
にち

ถ
べい

経
けい

済
ざい

ຎ
ま

ࡲ
さつ

などが，850に͓いてॲ
しょ

ཧ
り

されるようになった。しか

し，850でのަ
こう

ব
しょう

は時
じ

ؒ
かん

がかかり，合
ごう

意
い

が
むずか

しくなるという
もん


だい

が出
で

て

きた。そのため，2000 年
ねん

代
だい

以
い

߱
こう

，2か国
こく

以
い

্
じょう

の国
くに

や
ち

Ҭ
いき

でϞϊやαーϏ

スの自
じ

༝
ゆう

化
か

を進
すす

める自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

協
きょう

定
てい

（FTA）が結
むす

ばれるようになった。日
にっ

本
ぽん

も

アジア太
たい

平
へい

洋
よう

経
けい

済
ざい

協
きょう

力
りょく

（A
エイペック

PEC）ॾ
しょ

国
こく

とのؒ
あいだ

で環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

パートナーシップ

（TPP）協
きょう

定
てい

を結
むす

Ϳなど，
ち

Ҭ
いき

での経
けい

済
ざい

連
れん

携
けい

をੵ
せっ

ۃ
きょく

的
てき

に進
すす

めている。

90 年
ねん

代
だい

にೖ
はい

ると，中
ちゅう

国
ごく

やϕトナムなどの社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

国
こく

もٸ
きゅう


そく

な経
けい

済
ざい

成
せい


ちょう

をୡ
たっ

成
せい

し，౦
ひがし

アδアはヨーロッパ

や
きた

アメリカとฒ
なら

Ϳ世
せ

界
かい

経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

৺
しん


ち

Ҭ
いき

となった。日
にっ

本
ぽん

と౦
ひがし

アδアॾ
しょ

国
こく

は，


ぼう

қ
えき

を通
つう

͡てよりۓ
きん

ີ
みつ

に結
むす

ͼ
つ

くようになり，จ
ぶん

化
か

ަ
こう

ྲྀ
りゅう

も
さか

んになった。

一
いっ

方
ぽう

で，౦
ひがし

アδアॾ
しょ

国
こく

ではナショナリズムもڧ
つよ

まった。日
にっ

本
ぽん

と中
ちゅう

国
ごく

・ؖ
かん

国
こく

とのؒ
あいだ

では，第
だい

ೋ
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

や২
しょく

民
みん


ち

ࢧ
し


はい

にؔ
かん

するྺ
れき

࢙
し

認
にん

ࣝ
しき

の違
ちが

いが՝
か


だい

となり，
きた

ே
ちょう


せん

のަ
こう

ব
しょう

は，֩
かく

ฌ
へい

ث
き

・ϛαイϧ։
かい

発
はつ


もん


だい

や日
にっ

本
ぽん

人
にん

፮
ら

க
ち


もん


だい

も

あってఀ
てい


たい

している。また，౦
ひがし

アδアॾ
しょ

国
こく

とは領
りょう


ど

をめぐる՝
か


だい

もあり，

これらのվ
かい

ળ
ぜん

に
む

けた
ど

力
りょく

が続
つづ

けられている。

グローバル経
けいけいけいけいけい

済
ざいざいざいざいざい

の
進
しんししししししんんん

展
てんてんてんてん

と日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽぽぽぽぽぽんんん

FILE

（平成７） ➡p.161

➡巻末１
ややややや QR 4

➡p.173
こうし

QR

QR

QR

日
にっにっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽん

と
東
ひがしひがひがひがししし

アジアの関
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未来

　　　日
に

本
っぽん

が自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

を進
すす

めるために取
と

り
組
く

んだことを本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
で

そう。
確認

　　　グローバル化
か

が進
すす

むなかで，日
にっ

本
ぽん

は
どのような役

やく

割
わり

を果
は

たすべきか，その目
もく

的
てき

と
課
か

題
だい

について説
せつ

明
めい

しよう。

説明

日
にっ

本
ぽん

の排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

5

４
部
３
章

第１回
1948年１月　関税と貿易に関する一般協定（GATT）発足

1995年１月　世界貿易機関（WTO）発足

1947年 ジュネーブ 23

主な交渉事項名称開催年 参加国・
地域数

鉱工業品

第７回 1973～79年

1986～94年

東京 102
鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止

第８回 ウルグアイ 123

鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止，
農業，サービス，
知的所有権，紛争解決処理

第９回 2001年～ ドーハ 164

鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止，
農業，サービス，
知的所有権，紛争解決処理，
貿易円滑化，環境問題

自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

体
たい

制
せい

関
かん

税
ぜい

などの貿
ぼう

易
えき

障
しょう

壁
へき

を最
さい

小
しょう

限
げん

にし，自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

のルール作
づく

りをする国
こく

際
さい

組
そし

織
き

と
して，WTOが発

ほっ

足
そく

した。しかし，加
か

盟
めい

国
こく

が増
ぞう

加
か

し，先
せん

進
しん

国
こく

と新
しん

興
こう

国
こく

との対
たい

立
りつ

も課
か

題
だい

となっている。
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北
ほっ

方
ぽうぽう

領
りょうり う

土
どど

は，現
げんげ

在
ざいざ

までロシアが不
ふ

法
ほう

占
せん

拠
きょ

を続
つづ

けており，そのため日
にち

ロ間
かん

では平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

が締
てい

結
けつ

されないままとなってい
る。竹

たけ

島
しま

は，サンフランシスコ条
じょう

約
やく

締
てい

結
けつ

時
じ

に，日
にっ

本
ぽん

の領
りょう

土
ど

として扱
あつか

われていたが
（→ p.150），韓

かん

国
こく

は竹
たけ

島
しま

に警
けい

備
び

隊
たい

員
いん

など
を常

じょう

駐
ちゅう

させ，灯
とう

台
だい

を設
せっ

置
ち

するなど不
ふ

法
ほう

占
せん

拠
きょ

を継
けい

続
ぞく

している。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

については
領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

は存
そん

在
ざい

しないが，中
ちゅう

国
ごく

や台
たい

湾
わん

が
領
りょう

有
ゆう

を主
しゅ

張
ちょう

している。特
とく

に海
かい

洋
よう

進
しん

出
しゅつ

を目
め

指
ざ

す中
ちゅう

国
ごく

では，反
はん

日
にち

運
うん

動
どう

が発
はっ

生
せい

するなど，
日
にっ

本
ぽん

の領
りょう

有
ゆう

に強
つよ

く反
はん

発
ぱつ

している。

日
にっ

本
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りょう

土
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と周
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りの国
くに
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（注1） び経済水域および大陸棚に関する関す水域
法律に従って引かれた線。

（注2）線の一部については関係関係部
する近隣諸国と交渉中。

こうしょう

東京から2000km1000km

日本の排他的経済水域（注）
（着色部分には領海，接続水域も含む）
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ྫྷ戦のऴ結により，グローバル化が
。に進んだことがわかるٸ

グローバル化によって日本が世界に果たす
役割が変化していったことがわかる。

世界と日本の動きを一体として
理解できる単元構成

˔�ྫྷ ઓऴ݁後，͞らにグϩーόル化がਐలしてい༷͘子をアジアॾ国ˠ中東ˠ日本のॱに学る。
˔グϩーόル化しͨ国際社会の中での日本のׂを捉えられる。

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えΒΕる！

ྫ）̐部̏章ɹグϩーバルԽのなかの世界と日本

ྫྷઓのऴ݁とมわる
世界構

１અ
ྫྷઓのऴ݁が༩えた
世界のӨڹ

େࠃΞϝϦカと
中౦

のมԽとڥࡍࠃ
日本

グϩーバルԽにΑる
ձのม༰ࣾࡍࠃ

２અ ３અ ̐અ ̑અ

ͷมԽΛ౿·えͯ�日本ͷׂΛଊえるڥࡍࠃ

άϩʔόϧԽ

‑教科書Q�18��186，本冊子 Q�68�6� しಡΈࢼ ‑教科書Q�1�1�1�2，本冊子 Q�70�71 しಡΈࢼ

12 13

ಛ
৭
̍

連ฏҡࠃ
い
࣋
じ
ಈ׆

๏が制定され，日本はカンϘδアで行われていたྗڠ（1,0） 1,0に自衛
ୂをݣした。その後，力行を行わない自衛ୂのւ外ݣが世界各

➡ p.190

で行われるようになった。
ະདྷ

から会
かい

ܭ
けい

の基
き

४
じゅん

，経
けい

営
えい

ख
しゅ

法
ほう

，働
はたら

き方
かた

まで，さま͟まな
ぶん


や

でグローバル=

日
にっ

本
ぽん

のا
き

業
ぎょう

でも，
せい


ひん

のن
き

֨
かく

になった。日
にっ

本
ぽん

も

アジア太
たい

平
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洋
よう

経
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済
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協
きょう

力
りょく
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国
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とのؒ
あいだ

で環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう
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ٛ対社会主ٛといったイσΦϩΪーの対立，国Ոを
̍ר➡

ι連と౦Ԥの社会主ٛ政権の崩壊によって，資本主
̍ר➡

୯Ґとした国ࡍ社会の༷子はม化し，国ڥをӽ
こ
えた׆動がよりൃ׆となっ

̍ר➡

た。こうして世界نにࢢが拡大して世界の一ମ化が進み，経済จ化
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ޓ
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い
ଘ
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を強めていくάϩーόϧԽがٸに進んだ。
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ۃ
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的
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に進
すす

めている。
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準
じゅん

）に合
あ

わせるためのվ
かい

ֵ
かく

が進
すす

められた。
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楼蘭
敦煌敦煌敦煌煌

洛陽陽
ちちょうちち あんんあん

ろろうらんろ

とんこうこう

らくようら

匈奴匈奴奴奴匈奴
う きょうきょう どど

（紀元前3～1世紀ごろ））元紀元 ～1 ごろろ元前3～1世紀ご

漢漢
んんかんんかんかかん

倭倭倭倭倭倭
わわわわわわ

（紀元ごろ）（紀元ごろ（紀元ごろご（紀元ごろ

域域匈奴の最大領域域最匈奴の最大最大領大領域領域
（紀元前2世紀前半）（紀（紀元紀元元前2前2世世紀前半）2世紀世紀紀前半前半）半）

紀元前2世紀～紀元ごろ
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中
ち うち うちゅう
国
ごくくごく
の文

ぶんぶん
化
かか
を共

きょうき うきょう
有
ゆううゆう
する世

せせせせせせせせせせせせせせ
界
かいかいかいかいかいかいかいかいかいかいかい

─
ひがし
文文

ふう
すす

ど
るる

ひとひとひとひとひとひとひと
界界界界界
びとびびびとととととと

　　　　孔
こう

子
し

（前
まえ

551？～前
まえ

479）
中
ちゅう

国
ごく

の春
しゅん

秋
じゅう

時
じ

代
だい

に生
い

きた孔
こう

子
し

は，
家
か

族
ぞく

への愛
あい

情
じょう

を基
き

礎
そ

として，その
家
か

族
ぞく

道
どう

徳
とく

を国
こっ

家
か

まで広
ひろ

げる思
し

想
そう

を
説
と

いた。弟
で

子
し

により孔
こう

子
し

の教
おし

えや
行
こう

動
どう

は『論
ろん

語
ご

』としてまとめられ，
その教

おし

えは発
はっ

展
てん

した（儒
じゅ

家
か

）。漢
かん

代
だい

には官
かん

僚
りょう

が学
まな

ぶべき教
おし

えに定
さだ

めら
れ，民

みん

衆
しゅう

にもその考
かんが

えが広
ひろ

まった。
後
のち

に東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

にも広
ひろ

まり，影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。

創始者

儒
じゅ

教
きょう

　　 水
すい

田
でん

を耕
たがや

す農
のう

耕
こう

民
みん

（中
ちゅう

国
ごく

南
なん

部
ぶ

）１ 　　 草
そう

原
げん

地
ち

帯
たい

の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

（モンゴル）2

孔
こう

子
し

は言
いいいいいいい

った。人
ひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびびびととと

を導
みちびみみみちびちびちび

く際
さいさささいいい

に法
ほうほほほううう

律
りつりつりつりつ

や制
せいせいせいせいせいせいせい

度
どどどど

のみを用
もちもちもちもち

いて，統
とうとうとうとう

制
せいせせせせせせいいい

のため刑
けい

罰
ばつ

ばか
りを行

おこなおおおこなこなこな

えば，人
ひとひひひとととととと

々
びとびびびととと

はその抜
ぬ

け道
みちみちみちみちみちみちみち

を恥
はじ

もなく探
さがさささががが

すだろ
う。 ， ）を
も き， ，
礼
れい ぎ

すれば，
人
ひひひひ

を知り，みずから
身
みみみみ

を すだろう。

論
ろん

語
ご

（為
い
政
せい
第二 三）

史史史
料

東
ひがしひがしひがし

アジアの文
ぶんぶんぶん

明
めいめいめい地域の
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ポタラ宮

姫路城

首里城

京都

奈良
原爆ドーム

仏国寺

故宮

泰山
孔子廟

竜門の
　石窟 

秦始皇帝陵

殷墟

大運河

石見銀山
いわ み

ぶっこく じ

ひめ じ

とみおか

や はた

万里の長城

莫高窟

琉球王国

シルクロード

カラコルム

三星堆

ばん り ちょうじょう

ばっこうくつ

さんせいたい

いんきょ

鼓浪嶼
コ ロン ス

りゅうもん

せっくつ

しん し こうてい

たいざん

こう し びょう

りゅうきゅう

しゅ  り

八幡製鉄所

富岡製糸場

ベンガル湾

長江
ちょう こう

黒
アム
ル
川

ー
竜
江

黄
河

こう

が

淮河
わい  が
黄海
こうかい

東シナ海

日

本

海

太

平

洋

こ
く

り
ゅ
う

う
こ

ルル

上海上上

壌 京京

ート

シャンシ ハイ

ンン

澳門
マカオ

たいわん

台湾

そそ

蘇省蘇省
シ高高原原

脈
タ

ヒ

漠ラ

山

ロシア連邦

カザフスタン

モンゴル

義義主民主主鮮朝朝朝朝朝
人民共和国人民共和国人民共
朝鮮民主主義
人民共和国

日本日本民民大韓民民国国韓民韓大韓民韓韓民大韓民大韓民国
んだいかんみんこく

うせちょうせん

中華人民共和国
ちゅちゅうか

れん ぽう

インド

ナムナムベトナム
ララオスイタイ

ーンャミャンマー

ラングンンググングラデシュバングラデシュ

ンンブータン

ネ
ル

パ
ー

７

５

１

6

９８

２
４

川によるさまざまな地域名ざ
江は長江のことで，江南はその下流域の南側の地
を指す。ほかにも，黄河の南北を指す河南・河北や，
淮河（淮水）の南北を示す淮南・淮北などがある。

わいなん

こうなん

わいほく

か なん か ほく

わいすい

河河時代時代
の皇 の華の華皇の皇
び付 と運河と運河とと
亡 原因と原因と
宋 引き宋と引宋と引
も中

かかいずい

ぼ

そ

の道の
西に

ルルートが中心と

主な陸上ルート　　主な遺跡
主な海上ルート　　主な世界文化遺産

～　，　～　は写真やグラフの位置を示す1 ２ ４ ９

500km

世界
遺産

世界
遺産

世界
遺産

ウランバートル  　　 上
シャン

海
ハイ

　 東
とうとうとうとう

京
きょうきききょうょうょうょうょうょう

4 5 6

1 4 7 10月1 4 7 10月

ウランバートル
（モンゴル）

上海
（中国）

1 4 7 10月
年平均気温 -0.1℃
年降水量 281㎜

年平均気温 17.1℃
年降水量 1157㎜

年平均気温 15.4℃
年降水量 1529㎜

東京
（日本） ㎜
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　　 東東
ひがしひがしひがしひがしししししひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしがしがしがしがしがしがしがし

アジアの風
ふうふうふうふうふうふうふうふう

土
どどどどどどどどどどどどどど

3

　 孔
こう

子
し

廟
びょう

（中
ちゅう

国
ごく

） 儒
じゅ

教
きょう

の祖
そ

である孔
こう

子
し

をまつる孔
こう

子
し

廟
びょう

は，中
ちゅう

国
ごく

はもとより世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

に建
た

てられている。
写
しゃ

真
しん

は孔
こう

子
し

旧
きゅう

宅
たく

に建
た

てられ
た最

さい

初
しょ

の孔
こう

子
し

廟
びょう

で，歴
れき

代
だい

の
中
ちゅう

国
ごく

皇
こう

帝
てい

によって代
だい

々
だい

保
ほ

護
ご

された。

7

　 仏
ぶっ

国
こく

寺
じ

（韓
かん

国
こく

） 新
し ら ぎ

羅
が朝

ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

を統
とう

一
いつ

した後
のち

，
751年

ねん

に建
た

てられた仏
ぶっ

教
きょう

寺
じ

院
いん

。寺
じ

院
いん

の木
もく

造
ぞう

部
ぶ

分
ぶん

は，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

による朝
ちょう

鮮
せん

侵
しん

攻
こう

の際
さい

に焼
しょう

失
しつ

し，現
げん

在
ざい

では石
せき

造
ぞう

部
ぶ

分
ぶん

のみが当
とう

時
じ

の姿
すがた

を残して
いる。

8

　　 法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（日
にっ

本
ぽん

）　607年
ねん

に聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
と

王
おう

）が建
こん

立
りゅう

し
たと伝

つた

えられる仏
ぶっ

教
きょう

寺
じ

院
いん

。金
こん

堂
どう

（左）と五
ご

重
じゅうの

塔
とう

（右）は，現
げん

存
そん

する世
せ

界
かい

最
さい

古
こ

の木
もく

造
ぞう

建
けん

築
ちく

として有
ゆう

名
めい

である。

9
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ワ

カ 加

タ 多

ケ 支

ル 鹵

　 大

　 王

750 10000 500

縄文時代 弥 生 時 代 古 墳 時 代 飛 鳥 時 代 奈良時代 平 安 時 代

○
稲作が伝わる

239
邪馬台国の

卑弥呼が魏に
使いを送る

593
聖徳太子

摂政となる
○

藤原氏の
摂関政治
始まる

1086
白河上皇

院政を開始

1016
藤原道長
摂政となる

894
遣唐使の

停止

701
大宝律令
定まる

645
大化の
改新

57
倭奴国王が
後漢に朝貢
し，金印を
授かる

○
古墳が
造られ
始める

○
中国・朝鮮の朝鮮の鮮
文化が伝伝来来
（漢字など）1

538（552？）
仏教伝来2

630
遣唐使の
派遣始まる3

○
かな文文字の字
使用4

○
武士のの登場登

710
平城京
遷都

794
平安京遷都

○
ヤマト王権に
よる統一がが進むむ

※年表内の赤文字は，
　国や政権を示す。

○
各地にクニが

出来る

歴
史
年
表

さず は  けん

せん  と

 武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

・鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成
せい

立
りつ

　9～10世
せい

紀
き

に現
あらわ

れた武
ぶ

士
し

は，武
ぶ

士
し

団
だん

を作
つく

って成
せい

長
ちょう

し，天
てん

皇
のう

や貴
き

族
ぞく

の権
けん

力
りょく

争
あらそ

いに関
かか

わって政
せい

治
じ

的
てき

な力
ちから

も付
つ

けていった。12
世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

，二
に

大
だい

武
ぶ

士
し

団
だん

である源
げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

の争
あらそ

いを源
げん

氏
じ

が制
せい

し，
天
てん

皇
のう

・貴
き

族
ぞく

の権
けん

力
りょく

を利
り

用
よう

しつつ武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

を成
せい

立
りつ

させ
た。政

せい

治
じ

の中
ちゅう

心
しん

は天
てん

皇
のう

・貴
き

族
ぞく

から武
ぶ

士
し

へ移
うつ

っていった。　
　13世

せい

紀
き

の末
すえ

には，モンゴルによる中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

の元
げん

が２度
ど

にわ
たって博

はか

多
た

に襲
しゅう

来
らい

したが，幕
ばく

府
ふ

はこれを退
しりぞ

けた（蒙
もう

古
こ

襲
しゅう

来
らい

）。
鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の時
じ

代
だい

，日
にっ

本
ぽん

は中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

との正
せい

式
しき

な国
こっ

交
こう

は持
も

たな
かったが，両

りょう

国
こく

の民
みん

間
かん

商
しょう

人
にん

の間
あいだ

では盛
さか

んに交
こう

易
えき

が行
おこな

われた。

 日
にっ

本
ぽん

の始
はじ

まりと大
たい

陸
りく

との交
こう

流
りゅう

日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

では，3世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

，近
きん

畿
き

地
ち

方
ほう

の豪
ごう

族
ぞく

を中
ちゅう

心
しん

にヤマ
ト王

おう

権
けん

が成
せい

立
りつ

した。ヤマト王
おう

権
けん

は，中
ちゅう

国
ごく

への朝
ちょう

貢
こう

（→資
し

料
りょう

5）や，
大
たい

陸
りく

から知
ち

識
しき

人
じん

の受
う

け入
い

れを行
おこな

い，進
すす

んだ技
ぎ

術
じゅつ

や制
せい

度
ど

，漢
かん

字
じ

や
仏
ぶっ

教
きょう

などの文
ぶん

化
か

を取
と

り入
い

れ発
はっ

展
てん

した。8世
せい

紀
き

初
はじ

めにヤマト王
おう

権
けん

は，唐
とう

を模
も

した律
りつ

令
りょう

国
こっ

家
か

体
たい

制
せい

を確
かく

立
りつ

し，貴
き

族
ぞく

に唐
とう

風
ふう

の国
こく

際
さい

的
てき

な
文
ぶん

化
か

が広
ひろ

がった。そして，8世
せい

紀
き

末
まつ

に平
へい

安
あん

京
きょう

（現
げん

在
ざい

の京
きょう

都
と

）が都
みやこ

とされ，以
い

降
こう

1000 年
ねん

以
い

上
じょう

天
てん

皇
のう

の御
ご

所
しょ

が置
お

かれた。9世
せい

紀
き

に
唐
とう

が衰
すい

退
たい

したため遣
けん

唐
とう

使
し

は停
てい

止
し

したが，大
たい

陸
りく

との交
こう

流
りゅう

が続
つづ

くな
かで，独

どく

自
じ

の価
か

値
ち

観
かん

を見
み

いだそうとする国
こく

風
ふう

文
ぶん

化
か

が生
う

まれた。

日
に っに っ

本
ぽ んぽ ん

の歴
れ きれ き

史
しし

2

　 稲
いな

荷
り

山
やま

古
こここここここ

墳
ふんふふふんんん

出
しゅつしゅつしゅつしゅつしゅつしゅつしゅつ

土
どどどど

の鉄
てっててててててっっっ

剣
けんけんけんけん

5 世
せいせせせせせせいいい

紀
きききき

後
こうこうこうこう

半
はんはははんんんんんん

の鉄
てっててててててっっっ

剣
けんけけけんんん

。ヤマト王
おうおおおううう

権
けんけけけんんんんんん

の王
おうおうおうおう

ワカタケル
の名

なななな

が刻
きざきききざざざざざざ

まれる。同
どうどどどううう

様
ようようようよう

のものは九
きゅうきゅきゅきゅううう

州
しゅうしししゅゅゅううう

で
も見

みみみみ

つかっており，
ヤマト王

おうおおおううう

権
けんけんけんけんけんけんけん

の勢
せいせせせせせせいいい

力
りょくりりりょくょくょく

の広
ひろひろひろひろ

がりがうかが
える。〈国宝 埼玉県行田
市 文化庁所有 埼玉県立さ

きたま史跡の博物館提供〉

１

　 日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

最
さいさささいいい

古
ここここ

の仏
ぶつぶぶぶつつつ

像
ぞうぞうぞうぞうぞうぞうぞう

609 年
ねんねんねんねんねんねんねん

の作
さくさささくくくくくく

。
仏
ぶっぶぶぶっっっ

教
きょうきょきょきょううう

は 6世
せいせいせいせい

紀
ききききききき

半
なかなかなかなかなかなかなか

ばに伝
でんでででんんん

来
らいらららいいい

し，8世
せいせいせいせい

紀
ききききききき

に聖
しょう

武
む

天
てんてんてんてん

皇
のうのののううう

により全
ぜんぜぜぜんんん

国
こくこここくくく

へ広
ひろひひひろろろ

まった。
〈奈良県 飛鳥寺〉

2

『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

』 11 世
せいせせせいいい

紀
ききききききき

初
はじはははじじじじじじ

め，紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

は漢
かんかんかんかん

字
じじじじ

を崩
くず

したひらがなで『源
げんげんげんげんげんげんげん

氏
じじじじじじじ

物
ものものものもの

語
がたりがたがたがたりりり

』を著
あらわあらあらあらわわわ

した。この絵
ええええ

巻
まきまままききき

物
ものもももののの

は 12世
せいせせせせせせいいい

紀
きききき

に描
えがえがえがえが

かれ，日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

独
どくどくどくどく

自
じじじじじじじ

の表
ひょうひひひょうょうょう

現
げんげげげげげげんんん

となっ
ている（大

や ま と

和絵
え

）。〈『源氏物語絵巻 東屋一』 国宝 徳川美術館蔵〉

4

　　 元
げん

軍
ぐんぐんぐんぐん

と戦
たたかたたたたたたたたたかかか

う武
ぶぶぶぶぶぶぶ

士
ししししししし

この時
ときとととききき

，防
ぼうぼうぼうぼう

衛
えいえええいいい

に当
あああああああ

たった武
ぶぶぶぶぶぶぶ

士
ししししししし

に，鎌
かまかかかままま

倉
くらくくくららら

幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

が恩
おんおおおんんん

賞
しょうしょうしょうしょうしょうしょうしょう

の
領
りょうりょりょりょううう

地
ちちちちちちち

を十
じゅうじゅうじゅうじゅう

分
ぶんぶぶぶぶぶぶんんん

に与
あたああああああたたたたたた

えられなかったことが，幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふふふふ

滅
めつ

亡
ぼう

の遠
えんえんえんえん

因
いんいいいんんん

となった。
5

　 遣
けん

唐
とう

使
し

船
せんせせせんんん

（復
ふくふふふくくく

元
げんげんげんげんげんげんげん

） 唐
とうとうとうとうとうとうとう

や朝
ちょう

鮮
せん

の物
ぶっぶぶぶっっっ

品
ぴんぴんぴんぴん

・文
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

のみならず，シルクロード（→
資
しししし

料
りょうりりりょょょううう

２）をたどってきたインド・西
にしにしにしにしにしにしにし

ア
ジアの品

しなしなしなしなしなしなしな

々
じなじなじなじな

ももたらされた。

3

〈『蒙古襲来絵詞』 宮内庁三の丸尚蔵館蔵〉
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日
本
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銀鉱山

石見

1200 1400

鎌 倉 時 代 南北朝時代 室 町 時 代 江 戸 時 代
1600

安土
桃山
時代戦 国 時 代

1180
源氏・平氏の
争乱（～85）

1192
源頼頼朝，朝
征夷大将軍になる夷大将軍大
（鎌倉幕府倉幕府幕 ）

1274，81
蒙古襲来（元寇）5

1333
鎌倉幕府の滅亡

139922
南北朝統統一一

1467
応仁の乱
（～77）

○
下剋上
盛んになる

1573
織田信長が
室町幕府を
滅ぼす

1603
徳川家康，
征夷大将軍に
（江戸幕府）8

1635
武家諸法度，
参勤交代の
制度化

1592, 9797
豊臣秀吉の吉の吉
朝鮮侵攻攻攻

1543
鉄砲伝来6

南蛮貿易開始
1549

ザビエルにより
キリスト教伝来

○○
銀生産盛んん77

○
朱印船貿易
盛ん

○
江戸幕府，
貿易制限を
進める

1338
足利尊氏，

征夷大将軍に
（室町幕府）

40414
勘合貿易開始易開

1378
足利義満，
室町に幕府移転移転移

1429
琉球王国の
成立

めつ ぼう

さか
下下

てっ ぽう

 室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

と日
にち

明
みん

貿
ぼう

易
えき

14 世
せい

紀
き

半
なか

ば，鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

は滅
ほろ

ぼされ，足
あし

利
かが

氏
し

による武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

が開
ひら

かれた。3代
だい

将
しょう

軍
ぐん

義
よし

満
みつ

は，海
かい

禁
きん

政
せい

策
さく

（→資
し

料
りょう

6）を採
と

る中
ちゅう

国
ごく

の明
みん

と交
こう

易
えき

を行
おこな

うため冊
さく

封
ほう

を受
う

けることを選
えら

び，
15世

せい

紀
き

初
はじ

めに朝
ちょう

貢
こう

形
けい

式
しき

の日
にち

明
みん

貿
ぼう

易
えき

を開
かい

始
し

した。このころ東
ひがし

ア
ジアから東

とう

南
なん

アジアの海
かい

域
いき

では明
みん

を中
ちゅう

心
しん

とする交
こう

易
えき

網
もう

が広
ひろ

がっ
ており，室

むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

もその一
いっ

角
かく

として 15世
せい

紀
き

を通
とお

して積
せっ

極
きょく

的
てき

な
交
こう

易
えき

を行
おこな

った。この時
じ

期
き

，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

も，明
みん

・日
にっ

本
ぽん

・朝
ちょう

鮮
せん

・東
とう

南
なん

アジアを結
むす

ぶ中
なか

継
つぎ

貿
ぼう

易
えき

の地
ち

として繁
はん

栄
えい

した。また，蝦
え

夷
ぞ

地
ち

のア
イヌの人

ひと

々
びと

と日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の人
ひと

々
びと

の間
あいだ

でも交
こう

易
えき

が行
おこな

われた。

 西
せい

洋
よう

との出
で

会
あ

いと全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

の完
かん

成
せい

15 世
せい

紀
き

半
なか

ばの応
おう

仁
にん

の乱
らん

のころから，各
かく

地
ち

の戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

がそれ
ぞれの地

ち

域
いき

を治
おさ

める戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

となった。一
いっ

方
ぽう

，大
だい

航
こう

海
かい

時
じ

代
だい

（→
資
し

料
りょう

19）が始
はじ

まりヨーロッパ商
しょう

人
にん

が日
にっ

本
ぽん

に到
とう

来
らい

すると，戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

は彼
かれ

らとの貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

った（南
なん

蛮
ばん

貿
ぼう

易
えき

）。鉄
てっ

砲
ぽう

などさまざまな西
せい

洋
よう

の文
ぶん

物
ぶつ

が日
にっ

本
ぽん

に伝
つた

わり，キリスト教
きょう

も九
きゅう

州
しゅう

を中
ちゅう

心
しん

に広
ひろ

まった。
16世

せい

紀
き

半
なか

ば，戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

の織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

は全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

に乗
の

り出
だ

し，
それを継

つ

いだ豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が統
とう

一
いつ

を完
かん

成
せい

させた。やがて秀
ひで

吉
よし

の死
し

後
ご

に台
たい

頭
とう

した徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が，豊
とよ

臣
とみ

勢
せい

力
りょく

に勝
しょう

利
り

し，1603年
ねん

に全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

政
せい

権
けん

の江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を開
ひら

いた。こうして江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

が始
はじ

まった。

　 長
なが

篠
しの

の戦
たたかたたかたたかたたか

い 1575 年
ねんねんねんねんねんねんねん

の，織
お

田
だ

・徳
とく

川
がわ

連
れんれんれんれんれんれんれん

合
ごうごうごうごう

軍
ぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐん

と武
たけ

田
だ

軍
ぐんぐぐぐんんん

の戦
たたかたたかたたかたたか

い。強
きょうきょきょきょううう

力
りょくりりりょくょくょく

な武
たけたけたけたけ

田
だだだだだだだ

の騎
き

馬
ば

隊
たいたいたいたいたいたいたい

に対して，信
のぶのぶのぶのぶのぶのぶのぶ

長
ながながながながながながなが

は西
せいせいせいせい

洋
ようようようよう

由
ゆゆゆゆ

来
らいらららいいい

の新
しんしんしんしんしんしんしん

兵
へいへへへいいいいいい

器
きききき

である鉄
てっ

砲
ぽう

を使
つかつつつかかか

い，勝
しょうししししょょょううう

利
りりりり

した。
〈『長篠合戦図屛風』 徳川美術館蔵〉

6

　 ポルトガル人
じんじじじんんん

の地
ちちちち

図
ずずずずずずず

に記
しるししししししるるる

された石
いわ

見
み

銀
ぎんぎんぎんぎん

山
ざんざんざんざん

17
世
せいせいせいせいせいせいせい

紀
ききききききき

半
なかなななかかか

ば，日
にっにににっっっっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

は世
せせせせせせせ

界
かいかかかいいい

の銀
ぎんぎんぎんぎん

の 3分
ぶんぶんぶんぶん

の 1を産
さんさささんんん

出
しゅつしゅつしゅつしゅつ

した
といわれ，多

おおおおおおおお

くは中
ちゅうちちちゅゅゅううう

国
ごくごくごくごくごくごくごく

に輸
ゆゆゆゆゆゆゆ

出
しゅつししししししししゅゅゅつつつつつつ

された。主
しゅししししししゅゅゅ

要
ようよよよううう

な銀
ぎんぎぎぎぎぎぎんんん

山
ざんざざざんんん

であった石
いわいわいわいわ

見
みみみみ

の名
なななな

前
まえまままええええええ

は，ヨーロッパにまで広
ひろひひひひひひろろろ

まった。

7

　 江
ええええ

戸
どどどど

城
じょうじじじょょょううう

江
ええええ

戸
どどどど

幕
ばくばくばくばくばくばくばく

府
ふふふふふふふ

の代
だいだだだいいい

々
だいだいだいだい

の将
しょうしししょょょううう

軍
ぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐん

が暮
くくくくくくく

らした。左
ひだりひだりひだりひだりひだりひだりひだり

下
したしたしたしたしたしたした

には朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

（→ p.22）が描
えがえがえがえが

かれている。天
てん

守
しゅ

は 1657 年
ねんねねねんんん

に焼
しょうしししょょょううう

失
しつしつしつしつ

し，その後
ごごごご

は再
さいささささささいいい

建
けんけけけんんんんんん

されなかった。〈『江戸図屛風』（部分） 国立歴史民俗博物館蔵〉

8

〈『日本図』 凸版印刷株式会社 印刷博物館蔵〉
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500前2000 前1000

前6000ごろ
黄河流域で
農耕が行われる
○
長江下流域で
稲作農耕が
行われる

前17世紀
殷成立

前11世紀
周成立
（～前256）

前770
春秋・戦国時代秋
（～前221）

前221
秦が中国を

統一 220
三国時代

（魏・呉・蜀）
（～280）

25
後漢成立
（～220）○

鉄製農具の
使用始まる

前202
前漢成立
（～8）

○
孔子生まれる

○
騎馬遊牧民の登場

○
匈奴の勢い盛んん

○
仏教広まる

304
五胡十六国時代
（～439）

581
隋成立

（～618）（
439

北魏が華北を統一
南北朝時代
（～589）

618
唐成立

（～907）

676
新羅，朝鮮半島

を統一

こう が

こう し

ぜんかん

ぎ　　　ご　　　しょく
ほく ぎ

さんごく
か　ほく

きょう ど さか

いん しゅう しゅんじゅうう せんごく しん ご かん ずい

とう

し ら ぎ ちょうせん

なんぼくちょう

ご   こ じゅう ろっ こく

ちょうこう

1

0←B.C. A.D.→

歴
史
年
表

世界
遺産

東アジアの大
だい

王
おう

朝
ちょう

の繁
はん

栄
えい

3 ～ 6世
せい

紀
き

の中
ちゅう

国
ごく

は分
ぶん

裂
れつ

の時
じ

代
だい

となった。このころ仏
ぶっ

教
きょう

（→
資
し

料
りょう

8）が東
ひがし

アジアに広
ひろ

がり，中
ちゅう

国
ごく

で道
どう

教
きょう

も成
せい

立
りつ

した。6世
せい

紀
き

末
まつ

に中
ちゅう

国
ごく

を統
とう

一
いつ

した隋
ずい

は，多
おお

くの優
すぐ

れた国
こっ

家
か

制
せい

度
ど

を整
せい

備
び

し，儒
じゅ

教
きょう

の試
し

験
けん

で官
かん

僚
りょう

登
とう

用
よう

を行
おこな

う科
か

挙
きょ

制
せい

度
ど

を始
はじ

めた。続
つづ

く唐
とう

は，300
年
ねん

続
つづ

く大
だい

王
おう

朝
ちょう

となり，都
みやこ

の長
ちょう

安
あん

には世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

の人
ひと

々
びと

が集
あつ

まった。
隋
ずい

の制
せい

度
ど

を受
う

け継
つ

ぎ，律
りつ

（刑
けい

法
ほう

）・令
りょう

（行
ぎょう

政
せい

法
ほう

）を体
たい

系
けい

化
か

した唐
とう

の
制
せい

度
ど

は，東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。
朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

では，7世
せい

紀
き

に新
し ら ぎ

羅が統
とう

一
いつ

を達
たっ

成
せい

した。その後
ご

，
10世

せい

紀
き

に成
せい

立
りつ

した高
こう

麗
らい

は，唐
とう

の制
せい

度
ど

に基
もと

づく律
りつ

令
りょう

を制
せい

定
てい

した。
シル　ラとうとうとうとうとう

 コ   リョ

中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

明
めい

の始
はじ

まりと統
とう

一
いつ

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

　ユーラシア大
たい

陸
りく

東
とう

部
ぶ

では，前
ぜん

6000 年
ねん

ごろまでに黄
こう

河
が

と長
ちょう

江
こう

流
りゅう

域
いき

で農
のう

耕
こう

が始
はじ

まり，やがて都
と

市
し

国
こっ

家
か

が生
う

まれた。前
ぜん

8 世
せい

紀
き

から戦
せん

乱
らん

の時
じ

代
だい

となり，混
こん

乱
らん

のなかさまざま思
し

想
そう

が生
う

まれ，
その一

ひと

つが後
のち

の儒
じゅ

教
きょう

（→資
し

料
りょう

１）となった。前
ぜん

3 世
せい

紀
き

に初
はつ

の統
とう

一
いつ

王
おう

朝
ちょう

である秦
しん

が誕
たん

生
じょう

し，その王
おう

は皇
こう

帝
てい

と名
な

乗
の

った。続
つづ

く漢
かん

は，
冊
さく

封
ほう

と朝
ちょう

貢
こう

を開
かい

始
し

し，東
ひがし

アジアの国
こく

際
さい

秩
ちつ

序
じょ

の原
げん

型
けい

を作
つく

った。 
一
いっ

方
ぽう

，北
きた

アジアは遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

が住
す

む地
ち

であり，中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

にとって，
たびたび侵

しん

攻
こう

してくる遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

への対
たい

処
しょ

が課
か

題
だい

であった。秦
しん

は長
ちょう

城
じょう

を築
きず

いて対
たい

処
しょ

し，続
つづ

く王
おう

朝
ちょう

でもこれが活
かつ

用
よう

された。

3

　　 兵
へい

馬
ば

俑
よう

坑
こう

中
ちゅう　ごくちゅちゅちゅちゅちゅちゅう　う　う　ごごごくくく

国を初
はじはじはじはじ

めて統
とうとととううう

一
いついついついつ

した秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

の陵
りょう

墓
ぼ

付
ふふふふふふふ

近
きんきんきんきん

には，大
たいたいたいたいたいたいたい

量
りょうりりりょうょうょう

の俑
ようよよよううう

（土
どどどど

製
せいせせせいいい

の副
ふく

葬
そう

品
ひんひひひんんん

）
が埋

う

められた。兵
へいへいへいへい

士
しししし

の俑
ようようようよう

は，高
たかたかたかたかたかたかたか

さ約
やくやくやくやく

180cmで，総
そうそうそうそう

数
すうすすすううう

は約
やくやくやくやく

6000 体
たいたいたいたい

である。
１

　 宋
そう

代
だいだいだいだい

の科
か

挙
きょ

宋
そうそうそうそうそうそうそう

（北
ほくほほほくくく

宋
そうそうそうそう

）以
いいいい

降
こうこうこうこう

，科
かかかか

挙
きょきょきょきょ

は原
げんげげげげげげんんん

則
そくそくそくそく

誰
だれ

でも受
じゅじじじゅゅゅ

験
けんけんけんけん

できるようになり，宰
さい

相
しょう

になることも可
かかかか

能
のうのののううう

であった。
これは皇

こう

帝
てい

みずから行
おこなおおおこここななな

う最
さいさささいいい

終
しゅうしししゅゅゅううう

試
ししししししし

験
けんけけけんんん

の様
ようよよよううう

子
すすすす

である。

4

　 『清
せい

明
めい

上
じょう

河
が

図
ず

』 宋
そう

（北
ほくほほほくくく

宋
そうそそそううう

）の都
みやこみみみやこやこやこやこやこやこ

，開
かい

封
ほう

のにぎわいを
描
えが

いた絵
ええええ

巻
まきまきまきまきまきまきまき

物
ものもももののの

である。〈故宮博物院蔵〉
3

　　 冊
さくさくさくさくさくさくさく

封
ほうほうほうほう

関
かんかんかんかん

係
けいけけけいいい

のしくみ2

漢
かん

以
いいいいいいい

降
ここここ

は，貢
みつ

ぎ物
ものものものもの

を持
じじじじ

参
さんさんさんさん

（朝
ちょうちちちちょょょうううううう

貢
こうこここうううううう

）した し，相
あいああああああいいい

手
ててててててて

をその国
くにくにくにくにくにくにくに

の支
ししししししし

配
はいはははいいい

者
しゃしゃしゃしゃ

めたうえで， 中
ちゅうちちちゅゅゅううう

国
ごくごくごくごく

皇
こう

帝
てい

の臣
しんしんしんしんしんしんしん

下
かかかかかかか

とした ） ・東
とうとうとうとう

南
なんなんなんなんなんなんなん

アジアには
中
ちゅうちゅちゅちゅううう

国
ごくごくごくごく

を頂
ちちちち

秩
ちつ

序
じょ

が形
けいけけけいいい

成
せいせいせいせいせいせいせい

された。
これを冊

ささささ

という。
また， ，

朝
ちょうちちちょうょうょう

貢
こうこうこうこうこうこうこう

に対
たいたいたいたいたいたいたい

の
数
すうすうすうすう

倍
ばいばいばいばいばいばいばい

の返
へへへへ

を与
あた

えた
ため，
朝
ちょうちょちょちょううう

貢
こうこここううう

貿
ぼうぼうぼうぼう

易
えきえええききき

ともいう。

朝
ちょう

貢
こう

と冊

中 国 皇 帝

周辺国の王

・王と認め
臣下にする
（冊封）
・返礼品を
渡す

貢ぎ物を
献上
（朝貢）

みつ
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1400 16001000 1200

755
安史の乱
（～763）

907
五代十国時代
（～979）

918
高麗成立（～1392）成

9600
宋（北宋）（ 成立
（～1127）1

1127
金，華北を支配
南宋成立（～1276））

1264
フビライ，
大都に遷都

1368
明成立
（～1644）

○
モンゴル・倭寇との対立
（北虜南倭）

1644
明の滅亡
清の中国支配進む

12062
チンギス＝ハン即位即
モンゴル帝国成立　立

1276
元，南宋を滅ぼす

1405
鄭和の南海遠征
明への朝貢が
盛んになる

1557
ポルトガル人，ル
マカオの居住権獲得居

1271
元成立

（～1368）

1231
モンゴル，高麗に侵入に

13929
朝鮮鮮成立（～1910）

1274，81
フビライの日本遠征
（蒙古襲来，元寇）

あん し そう きん みん

しん

げん
てい わ

かく とく

わ こう

ほく りょなん わ

ちょうこう

もう　こ しゅうらい

ほろ

げんこう

だい と

こうらい ちょうせん

ご だい じっこく

3 4

5

8
6 7

世界
遺産

世界
遺産

モンゴル帝
てい

国
こく

の登
とう

場
じょう

と拡
かく

大
だい

唐
とう

のあとは分
ぶん

裂
れつ

が続
つづ

き，10世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に宋
そう

が中
ちゅう

国
ごく

を統
とう

一
いつ

した。
宋
そう

は文
ぶん

官
かん

を重
じゅう

視
し

し，積
せっ

極
きょく

的
てき

に科
か

挙
きょ

を行
おこな

った。宋
そう

の時
じ

代
だい

には，経
けい

済
ざい

が発
はっ

展
てん

し都
と

市
し

文
ぶん

化
か

が発
はっ

達
たつ

した。一
いっ

方
ぽう

で軍
ぐん

事
じ

力
りょく

は弱
じゃく

体
たい

化
か

し，
12世

せい

紀
き

には遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

に領
りょう

土
ど

の北
きた

側
がわ

を奪
うば

われた。
13世

せい

紀
き

，モンゴルの指
し

導
どう

者
しゃ

チンギス＝ハンが登
とう

場
じょう

し，周
しゅう

辺
へん

諸
しょ

国
こく

へ侵
しん

攻
こう

して，ユーラシア大
たい

陸
りく

東
とう

西
ざい

に広
ひろ

がるモンゴル帝
てい

国
こく

が
築
きず

かれた。第
だい

5 代
だい

フビライは国
こく

号
ごう

を元
げん

と改
あらた

め，宋
そう

（南
なん

宋
そう

）を滅
ほろ

ぼした。これにより元
げん

は，初
はつ

の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

による中
ちゅう

国
ごく

統
とう

一
いつ

王
おう

朝
ちょう

とな
り，日

にっ

本
ぽん

やベトナムを除
のぞ

く東
ひがし

アジアのほぼ全
ぜん

域
いき

を支
し

配
はい

した。

明
みん

の興
こう

隆
りゅう

と東
ひがし

アジア
14 世

せい

紀
き

には漢
かん

人
じん

王
おう

朝
ちょう

の明
みん

が建
た

ち，元
げん

を北
ほっ

方
ぽう

に追
お

いやった。
明
みん

は，儒
じゅ

教
きょう

を重
おも

んじ，皇
こう

帝
てい

独
どく

裁
さい

による国
こく

内
ない

統
とう

治
ち

を行
おこな

った。モン
ゴルとの対

たい

立
りつ

は続
つづ

き，明
みん

は万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

の修
しゅう

復
ふく

によりこれに対
たい

抗
こう

した。また，明
みん

は，倭
わ

寇
こう

への対
たい

処
しょ

のため，貿
ぼう

易
えき

を冊
さく

封
ほう

した国
くに

と
の朝

ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

に限
げん

定
てい

し，民
みん

間
かん

の自
じ

由
ゆう

な海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

を禁
きん

止
し

する海
かい

禁
きん

を
実
じっ

施
し

した。そのため，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

やマラッカ王
おう

国
こく

は，朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

で
得
え

た物
ぶっ

資
し

で他
た

国
こく

と交
こう

易
えき

する中
なか

継
つぎ

貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

い，繁
はん

栄
えい

した。
朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

では，14 世
せい

紀
き

末
まつ

，高
こう

麗
らい

の後
のち

に朝
ちょう

鮮
せん

が成
せい

立
りつ

し，15
世
せい

紀
き

には独
どく

自
じ

の文
も

字
じ

の訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

（ハングル）が制
せい

定
てい

された。
  コ   リョ

　 万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

現
げんげげげんんん

存
ぞんぞんぞんぞんぞんぞんぞん

する長
ちょうちょちょちょううう

城
じょうじょうじょうじょう

は，そのほとんどが明
みん

によって修
しゅうししししししゅゅゅううう

復
ふくふふふくくく

されたものである。
6

　 明
みん

軍
ぐんぐんぐんぐん

と倭
わ

寇
こう

倭
わわわわ

寇
こうこここううう

は中
ちゅうちゅちゅちゅちゅちゅちゅううう

国
ごくごくごくごく

沿
えんえええんんん

岸
がんがががんんん

などで略
りゃく

奪
だつ

・私
ししししししし

貿
ぼうぼうぼうぼう

易
えきえええききき

を行
おこなおおおこここななな

う集
しゅうしゅしゅしゅしゅしゅしゅううう

団
だんだんだんだんだんだんだん

で，14世
せいせせせいいい

紀
きききき

は日
にににに

本
ほんほんほんほん

人
じんじんじんじん

が，16世
せいせせせいいいいいい

紀
きききき

は中
ちゅうちゅちゅちゅううう

国
ごくごごごくくく

人
じんじんじんじん

が主
しゅししししししゅゅゅ

体
たいたいたいたい

であった。
7

　 北
ペ

京
キン

の紫
し

禁
きん

城
じょう

明
みん

の皇
こう

帝
てい

の宮
きゅう

殿
でん

である紫
ししししししし

禁
きんきんきんきん

城
じょうじじじょょょううう

は，清
しん

（→p.25）
の時

じじじじ

代
だいだいだいだい

も皇
こうこここううう

帝
ていててていいい

の居
きょきょきょきょ

所
しょしょしょしょ

とされた。現
げんげげげんんん

在
ざいざいざいざいざいざいざい

は故
こ

宮
きゅう

博
はくはははくくく

物
ぶつぶぶぶつつつ

院
いんいいいんんん

となっている。
8

 モンゴル帝
てい

国
こく

の軍
ぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐん

団
だんだだだんんん

馬
うまうまうまうま

と弓
ゆみゆゆゆみみみ

を自
じじじじ

在
ざいざいざいざい

に操
あやつ

る遊
ゆうゆうゆうゆう

牧
ぼくぼぼぼくくく

民
みんみんみんみんみんみんみん

の軍
ぐんぐぐぐぐぐぐんんん

団
だんだだだんんん

は，
銃
じゅう

の発
はつはつはつはつはつはつはつ

明
めいめめめめめめいいい

以
いいいいいいい

前
ぜんぜんぜんぜんぜんぜんぜん

の戦
せんせせせんんん

争
そうそそそううう

において非
ひひひひ

常
じょうじょうじょうじょうじょうじょうじょう

に強
きょうきょきょきょううう

力
りょくりょくりょくりょくりょくりょくりょく

であった。
5

〈『倭『倭寇倭寇図図巻』巻』東東京大京大大学史学史料史料料編纂編纂所纂所蔵所蔵〉

明軍 倭寇
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前近代史がコンパクトにまとまった
巻頭の資料「地域の歩み1～5」

Ҭͷ෩ϖʔδ
˔�෩を表すਤと表，ࣸ真とそのղઆ͔ら，֤Ҭの特をイϝージで͖る。
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。ʙۙ世史をϏジϡアルにཧݹ

˔Լஈは֤Ҭのલۙの大͖な歴史のྲྀれを֬ೝで͖る。

1600

1573
織田信長がが
室町幕府を
滅ぼす

1603
徳川家康，
征夷大将軍に
（江戸幕府）8

1635
武家諸法度，
参勤交代の
制度化化

1592, 971592, 979797979797
豊臣秀吉の吉の吉の吉吉の吉
朝鮮侵攻攻攻攻攻攻

1515433
砲伝来砲伝来6

南蛮貿易開始
1549

エルにより
リスト教伝来

○○
銀生産盛んん77

○
朱印船貿易
盛ん

○
江戸幕府，，
貿易制限を
進めるる

てっ ぽう

いと全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

の完
かん

成
せい

応
おう

仁
にん

の乱
らん

のころから，各
かく

地
ち

の戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

がそれ
める戦

せん

国
ごく

時
じ

代
だい

となった。一
いっ

方
ぽう

，大
だい

航
こう

海
かい

時
じ

代
だい

（→

ヨーロッパ商
しょう

人
にん

が日
にっ

本
ぽん

に到
とう

来
らい

すると，戦
せん

国
ごく

大
だい

を行
おこな

った（南
なん

蛮
ばん

貿
ぼう

易
えき

）。鉄
てっ

砲
ぽう

などさまざまな西
せい

日本の前近代史が̍
見開きで؆ܿに押さ
えられ，中学校の復
習にもなる。

　Ҭ ςʔϚ 教科書ϖʔδ

̍　東アジアの文明

1　東アジアの෩とਓ々 資料1�資料2

2　日本の歴史 資料3�資料4

3　東アジアの歴史 資料��資料6

２　ೆ・東ೆアジアの文明
1　ೆ・東ೆアジアの෩とਓ々 資料7�資料8

2　ೆ・東ೆアジアの歴史 資料��資料10

̏　西アジア・アϑϦΧの文明
1　西アジア・アϑϦΧの෩とਓ々 資料11�資料12

2　西アジア・アϑϦΧの歴史 資料13�資料14

４　Ϥーϩούの文明

1　Ϥーϩούの෩とਓ々 資料1��資料16

2　Ϥーϩούの歴史ᶃ 資料17�資料18

3　Ϥーϩούの歴史ᶄ 資料1��資料20

̑　ೆアϝϦΧの文明
1　ೆアϝϦΧの෩とਓ々 資料21

2　ೆアϝϦΧの歴史 資料22

「̝ҬͷาΈ」一覧
!

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えΒΕる！

33333333333333
かん いいいいいい こここ

朝
ちょう

貢
こう

と冊

Ҭͷ֓આϖʔδ

日
に っに っに っに っに っに っに っに っに っ

本
ぽ んぽ んぽ んぽ んぽ んぽ ん

の歴の歴
れ きれ きれ きれ きれ きれ き

史
しししししし

2222222222222
Ҭͷ֓આϖʔδ

東
ひがしひがしひがしひがし

アジアアジアの歴
れきれきれきれきれき

史
ししししししししししししししししししししし

東
ひがし

アジアの風
ふ う

土
ど

と人
ひ と

々
び と

1111111111
中
ち うち うち うち うち うち うちちちゅゅゅううう
国
ごくごくごくくくくごくごくごくごくごくごくごくごくごく
の文

ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん
化
かかかかかかかかか
を共

きょうきょうきょうき うき うき うきょうきょうきょう
有有
ゆうゆうゆううううゆうゆうゆう
する世

ひがしひがしひがしひがしひがしひがし
文文文文文文文文文文文

ふうふうふうふうふうふう
すする世すする世すすすすすすすすすすす

どどど
るるるる

東
ひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがし

アジアの文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

明
めいめいめいめいめいめいめいめい地域の

歩み １Ҭͷ෩ϖʔδ
‑教科書 資料̍� 資料２，本冊子 Q�28�2� しಡΈࢼ

‑教科書 資料̑� 資料６，本冊子 Q�32�33 しಡΈࢼ

‑教科書 資料̏� 資料４，本冊子 Q�30�31 しಡΈࢼ

14 15

ಛ
৭
̍



จ
ぶん

໌
めい

։
かい

Խ
か

ͱδϟϙχスϜ
せいせいせいせいせいせいせいせい

活
かつかつかつかつかつかつかつかつ

・文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

化
かかかかかかかか

から見
みみみみみみみみ

る
日
にっにっにっにっ生生生生生
本
ぽんぽんぽんぽん生生生生生活活活活活
と世

せせせせ文文文文文
界
かいかいかいかい化化化化化
❷ 明

めいめいめいめいら見ら見ら見ら見ら見
治
じじじじ見見見見見
期
ききききるるるるる

西
せいせいせいせい

洋
ようようようよう

文
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

で変
かかかか

わる日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽぽぽんんん

の生
せいせいせいせい

活
かつかつかつかつ1

開
かい

国
こく

後
ご

，神
こう

戸
べ

や横
よこ

浜
はま

など開
かい

港
こう

地
ち

に外
がい

国
こく

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

が作
つく

られ，西
せい

洋
よう

文
ぶん

化
か

が日
にっ

本
ぽん

に流
りゅう

入
にゅう

した。これにより，
文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

とよばれる生
せい

活
かつ

の洋
よう

風
ふう

化
か

がもたらされた。

い

う

あ

え

〈『摂州神戸海岸繁栄之図』 神戸市立博物館蔵〉

1871年
ねん

の神
こう

戸
べ

港
こう

神
こう

戸
べ

や横
よこ

浜
はま

など開
かい

港
こう

地
ち

は，外
がい

国
こく

船
せん

の来
らい

港
こう

により，急
きゅう

速
そく

に生
せい

活
かつ

や
街
まち

の様
よう

子
す

が変
か

わっていった。

1

牛
ぎゅう

鍋
なべ

を食
た

べる男
だん

性
せい

文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

の下
もと

，人
ひと

々
びと

は，
それまで食

た

べていなかった牛
ぎゅう

肉
にく

を口
くち

にし，新
しん

聞
ぶん

を
読
よ

み，髪
かみ

の毛
け

を結
ゆ

うことをやめてざんぎり頭
あたま

となっ
た。〈『安愚楽鍋』 東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫蔵〉

2

鉄
てつ

道
どう

と郵
ゆう

便
びん

配
はい

達
たつ

人
にん

鉄
てつ

道
どう

の敷
ふ

設
せつ

や蒸
じょう

気
き

船
せん

航
こう

路
ろ

の開
かい

設
せつ

，郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

の整
せい

備
び

，そして国
こく

内
ない

の電
でん

信
しん

線
せん

や
海
かい

底
てい

通
つう

信
しん

ケーブルの設
せっ

置
ち

により，国
こく

内
ない

だけでなく
海
かい

外
がい

からも多
おお

くの人
ひと

や情
じょう

報
ほう

が行
い

き交
か

うようになった。
〈『開化幼早学門』 郵政博物館蔵〉

3

外
がい

国
こく

人
じん

和
わ

服
ふく

の日
に

本
ほん

人
じん

と洋
よう

服
ふく

の外
がい

国
こく

人
じん

が混
こん

在
ざい

して
いる。この後

ご

，日
に

本
ほん

人
じん

は洋
よう

服
ふく

を生
せい

活
かつ

に取
と

り入
い

れていく。

あ 建
たて

物
もの

洋
よう

風
ふう

建
けん

築
ちく

の外
がい

国
こく

領
りょう

事
じ

館
かん

が立
た

ち並
なら

ぶ。洋
よう

風
ふう

建
けん

築
ちく

は，東
とう

京
きょう

（→ p.15）など
の都

と

市
し

にも次
つぎ

々
つぎ

造
つく

られた。

い 馬
ば

車
しゃ

と人
じん

力
りき

車
しゃ

欧
おう

米
べい

の
馬
ば

車
しゃ

が日
にっ

本
ぽん

にも持
も

ち込
こ

まれ，
それを日

に

本
ほん

風
ふう

に改
かい

良
りょう

した人
じん

力
りき

車
しゃ

も作
つく

られた。

う 船
ふね

海
かい

上
じょう

には，日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の和
わ

船
せん

に加
くわ

え，欧
おう

米
べい

から
やって来

き

た蒸
じょう

気
き

船
せん

が見
み

られ
る。

え

せいれき

せ い よ う か に っ ぽ ん

【 時間 】FILE

4
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西
せいせせせいいい

洋
ようよよよううう

の影
えい

響
きょう

を受
うううう

ける日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の芸
げいげいげいげい

術
じゅつじゅつじゅつじゅつ2

欧
おう

米
べい

で起
おおおお

こった日
にににに

本
ほんほほほんんん

ブーム「ジャポニスム」3
輸
ゆ

出
しゅつ

や万
ばん

博
ぱく

（→ p.55）を通
つう

じて欧
おう

米
べい

に日
にっ

本
ぽん

の芸
げい

術
じゅつ

が広
ひろ

まり，日
に

本
ほん

ブーム「ジャポニスム」が起
お

こった。これは，日
に

本
ほん

製
せい

品
ひん

の愛
あい

好
こう

というだけで
なく，芸

げい

術
じゅつ

技
ぎ

法
ほう

への影
えい

響
きょう

ももたらした。

開
かい

国
こく

後
ご

の日
にっ

本
ぽん

には，技
ぎ

術
じゅつ

や文
ぶん

化
か

だけでなく，西
せい

洋
よう

芸
げい

術
じゅつ

が入
はい

ってきた。芸
げい

術
じゅつ

家
か

たちはそれらの特
とく

質
しつ

や技
ぎ

法
ほう

を取
と

り入
い

れ，和
わ

洋
よう

折
せっ

衷
ちゅう

の芸
げい

術
じゅつ

を生
う

み出
だ

した。

日
にっ

本
ぽん

の伝
でん

統
とう

芸
げい

術
じゅつ

の発
はっ

見
けん

者
しゃ

フェノロサは，明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

が西
せい

洋
よう

文
ぶん

明
めい

導
どう

入
にゅう

の
ために招

まね

いた「お雇
やと

い外
がい

国
こく

人
じん

」（→ p.75）の一
ひ と り

人
である。1878年

ねん

に来
らい

日
にち

したフェノロサは，日
に

本
ほん

画
が

を見
み

て感
かん

銘
めい

を受
う

けた。しかし，政
せい

府
ふ

の「写
しゃ

実
じつ

的
てき

な西
せい

洋
よう

画
が

の方
ほう

が優
すぐ

れている」という考
かんが

えの
下
もと

，日
に

本
ほん

画
が

は衰
すい

退
たい

が進
すす

んでいた。そのためフェ
ノロサは，「絵

かい

画
が

の本
ほん

質
しつ

は写
しゃ

実
じつ

ではなく心
こころ

の内
ない

面
めん

の表
ひょう

現
げん

にあり，それには西
せい

洋
よう

画
が

より日
に

本
ほん

画
が

が
適
てき

している」と講
こう

演
えん

し，政
せい

府
ふ

に衝
しょう

撃
げき

を与
あた

えた。
その後

ご

フェノロサは，東
とう

京
きょう

美
び

術
じゅつ

学
がっ

校
こう

の設
せつ

立
りつ

に
努
ど

力
りょく

し，岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

らと新
あら

たな日
に

本
ほん

画
が

の開
かい

拓
たく

を目
め

指
ざ

した。また，フェノロサが行
おこな

った寺
じ

社
しゃ

宝
ほう

物
もつ

の
調
ちょう

査
さ

は，のちに文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

運
うん

動
どう

へつながった。

フェノロサ（1853～ 1908）

黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

作
さく

『湖
こ

畔
はん

』　パリに留
りゅう

学
がく

した黒
くろ

田
だ

は，日
にっ

本
ぽん

西
せい

洋
よう

画
が

に明
あか

るい色
しき

彩
さい

の画
が

風
ふう

をもたらした。〈東京国立博物館
蔵 東京文化財研究所画像提供 重要文化財 1897 年 縦 69cm×横 84.7cm〉

5

狩
か

野
のう

芳
ほう

崖
がい

作
さく

『悲
ひ

母
ぼ

観
かん

音
のん

』 芳
ほう

崖
がい

は，フェノロサに勧
すす

められ，西
せい

洋
よう

技
ぎ

法
ほう

を取
と

り入
い

れた新
あら

たな日
に

本
ほん

画
が

を描
えが

いた。
〈東京芸術大学蔵 1888 年 縦 195.8cm×横 86.1cm〉

6

岡倉天心

 モネ作
さく

『ラ＝ジャポネーズ』　フランスの画
が

家
か

モ
ネは日

に

本
ほん

愛
あい

好
こう

家
か

であった。当
とう

時
じ

の欧
おう

米
べい

では，この
ように室

しつ

内
ない

で日
に

本
ほん

風
ふう

の格
かっ

好
こう

をする女
じょ

性
せい

も見
み

られた
という。〈ボストン美術館蔵 1876年 縦 231cm×横142cm〉

7

ロートレック作
さく

『ディヴァン＝ジャ
ポネ』 この多

た

色
しょく

刷
ず

りのポスターは，遠
えん

近
きん

法
ほう

を無
む

視
し

した色
いろ

使
づか

いや，大
だい

胆
たん

な構
こう

図
ず

な
どに，浮

うき

世
よ

絵
え

（→ p.29）からの影
えい

響
きょう

が見
み

られる。ロートレックらの芸
げい

術
じゅつ

は「アー
ル＝ヌーヴォー」（新

あたら

しい芸
げい

術
じゅつ

）とよばれ，
従
じゅう

来
らい

の様
よう

式
しき

にとらわれない芸
げい

術
じゅつ

が目
め

指
ざ

さ
れた。〈1893 年 縦 79cm×横 60cm〉

8

アジアに広
ひろ

まる和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

幕
ばく

末
まつ

から明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

の日
にっ

本
ぽん

では，欧
おう

米
べい

の書
しょ

物
もつ

が
大
たい

量
りょう

に翻
ほん

訳
やく

された。しかし，そこに登
とう

場
じょう

する
概
がい

念
ねん

は日
に

本
ほん

語
ご

や中
ちゅう

国
ごく

の古
こ

典
てん

にないものも多
おお

く，
人
ひと

々
びと

は新
あら

たな言
こと

葉
ば

を創
そう

出
しゅつ

しながら翻
ほん

訳
やく

を進
すす

めた。
このように日

にっ

本
ぽん

で作
つく

られた漢
かん

字
じ

の新
しん

語
ご

（和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

）は，日
にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

期
き

の中
ちゅう

国
ごく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

（→p.79）
などにより中

ちゅう

国
ごく

に逆
ぎゃく

輸
ゆ

入
にゅう

され，朝
ちょう

鮮
せん

やベトナム
にも広

ひろ

まった。それとともに，江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

以
い

前
ぜん

に
作
つく

られた訓
くん

読
よ

みの和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

も，アジアに広
ひろ

まっ
ていった。

英
えい

語
ご

と日
にっ

本
ぽん

・中
ちゅう

国
ごく

・朝
ちょう

鮮
せん

における翻
ほん

訳
やく

語
ご

それぞれ現
げん

在
ざい

使
つか

われている表
ひょう

記
き

である。
9

チョン チ

キョンヂェ

サ フェ

クォル  リ

ムン ミョン

ヨク サ

ジョン  ジ

ジン ジ

シェ フイ

クゥアン リィ

ウェンミン

リィ シイ

英語
politics

economy

society

right

civilization

history

日本語 中国語 朝鮮語

フェノロサ
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ビジュアルに捉えられる
「生活・文化から見る日本と世界」

˔�生徒の興味をҾ͘๛なֆը・写真資料で視覚తに生׆・文化が捉えられる。
˔�時の日本の人ʑのੜ׆・文ԽがͲのΑ͏に世界のӨڹをड͚，まͨ，世界
にͲのΑ͏なӨڹを༩えͨの͔がΘ͔る。

西洋の影響は生活
だけでなく文化に
も及んだことがわ
かる。

日本の文化が世界
に影響を与えたこ
ともհ。相ޓ的
な視から歴史を
捉えられる。

導入として当時の日本の
人々のらしが具体的に
わかる絵画・写真を掲載。

化が日本に流
文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

と
がもたらされた

開国により世界の影響を
受けて変化した生活の様
子がわかる。

શ �ςʔϚ
˞�֤ テーϚは本冊子
Q�4�� をࢀর。

特色
２

‑教科書Q�81�82，本冊子 Q��4��� しಡΈࢼ

ੜెが歴史に興味・関心 を࣋てる！
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FILE.6 衣
いいいいいいいい

服
ふくふくふくふくふくふくふくふく

女
じょじょじょじょじょじょじょじょ

性
せいせいせいせいせいせいせいせい

の社
しゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかいかいかいかいかい

的
てきてきてきてきてきてきてきてき

地
ちちちちちちちち

位
いいいいいいいい

の変
へんへんへんへんへんへんへんへん

化
かかかかかかかか

とファッション見る歴史
ものかから

 モード大
だいだだだいいい

臣
じんじんじんじん

ともよばれたローズ＝
ベルタン（1747 ～ 1813） 王

おう

妃
ひ

の庇
ひ

護
ご

の下
もと

，次
つぎつつつぎぎぎ

々
つぎつぎつぎつぎ

に新
あたらあたらあたらあたら

しい流
りゅうりりりゅゅゅううう

行
こうこうこうこう

を生
ううううううう

み出
だだだだ

した。

１

　 19 世
せいせせせいいい

紀
きききき

後
こうこうこうこう

半
はんはははんんん

のバスルスタイル
クリノリンスタイルでは，鯨

くじら

のひげな
どの枠

わくわわわくくく

に重
かさかかかさささ

ねたペチコートによって円
えんえんえんえん

形
けいけけけいいい

ドーム型
がたがたがたがた

に膨
ふく

らませたスカートを特
とく

徴
ちょう

としていたが，バスルスタイルでは，
スカートの後

こうこうこうこう

方
ほうほうほうほう

のみにボリュームを持
もももも

たせた。バスルスタイルも，重
じゅう

厚
こう

さが
あり，精

せい

巧
こう

で複
ふくふくふくふく

雑
ざつざざざつつつ

な仕
しししし

立
たたたた

てであること
には変

かかかか

わりがなかった。

3

『レカミエ夫
ふふふふ

人
じんじんじんじん

』の肖
しょう

像
ぞう

画
ががががががが

（ダヴィ
ド作

さくさささくくく

） 総
そうそそそううう

裁
さいさいさいさい

政
せいせいせいせい

府
ふふふふ

期
きききき

から帝
てい

政
せい

期
きききき

にかけ
て，パリ社

しゃしししゃゃゃ

交
こうこここううう

界
かいかかかいいい

で世
せせせせ

界
かいかいかいかい

一
いちいちいちいち

の美
びびびび

女
じょじじじょょょ

とよば
れた女

じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

。革
かくかかかくくく

命
めいめめめいいい

前
まえまままえええ

の体
からだかかからららだだだ

を締
し

め付
つつつつ

けるス
タイルから解

かいかいかいかい

放
ほうほうほうほう

されたドレスは，離
り

婚
こん

の自
じじじじ

由
ゆうゆうゆうゆう

が認
みとみみみととと

められていた時
じじじじ

期
ききききききき

（→ p.44）
の女

じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

の法
ほうほうほうほう

的
てきてきてきてき

地
ちちちち

位
いいいい

と呼
ここここ

応
おうおおおううう

していた。

2

　 軍
ぐん

需
じゅ

品
ひんひひひんんん

を製
せいせせせいいい

造
ぞうぞうぞうぞう

する女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

を描
えが

いたポスター
（20 世

せいせいせいせい

紀
きききき

 イギリス）　「軍
ぐんぐんぐんぐん

需
じゅじゅじゅじゅ

品
ひんひひひんんん

の製
せいせせせいいい

造
ぞうぞうぞうぞう

を学
まなまなまなまな

ぼ
う」と訴

うった

えるポスターでは，第
だいだだだいいい

一
いちいちいちいち

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかいかいかい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

下
かかかか

に「果
はははは

たすべき役
やくやくやくやく

目
めめめめ

を務
つと

めている」女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

たちが
描
えがえええががが

かれた。軍
ぐんぐぐぐんんん

需
じゅじじじゅゅゅ

工
こうこここううう

場
じょうじょじょじょううう

で働
はたらはたはたはたららら

く女
じょじじじょょょ

性
せいせいせいせい

たちは，働
はたらはははたたたららら

き
やすい膝

ひざ

下
した

丈
たけ

のストレートスカートに作
ささささ

業
ぎょうぎょぎょぎょううう

着
ぎぎぎぎ

をはおっている。

4

●女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

の社
しゃしししゃゃゃ

会
かいかいかいかい

的
てきてきてきてき

地
ちちちち

位
いいいい

と衣
いいいい

服
ふくふくふくふく

　フランス革
かくかくかくかく

命
めいめいめいめい

前
まえまままえええ

の社
しゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかい

では，国
こくこここくくく

王
おうおうおうおう

ルイ 16世
せいせせせいいい

（→p.35）の妃
きさき

マリ
＝アントワネットに代

だいだだだいいい

表
ひょうひょひょひょううう

されるように，王
おう

妃
ひ

が服
ふく

飾
しょく

文
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

を主
しゅしゅしゅしゅ

導
どうどどどううう

し
ていた。身

みみみみ

分
ぶんぶぶぶんんん

制
せいせいせいせい

社
しゃしししゃゃゃ

会
かいかいかいかい

の位
いいいい

階
かいかかかいいい

秩
ちつ

序
じょ

のなかで最
さいさささいいい

高
こうこうこうこう

位
いいいい

の女
じょじじじょょょ

性
せいせいせいせい

である王
おうおおおううう

妃
ひひひひ

は，衣
い

装
しょう

においても権
けん

威
い

を再
さいさささいいい

生
せいせいせいせい

産
さんさささんんん

していくことが求
もともともともと

められた。王
おうおおおううう

妃
ひひひひ

が重
ちょうちちちょうょうょう

用
ようよよよううう

したのが，仕
しししし

立
たてたたたててて

屋
やややや

で衣
いいいい

装
しょうしょうしょうしょう

デザイナーのローズ＝ベルタン
である。平

へいへへへいいい

民
みんみみみんんん

出
しゅっしゅっしゅっしゅっ

身
しんしんしんしん

のベルタンがパリに構
かまかかかままま

えた店
みせみせみせみせ

は，「王
おうおうおうおう

妃
ひひひひ

風
ふうふうふうふう

」の衣
いいいい

装
しょうしょうしょうしょうしょうしょうしょう

を求
もともともともと

める人
ひとひとひとひと

であふれ返
かえかかかえええ

った。貴
きききき

族
ぞくぞくぞくぞく

ではない人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

も王
おうおおおううう

妃
ひひひひ

と似
にににに

た衣
いいいい

装
しょうしししょょょうううううう

を手
てててて

に入
いいいい

れることができるというのは，身
みみみみ

分
ぶんぶんぶんぶん

を超
こ

えて女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

たち
が同

おなおおおななな

じ衣
いいいい

装
しょうしょしょしょううう

を身
みみみみみみみ

に着
つつつつ

けることを可
かかかか

能
のうのうのうのう

にした点
てんてててんんん

で画
かっかっかっかっ

期
きききき

的
てきてててききき

であったが，
身
みみみみ

分
ぶんぶんぶんぶん

秩
ちつちちちつつつ

序
じょじょじょじょ

を揺
ゆ

るがせると危
きききき

機
きききき

感
かんかかかんんん

を抱
いだ

く貴
きききき

族
ぞくぞぞぞくくく

たちもいた。
●コルセットからの解

かいかいかいかい

放
ほうほうほうほう

と回
かいかかかいいい

帰
きききき

　ベルタンは，それまでの重
おもおおおももも

く身
しんしししんんん

体
たいたいたいたい

を締
し

め付
つつつつ

けるドレスに替
か

えて，
より楽

らくらくらくらく

で快
かいかかかいいい

適
てきてててききき

な服
ふくふふふくくく

装
そうそそそうううううう

を模
も

索
さく

し，モスリンの簡
かんかかかんんん

素
そそそそ

でゆったりしたド
レスを流

りゅうりゅうりゅうりゅうりゅうりゅうりゅう

行
こうこここううう

させた。こうした衣
いいいい

装
しょうしょしょしょううう

の変
へんへんへんへん

革
かくかかかくくく

は，革
かくかかかくくく

命
めいめめめいいい

期
きききき

に，女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

の社
しゃしゃしゃしゃ

会
かいかかかいいい

的
てきてきてきてき

地
ちちちち

位
いいいい

の向
こうこここううう

上
じょうじょじょじょううう

とも連
れんれんれんれん

動
どうどうどうどう

して，透
す

けるような布
ぬのぬのぬのぬの

地
じじじじ

を用
もちもちもちもちもちもちもち

いた直
ちょくちちちょょょくくくくくく

線
せんせんせんせんせんせんせん

的
てきてきてきてき

で軽
かろ

やかな衣
いいいい

装
しょうしししょょょううう

として完
かんかんかんかん

成
せいせせせいいい

された。身
しんしんしんしん

体
たいたたたいいい

を締
しししし

め付
つつつつ

けない衣
いいいいいいい

装
しょうしょうしょうしょう

は，
皇
こう

帝
てい

ナポレオン（→ p.37）の妃
きさききさききさききさき

ジョゼフィーヌが着
ちゃくちゃちゃちゃくくく

用
ようよよよううう

したことか
らエンパイアスタイルともよばれ，現

げんげんげんげん

代
だいだいだいだい

のウェディングドレスに
おいても人

にんにんにんにん

気
きききき

のあるデザインとなっている。

　その一
いっいっいっいっ

方
ぽうぽぽぽううう

で，女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

の服
ふくふくふくふく

装
そうそうそうそう

の流
りゅうりゅりゅりゅううう

行
こうこうこうこう

において，王
おうおうおうおう

政
せいせいせいせい

復
ふっふふふっっっ

古
ここここ

期
きききき

（→p.47）

から，再
ふたたふたたふたたふたた

びコルセットで身
しんしししんんん

体
たいたいたいたい

を締
しししし

め付
つつつつ

けるスタイルへと回
かいかいかいかい

帰
きききき

する
動
うごうごうごうご

きが見
みみみみ

られたことは，19世
せいせいせいせい

紀
きききき

に女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

が夫
おっとおおおっっっととと

に従
じゅうじゅうじゅうじゅう

属
ぞくぞぞぞくくく

する法
ほうほほほううう

的
てきてててききき

地
ちちちちちちち

位
いいいい

へと戻
もど

されたことと連
れんれれれんんん

動
どうどうどうどう

していた。19世
せいせいせいせい

紀
きききき

半
なかなかなかなか

ばから 20世
せいせせせいいい

紀
きききき

初
はじはははじじじ

めに流
りゅうりりりゅゅゅううう

行
こうこここううう

したクリノリンスタイル，バスルスタイルに代
だいだいだいだい

表
ひょうひょひょひょううう

される
ように，上

じょうじょうじょうじょう

流
りゅうりりりゅゅゅううう

階
かいかいかいかい

級
きゅうきききゅゅゅううう

の女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

の服
ふくふくふくふく

装
そうそそそううう

は，重
おもおもおもおも

くて非
ひひひひ

活
かつかつかつかつ

動
どうどどどううう

的
てきてきてきてき

で高
こうこうこうこう

額
がくがががくくく

でもあっ
た。そして，美

うつくうううつつつくくく

しく着
き

飾
かざ

った女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

は，独
どくどくどくどく

立
りつりりりつつつ

した個
ここここ

人
じんじんじんじん

としてではな
く，夫

おっとおおおっっっととと

の経
けいけいけいけい

済
ざいざいざいざい

力
りょくりりりょくょくょく

を示
しめしめしめしめ

す飾
かざかざかざかざ

りと見
みみみみ

なされていた。また，貧
まずまままずずず

しい女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

は，古
ふるふるふるふる

着
ぎぎぎぎ

を手
てててて

に入
いいいい

れて着
きききき

るしかなかった。
●第

だいだだだいいい

一
いちいちいちいち

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかいかいかい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

と女
じょじじじょょょ

性
せいせせせいいい

総
そうそうそうそう

力
りょくりょくりょくりょく

戦
せんせんせんせん

の時
じじじじ

代
だいだだだいいい

となった第
だいだいだいだい

一
いちいいいちちち

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかかかいいい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

期
きききき

（→ p.98）には，軍
ぐんぐんぐんぐん

事
じじじじ

基
ききききききき

地
ちちちち

や軍
ぐん

需
じゅ

工
こうこうこうこう

場
じょうじょうじょうじょう

，輸
ゆゆゆゆ

送
そうそそそううう

・交
こうこうこうこう

通
つうつつつううう

機
きききき

関
かんかんかんかん

など，それまで女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

には閉
と

ざさ
れていた労

ろうろうろうろう

働
どうどうどうどう

の場
ばばばば

において，女
じょじじじょょょ

性
せいせいせいせい

が必
ひつひひひつつつ

要
ようようようよう

とされるようになり，女
じょじじじょょょ

性
せいせせせいいい

の衣
いいいい

服
ふくふくふくふく

は，働
はたらはははたたたららら

きやすいものへと変
へんへんへんへん

化
かかかか

した。大
おおおおおおおお

きく膨
ふく

らませてい
たスカートは，ストレートに広

ひろひろひろひろ

がるものとなり，スカート丈
たけ

も，
足
あしあしあしあし

首
くびくびくびくび

を覆
おお

うものからくるぶし丈
たけたけたけたけ

へ，さらには膝
ひざ

下
した

丈
たけたけたけたけたけたけたけ

へと短
みじかみじかみじかみじか

くなっ
ていった。女

じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

たちの働
はたらはははたたたららら

きやすい環
かん

境
きょう

への要
ようよよよううう

求
きゅうきききゅうゅうゅう

は，女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

の衣
いいいい

服
ふくふくふくふく

を
変
かかかか

える大
おおおおおおおお

きな力
ちからちからちからちから

となったばかりでなく，女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

の社
しゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかい

的
てきてててききき

地
ちちちち

位
いいいい

の向
こうこうこうこう

上
じょうじじじょょょううう

も目
めめめめ

指
ざざざざざざざ

された。このような風
ふうふふふううう

潮
ちょうちょちょちょううう

のなかで，北
ほく

欧
おう

諸
しょしししょょょ

国
こくこくこくこく

やドイツ，ソ
連
れんれれれんんん

では，1919年
ねんねんねんねん

までの間
あいだあいあいあいだだだ

に女
じょじじじょょょ

性
せいせいせいせい

参
さんさささんんん

政
せいせせせいいい

権
けんけんけんけん

も認
みとみとみとみと

められていった。
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　高ݝの্
かみ

ொ
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にॅみ，ށओであった
ଟは，1878（明治ت 11）年，۠ձٞһ
のબڍで「ށओとしてೲ੫しているのに，
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せ

ت
き

ଟ
た

（1836〜 192�）
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日本のέΠンζ

　アメリカでౕ
Ͳ

ྴ
Εい

してചられるなͲ
ཚの੨年ظをա͝し
た後 官քにೖり，
日ۜ総ࡋ，総ཧ大臣
なͲをྺした。ຬ
भ事変後，大

おお

ଂ
くら

大臣
として積ۃతなࡒ政
政ࡦを取り，ෆ

ふ

گ
きょう

からの
だͬ

出
しゅつ

に成ޭしたため，
「日本のέインζ」ともশ

しょう

͞れる。軍事༧ࢉの

よく

੍
せい

にめたことから，陸軍の੨年ক校にఢ
れ，ೋɾೋ事͞ࢹ （݅ˠ p.129）で͞ࡴれた。

ߴ
たか

ڮ
はし

ੋ
こΕ

ਗ਼
きよ

（18�4〜 1936）
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ΞϝリΧの֦େとୈֵ໋̎ۀ࢈࣍ 学習
課題

ϦϯΧϯ，ೆઓ૪，ౕྴղ์એݴ中学校との関連

̎１

1

読み解き

લのͰ͖͝ͱ

のͰ͖͝ͱ࣍

̏

ミ
シシ
ッ
川 େ

太



༸

ฏ

༸

ピ

181�

1842
1818

1848

1846

184�

1783

ྦのཱྀ࿏

ਓౕࠇ
Ͳ

ྴ
Εい

のࢂ
さん

ঢ়
じょう

Λඳ
えが

͍た

　スτは，ౕྴ੍
ର者ののԼ

もと

で，
ౕྴ੍ର׆ಈの

さか

んな土でҭち，ౕ
ྴ੍にͭいてࣝを
ಘていた。人ಓओٛ
తཱからࠇ人ౕྴ
のࢂ

さん

ঢ়をඳ
えが

いたh ア
ンΫルĄτϜのখ はɦ，1852 年に出൛͞れ
ൃച後 9 か݄で �0 万෦がചれるϕスτη
ϥーとなって，෦のౕྴ੍ରのੈを高
めた。

ετ（1811〜 96）

�1

ふ

7

史料

QR

ະདྷ

̎ষの
まとΊ

ౘൃ࣏లのཱͯऀ
ݪ
はら

ܟ
たかし

（18�6〜 1921）ͱՃ
か

౻
とう

ߴ
たか

໌
あき

（186�〜 1926）　明治時，ঁੑのࣾձత׆ಈは੍͞ݶれていた。衆ٞӃٞһબ
ɾඃݖڍ๏では，ঁੑのબڍ

ひ

બݖڍがೝめられず，ຽ๏（ˠ p.74）
でも，ށओをとするՈ੍度のԼで，ঁੑはࠗ

こん

ҽ
いん

૬ଓでෆར
なҐにஔかれていた。しかし，平

ひら

௩
つか

らいて
ち ょ う

うが 1911 年にࢽࡶ
ʰ੨

せい


とう

をɦץし，「࢝ݩ，ঁ ੑは࣮に太ཅであった」とએݴするなͲ，
ঁੑのࣾձӡಈはൃ׆化した。ୈҰ次ੈք大ઓ後，Ԥ

おう

ถ
べい

でのঁੑ
֫ݖ政ࢀ

かく

ಘ
とく

に
し

ܹ
げき

͞れ（ˠ p.114），ঁੑのࢀ政ݖӡಈがり্がっ
た。20 年には，平௩ࢢ

いち


かわ


ふさ

ࢬ
え

が新්
人ڠձを結成し，そのྗによりঁੑ
の政治ूձへのࢀՃがެにՄになっ
た。しかし，ঁੑࢀ政ݖの࣮ݱは，ઓ
後をたなければならなかった。

ঁੑにΑΔࣾձӡಈ

ɹɹ�ฏ
ひら

௩
つか

Β͍ͯ
ち ょ う

（͏188� ʙ 1��1）̐

֬ೝ

આ໌

ҡ࣏҆
い

࣋
じ

๏ʢ����ʣ

վਖ਼࣏҆ҡ࣋๏ʢ����ʣ

̏
部
２
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「人物コラム」だけでな
く，「ະ来へ活かす歴
史」や「世界の中の日
本」といったผのコラ
ムでも人物をհ。

身近な視点が生徒の関心を高める
「ものから見る歴史」・「人物コラム」

˔�「もͷかΒݟる歴史」ɿҥײછなͲ，༷々なのまΘりの「の」が
ͲのΑ͏にਓ々の生׆・文化にӨڹし͔ͨがΘ͔る。

˔�「ਓίϥϜ」ɿ歴史上のਓのਓฑۀをհし，歴史に興味を持ͭ
͖͔͚ͬになる。　

�8世لからୈ一࣍世界大戦にかけての女性の社会的地位の変化に
伴って，ͦのҥのスλイルも変化したことを絵画とともに解આ。

ਗ਼の波ཚの人生ੋڮߴ
や，女性参政権を日本
で初めて実現したೇ
ଟの意に;れるこت
とができる。

資料18 Χール大帝
資料20 グϩティε
Q�33 ϫγントン
Q�40 Ϛルクε
Q�41 ϰィクトϦアঁ王
Q��0 ΨϦόルディ
Q��1 εト
Q��2 ϚϦ�ΩϡϦー
Q��7 ϜϋンϚυ�アϦー
Q��8 アϑΨーニー
Q�60 νϡラϩンコーン王（ラーϚ̑世）
Q�61 大黒ޫଠ

Q�63 中ᖛສ࣍
Q�66 ӿ本༲
Q�72 西ོڷ／大ٱอར௨
Q�74 ೇتଟ
Q�76 明成ߖ（ᮗ൲）
Q�77 西ଠ
Q�80 ଙ文
Q�82 ϑΣϊϩα
Q�107 ィルιン
Q�10� ࿋ਝ
Q�111 Ψンディー
Q�111 ϜεタϑΝ�έϚル

Q�116 ΥルトĄディζニー
Q�118 加藤高明／ܟݪ
Q�123 ϑランクϦン�ϩーζϰΣルト
Q�126 ϐΧι
Q�128 高橋ੋਗ਼
Q�130 藤ོࡈ
Q�137 Ֆ҆治
Q�14� νϟーνル
Q�147 ໟ東
Q�14� ϚοΧーαー
Q�1�� ϑィデルĄΧεトϩ／ήόラ
Q�16� φセル

Q�166 アラϑΝト
Q�171 ϗーĄνĄϛン
Q�173 藤ӫ作ࠤ
Q�176 ↾小ฏ
Q�18� ΰルόνϣϑ
Q�187 Ϛンデラ
Q�18� όラクĄΦόϚ

˔ਓίϥϜ
! 世界・日本から�6ܭ人を掲載。

શ �ςʔϚ
˞�֤ テーϚは本冊子
Q�� Լ部をࢀর。

特色
２ ੜెが歴史に興味・関心 を࣋てる！

‑教科書Q�121，本冊子 Q�64 しಡΈࢼ

18 19

ಛ
৭
̎

　アメリカでౕྴと

ଟは，1878（明治 11）年，۠ձٞһ
のબڍで「ށओとしてೲ੫しているのに，
ঁだからબݖڍがないというのはおか
しい。本来ٛ務とݖརはཱ྆するのが
ಓཧであり，બݖڍがないならೲ੫し

ない」とݝにٞ߅し，ڋ൱͞れると務লにૌえ出た。時，

してചられるなͲ
ཚの੨年ظをա͝し
た後，官քにೖり，
日ۜ総ࡋ，総ཧ大臣
なͲをྺした。ຬ

おおくら



これから 」に する が始
はじはじはじはじ

まります。p.15 ～ 18の導
どうどどどううう

入
にゅうにににゅゅゅううう

では右
みぎみぎみぎみぎ

に書
かかかか

かれ つのキーワードとそれに関
かんかんかんかん

する資
ししししししし

料
りょうりりりょうょうょう

を掲
けい

載
さい

しています。これら
のキーワード 代

いいいい

化
かかかか

」には，どのような関
かんかかかんんん

係
けいけいけいけい

があるのか，
資
しししし

料
りょうりりりょょょううう

を見ながら考えよう。
また，このページは，中

ちゅうちゅちゅちゅちゅちゅちゅううう

学
がっがががっっっ

校
こうこうこうこう

で学
がくがががくくく

習
しゅうしゅしゅしゅううう

した歴
れきれれれききき

史
しししし

事
じ

項
こう

を振
ふ

り返
かえかえかえかえ

ることもできま
す。この６

むっむっむっむっ

つのキーワードが中
ちゅうちちちゅゅゅううう

学
がっがががっっっ

校
こうこうこうこう

で学
がくがくがくがく

習
しゅうしゅうしゅうしゅう

した事
じじじじ

項
こうこうこうこう

の何
なになになになに

と関
かんかんかんかん

連
れんれんれんれん

しているか，
確
かくかくかくかく

認
にんにんにんにん

しながら読
よよよよ

み進
すすすすすすすす

めよう。

ウォーミングアップ１

中 校 習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

を踏
ふふ

まえつつ
６
むっむむむむむむっっっ

つのキーワードを基
もと

に歴
れきれれれききき

史
ししししししし

学
がくがくがくがく

習
しゅうしししゅゅゅううう

を始
はじはじはじはじ

めよう!

2 部
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

の導
どうどうどうどうどうどうどうどうどうどうどうどう

入
にゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅう 「近

きんきききんんんんんん

代
だいだいだいだい

化
かかかかかかか

」について考
こうこうこうこうこうこうこう

察
さつさささつつつ

していこう！
キーワード　交

こうこうこうこう

通
つうつうつうつう

と貿
ぼうぼぼぼうううううう

易
えきええええええききき

　　 日
にににに

本
ほんほんほんほん

橋
ばしばしばしばしばしばしばし

方
ほうほうほうほうほうほうほう

面
めんめんめんめんめんめんめん

から望
のぞのののぞぞぞ

む銀
ぎんぎぎぎんんん

座
ざざざざ

のれんが通
どおどどどおおお

り（19世
せいせいせいせい

紀
きききき

後
こうこここううう

半
はんはんはんはん

） 考察 江
ええええ

戸
どどどど

時
じじじじじじじ

代
だいだいだいだい

の様
ようよよよううう

子
すすすす

（→ p.1）と比
ひ

較
かく

して，人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

の生
せいせいせいせい

活
かつかかかつつつ

はどのように変
へんへんへんへん

化
かかかか

したのか，交
こうこここうううううう

通
つうつうつうつう

・
建
けんけんけんけん

築
ちくちちちくくく

・服
ふくふふふくくくくくく

装
そうそうそうそう

などに注
ちゅうちちちゅうゅうゅうゅうゅうゅう

目
もくもくもくもくもくもくもく

して考
かんがかんがかんがかんがかんがかんがかんが

えよう。
１

キーワード❶ 交
こうこここううう
通
つうつつつうううううう
と貿
ぼうぼぼぼううう
易
えきえきえきえき
…………………… ，　，1 4 6

キーワード❸ 権
けんけけけんんん
利
りりりりりりり
意
いいいい
識
しきしししきききききき
と政
せいせせせいいい
治
じじじじ
参
さんさんさんさん
加
かかかか
や国
こくこここくくく
民
みんみんみんみん
の義

ぎぎぎぎ
務
むむむむむむむ

……………………………………… ，8 9

キーワード❺ 労
ろうろろろううう
働
どうどうどうどうどうどうどう
と家

かかかか
族
ぞくぞくぞくぞくぞくぞくぞく
 ……………………… p.19

キーワード❻ 移
いいいい
民
みんみんみんみんみんみんみん
…………………………………… 13

キーワード❷ 産
さんさんさんさん
業
ぎょうぎぎぎょうょうょう
と人
じんじじじんんん
口
こうこうこうこう
…………………………… 5412

キーワード❹ 学
がっがががっっっ
校
こうこここうううううう
教
きょうきききょょょうううううう
育
いくいいいくくく
……………………………… 7
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1800 1810 1820 1830 1840

▲ ▲ ▲

1792　
ラクスマン来航

1789
フランス革命ス
開始

1804
ナポレオン
皇帝に

1804
レザノフ来航

1825　
異国船打払令令

1837
大塩平八郎の乱

1842
薪水給与令

1825
イギリスで
世界初の鉄道開通開

1840
アヘン戦争

寺子屋の開設盛ん（　　）
工場制手工業の
生産広まる（　　）

日
本

世
界

江戸時代

歴
史
年
表
江
戸
時
代
後
半

ΊΒΕͨɻ ͠ ॾ
し ょし ょし ょし ょ

ࠃ
こ くこここ くくく

，
ͱ Ίͯ ग़

ゅつゅつゅつゅつゅつゅつゅつ

͠，ア
͍ͯͬͨ͠ɻ

わり（→p.61 ～ 66）
で ͳ ͷ ，アϔンઓ

せ んせ んせ んせ ん

૪
そ うそ うそ うそ う

で
ͷ ͷ を ͯ ͱͷ Γ ͕

とととと

ΘΕ
るΑ͏ʹͳͬͨɻͦ͏ͨ͠ͳ͔，アメϦΧͷϖϦー͕

に っににに っっっ

ຊདྷͨ͠ߤɻນ開国をܾஅ͠，Ԥถॾࠃͱࣗ
じじじじ

༝
ゆ うゆ うゆ うゆ う


ぼ うぼぼぼ ううう

қ
え きえ きえ きえ き

ʹؔ
か んか んか んか ん

͢る
じょうじじじょょょううう


や くや くや くや く

を݁
む すむ すむ すむ す

Μͩɻ͔͠͠，
ぼ うぼ うぼ うぼ う

қ
え きえ きえ きえ き

͕࢝
は じははは じじじ

·るͱ，҆
や すややや すすす

͍֎
が いが いが いが い

ࠃ
こ くこ くこ くこ く


せ いせ いせ いせ い


ひ んひ んひ んひ ん

ࠃ͕
こ くこ くこ くこ くこ くこ くこ く


な いな いな いな い

ʹྲྀ
りゅうりゅうりゅうりゅう

ೖ
にゅうにゅにゅにゅうううううう

͠，ੜ
き

ࢳ
い と

ͳͲͷࠃ
こ くこ くこ くこ く


な いななな いいい


せ いせ いせ いせ い


ひ んひ んひ んひ ん

ւ
か いか いか いか い

֎
が いが いが いが い

ʹྲྀ
りゅうりりりゅゅゅううう

ग़
しゅつしししゅつゅつゅつ

ͯ͠，
に っに っに っに っ

ຊ
ぽ んぽ んぽ んぽ ん

ͷܦ
け いけけけ いいい

ࡁ
ざ いざ いざ いざ い

େ
だ いだ いだ いだ い

ࠞ
こ んこ んこ んこ ん

ཚ
ら んらららららら んんん

ʹؕ
おちい

ͬͨɻ

　 江
ߐ ，幕

ば く

ͱ ͷԼ
も と

 ͠，

みみみみ


ぶ んぶ んぶ んぶ ん も と

ͮ͘ ͕ ͍ͯ͠
か い ど う

ͳ
Ͳͷަ 

も う

උ͞Εͨ͜ͱで， ͕ ͖
わ た

る
Α͏ʹͳΓ， ӫ

さ か

えͨɻ·ͨ， ͔Βॸ
し ょ

ຽ
み ん

ҭ
い くい くい くい く

͕
さ か り つ ほ こ

ൟ
は ん

ӫ
え い

ͷ
ͳ͔， ͷ ͢る͜ͱͱͳͬͨɻ
　  欧

おう

米諸国における「近代化」（→p.33 ～ 54）
Ԥ
お うおおお ううう

ถ
べ いべ いべ いべ い

ॾ
し ょししし ょょょ

ࠃ
こ くこここ くくく

で  ϑランスֵ
か くかかか くくく

໋
め いめめめ いいい

ʹ
だ いだ いだ いだ い

ද
ひょうひひひょょょううう

͞Εるࢢ
しししし

ຽ
み んみ んみ んみ ん

ֵ
か くかかかかかか くくく

໋
め いめ いめ いめ い

ͱ，
ΠΪϦスʹ࢝

は じははは じじじ

·る࢈
さ んさ んさ んさ ん

ۀ
ぎょうぎぎぎぎょょょううう

ֵ
か くか くか くか く

໋
め いめ いめ いめ い

を͖͔͚ͬͱͯ͠，ࣗ
じじじじ

༝
ゆ うゆゆゆ うううううう

ɾฏ
びょうびびびょょょううう


ど うど うど うど う

ͷߟ
かんがかんがかんがかんがかんがかんがかんが

えͷԼ
も とももも ととと

ʹਓ
ひ とひひひ ととと

ʑ
び とびびび ととと

をʮ国
こ くこここ くくくくくく

民
み んみ んみ んみ んみ んみ んみ ん

ʯͱͯ͠一
ひ とひ とひ とひ と

ͭʹ·ͱΊるۙ
き んき んき んき んき んき んき ん


だ いだだだ いいい

図
ずずずず

～　の資
しししし

料
りょうりょりょりょううう

は，年
ねんねねねんんん

表
ぴょうぴょぴょぴょううう

のどの時
じじじじ

代
だいだだだいいい

の資
しししし

料
りょうりょりょりょううう

に
なるだろうか。年

ねんねんねんねん

表
ぴょうぴぴぴょうょうょう

上
じょうじょじょじょううう

の（ ）の中
なかなななかかか

に番
ばんばんばんばん

号
ごうごごごううう

を
入
いいいい

れてみよう。

1 13

やってみよう

　 寺
てらてててららら

子
ここここ

屋
やややや

の様
ようようようよう

子
すすすす

考察

江
えええええええ

戸
どどどど

時
じじじじ

代
だいだだだだだだいいい

の教
きょうきょきょきょうううううう

育
いくいいいくくく

と明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

以
い

降
こう

の学
がっがががっっっ

校
こうこここううう

教
きょうきききょょょううう

育
いくいいいくくく

では，
どのような違

ちが

いがあるか，
考
かんがかかかんんんががが

えよう。

2

　　 横
よこ

浜
はま

港
こうこここううう

からの輸
ゆゆゆゆ

出
しゅつしししゅゅゅつつつ

入
にゅうにゅにゅにゅううう

品
ひんひひひんんん

5

　　 開
かいかいかいかいかいかいかい

港
こうこうこうこう

後
ごごごご

の横
よこ

浜
はま

の様
ようようようよう

子
すすすす

考察 開
かいかいかいかい

国
こくこここくくくくくく

後
ごごごご

の外
がいがいがいがい

国
こくこくこくこくこくこくこく

との
交
こうこここうううううう

流
りゅうりゅりゅりゅううう

により，日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の貿
ぼうぼうぼうぼうぼうぼうぼう

易
えきえきえきえき

や交
こうこうこうこうこうこうこう

通
つうつつつうううううう

はどのように変
へんへんへんへんへんへんへん

化
かかかか

し
ていったのか，考

かんがかかかんんんんんんががが

えよう。

4

交
こうこここううう

通
つうつうつうつうつうつうつう

と貿
ぼうぼぼぼううう

易
えきえきえきえき

工
こうこうこうこう

場
じょうじょうじょうじょう

制
せいせせせいいい

手
しゅししししししゅゅゅ

工
こうこうこうこう

業
ぎょうぎょぎょぎょううう

考察

近
きんきききんんん

代
だいだいだいだい

化
かかかか

する前
まえまえまえまえ

の日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

では，
大
たいたいたいたい

量
りょうりりりょょょううう

の製
せい

品
ひん

を作
つく

るために
どのようなしくみを取

ととととととと

り
入
いいいいいいい

れていたのか，考
かんがかかかんんんががが

えよう。

3
輸出

輸入

1865年
1746万7728ドル

1315万3024ドル

その他 1.3かいこ

蚕の卵が付いた紙 3.8
茶
10.2生糸 84.7％

綿織物 35.8毛織物 43.8％

綿糸 6.6 武器 6.5

その他 5.5かんせん

艦船 1.8

き　いと

〈博物館蔵ࢢݪా〉

〈横։ࢿߓྉ館蔵〉

〈จॻ館蔵ެཱࠃ〉

〈『横ͷੜߓ』〉
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「近
きん

代
だい

化
か

」を振
ふ

り返
かえ

り
現
げん
「近「近「近「近「近
代
だい
近近近近近代
的
てき
代化化化化化
な諸

しょ

課
か
振振振振振
題
だい

と結
むす

び付
つ

けて考
かんが

えよう！

２部
ぶ

の序
じょ

章
しょう

（→ p.19）に自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えた「問
と

い」を
確
かく

認
にん

し，学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

を踏
ふ

まえ，自
じ

分
ぶん

が疑
ぎ

問
もん

に
思
おも

ったことなどから，「近
きん

代
だい

化
か

」に関
かん

連
れん

する現
げん

代
だい

の
課
か

題
だい

を一
ひと

つ選
えら

び，さらに詳
くわ

しく調
しら

べてみよう。そ
の際

さい

，右
みぎ

に挙
あ

げた５
いつ

つの視
し

点
てん

のうち一
ひと

つ以
い

上
じょう

の視
し

点
てん

を活
かつ

用
よう

しよう。
　また，考

かんが

える際
さい

には，以
い

下
か

の二
ふた

つの点
てん

を踏
ふ

まえ
て考

かんが

えてみよう。
1 当

とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

がどのように受
う

け止
と

め，どう対
たい

処
しょ

したのか。
2 さまざまな対

たい

処
しょ

がなされていたにもかかわら
ず，なぜ現

げん

在
ざい

まで残
のこ

っているのか。

ア  . ２部
ぶ

の内
ない

容
よう

を根
こん

拠
きょ

にして，以
い

下
か

に挙
あ

げ
た 1～ 4の観

かん

点
てん

に基
もと

づいて，日
にっ

本
ぽん

の近
きん

代
だい

化
か

による変
へん

化
か

を表
ひょう

にまとめよう。その際
さい

，
ヒントとなる用

よう

語
ご

を活
かつ

用
よう

してみよう。
記
き

入
にゅう

する際
さい

には，その変
へん

化
か

があった時
じ

期
き

についても明
めい

記
き

しよう。
1 経

けい

済
ざい

や産
さん

業
ぎょう

2 政
せい

治
じ

や制
せい

度
ど

3 文
ぶん

化
か

や生
せい

活
かつ

4 国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

【ヒントとなる用
よう

語
ご

】
軽
けい

工
こう

業
ぎょう

重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

憲
けん

法
ぽう

議
ぎ

会
かい

　　　時
じ

間
かん

権
けん

利
り

思
し

想
そう

女
じょ

性
せい

　　条
じょう

約
やく

自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

市
し

場
じょう

ア . まとめた表
ひょう

をほかの人
ひと

と見
み

せ合
あ

い，内
ない

容
よう

で埋
う

まっていない点
てん

を教
おし

えたり，自
じ

分
ぶん

と
は異

こと

なる点
てん

などを指
し

摘
てき

したりしよう。
イ  . 日

にっ

本
ぽん

以
い

外
がい

の国
くに

を一
ひと

つ選
えら

び，ほかの人
ひと

と協
きょう

力
りょく

して，同
おな

じように表
ひょう

をまとめよう。
ウ ．まとめた表

ひょう

を比
ひ

較
かく

して，相
そう

違
い

点
てん

につい
て話

はな

し合
あ

い，それぞれの近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

を
まとめよう。

まとめ
2 部

ぶぶぶぶぶぶぶぶ

の

➡ より深
ふか

く調
しら

べるための 5つの視
し

点
てん

とその例
れい

1. 自
じ

由
ゆう

と制
せい

限
げん

自
じ

由
ゆう

な貿
ぼう

易
えき

を進
すす

めるか，何
なん

らか
の制

せい

限
げん

をかけるかといった，国
こく

内
ない

や国
こっ

家
か

間
かん

での対
たい

立
りつ

，など。

4. 統
とう

合
ごう

と分
ぶん

化
か

領
りょう

土
ど

内
ない

の人
ひと

々
びと

を「国
こく

民
みん

」として統
とう

合
ごう

していく際
さい

に伴
ともな

う対
たい

立
りつ

，など。

5. 対
たい

立
りつ

と協
きょう

調
ちょう

国
こっ

家
か

間
かん

や国
こく

内
ない

における政
せい

治
じ

問
もん

題
だい

に対
たい

して，対
たい

立
りつ

したり，
それを避

さ

けるための努
ど

力
りょく

がなされたりすること，など。

2. 平
びょう

等
どう

と格
かく

差
さ

国
こっ

家
か

間
かん

や国
こく

内
ない

における
政
せい

治
じ

的
てき

・経
けい

済
ざい

的
てき

な格
かく

差
さ

やその是
ぜ

正
せい

，など。

3. 開
かい

発
はつ

と保
ほ

全
ぜん

工
こう

業
ぎょう

化
か

が進
しん

展
てん

していくこと
に伴

ともな

い，自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

や生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

が悪
あっ

化
か

したこと，など。

ステップ 2 の意
い

見
けん

交
こう

換
かん

の手
て

順
じゅん

1. 要
よう

素
そ

の内
ない

容
よう

で埋
う

まっていない点
てん

や，異
こと

なる視
し

点
てん

などを指
し

摘
てき

し合
あ

おう。

2. 各
かく

要
よう

素
そ

ごとに日
にっ

本
ぽん

とほかの国
くに

を比
ひ

較
かく

して，相
そう

違
い

点
てん

からそれぞれの特
とく

徴
ちょう

をまとめよう。

3. 各
かく

要
よう

素
そ

の特
とく

徴
ちょう

をまとめて，日
にっ

本
ぽん

とほかの国
くに

の近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

をまとめよう。

ステップ 1

ステップ 2

ステップ 3

日
にっ

本
ぽん

の近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

は，（　　　　　　　）と考
かんが

える。
（　　　　　　 ）の近

きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

は，（ ）と考
かんが

える。

２部
ぶぶぶぶぶ

の問
ととととと

いを思
おもおもおもおもおも

い出
だだだだだ

そう
　　例

れいれいれいれい

どのようにして国
こくこここくくく

民
みんみみみんんん

国
こっこっこっこっ

家
かかかかかかか

が形
けいけけけいいい

成
せいせいせいせいせいせいせい

されていったのだろう。

産
さんさんさんさん
業
ぎょうぎょうぎょうぎょう
革
かくかかかくくく
命
めいめめめいいい
が始

はじはじはじはじはじはじはじ
まった時

じじじじ
期
きききき
が…

②政治や制度 ②政治や制度

日
にっにににっっっっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の近
きんきんきんきんきんきんきん

代
だいだだだいいい

化
かかかかかかか

1 経
けいけけけいいい

済
ざいざざざいいい

や産
さんさんさんさんさんさんさん

業
ぎょうぎぎぎぎょょょううう

2 政
せいせせせいいい

治
じじじじ

や制
せいせいせいせいせいせいせい

度
どどどどどどど

3 文
ぶんぶぶぶんんん

化
かかかか

や生
せいせいせいせいせいせいせい

活
かつかかかつつつ

4 国
こくこここくくく

際
さいさささいいい

社
しゃししししししゃゃゃ

会
かいかいかいかいかいかいかい

2 部
ぶ

の主
しゅ

題
だい

「近
きん

代
だい

化
か

」について，あなたの考
かんが

えを説
せつ

明
めい

しよう。

2 部
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

を振
ふふふふふふふふふふふふ

り返
かえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえかえ

ってみよう！

「近
きんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきん

代
だいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだい

化
かかかかかかかかか

」についてより深
ふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふかふか

く調
しらしらしらしらしらしらしらしらしらしらしらしらしらしらしらしら

べてみよう！

※それぞれ視
し

点
てん

に示
しめ

された二
ふた

つの要
よう

素
そ

にも必
かなら

ず触
ふ

れるようにしよう。
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ステップ 3 ͷͷͷͷͷͷͷͷௐௐௐௐௐௐௐௐௐௐௐௐௐ
ちょうちょうちょうちょうちちちち

ࠪࠪࠪࠪࠪࠪࠪࠪ
ささささささささ

ࣄࣄࣄࣄࣄࣄࣄࣄࣄࣄࣄࣄࣄ
じじじじ

ྫྫྫྫྫྫྫྫ
れいれいれいれいいいいい

アイヌの人アイヌの人アアアイイヌヌのヌの人の人人
ひとひとひとひとひとひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひとととととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひとひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととひとひとひととととととととととととととととととと

々々々々々
びとびとびとびとびびびびびとびとびとびとびびびび

はどのように日はどのようにははどはどのどののようようにうに日に日日本本本国国国民民民ににに統に統統統統合合合合合
ごうごうごうごうごうごうごうごう

されていったのだろうか。されていったののだろうかさされされてれていていっいったったたののだのだろだろうろうかうかか。1

アメリカでは，アメ カではアアメアメメリカでカではでは，は 先先先先先
せんせんせんせんせんせんせんんんんんせんせんせんせんんんんんんんんんんんん

住住住住住
じゅうじゅうじゅうじゅうゅゅゅゅゅゅゅじゅじゅじゅじゅゅうゅうゅうゅうゅゅゅゅゅゅゅ

民民民民民
みんみんみんみんみんみんみんみみみみみみみみみんみんみんみみんみんみんみみんみんみんみみんみんみんみみみみんみんみんみんみんみんみんみみみみ

は国ははは国は国国民民民民国国国国家家家家形形形成成成の過ののの過の過過程程程程程
ていていていていていていていてていていていてていていていてていていていてていていていてててててててていていていていてていていていてていていていてていていていてていていていててて

でどのようなでどののようなででどでどどのののよのようようなうなな扱扱扱扱扱
あつかつあつつか

いをいをいいをいをを受受受受受
う

けたのだろうか。けたのだろうかけけたけたのたののだだろだろうろうかうか。か2

点
てんてんてんてん

をさらに世
せせせせせせせ

界
かいかかかいいい

に広
ひろひろひろひろ

げて，疑
ぎぎぎぎ

問
もんもんもんもん

に思
おもおもおもおも

ったことを調
しらしらしらしらしらしらしら

べてみました。さらに理
りりりり

解
かいかかかかかかいいい

を深
ふかふふふかかかかかか

めよう！

考　察 1 1871 の戸
ここ

籍
せきせせき

に基
もとももと

づいて された戸
ここここここここ

籍
せきせきせきせきせきせきせきせき

からは，
どのようなこと かるだろうか。また，それはなぜ行

おこなおおおこここなななななな

われたのだ
ろ 。
2 の められ な の施

し

行
こう

は，アイヌ
の人々の生活からみると，どのような問題があったのだろか。
3 日

にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の国
こくここここここくくく

民
みんみみみんんんんんん

国
こっこここっっっ

家
かかかかかかか

建
けんけけけんんんんんん

設
せつせつせつせつせつせつせつ

は，アイヌの人
ひとひとひとひと

々
びとびびびととと

の立
たちたちたちたち

場
ばばばばばばば

からみると，どの
ようなものであったのだろうか。

（アイヌ人
ひとひとひとひと

々
びとびびびととと

）が居
きょきょきょきょ

住
じゅうじゅうじゅうじゅう

している土
とととと

地
ちちちち

は，その種
しゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅ

類
るいるるるいいい

に関
かんかかかんんん

係
けいけいけいけい

なく，当
とうとととうううううう

分
ぶんぶんぶんぶん

すべてを官
かんかかかんんん

有
ゆうゆうゆうゆう

さわ

など として，差
さ

し支
つか

えない場
ばばばば

合
あいあいあいあいあいあいあい

は，
し渡

わた

し，または してもかまわない。 〈現代語訳〉

券
けんけんけんけん

発
はっはははっっっ

行
こうこうこうこう

条
じょうじょじょじょうううううう

例
れいれいれいれい

（1877年
ねんねんねんねん
12 月

がつがつがつがつ
13 日

にちにちにちにち
制
せいせせせせせせいいい
定
ていていていてい
）

史史史
料

… インディアン）の保
ほほほほほほほ

留
りゅうりりりゅうゅうゅう

地
ちちちち

に居
きょきききょょょ

住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅう

するインディアンに，単
たんたんたんたん

独
どくどどどくくく

の所
しょしょしょしょ

有
ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

のための土
とととと

地
ちちちち

を…
もつことを，この法

ほうほほほうううううう

によって定
さださださださだ

める。
官
かんかんかんかんかんかんかん

は，…割
わわわわわわわ

り当
ああああ

てられたインディアンへの譲
じょう

渡
と

証
しょうしょうしょうしょう

明
めいめいめいめいめいめいめい

書
しょしししょょょ

を発
はっはははっっっ

行
こうここここここううう

する。…割
わわわわわわわ

り てられたインディアンにのみ，…その使
ししししししし

用
ようよよよううう

と利
りりりり

益
えきえええききき

が認
みとみとみとみとみとみとみと

められる土
とととと

地
ちちちち

として，25年
ねんねねねんんん

い た

することを宣
せんせんせんせん

言
げんげげげげげげんんん

する。その期
ききききききき

間
かんかかかんんん

満
まん

了
りょう

をもって，その土
とととと

地
ちちちちちちち

の相
そうそそそそそそううう

続
ぞくぞくぞくぞく

不
ふふふふ

動
どうどどどううう

産
さんさささんんん

権
けんけんけんけんけんけんけん

を，
てられたインディアンに…譲

じょうじじじじじじじょょょううう

渡
とととと

する。
を割り当

ああああ

てられたインディアン，または合
がっがっがっがっ

衆
しゅうしししゅゅゅううう

国
こくこここくくく

内
ないないないない

に生
うううう

まれ，部
ぶぶぶぶ

族
ぞくぞくぞくぞく

から離
はな

れ
住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅう

場
ばばばば

所
しょしょしょしょ

を選
えらえええららら

び，文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

明
めいめいめいめい

生
せいせいせいせい

活
かつかかかつつつ

の習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

慣
かんかんかんかんかんかんかん

を選
えらえええららら

んだすべてのインディアンは，ここ
であることを宣

せんせんせんせん

言
げんげんげんげん

され，市
しししし

民
みんみんみんみんみんみんみん

としてすべての権
けんけけけけけけんんん

利
りりりりりりり

，特
とっとっとっとっ

権
けんけけけんんん

，そして免
めん

除
じょ

の
するものとする。 〈白井洋子訳〉

（1887年
ねんねんねんねん
2 月
がつがががつつつ
8
ようかようかようかようかようかようかようか
日制

せいせいせいせいせいせいせい
定
ていていていてい
）

史史史
料

北北北北
ほっほほほっっっ

海海海海海
かいかいかいかいかかかかかかか

道道道道道
どうどうどうどうどうどうどううううう

で行行で行行行
おこなおこなおこなおこなおこおこおこおこおこおこおこ

われた政わ た政わわれたわ た政た政政
せいせいせいせいいいいい

策策
さくさくさくさく

1

先先
せんせんせんせん

住住住住住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうゅゅゅゅゅゅゅ

民民民民民
みんみんみんみんんんんん

の土土の土土土
ととととととととととと

地地地地地
ちちちち

販販
はんはんはんはん

売売売売売
ばいばいばいばいばばばば

ポスターポ タポポスタポ ターターー（1911年1 年（19111年1 年年
ねんねんねんねんねんねんねんねねねね

））4

関
かんかんかんかんかかかかかんかんかんかんかんかんかん

連
れんれんれんれんんんんんんんんれんれんれんれん

資
しししししししし

料
り うり うり うり うり うり うり うりょうりょうりょうりょうりょうりょうりょう

「日
にににに

本
ほんほんほんほん

国
こくこここくくく

民
みんみみみみみみんんん

」とされるアイヌの人
ひとひとひとひと

々
びとびびびととと

→p.74
アメリカ独

どくどくどくどく

立
りつりりりつつつ

革
かくかかかくくく

命
めいめめめいいいいいい

→p.34
故
ここここ

郷
きょうきょきょきょきょきょきょううう

を追
おおおおおおお

われる先
せんせんせんせんせんせんせん

住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅう

民
みんみんみんみんみんみんみん
ppppp
→ p.52

植
しょくしょくしょくしょく

民
みんみんみんみんみんみんみん

地
ちちちちちちち

支
ししししししし

配
はいはははいいい

と人
じんじじじんんんんんん

種
しゅししししししゅゅゅ

主
しゅしししゅゅゅ

義
ぎぎぎぎぎぎぎ

→p.54

年
1869

1871

1873
1874
1875

1877

1886
1899
1901

開拓使を設置（東京）
→蝦夷地を「北海道」に改称
戸籍法公布
開拓使庁を設置（札幌）
地租改正公布
屯田兵の設置
樺太・千島交換条約
→樺太に住むアイヌの人々を北海道に移住
北海道地券発行条例公布
→北海道の土地所有権を明確にする
北海道庁設置
「北海道旧土人保護法」公布（～1997）
北海道庁，旧土人児童教育規程を公布
→アイヌ人だけの学校で日本語を習得

（→p.71）

（→p.71）

（→p.74）

（→p.74）

史料

え ぞ

ち そ

とんでんへい

からふと ち しま

こ せき

さっぽろ

かいしょう

明明明 期期期のアイヌのの ヌのののアの イヌヌのヌのの戸戸
こ

籍籍籍籍籍
せきせ

は，1871 年は 1 7 年はは 1は 1871 71 年7 年年
ねんねんねんねんねんねんねんねねねね

に，にににに
やや徴徴

ちょうう

兵
へい

実の実実
じっっ

施施
し

のため，たのためためめ
た の を目を目

もくもくもくもくくくくくももくもくもくももくもくもくももくもくもくももくもくもくもももくくくくもくもくもくくもくもくもくくもくもくもくくもくもくもくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

的的
てきてきてきてきききききてきてきてきてきてきてきてききききき

としし
を し，人人

ひとひとひとひとひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびとびとびとびとびとびとびとびとびとびとびとびとびと

のの
を始始 た
， 名， 名名

は 日，日日本名名名

2
山
越
郡
内
の
戸
籍

一
八
七
三
年

第
○
番
屋
敷
居
住

父
土
人

マ
カ
シ
カ
モ

ト
サ
ン
ロ
ク
事

漁
業

戸
桟
録
平

何

何
年

妻

ニ
シ
ユ
ツ
事

に

し
何
年

男

ク
チ
ヤ
シ
キ
事

口

弥
何
年

男

口
弥
妻
ス
フ
チ
事

す

う
何
年

男

口
弥
女

は

る

六
年
三
月
何
日
出
生

産
土
神
稲
荷
社

神

葬

祭

※アイヌの人々のこと

※

行うアイううう イイ
イ の

は で狩で
しゅしゅ

猟猟
りょうりりょうり

やや漁を行行ってて 活し
ていた。て たてていたて た。た （→p.22）→ 2（ p.222）

3

考　察 1 どんな「インディアン」が，合
がががががっがががっっっ

衆
し うし うし うし うしししししゅうしゅうしゅうしゅう

国
こくこくこくこくくくくくこくこくこくこく

市
しししししししし

民
みんみんみんみんみみみみみんみんみんみんみんみんみん

として歓
かんんかん

迎
げいげい

されたのだろうか。
2  国

こくここここここくくく

民
みんみみみんんんんんん

国
こっここここここっっっ

家
かかかかかかか

づくりの過
かかかかかかか

程
ていていていていていていてい

で生
しょうしししょょょうううううう

じた課
かかかかかかか

題
だいだいだいだいだいだいだい

において，日
にっににににににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

のアイヌの人
ひとひとひとひと

々
びとびびびびびびととと

とアメリカの先
せんせんせんせん

住
じゅうじじじゅゅゅううう

民
みんみみみんんん

とでどのような共
きょうきょうきょうきょう

通
つうつうつうつうつうつうつう

点
てんてんてんてん

や相
そうそうそうそうそうそうそう

違
いいいい

点
てんてんてんてんてんてんてん

があるだろうか。

౷
とうとうとうとう

߹
ごうごうごうごう

ͱ
ぶんぶんぶんぶん

Խ
かかかか

の視
しししし

点
てんてててんんん

で，アイヌの人
ひとひとひとひと

々
びとびびびととと

と近
きんきききんんんんんん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

について，調
しらしらしらしらしらしらしら

べてみました。
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あわ

」 着
ちゃくちゃくちゃくちゃく

目
もくもももくくくくくく

し，主
おもおもおもおも

・ す （→ p.54） 読
よよよよ

み取
とととと

って，
じた を げてみよう。

われるのだろう？
　また，ほかのキーワードを からも 料

りょうりりりょうょうょう

を読
よよよよ

み解
とととと

き， を してみよう。
→ や国民 問

もんもんもんもん

の例
れいれれれいいい

：
　例：工場で働く人々は，どのような権利を求めたのだろう？

　この部
ぶぶぶぶ

で学
がくがががくくく

習
しゅうしゅしゅしゅううう

する「近
きんきききんんん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

」の時
じじじじ

代
だいだいだいだい

の生
せいせせせいいい

活
かつかつかつかつ

や社
しゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかい

の変
へんへへへんんん

化
かかかか

について考
かんがかんがかんがかんが

えるために，
p.15 で提

ていてててててていいい

示
じじじじ

した６
むっむっむっむっ

つのキーワードと，それに関
かんかかかんんん

連
れんれれれんんん

するp.15 ～ 18の資
しししし

料
りょうりりりょうょうょう

の中
なかなかなかなか

から，
あなたが最

もっともっともっともっともっともっともっと

も興
きょうきょうきょうきょう

味
みみみみ

があるものを選
えらえらえらえら

んでみよう。そして，その資
しししし

料
りょうりょりょりょううう

やそのほかの資
しししし

料
りょうりょりょりょううう

から読
よよよよ

み取
とととと

って疑
ぎぎぎぎ

問
もんもんもんもん

に思
おもおもおもおも

った点
てんてててんんん

を挙
ああああ

げてみよう。
　その際

さいさささいいい

，２
ふたふふふたたた

つのキーワードを関
かんかんかんかん

連
れんれれれんんん

させたり，１
ひとひとひとひと

つのキーワードの中
なかなななかかか

でも複
ふくふふふくくく

数
すうすすすううう

の資
しししし

料
りょうりりりょょょううう

を見
みみみみ

比
くらくくくららら

べたりするなど，さまざまな視
しししし

点
てんてんてんてん

の資
しししし

料
りょうりょりょりょううう

から疑
ぎぎぎぎ

問
もんもんもんもん

を見
みみみみ

つけてみよう。

歴
れきれきれきれき
史
しししし
ウォーミングアップ２

６
むっむっむっむっむっむっむっむっ

つのキーワードから
問
とととと

いを表
ひょうひょひょひょううう

現
げんげげげんんん

してみよう !

あなたも，６
むっむむむっっっ

つのキーワードに関
かんかんかんかん

する資
しししし

料
りょうりょうりょうりょう

から読
よよよよ

み取
とととと

り，疑
ぎぎぎぎ

問
もんもももんんん

を持
も

った点
てんてんてんてん

を挙
ああああ

げ，下
したしたしたしたしたしたした

の空
くう

欄
らん

に書
かかかか

いてみよう。やってみよう

例
たとたとたとたと

えば
「労

ろうろろろううう

働
どうどどどううう

と家
かかかか

族
ぞくぞくぞくぞく

」や「産
さんさささんんん

業
ぎょうぎぎぎょうょうょう

と人
じんじんじんじん

口
こうこここううう

」に関
かんかんかんかん

する資
しししし

料
りょうりょうりょうりょう

から…

ほかのキーワードを関
かんかんかんかんかんかんかんかん

連
れんれんれんれんれんれんれんれん

させると…

　 日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の職
しょくしょくしょくしょくしょくしょくしょく

業
ぎょうぎょうぎょうぎょうぎょうぎょうぎょう

構
こうこうこうこう

成
せいせいせいせい

の変
へんへへへんんん

化
かかかかかかか

考察 時
じじじじ

代
だいだいだいだいだいだいだい

を下
くだくだくだくだ

る
につれ，どのよ
うな変

へんへんへんへんへんへんへん

化
かかかか

が見
み

ら
れるのか，考

かんが

え
よう。

2

　　 工
こうこうこうこう

場
じょうじじじょょょううう

で働
はたらはたはたはたららら

く人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

（1880年
ねんねねねんんんんんん

代
だいだだだいいい

, 着
ちゃくちちちゃゃゃくくく

色
しょくしししょくょくょくょくょくょく

写
しゃしししゃゃゃ

真
しんしんしんしん

） 考察 彼
かの

女
じょ

たちは，何
なになになになに

を
作
つくつくつくつく

る工
こうこここうううううう

場
じょうじょじょじょううう

で働
はたらはたはたはたらららららら

いているのか，考
かんがかかかんんんががが

えよう。
1

　　 日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の人
じんじじじじじじんんん

口
こうこうこうこう

変
へんへんへんへん

化
かかかか

3

　これらの資
しししし
料
りょうりりりりりりょょょううう
から読

よよよよよよよ
み取

とととと
って，疑

ぎぎぎぎぎぎぎぎ
問
もんもももんんん
に感
かんかんかんかん
じた点

てんてんてんてん
を挙

ああああ
げてみ

よう。
例
れいれいれいれいれいれいれい
。
：なぜ，女

じょじょじょじょ
性
せいせいせいせいょょょょょょょょ
ばかりが工

こうこここううう
場
じょうじょじょじょううう
で働
はたらははははははたたたららら
いているのだろう？

キーワード「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（と「 」）

に関
か んかかか んんん

する資
しししし

料
りょうりりりょょょううう

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」や

「 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」などから読
よよよよ

み取
とととと

って感
か んか んか んか ん

じた疑
ぎぎぎぎ

問
も んも んも んも ん

点
て んててて んんんんんん

この疑
ぎぎぎぎぎぎぎ

問
もんもももんんん

点
てんてててんんん

を念
ねんねねねんんんんんん

頭
とうとととううう

に置
おおおお

いて，これから「近
きんきんきんきん

代
だいだいだいだい

化
かかかか

と私
わたしわわわたしたしたし

たち」の学
がくがががくくく

習
しゅうしゅうしゅうしゅう

を進
すすすすすすすすすすすすすす

めていこう。

1874年
第１次産業（農業・漁業など）

70.5％ 16.612.9

18.216.565.3

60.8

59.3 21.519.2

19.419.8

第２次産業（製造業・鉱業など）
第３次産業（交通業・サービス業など）

1884年

1894年

1904年

0

1000
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6000
万人

1500 1550 1600 1650 1700 1750 1800 1850 1900年

1603
江
戸
幕
府
の
成
立

1868
明
治
政
府
の
成
立

〈『日本列島における人口分布の長期時系列分析』〉

〈『岩波講座 日本経済の歴史 3』〉
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「見通し」と「振り返り」で
確かな学力が身に付く部構成

キーワードと関連資料から疑問点を出し，生ె自が問いを設定できる。

スςップ̍・２
近代化について
自分でまとめた
り，΄かの人と
し合ったりす
る対的な学習
ができる。

スςップ３
部の導入でཱて
た問いを確認し
「近代化」に関連
する現代の諸課
題 を 選 ん で ୳
考察を深め・ڀ
られる。

˔�部͝とに「ݟ௨し」「ৼりฦり」ֶ शがで͖るΑ͏に導ೖとまとめを充࣮ͤͨ͞構成。
部を௨して「い」を生͔しͨ学शがで͖る。

˔ষに学श՝とまとめをఏࣔ。ষ͝とに「ݟ௨し」と「ৼりฦり」がで͖る。

特色
３ ΞクςΟϒラーニング で学ͼがਂめΒΕる！

෦ͷಋೖʢݟ௨しʣ

෦ͷ·ͱめʢৼりฦりʣ

ষͷల։

෦ͷֶशͷྲྀΕ Λྫに

ɾ෦ͷ൶
ਤと表で学शする࣌を֓؍。

ষで学शする内容をݟ௨すͨめのֶश՝をఏࣔ。

中学校の学शを౿まえͭͭ，෦Λ௨しͯͷ「い」Λߟえる。

ɾষͷ൶

１ষ　࣌ށߐͷ日本ͱ݁ͼ͘世界

ɾ２෦ͷ·ͱめ

学श՝ɿ18世لの日本アジア，Ϥーϩούは，それͧれͲのΑ͏に݁びいていͨのͩΖ͏͔。

日本のۙ化にͭいて
治」「ۀ࢈ࡁܦ」
੍」「文化生׆」「国
際社会」の 4ͭの؍
でཧ。

εテοϓ̍の内容を，
ࣗでまとめͨり，΄
͔のਓとڞ༗しͨりし
てཧ。

部の導ೖで立てͨいを֬ೝし，「ۙ化」に
関連するݱの՝にͭいて，͞らにৄし͘
୳究。

εςοϓ１

２෦ΛৼりฦͬͯΈΑ͏！ 「ۙԽ」にͭいͯΑりਂ͘ௐͯΈΑ͏！
εςοϓ２ εςοϓ３

学श՝ɿԤถでͨͬ͜ى市ຽֵ໋・ֵ໋ۀ࢈にΑり，社会はͲのΑ͏に変化しͨのͩΖ͏͔。

学श՝ɿۙ化がਐΉな͔で，Ԥถॾ国はͲのΑ͏な国Ոをܗ成していͬͨのͩΖ͏͔。

学श՝ɿۙ化しͨԤถॾ国のਐग़に，アジアॾ国日本はͲのΑ͏にରԠしͨのͩΖ͏͔。

学श՝ɿ日本東アジアॾ国は，ۙ化を௨͡てͲのΑ͏に変化していͬͨのͩΖ͏͔。

２ষ　Ԥถॾࠃにお͚るۙԽ

３ষ　ۙԽͷਐలͱࠃຽࠃՈܗ

̐ষ　ΞδΞॾࠃͷಈ༳ͱ日本ͷ։ࠃ

̑ষ　ۙԽ͕ਐΉ日本ͱ౦ΞδΞ

ɾষͷ·ͱめ

ɾ歴史ΥʔϛϯάΞοϓ

。えΛઆ໌ߟ௨しにରして，ষで学शしͨ内容を౿まえてࣗͷݟ

ɾ෦ͷಋೖ 	歴史ΥʔϛϯάΞοϓʣ

ɾ෦ͷ·ͱめ

‑教科書Q�1��16，1�　本冊子 Q�38�3�，42 しಡΈࢼ

‑教科書Q�83�84，本冊子 Q��6��7 しಡΈࢼ

も��͘��͡
಄̍רのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࡏݱ
಄̏רʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ࢈の日ຊとੈքจԽҨࡏݱ
日ຊのྺ࢙දʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̐
͘͡ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̑
ຊॻのํ͍ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̓
は͡Ίにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜר಄̔

地域の歩み１ɹ౦ΞジΞの文明
　̍　౦アδアの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̍
　̎　日ຊのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̏
　̏　౦アδアのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̑
地域の歩み̎ɹೆ・౦ೆΞジΞの文明
　̍　ೆ・౦ೆアδアの෩とਓʑ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̓
　̎　ೆ・౦ೆアδアのྺ࢙�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉ̕
地域の歩み̏ɹΞジΞ・ΞフϦカの文明
　̍　アδア・アϑϦΧの෩とਓʑ�ʜʜʜʜʜʜࢿྉøø
　̎　アδア・アϑϦΧのྺ࢙�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøú
地域の歩み̐ɹϤーϩούの文明
　̍　Ϥʔロούの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøü
　̎　Ϥʔロούのྺ࢙ᶃʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøþ
　̏　Ϥʔロούのྺ࢙ᶄʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉøĀ
地域の歩み５ɹೆΞϝϦカの文明
　̍　ೆアϝϦΧの෩とਓʑʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉùø
　̎　ೆアϝϦΧのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢿྉùù

１章ɹ歴史とࢲたͪʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̍
　ᶃ͓͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̎
　ᶄ৯จԽ͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ ʙᰤࢠΛྫࣄに�ʜ̏
　ᶅۙͳ࢙͔Βݟる日ຊとੈքのྺ࢙ ʙ࡚Λྫࣄに�ʜ̐
̎章ɹ歴史の特࣭と資料
　̍અ　ࢿྉΛऔΓѻͬͯΈよ͏ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̑

技能 ᶃࢿྉのಛ࣭とಡΈղき�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̓
　　　　ᶄࢿྉのൺֱ・ؔ࿈͚�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ̕
　̎અ　ྺ࢙ঀड़とはԿ͔ͯ͑ߟΈよ͏ʜʜʜʜʜʜʜø÷

֤Ҭͷॾจ໌˗

ͷ൶１෦࢙ྺ

　øÿੈل·でのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜøø
ং章ɹۙԽのい
　øĀੈلのੈքʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜøú
　ʮۙԽʯに͍ͭͯ͏͍ͯ͜͠ߟʂʜʜʜʜʜʜʜʜøü
　̒ͭのΩʔϫʔυ͔Β͍Λදͯ͠ݱΈよ͏ʂʜʜʜøĀ
１章ɹށߐ時の日本と݁ͼく世界ʜʜʜʜʜʜʜʜù÷
　̍અ　アδアのͳ͔の江ށ幕府ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùø
　̎અ　ख़͢る江ࣾށձʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùú
　̏અ　ਗ਼のൟӫと結ͼ͘౦アδアʜʜʜʜʜʜʜʜùü
　̐અ　アδア・アϝϦΧに͏͔Ϥʔロού�ʜʜʜʜùþ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜùĀ

̎章ɹԤถॾࠃに͓͚るۙԽʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜúù
　̍અ　ΠΪϦεのֵ໋とアϝϦΧのಠཱʜʜʜʜʜʜúú
　̎અ　ϑϥϯεֵ໋ʙϤʔロούۙの幕։͚� ʜʜʜúü
　̏અ　ϑϥϯεֵ໋のӨڹと国ຽҙࣝのժੜ͑ʜʜʜúþ
　̐અ　ֵ໋ۀ࢈でมΘるࣾձʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜúĀ
　̑અ　ΠΪϦεのൟӫと国ࡍۀମ੍ʜʜʜʜʜʜʜûø
̏章ɹۙԽのਐ展とࠃຽࠃՈܗ成ʜʜʜʜʜʜʜʜʜûý
　̍અ　øÿûÿ ʙۙϤʔロούのస� ʜʜʜʜʜʜûþ
　̎અ　ΠλϦア・υΠπの౷ҰとロシアのۙԽ�ʜʜûĀ
　̏અ　アϝϦΧの֦େとୈֵ໋̎ۀ࢈࣍ʜʜʜʜʜʜüø
　̐અ　ఇ国ओٛとੈքのҰମԽʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜüú
̐章ɹΞジΞॾࠃのಈ༳と日本の開ࠃʜʜʜʜʜʜʜʜüý
　̍અ　ʮ༸のিܸʯとアδアのมԽʜʜʜʜʜʜʜüþ
　̎અ　ೆ・౦ೆアδアの২ຽԽ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜüĀ
　̏અ　Ϥʔロούの日ຊۙとアϔϯઓ૪ʜʜʜʜʜýø
　̐અ　ࠇધのདྷߤと日ຊのରԠʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜýú
　̑અ　৽ମ੍のࡧと江ށ幕府の໓ʜʜʜʜʜʜʜýü
５章ɹۙԽがਐΉ日本と౦ΞジΞʜʜʜʜʜʜʜʜʜþ÷
　̍અ　৽府のੜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþø
　̎અ　ۙ国ՈΛ͢ࢦ日ຊʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþú
　̏અ　日ຊとਗ਼のۙԽと日ਗ਼ઓ૪ʜʜʜʜʜʜʜʜþü
　̐અ　列ڧのத国ਐग़と日露ઓ૪ʜʜʜʜʜʜʜʜʜþþ
　̑અ　日露ઓ૪が༩͑ͨӨڹʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜþĀ
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿø

ʮۙԽʯΛৼΓฦΓݱతͳॾ課題と݁ͼ͚ͯ͑ߟΑ͏ʂ�ʜʜÿú
技能 ᶅใのूΊํ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜÿü

　　　　ᶆใの·とΊํ ҙަݟのํ๏� ʜʜʜʜʜÿý

ۙԽͱ̎ͪͨࢲ෦

ੜ׆ɾจԽ͔ΒݟΔ�ຊͱੈք⁞ظޙށߐ�

ੜ׆ɾจԽ͔ΒݟΔ�ຊͱੈք �໌ظ࣏
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A

日
本

　　　　　　　　　Ԥ
おう
ถ
べい
のધが日本にۙづくなか，ນは，オランダ෩

ふう
આ
せつ

ॻ
がき
など外国からもたらされるใや，༸のཧॻの

ほん

༁
やく
国したඬؼ，

ひょう
ྲྀ
りゅう
民からのใを通͡て，ヨーロッパॾ国の世界進出への

認ࣝをਂめていた。アϔン戦争で大国のਗ਼
しん
がイギリスにഊれたことがਗ਼の

人などから日本にわるなか，ນは 1842 年に薪
しん
水
すい
給
きゅう
与
よ
令を出してԤ

ถॾ国とのฆ
ふん
争
そう
をආ

さ
ける一方，より一のւのڧ化を進めた。

　また，ւ外ใはའ
らん
学
がく
ऀたͪのωットϫーΫにより日本各にもわる

ようになり，ւ外にߴいؔ৺を持つ大໊も現れるようになった。ਫ
み
ށ
と
ൡ
はん
で

はଚ
そん
Ԧ
のう
思と外国をୀけようとするᎼ

じょう
Ҕ
い
が結ͼいて尊

そん
王
のう
攘
じょう
夷
い
思が生ま

れ，一方，ࠤլൡやḈ
さつ
ຎ
ま
ൡではヨーロッパの思やٕज़をੵۃ的にٵऩし，

その進出にඋえようという動きがڧまった。また，これらのൡでは，意ݟ

をນ政にөさせるための模
も
ࡧ
さく
も始まっていった。

　ヨーロッパにて1848�年からの動ཚやΫリϛア戦争がى

こると，アϝϦΧがϤʔロού各国のܺ
すき
をಥ

つ
いて日本を

への国拡大をୡ成したアメリカは，ೆ؛した。ଠฏ༸ࢦ
ナン
ژ
キン
で։ߓし

たਗ਼とのқに͓ける中
ちゅう
ܧ
けい
点と，日本ۙւに͓けるั

ほ
ܵ
げい
のためのิڅ

点を確อするため，日本を։国させようとペリーを
は
ݣ
けん
した。

　18�� 年，ϖリーはӜ
うら
լ
が
ԭに౸

とう
ண
ちゃく
した。ນは，アメリカધのདྷߤをす

でにオランダから通ࠂされて͓り，実力行によるର
たい
߅
こう
はしいとஅし

て，։国をק
かん
ࠂ
こく
するアメリカ大౷領の国ॻをडけऔった。その後，࠶ͼճ

をฉきにདྷるというϖリーにඋえ，ນはॾ大໊やԼڃのນਉに意ݟを

海外情報への
対応

➡ p.61, 69

1

➡ p.41

➡ p.62

QR

➡ p.24

➡ p.24

➡ p.56

2

日本の開国 ➡ p.47 ➡ p.50

➡ p.51 ➡ p.62

人物

1794〜 1858➡ p.68

1

史料

黒船の来航と日本の対応 日本は，Ϥʔϩού諸国の進出に対して，どの
ように対応したのだろうか。

学習
課題

薪水給与令，尊王攘夷，黒船の来航，日米和親条約，日米通商修好条約，関税自主権，領事裁判権中学校との関連

　　 日本で描
えが

かれたアメリカ船（1854年）〈ਆಸ࢙ྺཱݝ博物館蔵〉　　 日本で描　　 日本で描　　 日本で描１

ɹɹນ͕，࡚ͷΦランダ館ʹఏग़ͤ͞
ͨ，ւ֎ࣄʹؔ͢るใࠂॻʢˠ Q�22ʣɻ
1

ɹɹḈ
さつ

ຎ
ま

ൡ
はん

լൡ，ࠤ，
ちょう

भ
しゅう

ൡͳͲをத৺ʹ，ࡒ
ݐ࠶ͱϤーロッパٕ術ͷಋೖͱ͍ͬͨվֵ͕
ਐΜͩɻḈຎൡभൡで，࣮ྗͷ͋るԼڃ
࢜ͷొ༻ߦΘΕͨɻ͜ΕΒͷվֵͷޭ，
をಈ͔ہԽʹͭͳ͕Γ，͍ͩ͠ʹڧͷྗࣄ܉
͢Α͏ʹͳ͍ͬͯͬͨɻ

2

読み解き  幕府 幕府にとって，アメリカ船の来航は突
とつとつ

然
ぜんぜん

の出来
事だったのだろうか。

ຊˠQ���ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹɹຊˠQ���

のͰ͖͝ͱ࣍

4

1843 年の情報
　これまで清

しん

は（イギリス軍に）何度も打ち負け，清軍の
高官は皇

こう

帝
てい

にイギリス軍にはかなわないと報告しました
が，皇帝は取り合わず…イギリス軍

ぐん

艦
かん

はおびただしく，
皇帝も事態の沈

ちん

静
せい

化のためには和談を行うしかないと考
えを変えました。

〈『ผஈ෩આॻ』ΑΓ，ݱޠ༁ɾ一෦ཁ〉

1852 年の情報
　アメリカ合衆国の政府は，交易を結ぶため日本に船を
送るようです。…指揮官「ペルリ」という者が総

そう

督
とく

となっ
たようです，…情報によれば，陸軍および攻

こう

城
じょう

の武器を
も積み込

こ

んでいるようです。
〈『ผஈ෩આॻ』ΑΓ，ݱޠ༁ɾ一෦ཁ〉

オランダから幕府にもたらされた情報
史史史史
 料 料 料 料 料

日米の架
か

け橋となった

　土佐の漁師であっ
たが，14 歳

さい

の時（1841
年）に嵐

あらし

で遭
そう

難
なん

し，
太平洋の無人島でア
メリカの捕

ほ

鯨
げい

船に助
けられた。そのまま
アメリカに渡

わた

った万
まん

次
じ

郎は，その船の名
前からジョン = マンとよばれ，働きながら英
語を学び，52 年に故郷の土佐へ帰ることが
できた。ペリー来航後には幕臣となり，60 年
に幕府の使節団の通訳として，再びアメリカ
に渡った。明治維

い

新
しん

後は，蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

の流れを
継
つ

ぐ開
かい

成
せい

学校（後
のち

の東京大学）の教授も務めた。

中
なか

浜
はま

万
まん

次
じ

郎
ろう

（1827? 〜 98）

63

5

10

15

20

求
もと

め，ே
ちょう

ఊ
てい

にもใ
ほう

ࠂ
こく

した。それまでນ
ばく


ふ

が政
せい

治
じ

にؔ
かん

する意
い

ݟ
けん

をこれ΄ど
ひろ

く求
もと

めたことはແ
な

かったため，この後
ご

，ே
ちょう

ఊ
てい

や༗
ゆう

力
りょく

大
だい

໊
みょう

は発
はつ

ݴ
げん

力
りょく

をڧ
つよ

め，

日
に

本
ほん

中
じゅう

の人
ひと

々
びと

が
み


ぶん

を
こ

えて政
せい

治
じ

にߴ
たか

いؔ
かん

৺
しん

を持
も

つようになっていった。

ཌ
よく

�4 年
ねん

，ນ
ばく


ふ

は日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

ͼ，外
がい

国
こく

ધ
せん

のิ
ほ

څ
きゅう

とඬ
ひょう

ྲྀ
りゅう

民
みん

のอ
ほ

護
ご

を

認
みと

めた。以
い

後
ご

，࿐
ろ

・ӳ
えい

などとも同
どう

様
よう

に
じょう


やく

を結
むす

んだ。さらにアメリカから

の自
じ

༝
ゆう


ぼう

қ
えき

へのڧ
つよ

い要
よう


せい

は続
つづ

き，アロー戦
せん

争
そう

のਪ
すい

移
い

が
つた

えられると，ນ
ばく


ふ

は։
かい

国
こく

して
ぼう

қ
えき

を行
おこな

うことをܾ
けつ

அ
だん

した。こうして �8年
ねん

に，日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれ，ヨーロッパॾ
しょ

国
こく

とも同
どう

様
よう

の
じょう


やく

が結
むす

ばれた。ॾ
しょ


じょう


やく

には，

ؔ
かん

੫
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

がແ
な

く領
りょう

ࣄ
じ

ࡋ
さい


ばん

権
けん

を認
みと

めるなど，日
にっ

本
ぽん

に不
ふ

利
り

な不
ふ

ฏ
びょう

等
どう

߲
こう


もく

がؚ
ふく

まれて͓り，その解
かい

ফ
しょう

は明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の外
がい

ަ
こう

ަ
こう

ব
しょう

に͓ける՝
か


だい

となった。

日
にっ

本
ぽん

は，Ԥ
おう

ถ
べい

との
じょう


やく

క
てい

結
けつ

により，世
せ

界
かい

ࢢ
し


じょう

へ参
さん

加
か

さ

せられた。そして，
ぼう

қ
えき

が׆
かっ

発
ぱつ

になると国
こく

内
ない

経
けい

済
ざい

はࠞ
こん

ཚ
らん

した。世
せ

界
かい

的
てき

に不
ふ


そく

した生
き

ࢳ
いと

やࢋ
さん

ཛ
らん

ࢴ
し

が大
たい

ྔ
りょう

に༌
ゆ

出
しゅつ

され，国
こく

内
ない

のݜ
きぬ

৫
おり


もの

業
ぎょう

はݪ
げん

ྉ
りょう

不
ぶ


そく

となりଧ
だ

ܸ
げき

をड
う

けた。ւ
かい

外
がい

で人
にん

ؾ
き

の
ちゃ

も
さか

んに༌
ゆ

出
しゅつ

された。一
いっ

方
ぽう

，ྑ
りょう

࣭
しつ

で҆
あん

Ձ
か

な໖
めん

ࢳ
し

が༌
ゆ

ೖ
にゅう

され，国
こく

内
ない

の໖
めん

ؔ
かん


けい

産
さん

業
ぎょう

もࠞ
こん

ཚ
らん

した。ม
へん

化
か

に

ద
てき

Ԡ
おう

した新
あたら

しい
しょう

人
にん

が台
たい

頭
とう

する一
いっ

方
ぽう

，ॸ
しょ

民
みん

はۤ
くる

しい生
せい

׆
かつ

に
お

いࠐ
こ

まれた。

人
ひと

々
びと

はԤ
おう

ถ
べい

ॾ
しょ

国
こく

にै
じゅう

ଐ
ぞく

することをڪ
おそ

れ，さま͟まな政
せい

治
じ


せい

力
りょく

となって日
にっ

本
ぽん

のಠ
どく

ཱ
りつ

をҡ
い

持
じ

しようと׆
かつ

動
どう

した。ນ
ばく


ふ

をは͡めॾ
しょ

ൡ
はん

でも，Ԥ
おう

ถ
べい

ॾ
しょ

国
こく

にର
たい

߅
こう

するために܉
ぐん

ࣄ
じ

力
りょく

ڧ
きょう

化
か

と人
じん

ࡐ
ざい

ొ
とう

༻
よう

を中
ちゅう

৺
しん

とする近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が進
すす

められた。

ນ
ばく


ふ

はԤ
おう

ถ
べい

の学
がく


もん

を学
まな

Ϳ൭
ばん

ॻ
しょ

調
しらべ

ॴ
しょ

や，ւ
かい

܉
ぐん

ٕ
ぎ

ज़
じゅつ

を学
まな

Ϳւ
かい

܉
ぐん


でん

श
しゅう

ॴ
じょ

をઃ
せっ

ஔ
ち

し，

そこにはॾ
しょ

ൡ
はん

の家
か

ਉ
しん

もট
まね

かれた。さらにນ
ばく


ふ

やḈ
さつ

ຎ
ま

ൡ
はん

，
ちょう

भ
しゅう

ൡ
はん

はւ
かい

外
がい

へ
し

અ
せつ

やཹ
りゅう

学
がく

生
せい

を
は

ݣ
けん

した。こうしてԤ
おう

ถ
べい

のจ
ぶん

明
めい

に৮
ふ

れた人
じん


ぶつ

の多
おお

くは  明
めい

治
じ

以
い

߱
こう

，ۙ
きん

代
だい

化
か

վ
かい

ֵ
かく

のࢦ
し

ಋ
どう

ऀ
しゃ

として׆
かつ

躍
やく

した。

選択肢

➡p.68
どうどうどうどうどう

➡巻末１ ➡p.62

➡ p.68
かんんんんんぜいぜいぜいぜいぜい

➡p.78
じょうょうじょうょうじょうょうじょうょうじょうょうょうょう

開
かいかいかいかいかい

国
こくこくこくこくこく

の影
えいえい

響
きょうきょう

と
近
きんきききんんん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

改
かいかいかいかいかいかいかい

革
かくかくかくかく ➡p.41

ないいいいいけいけいけいけいけい

➡p.2
んんんんんけいけいけいけいけいけいけいけいけいけいけいけい

3

3

4 史料

　　　ペリーが日
にっ

本
ぽん

へとやって来
き

た理
り

由
ゆう

を，
本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
だ

そう。
確認

　　　ヨーロッパへの対
たい

応
おう

について，p.61
～ 62の清

しん

と日
にっ

本
ぽん

で，異
こと

なっている点
てん

とその
理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

しよう。

説明

ɹຽ
みん

ऺ
しゅう

，ۤ
くる

͍͠ੜ
せい

׆
かつ

ͷͳ͔でນ
ばく


ふ

ͷվ
かい

ֵ
かく

ͷͨ
Ίʹ࣍

つぎ

ʑ
つぎ

ͱॏ
じゅう

੫
ぜい

を՝
か

͞Εͨ͜ͱで，ນ
ばく


ふ

ͷࢧ
し

࣋
じ

をٸ
きゅう


そく

ʹऑ
よわ

Ί͍ͯͬͨɻ
ち

ࣝ
しき

ਓ
じん

߽
ごう


のう

ͨͪͷ
ͳ͔ʹ，Έ͔ͣΒू

あつ

Ίͨ
じょう

ใ
ほう

ࠃ
こく

ֶ
がく

ͳͲͷֶ
がく


もん

を௨
つう

ͯ͡
せい

࣏
じ

ମ
たい

੍
せい

ͷ൷
ひ


はん

ྗ
りょく

をߴ
たか

Ί，
そう


もう

ͷ
ࢤ
し

࢜
し

ͱͯ͠׆
かつ

ಈ
どう

͢るऀ
もの

ݱ
あらわ

Εͨɻ

3

諸
しょ

大
だい

名
みょう

からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

の結
けっ

果
か

意
い

見
けん

なしと回
かい

答
とう

する藩
はん

や，そもそ
も回

かい

答
とう

がなかった藩
はん

も見
み

られた。

2

幕
ばく

末
まつ

の物
ぶっ

価
か

の変
へん

遷
せん

開
かい

港
こう

後
ご

，大
おお

幅
はば

な輸
ゆ

出
しゅつ

超
ちょう

過
か

による品
しな

不
ぶ

足
そく

で輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

の値
ね

段
だん

が高
こう

騰
とう

した。連
れん

動
どう

して米
こめ

など生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の物
ぶっ

価
か

も高
こう

騰
とう

し，多
おお

くの庶
しょ

民
みん

は困
こん

窮
きゅう

した。

3

長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

藩
はん

府
ふ

の命
めい

を受
う

け，1863 年
ねん

から
イギリスに密

みっ

航
こう

留
りゅう

学
がく

した 5人
にん

は，帰
き

国
こく

後
ご

に長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の改
かい

革
かく

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の近
きん

代
だい

化
か

で活
かつ

躍
やく

した。

4

蒸
じょうじょじょじょううう

気
ききききききき

仕
じ

掛
か

けでさまざまな細
さいささささささいいい

工
くくくくくくく

をする様
ようよよようううううう

子
すすすす

は，
目
めめめめ

を驚
おどろ

かせるようなすばらしい工
こうこここうううううう

程
ていていていていていていてい

で，筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見
みみみみ

る間
まままま

に百
ひゃくひゃくひゃくひゃく

個
こここここここ

もできる。…この機
きききき

関
かんかかかんんん

を我
わわわわわわわ

が国
くにくにくにくに

でも用
もちもちもちもちもちもちもち

いる
ことができれば，国

こくこくこくこくこくこくこく

益
えきえきえきえき

は計
はかはははかかか

り知
しししし

れないと思
おもおおおももも

われ
る。 〈ଜ֞ൣਖ਼ͷهΑΓ，ݱޠ༁〉

幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

使
しししし

節
せつせせせせせせつつつ

のアメリカ視
しししし

察
さつさつさつさつ

海
かいかいかいかいかいかいかい

軍
ぐんぐぐぐぐぐぐんんん

造
ぞうぞうぞうぞうぞうぞうぞう

船
せんせせせんんん

所
しょしょしょしょしょしょしょ

の見
けんけんけんけん

学
がくがくがくがくがくがくがく

（1860年
ねんねんねんねんねんねんねん
）

史史史
料

２
部
４
章

アメリカの開
かい

国
こく

要
よう

求
きゅう

について，幕
ばく

府
ふ

が意
い

見
けん

を求
もと

めると，諸
しょ

藩
はん

からは大
おお

きく４種
しゅ

類
るい

の意
い

見
けん

が提
てい

出
しゅつ

された。朝
ちょう

廷
てい

や天
てん

皇
のう

は，アメ
リカとの自

じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

の開
かい

始
し

には基
き

本
ほん

的
てき

に反
はん

対
たい

していたが，日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

についてはしかたがないと許
きょ

容
よう

した。

海
かい

外
がい

対
たい

応
おう

をめぐる論
ろん

争
そう

アメリカの要
ようよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅううう

を受
ううううううう

け入
いいいい

れる論
ろんろろろんんん

開
かいかかかいいい

国
こくこここくくく

論
ろんろろろんんん

：積
せっせっせっせっせっせっせっ

極
きょくきききょくょくょく

的
てきてててききき

に外
がいがいがいがいがいがいがい

国
こくこくこくこく

と交
こうこここううう

流
りゅうりりりゅうゅうゅう

し，貿
ぼうぼうぼうぼう

易
えきえええききき

を行
おこなおこおこおこなななななな

うべきだ。
許
きょきききょょょ

容
ようよよようううううう

論
ろんろろろんんん

：アメリカの開
かいかかかいいい

国
こくこくこくこく

要
ようよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅうううううう

を認
みとみとみとみとみとみとみと

めざるをえないだろう。

アメリカの要
ようよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅううう

を拒
きょ

絶
ぜぜつ

する論
ろんろんろんろんろんろんろん

非
ひひひひ

戦
せんせんせんせん

論
ろんろろろんんん

：開
かいかかかいいい

国
こくこくこくこく

は拒
きょきょきょきょ

絶
ぜつぜつぜつぜつ

するが，戦
せんせんせんせんせんせんせん

争
そうそそそううう

も避
さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論
ろんろろろんんん

：戦
せんせせせんんん

争
そうそうそうそう

となってでも外
がいががががががいいい

国
こくこここくくく

は追
おおおおおおお

い出
だだだだだだだ

すべきだ。

考えよう ❶四
よっ

つの論
ろん

はどのような理
り

由
ゆう

で唱
とな

えられたのか，これまでの学
がく

習
しゅう

を基
もと

に考
かんが

えよう。
❷意

い

見
けん

の傾
けい

向
こう

は 1853年
ねん

と 57年
ねん

で変
か

わっているが，その理
り

由
ゆう

を考
かんが

えよう。

選択肢
歴史の 日米和親条約前の1853年

数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

わ しん

きよぜつ

じょうい

しゅうこうつうしょう

〈ຊঙӫ࣏『ຊࢥࡁܦڀݚ࢙』〉
0

200

400

600

800

1000

7068666462605856
（明治元）

格を
100とした指数　（（　　　　　1854年の価格
100とした指数 ））すう

1854

米

年

物絹織物

菜種油
な たねあぶら

〈『ཁཡ࢙ࡁܦຊݱۙ』〉

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

井
いの

上
うえ

馨
かおる 山

やま

尾
お

庸
よう

三
ぞう

井
いの

上
うえ

勝
まさる

遠
えん

藤
どう

謹
きん

助
すけ

64
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「見通し」と「振り返り」で
確かな学力が身に付く見開き構成

˔�部構成͚ͩでな͘，ݟ։͖構成で「ݟ௨し」「ৼりฦり」を構化。
「読みղ͖」ɣ「学श՝」ɣ「本文」ɣ「֬ೝ・આ明」のྲྀれで՝ղܾܕ
ֶशにରԠ。

˔�֤ ը，文ষ資を生͔し，ࣸ真෩ܕ։͖の導ೖ部には"#のݟ
料なͲを๛に掲載。学श導ೖに資料の「ಡΈղ͖」を͜͏ߦとで学श
テーϚが明֬になる。

図൛や資料の読み
解きから学習を進
められる「導入」。

学習༰をৼりฦ
る「確認」。

学習の見通しをཱ
てられる「学 習 課
題」。

習ಘした知識を༻
いて考察を深める
「説明」。

学習している地域
を確認できる
ň地域インσッΫス」。

"#のܕを
生かした๛な
側注・資料。

3のר頭�やר
日本の歴史年表と
対Ԡ。見開きで
ѻっている「時代
インσッΫス」。

中学校のط習事߲
を確認できる
「中学校との関連」。�

学習しているペー
ジの前ޙの出来事
を確認できる。

特色
３ ΞクςΟϒラーニング で学ͼがਂめΒΕる！

‑教科書Q�63�64，本冊子 Q�48�4� しಡΈࢼ
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歴
れきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれき

史
ししししししししししししししししししししししし

に
迫
せませませませませませませま
歴歴歴歴
る！ 

仮

清
しん

国
こくこここくくくくくく

はアヘンの取
ととととととと

り引
ひひひひ

きを厳
げんげげげんんん

禁
きんきんきんきん

にしたことにより，
イギリス人

じんじんじんじん

が不
ふふふふふふふ

平
へいへいへいへいへいへいへい

を抱
いだ

き，軍
ぐん

艦
かん

40 隻
せき

余
あまあああままま

りを寧
ニン

波
ポー

に
向
むむむむ

かわせ，戦
せんせんせんせんせんせんせん

争
そうそうそうそう

を開
かいかいかいかい

始
しししし

。寧
ニンニニニンンン

波
ポ―ポ―ポ―ポ―ポ―ポ―ポ―

の一
いちいちいちいち

部
ぶぶぶぶ

が奪
うばうばうばうば

い取
とととと

られた
とのことを来

らい

舶
はく

者
しゃしししゃゃゃゃゃゃ

より聞
ききききききき

いた。異
いいいいいいい

国
こくこここくくくくくく

のことだが，こ
れは自

じじじじ

国
こくこここくくくくくく

の戒
いまし

めにすべきである。浦
うらうらうらうら

賀
がががが

の防
ぼう

御
ぎょ

につい
ての建

けんけけけんんん

議
ぎぎぎぎ

が未
みみみみ

定
ていてててててていいいいいい

になっているが，行
いいいい

き届
とどとどとどとど

いていない。
〈���� ݄̍ ࢴͷखߦไࠤ 〈༁ޠݱ

つまりは和
わわわわ

戦
せんせんせんせん

の二
ににににににに

字
じじじじじじじ

に帰
きききき

着
ちゃくちゃちゃちゃくくく

した。…近
きんきんきんきん

海
かいかかかかかかいいい

をはじめ防
ぼう

御
ぎょ

は万
ばん

全
ぜん

ではない。
彼
かれ

ら（アメリカ）が…来
らいらららいいい

年
ねんねんねんねんねんねんねん

渡
と

来
らい

しても要
ようよよよううう

望
ぼうぼうぼうぼうぼうぼうぼう

の許
きょきょきょきょ

否
ひひひひ

は明
めいめいめいめい

言
げんげげげげげげんんん

せず，なるべく平
へい

穏
おん

に取
ととととととと

り計
はかはははかかか

らうつもりである。しかし彼
かれかかかれれれ

らが乱
らんらららんんん

暴
ぼうぼうぼうぼう

に及
およ

ばないとも限
かぎかぎかぎかぎ

らな
い。その時

ときととときききききき

になって覚
かく

悟
ご

が無
なななな

くては国
こく

辱
じょく

ものになるだろう。…万
まんまんまんまんまんまんまん

が一
いちいちいちいち

戦
たたかたたかたたかたたか

いになった場
ばばばばばばば

合
あいあいあいあい

には，…心
しんしんしんしん

力
りょくりょくりょくりょくりょくりょくりょく

を尽
つ

くし忠
ちゅうちゅうちゅうちゅう

勤
きんきんきんきん

に励
はげ

むべしとの将
しょうしょうしょうしょう

軍
ぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐん

のおおせ
である。 〈����  �� ݄ � h ນ֎ؔࠃจॻ೭ࡾ ɦݱޠ༁〉

歴
れきれれれききき

史
しししし

家
かかかか

たちは，幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

が行
おこなおおおこここななな

った交
こうこうこうこう

渉
しょうしししょょょょょょううう

について，主
おもおもおもおも

に以
いいいいいいい

下
かかかかかかか

のような評
ひょうひひひょうょうょう

価
かかかかかかか

を下
くだくくくだだだ

している。あなたはどちらだと考
かんがかんがかんがかんが

えるだろうか。

　1853 年
ねんねねねんんん

，ペリーが軍
ぐん

艦
かん

4 隻
せき

を
率
ひきひきひきひき

いて浦
うら

賀
が

沖
おきおきおきおき

に現
あらわあああらららわわわわわわ

れた。「鎖
さ

国
こく

」の
さなかにあった日

にっにっにっにっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

は，この黒
くろくろくろくろ

船
ふねふねふねふねふねふねふね

来
らいらららいいい

航
こうこうこうこう

をきっかけに，1854 年
ねんねんねんねん

に日
にちにちにちにちにちにちにち

米
べいべいべいべい

和
わ

親
しん

条
じょうじょうじょうじょうじょうじょうじょう

約
やくやくやくやく

，1858 年
ねんねねねんんん

に日
にちにちにちにちにちにちにち

米
べいべべべいいい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょうじょじょじょううう

約
やくやくやくやくやくやくやく

を結
むすむすむすむす

んで，開
かいかかかいいい

国
こくこここくくくくくく

に踏
ふ

み切
きききき

った
（→ p.63）。しかし，この二

ふたふふふたたたたたた

つの条
じょうじょうじょうじょう

約
やくややややややくくく

には不
ふふふふ

平
びょうびびびょょょううう

等
どうどうどうどうどうどうどう

な内
ないななないいい

容
ようようようようようようよう

があり，その改
かいかかかいいいいいい

正
せいせせせせせせいいい

は日
にっにににっっっ

本
ぽんぽぽぽんんん

の大
おおおおおおおお

きな目
もくもももくくく

標
ひょうひょひょひょうううううう

となっていっ
た。

① まずは「検
けんけけけんんん

証
しょうしししょょょうううううう

A 幕
ばくばくばくばくばくばくばく

府
ふふふふふふふ

側
がわがわがわがわ

の考
かんがかんがかんがかんがかんがかんがかんが

え」を検
けんけけけんんん

証
しょうししししょょょうううううう

②次
つぎつぎつぎつぎ

に「検
けんけんけんけん

証
しょうしししょょょううう

B 日
にちにちにちにち

米
べいべべべいいい

和
わわわわ

親
しんしししんんん

条
じょうじじじじじじょょょううう

約
やくやくやくやくやくやくやく

の内
ないないないないないないない

容
ようようようようようようよう

」を検
けんけけけんんんんんん

証
しょうしししょょょううう

③「検
けんけんけんけん

証
しょうしょしょしょうううううう

C ハリスとのや
り取

ととととととと

り」を検
けんけんけんけん

証
しょうしょうしょうしょう

④ 「検
けんけんけんけん

証
しょうししししししょょょううう

D 日
にちにににちちちちちち

米
べいべべべいいい

修
しゅうしししゅゅゅううう

好
こうこうこうこう

通
つうつつつううう

商
しょうしょしょしょううう

条
じょうじじじじじじょょょううう

約
やくやややくくくくくく

の内
ないななないいい

容
ようようようようようようよう

」を検
けんけんけんけんけんけんけん

証
しょうしししょょょううう

⑤「最
さいさささいいい

終
しゅうしゅしゅしゅううう

課
かかかかかかか

題
だいだだだいいい

」で考
かんがかかかんがんがんがんがんがんが

えをま
とめよう！

幕
ばくばばばくくく

府
ふふふふふふふ

の対
たいたいたいたい

外
がいがいがいがいがいがいがい

交
こう

渉
しょう

をどう評
ひょうひょうひょうひょう

価
かかかか

するか2

ນ
ばくばくばくばくばくばくばく


ふふふふふふふ

ଆ
がわががががががわわわ

のߟ
かんがかんかんかんががが

͑検
けんけんけんけん

証
しょうしししょうょうょう

"

手
ててててててててててて

順
じゅんじゅんじゅんじゅんじゅんじゅんじゅんじゅん

ֶ श
課 題

資
ししししししし

料
りょうりりりょうょうょうょうょうょう

●❶● ਫ
みず


の


ただ


くに

͕ಘ
えええええええ

͍ͯͨアϔϯઓ
せんせせせんんん

૪
そうそそそううう


じょうじじじょうょうょう

ใ
ほうほうほうほう

資
ししししししし

料
りょうりょうりょうりょうりょうりょうりょう

●❷● Ѩ
あ

෦
べ

ਖ਼
まさ

߂
ひろ

のॾ
しょしょしょしょ

େ
だいだいだいだい

໊
みょうみみみょょょううう

の説
せつせつせつせつせつせつせつ

໌
めいめめめいいい

読み解き 資
しししししししし

料
り うり うり うり うりょうりりりょょょううう

●❶●・●❷●を読
よよよよよよよよ

んで，正
ただただただただだだだだただただただただ

しいと思
おもおもおもおも

う方
ほうほうほうほう

に〇をしよう。
ポイント 幕

ばくばばばくくくくくく

府
ふふふふふふふ

は海
かいかかかいいい

外
がいがいがいがいがいがいがい

の情
じょうじょじょじょうううううう

報
ほうほほほううう

を，
（ 得

えええええええ

ていた 得
えええええええ

てなかった）。
このため，海

かいかいかいかい

岸
がんがんがんがん

の防
ぼうぼうぼうぼうぼうぼうぼう

備
びびびび

が，
（ 必

ひつひつひつひつ

要
ようようようよう

と考
かんがかんがかんがかんが

えた　不
ふふふふふふふ

要
ようようようよう

と考
かんがかんがかんがかんが

えた ）。

　ペリーの神
かかかか

奈
なななな

川
がわがわがわがわ

（横
よこ

浜
はま

）上
じょうじょうじょうじょう

陸
りくりりりくくく

　水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

　1834 ～ 43年
ねんねねねんんん

まで老
ろうろろろううう

中
じゅうじゅじゅじゅううう

を務
つとつとつとつと

め，天
てんてんてんてん

保
ぽうぽうぽうぽう

の改
かいかいかいかい

革
かくかかかくくく

を進
すすすすすすすす

める。この
発
はつはつはつはつ

言
げんげげげんんん

後
ごごごご

，水
みずみずみずみず

野
のののの

は西
せいせいせいせい

洋
ようようようよう

兵
へいへへへいいい

学
がくがががくくく

の研
けんけんけんけん

究
きゅうきききゅうゅうゅうゅうゅうゅう

を進
すすすすすすすす

め，薪
しん

水
すい

給
きゅう

与
よ

令
れい

（→p.63）を発
はっはははっっっ

布
ぷぷぷぷぷぷぷ

する。

　阿
あ

部
べ

正
まさ

弘
ひろ

1843 ～
55年

ねんねんねんねん

まで老
ろうろろろううう

中
じゅうじじじゅゅゅううう

を務
つとつつつととと

める。
水
みずみずみずみず

野
のののの

の対
たいたいたいたい

外
がいがいがいがいがいがいがい

政
せいせいせいせい

策
さくさささくくく

を引
ひひひひ

き
継
つ

ぎ，慣
かんかんかんかん

例
れいれれれいいい

を破
やぶやややぶぶぶ

って大
おおおおおおおおおおおおおお

型
がたがががたたた

船
せんせんせんせんせんせんせん

建
けんけんけんけんけんけんけん

造
ぞうぞうぞうぞう

の禁
きんきききんんん

止
ししししししし

を解
とととと

く。

ධ
ひょうひひひょうょうょう

Ձ
かかかか

1
結
けっけっけっけっけっけっけっ

果
かかかか

的
てきてててききき

に明
めいめいめいめいめいめいめい

治
じじじじ

政
せいせせせせせせいいい

府
ふふふふ

はこの不
ふふふふ

平
びょうびびびょょょううう

等
どうどうどうどう

条
じょうじじじょょょううう

約
やくやくやくやく

の改
かいかかかいいい

正
せいせせせせせせいいい

に苦
くるくるくるくる

しんだ。
幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

の交
こうこここううう

渉
しょうしょうしょうしょう

は失
しっしっしっしっ

敗
ぱいぱぱぱいいい

である。

ධ
ひょうひょひょひょううう

Ձ
かかかか

2
当
とうとととううう

時
じじじじ

の状
じょう

況
きょう

下
かかかか

で最
さいさささいいい

大
だいだだだいいい

限
げんげげげんんん

の努
どどどどどどど

力
りょくりょくりょくりょくりょくりょくりょく

をし，
結
けっけっけっけっけっけっけっ

果
かかかか

的
てきてきてきてきてきてきてき

に日
にっににににににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

は植
しょくしょくしょくしょく

民
みんみみみんんん

地
ちちちち

化
かかかか

をまぬか
れた。交

こうこうこうこう

渉
しょうしししょょょううう

は失
しっしっしっしっ

敗
ぱいぱぱぱいいい

とはいえない。

ྺ
れきれれれれれれききき

࢙
しししし

Ո
かかかかかかか

ͨͪのධ
ひょうひょうひょうひょう

Ձ
かかかか

上陸用ボート
応接所

ペリー

星条旗

警備の武士

出迎える役人

日本側の屋形船

アメリカ艦船
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ᶃアメリカは日本を༑とࢥってお
り，かͭ，アメリカはઓ૪でྖ土
を֫

かく

ಘ
とく

したことはない。
ᶄ洋֤国は易を

さか

んに行ってお
り，アメリカのرは֎交官のߐ
へのறށ

ちゅう

ཹ
りゅう

とࣗ༝易である。
ᶅアϩーઓ૪がऴ

しゅう

൫
ばん

になり，イギリ
スɾϑϥンスのڴ

きょう

Җ
い

がഭ
せま

っており，アϔン易に
よるѱもة

あや

ぶまれる。
ᶆアメリカとのがあれば，Ԥ

おう

भ
しゅう

ॾ国との֬
かく

ࣥ
しつ

がى
こったࡍ，アメリカ大౷ྖがཱちをする。 〈一部要約〉

ୈ̏　Լ
しも

ా
だ

ɾശ
はこ

ؗ
だて

ߓ
こう

の΄か，ਆಸと࡚，新ׁ，ฌݿを開ߓする。
ਆಸ開ߓの̒か݄後にԼాはด

い


さ

する。
ୈ̐　日本にରする༌出ೖのには，ผهのとおり日本政府へؔ

੫をೲめること。…アϔンの༌ೖはࢭېする。
ୈ̒　日本人にରして๏を൜したアメリカ人は，アメリカྖ事ࡋ

所で調たうえ，アメリカの๏でേ
ばͬ

する。アメリカ人にର
して๏を൜

おか

した日本人は，日本の人が調たうえで , 日本の
๏でേする。

ୈ̓　開ߓにおいてアメリカ人のาけるൣ
はん

ғ
い

は…ਆಸ，
ろく

郷
͝う


քとし，その΄かは֤ํ໘ݶをے 10 ཬとする。 〈一部要約〉

ୈ̎　ҏ౾のԼ
しも

ా
だ

，দ
まつ

前
まえ

のശ
はこ

ؗ
だて

（വؗ）の྆ߓは，ア
メリカ船が

しん

ਫ
すい

ɾ৯ྉɾੴなͲܽ
けつ


΅う

してい
るを日本で調ୡするためにݶって渡

と

来
らい

する
ことを，日本政府はڐՄする。

ୈ̏ アメリカ船が日本Ԋ؛にඬ
ひょう

ண
ちゃく

したときはٹ助
し，ඬ

ひょう

流
りゅう

ຽをԼాまたはശؗにޢ送し，アメリカ人がडけ取
れるようにする。

ୈ̕　日本政府は，ࡏݱアメリカ人にڐՄしていないことを΄かの
֎国人にڐՄするときは，アメリカ人にもಉ༷にڐՄする。

ୈøø　྆国政府は，Ήをえない合には，合衆国のྖ事をԼాに
ற
ちゅう

ཹ
りゅう

ͤ͞ることがある。もっともそれは調ҹから 18 か
݄後でなくてはならない。 〈一部要約〉

ิ ᶃ　ୈ̎により，Լాɾശ （ؗവؗ）の開ߓがೝめら
れたが，ඬ流ຽのอޢ，ਫɾ৯ྉɾੴのڅڙにݶఆ
したもので，ै来のਫڅ༩ྩと変わらなかった。

ิᶄ　ୈ̕は，ย
ん

務
Ή

త࠷
さい

ܙ
けい

国
こく


たい

۰
ぐう

のঝೝであり，Ԥ
おう

ถ
べい

ॾ国では
そう

務
Ή

తに結ぶことがҰ
いͬ

ൠ
ͺん

తになっていたことか
ら，ෆ平な༰となっていた。

ิ ᶅ　ୈøøにおけるྖ事のறཹにͭいては，日本語จ
では

そう

ํ
ほう

が，英語จはҰํがඞཁとした合となってお
り，結Ռతにྖ事がԼాにஔかれることとなった。

ิ ᶃ　ୈ̐により，ؔ੫ࣗओݖをࣦったが，1866 年のվਖ਼までは，日
本に༗རな੫となっていた。ผにஈかॏ͞かで੫がఆめられた
が，のちの易の૿ٸで，ॏ͞による੫のํがରԠしきれなくなった。
アϔンのࢭېもॏཁであった。

ิ ᶄ　ୈ̒はྖ事ࡋݖにͭいてで，時の日本のܐ
けい

േ
ばつ

はԤ
おう

ถ
べい

にൺて
かなりॏく，このままではԤถからの大

おお

෯
はば

なׯ
かん

ব
しょう

が༧͞れたため，幕府
ଆもこのܗをんだ。

ิᶅ　ୈ̓で֎国人のาけるൣ
はん

ғ
い

をܾめたことにより，֎国人がཹډ
Ҏ֎での

あきな

いができず，日本の国ࢢをकることにもͭながった。

ྉ̝̝̝ࢿ 日米和親条約 （1854 年）

ྉ̝̝̝ࢿ 日米修好通商条約 （1858 年）ࢿྉ̝̝̝ アメリカ総領事ハリスの
演説　（1857 年）

日米和
Θ

親
͠Μ

条約の内容検証 B

ハリスとのやり取り検証 C 日米修
͠Ύ͏

好
͜͏

通
ͭ͏

商
͠ΐ͏

条約の内容検証 D

最 終
課 題

読み解き ྉ̝̝̝においてとなるจはあるだろうか。まࢿ ྉࢿ 
たධՁすきจはあるだろうか。

読み解き ྉ̝̝̝を౿ࢿ ྉࢿ 
ふふ

まえ，ϋリスのԋઆは幕府にͲのような
Ө
えい

ڹ
きょう

を༩
あた

えたと考えられるだろうか。
読み解き ྉ̝̝̝においてとなるจはあるだろうか。またධՁすきจࢿ ྉࢿ 
はあるだろうか。

　ϋリεɹΞϝ
ϦΧのॳ日ຊ
ற
ちゅう

ࡏ
͟い

૯領事ɻ

　ϋリε　ϋリε　ϋリε

　ϖリʔ　ϖリʔ　ϖリʔ　ϖリʔ

の意見ࠃ開ۃੵ
　ਆಸɾԣ

よこ


はま

を
開ߓし，Ԥ

おう

ถ
べい

ॾ国
から͞ま͟まなこ
とをٵऩして，幕
府の国ڧฌを成
し

と

͛るき。

ফۃ開ࠃの意見
　「アメリカはඇ৵

しん

ུ
りゃく

国」とݴっ
ているが，෩આ書によれば事࣮
ではない。また，アϔンをத国
に༌出している事࣮もある。ڋ

きょ

ઈ
ぜつ

すればઓ૪になるので，
はԺ

おん

ศ
ͼん

なॲஔでରԠすき。

質問 1 ͋ͳた͕ࢿྉ●❸●❸●ɾࢿྉ●❺●❺●ͷͷͳかでʮ評価１ͷࠜ
こん

ڌ
きょ

ʹͳΔʯͱ͑ߟΔจͲれかɻ

質問 2 ͋ͳた͕ࢿྉ●❸●❸●ɾ資料●❺●❺●ͷͷͳかでʮ評価 2ͷࠜڌʹͳΔʯͱ͑ߟΔจͲれかɻ

質問 3 ͋ͳた͜ͷນͷର֎ަবΛͲ͏ධՁ͢Δかɼֶश՝でͷ͑ߟΛͯ͠ূݕ࠶ΈΑ͏ɻ評価１ͱ評価２ͷ
ͱͳΔจʹͦれͧれ৮ڌࠜ

ふ

れͯɼઆ໌ͯ͠ΈΑ͏ɻ
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思考力・判断力・表現力を育成する
「歴史に迫る！」

条約を読み解くためのヒ
ントとなる「ิ」を掲載
しているため，読み解く
ポイントがわかる。

幕府の対外交渉に対する
評価の根拠を資料から選
び取り，自分なりの評価
を下すことで思考ྗ・
அྗ・表現ྗがཆえる。

幕府の対外交渉について，歴史家たちの相反する評価を示し，思考を促す。

˔�ෳの資料を読みղ͖，なͥ࣌のҝ者はそのΑ͏なஅをԼしͨ
の͔なͲ，࣌のঢ়گを౿まえてߟする作ۀを௨͡てྗߟࢥ・அ
ྗ・表ྗݱが育成で͖る。

教科書
ϖʔδ ςʔϚ

Q�43�44 ϑランεֵ໋はਓݖએݴのཧ೦を
Ͳ͜まで࣮ݱで͖ͨの͔

Q�67�68 ນ府のର外ަবをͲ͏ධՁする͔

Q�101�104 ೋे一͔ཁٻのԿをとす͖͔

Q�13��140 νΣンόϨンのࡦをͲ͏ධՁする͔

Q�17��182 黒ਓࠩ別のࠀにはͲのΑ͏なऔりみがඞཁなの͔

「̝歴史にഭる！」一覧　
ʪશ̑ςーϚʫ

!

特色
３ ΞクςΟϒラーニング で学ͼがਂめΒΕる！

‑教科書Q�67�68，本冊子 Q��0��1 しಡΈࢼ
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10

15

20

求
もと

め，ே
ちょう

ఊ
てい

にもใ
ほう

ࠂ
こく

した。それまでນ
ばく


ふ

が政
せい

治
じ

にؔ
かん

する意
い

ݟ
けん

をこれ΄ど
ひろ

く求
もと

めたことはແ
な

かったため，この後
ご

，ே
ちょう

ఊ
てい

や༗
ゆう

力
りょく

大
だい

໊
みょう

は発
はつ

ݴ
げん

力
りょく

をڧ
つよ

め，

日
に

本
ほん

中
じゅう

の人
ひと

々
びと

が
み


ぶん

を
こ

えて政
せい

治
じ

にߴ
たか

いؔ
かん

৺
しん

を持
も

つようになっていった。

ཌ
よく

�4 年
ねん

，ນ
ばく


ふ

は日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

ͼ，外
がい

国
こく

ધ
せん

のิ
ほ

څ
きゅう

とඬ
ひょう

ྲྀ
りゅう

民
みん

のอ
ほ

護
ご

を

認
みと

めた。以
い

後
ご

，࿐
ろ

・ӳ
えい

などとも同
どう

様
よう

に
じょう


やく

を結
むす

んだ。さらにアメリカから

の自
じ

༝
ゆう


ぼう

қ
えき

へのڧ
つよ

い要
よう


せい

は続
つづ

き，アロー戦
せん

争
そう

のਪ
すい

移
い

が
つた

えられると，ນ
ばく


ふ

は։
かい

国
こく

して
ぼう

қ
えき

を行
おこな

うことをܾ
けつ

அ
だん

した。こうして �8年
ねん

に，日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれ，ヨーロッパॾ
しょ

国
こく

とも同
どう

様
よう

の
じょう


やく

が結
むす

ばれた。ॾ
しょ


じょう


やく

には，

ؔ
かん

੫
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

がແ
な

く領
りょう

ࣄ
じ

ࡋ
さい


ばん

権
けん

を認
みと

めるなど，日
にっ

本
ぽん

に不
ふ

利
り

な不
ふ

ฏ
びょう

等
どう

߲
こう


もく

がؚ
ふく

まれて͓り，その解
かい

ফ
しょう

は明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の外
がい

ަ
こう

ަ
こう

ব
しょう

に͓ける՝
か


だい

となった。

日
にっ

本
ぽん

は，Ԥ
おう

ถ
べい

との
じょう


やく

క
てい

結
けつ

により，世
せ

界
かい

ࢢ
し


じょう

へ参
さん

加
か

さ

せられた。そして，
ぼう

қ
えき

が׆
かっ

発
ぱつ

になると国
こく

内
ない

経
けい

済
ざい

はࠞ
こん

ཚ
らん

した。世
せ

界
かい

的
てき

に不
ふ


そく

した生
き

ࢳ
いと

やࢋ
さん

ཛ
らん

ࢴ
し

が大
たい

ྔ
りょう

に༌
ゆ

出
しゅつ

され，国
こく

内
ない

のݜ
きぬ

৫
おり


もの

業
ぎょう

はݪ
げん

ྉ
りょう

不
ぶ


そく

となりଧ
だ

ܸ
げき

をड
う

けた。ւ
かい

外
がい

で人
にん

ؾ
き

の
ちゃ

も
さか

んに༌
ゆ

出
しゅつ

された。一
いっ

方
ぽう

，ྑ
りょう

࣭
しつ

で҆
あん

Ձ
か

な໖
めん

ࢳ
し

が༌
ゆ

ೖ
にゅう

され，国
こく

内
ない

の໖
めん

ؔ
かん


けい

産
さん

業
ぎょう

もࠞ
こん

ཚ
らん

した。ม
へん

化
か

に

ద
てき

Ԡ
おう

した新
あたら

しい
しょう

人
にん

が台
たい

頭
とう

する一
いっ

方
ぽう

，ॸ
しょ

民
みん

はۤ
くる

しい生
せい

׆
かつ

に
お

いࠐ
こ

まれた。

人
ひと

々
びと

はԤ
おう

ถ
べい

ॾ
しょ

国
こく

にै
じゅう

ଐ
ぞく

することをڪ
おそ

れ，さま͟まな政
せい

治
じ


せい

力
りょく

となって日
にっ

本
ぽん

のಠ
どく

ཱ
りつ

をҡ
い

持
じ

しようと׆
かつ

動
どう

した。ນ
ばく


ふ

をは͡めॾ
しょ

ൡ
はん

でも，Ԥ
おう

ถ
べい

ॾ
しょ

国
こく

にର
たい

߅
こう

するために܉
ぐん

ࣄ
じ

力
りょく

ڧ
きょう

化
か

と人
じん

ࡐ
ざい

ొ
とう

༻
よう

を中
ちゅう

৺
しん

とする近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が進
すす

められた。

ນ
ばく


ふ

はԤ
おう

ถ
べい

の学
がく


もん

を学
まな

Ϳ൭
ばん

ॻ
しょ

調
しらべ

ॴ
しょ

や，ւ
かい

܉
ぐん

ٕ
ぎ

ज़
じゅつ

を学
まな

Ϳւ
かい

܉
ぐん


でん

श
しゅう

ॴ
じょ

をઃ
せっ

ஔ
ち

し，

そこにはॾ
しょ

ൡ
はん

の家
か

ਉ
しん

もট
まね

かれた。さらにນ
ばく


ふ

やḈ
さつ

ຎ
ま

ൡ
はん

，
ちょう

भ
しゅう

ൡ
はん

はւ
かい

外
がい

へ
し

અ
せつ

やཹ
りゅう

学
がく

生
せい

を
は

ݣ
けん

した。こうしてԤ
おう

ถ
べい

のจ
ぶん

明
めい

に৮
ふ

れた人
じん


ぶつ

の多
おお

くは  明
めい

治
じ

以
い

߱
こう

，ۙ
きん

代
だい

化
か

վ
かい

ֵ
かく

のࢦ
し

ಋ
どう

ऀ
しゃ

として׆
かつ

躍
やく

した。

選択肢

➡p.68
どうどう

➡巻末１ ➡p.62

➡ p.68
かんんぜいぜい

➡p.78
じょうょう

開
かいかい

国
こくこく

の影
えいえい

響
きょうきょう

と
近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく ➡p.41

ないいけいけい

➡p.2
んんけいけい

3

3

4 史料

　　　ペリーが日
にっ

本
ぽん

へとやって来
き

た理
り

由
ゆう

を，
本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
だ

そう。
確認

　　　ヨーロッパへの対
たい

応
おう

について，p.61
～ 62の清

しん

と日
にっ

本
ぽん

で，異
こと

なっている点
てん

とその
理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

しよう。

説明

ɹຽ
みん

ऺ
しゅう

，ۤ
くる

͍͠ੜ
せい

׆
かつ

ͷͳ͔でນ
ばく


ふ

ͷվ
かい

ֵ
かく

ͷͨ
Ίʹ࣍

つぎ

ʑ
つぎ

ͱॏ
じゅう

੫
ぜい

を՝
か

͞Εͨ͜ͱで，ນ
ばく


ふ

ͷࢧ
し

࣋
じ

をٸ
きゅう


そく

ʹऑ
よわ

Ί͍ͯͬͨɻ
ち

ࣝ
しき

ਓ
じん

߽
ごう


のう

ͨͪͷ
ͳ͔ʹ，Έ͔ͣΒू

あつ

Ίͨ
じょう

ใ
ほう

ࠃ
こく

ֶ
がく

ͳͲͷֶ
がく


もん

を௨
つう

ͯ͡
せい

࣏
じ

ମ
たい

੍
せい

ͷ൷
ひ


はん

ྗ
りょく

をߴ
たか

Ί，
そう


もう

ͷ
ࢤ
し

࢜
し

ͱͯ͠׆
かつ

ಈ
どう

͢るऀ
もの

ݱ
あらわ

Εͨɻ

3

諸
しょ

大
だい

名
みょう

からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

の結
けっ

果
か

意
い

見
けん

なしと回
かい

答
とう

する藩
はん

や，そもそ
も回

かい

答
とう

がなかった藩
はん

も見
み

られた。

2

幕
ばく

末
まつ

の物
ぶっ

価
か

の変
へん

遷
せん

開
かい

港
こう

後
ご

，大
おお

幅
はば

な輸
ゆ

出
しゅつ

超
ちょう

過
か

による品
しな

不
ぶ

足
そく

で輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

の値
ね

段
だん

が高
こう

騰
とう

した。連
れん

動
どう

して米
こめ

など生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の物
ぶっ

価
か

も高
こう

騰
とう

し，多
おお

くの庶
しょ

民
みん

は困
こん

窮
きゅう

した。

3

長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

藩
はん

府
ふ

の命
めい

を受
う

け，1863 年
ねん

から
イギリスに密

みっ

航
こう

留
りゅう

学
がく

した 5人
にん

は，帰
き

国
こく

後
ご

に長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の改
かい

革
かく

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の近
きん

代
だい

化
か

で活
かつ

躍
やく

した。

4

蒸
じょう

気
き

仕
じ

掛
か

けでさまざまな細
さい

工
く

をする様
よう

子
す

は，
目
め

を驚
おどろ

かせるようなすばらしい工
こう

程
てい

で，筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見
み

る間
ま

に百
ひゃく

個
こ

もできる。…この機
き

関
かん

を我
わ

が国
くに

でも用
もち

いる
ことができれば，国

こく

益
えき

は計
はか

り知
し

れないと思
おも

われ
る。 〈ଜ֞ൣਖ਼ͷهΑΓ，ݱޠ༁〉

幕
ばく

府
ふ

使
し

節
せつ

のアメリカ視
し

察
さつ

海
かい

軍
ぐん

造
ぞう

船
せん

所
しょ

の見
けん

学
がく

（1860年
ねん
）

史史史
料

２
部
４
章

アメリカの開
かい

国
こく

要
よう

求
きゅう

について，幕
ばく

府
ふ

が意
い

見
けん

を求
もと

めると，諸
しょ

藩
はん

からは大
おお

きく４種
しゅ

類
るい

の意
い

見
けん

が提
てい

出
しゅつ

された。朝
ちょう

廷
てい

や天
てん

皇
のう

は，アメ
リカとの自

じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

の開
かい

始
し

には基
き

本
ほん

的
てき

に反
はん

対
たい

していたが，日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

についてはしかたがないと許
きょ

容
よう

した。

海
かい

外
がい

対
たい

応
おう

をめぐる論
ろん

争
そう

アメリカの要
ようよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅううう

を受
うううう

け入
いいいいいいい

れる論
ろんろろろんんん

開
かいかかかかかかいいい

国
こくこここくくくくくく

論
ろんろろろんんん

：積
せっせっせっせっせっせっせっ

極
きょくきききょくょくょく

的
てきてててききき

に外
がいがいがいがい

国
こくこくこくこくこくこくこく

と交
こうこここううう

流
りゅうりりりゅうゅうゅう

し，貿
ぼうぼうぼうぼう

易
えきええええええききき

を行
おこなおこおこおこなななななな

うべきだ。
許
きょきききょょょ

容
ようよよよううう

論
ろんろろろんんん

：アメリカの開
かいかかかいいい

国
こくこくこくこく

要
ようよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅうううううう

を認
みとみとみとみとみとみとみと

めざるをえないだろう。

アメリカの要
ようよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅきゅきゅきゅううう

を拒
きょ

絶
ぜぜつ

する論
ろんろんろんろんろんろんろん

非
ひひひひひひひ

戦
せんせんせんせん

論
ろんろろろんんん

：開
かいかかかかかかいいい

国
こくこくこくこく

は拒
きょきょきょきょきょきょきょ

絶
ぜつぜつぜつぜつぜつぜつぜつ

するが，戦
せんせんせんせんせんせんせん

争
そうそそそううう

も避
さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論
ろんろろろんんん

：戦
せんせせせんんん

争
そうそうそうそう

となってでも外
がいがががいいい

国
こくこここくくく

は追
おおおお

い出
だだだだ

すべきだ。

考えよう ❶四
よっ

つの論
ろん

はどのような理
り

由
ゆう

で唱
とな

えられたのか，これまでの学
がく

習
しゅう

を基
もと

に考
かんが

えよう。
❷意

い

見
けん

の傾
けい

向
こう

は 1853年
ねん

と 57年
ねん

で変
か

わっているが，その理
り

由
ゆう

を考
かんが

えよう。

選択肢
歴史の 日米和親条約前の1853年

数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

わ しん

きよぜつ

じょうい

しゅうこうつうしょう

〈ຊঙӫ࣏『ຊࢥࡁܦڀݚ࢙』〉
0

200

400

600

800

1000

7068666462605856
（明治元）

格を
100とした指数　（（　　　　　1854年の価格
100とした指数 ））すう

1854

米

年

物絹織物

菜種油
な たねあぶら

〈『ཁཡ࢙ࡁܦຊݱۙ』〉

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

井
いの

上
うえ

馨
かおる 山

やま

尾
お

庸
よう

三
ぞう

井
いの

上
うえ

勝
まさる

遠
えん

藤
どう

謹
きん

助
すけ
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〈『ࡁܦظ統ܭ』〉

　1920 年までは，ຬऱを
த国のҰ෦だとೝめる新ฉࢴ
がଟかったが，ຬऱ事変ൃੜ
後，΄΅શࢴが日本の軍事行
ಈをࣗӴだと༴

よう

ޢ
͝

し，ຬऱ
のಠཱをೝめる調になっ
た。国ຽのଟくもಉ調したた
め，ฎ

しͰ

ݪ
はら

֎
がい

૬
しょう

（ˠ p.110）は事
変ෆ֦大のํを維

い

࣋
じ

できな
くなった。事変を൷したの
は，٢

よし


の

࡞
さく


ͧう

（ˠ p.117），ੴ
いし

ڮ
ばし

୷
たん

ࢁ
͟ん

（ˠ p.104）ら͝くগ
であった。

த国େਐग़に対͢Δ日本国の応選択肢
歴史の

܉গ͕ࠤํのຽにけͯߦったԋઆʢ����͝Ζʣ
ॾ܅はޒ

たん

า
Ϳˎの土をもって，ଉࢠをத学にれるか，່

ΉすΊ

をঁ学
校に通わͤられるか。μメだろう。…ଞ人のものをࣦܟするのは๙

ほ

めたことではないけれͲも，ੜきるかࢮ͵かという時にはഎにෲは
かえられないから，あのຬ

まん


もう

のཊ
よく


や

を
ちょう

ଷ
だい

しようではないか。
ˎ 0.5 ϔΫλール 〈Ճ౻ཅࢠ『ຬभࣄม͔Βதઓ૪』〉

ຬऱࣄมに対͢Δੴ
いし

橋
ばしばし

୷
たん

ࢁ
͟ん͟ん

のҙݟʢ���� �݄ ��日ʣ
　こののղܾがࠔ難なのは，ͭまりຬ

まん


もう

がத国のྖ土であるか
らだ。…த国人が，൴

かΕ

らのྖ土と৴͡るຬに，日本のओݖの֦ு
をݏ

きら

うのはཧ
り

۶
くつ

ではなく，ײ情である。…いくらળ政をෑ
し

かれても，
日本国ຽは，日本国ຽҎ֎の者のࢧをडけることをշいと͡ײな
いように，த国国ຽにもまたಉ༷のײ情があることを͞ڐͶばなら͵。

Α͏͑ߟ なͥ，日本国ຽはத国大陸へのਐ出を࣋ࢧしたのか考えよう。

�

6

4

日本のέΠンζ
ߴ
たか

ڮ
はし

ੋ
こΕ

ਗ਼
きよ

（18�4〜 1936）
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資料の特質と読み解きٕٕٕٕٕٕٕ 1

　աڈを知るͨめの資料には͞ま͟まなのがあるが，資料にはそれͧれ特࣭があり，読みऔれる͜と，読みऔる際にҙす͖に
ҧ
ㆡㆋ
いがある。それͧれの特࣭にҙしながら，資料を׆༻してい͜͏。

ֆըは，そのֆըの੍作者のߟえ͚ͩでな͘，ґ
ㆂ
པ
㇉ㆂ
者のߟえがө͞れる͜とがある。࣮ࣄに࣮にඳ

ㆆㆋ
͔れているΑ͏にݟえて，

。にする͜とがඳ͔れている͜とある࣮ࣄ

˔ 図૾資料
ֆը

やґऀ࡞ 
い

པ
らい

ऀに注
ɹࠨのֆはɼナϙϨΦン
のऀ࣋ࢧͰあͬたεϖΠ
ンԦがґཔした࡞Ͱあ
りɼӈのֆはɼナϙϨΦ
ンのޙࢮʹΞϝϦΧ人と
ΠΪϦε人がґཔした࡞
ͰあΔɻ

⁞人物のイϝージに注
ɹೋつのֆはɼナϙϨΦ
ンʢˠ Q�37ʣという人物
ΛͲのような人物として
ඳ
えが

こうとしていΔかɼと
いうͰදݱがҟなͬて
いΔɻ

෩ըはਓ݅ࣄなͲをތ
㆓
ு
ㆡ㇇ㆄ
してϢーϞラεにඳ

ㆆㆋ
͔れͨֆであ

り，ϙελーはݟる者にରして，ҙݟをૌ
ㆄㆣ㆟
えるͨめに作られͨの

である。͜のͨめ，͜のೋͭはඞͣし࣮ࣄを正֬にえているΘ
͚ではないが，੍作者のߟえが
明֬にग़るͨめ，࣌の社会を
知る͏えで重ཁな資料になる。

写真は࣮際のޫܠをそのままөしग़すͨめ，正֬に࣮ࣄをえてい
るΑ͏にݟえる。し͔し，ࡱ

㆕ㆤ
Ө
ㆆㆂ
者のҙਤにΑり，ࣸしͨいの͚ͩࣸ

す͜とがՄであり，まͨ，あと͔ら加͞れる͜とある。

෩
ふう


し

ըɾϙελʔ ࣸਅ

ɹɹ�φϙϨΦϯΛ描
えが

͍たೋͭͷֆը〈左 ダヴィド作『サンベル
ナール峠でアルプスを越える第一統領』 マルメゾン博物館蔵 1800 年 縦
261cm ×横 221cm，右 ドラロッシュ作『アルプスを越えるボナパルト』 
ルーヴル美術館蔵 1848～50 年 縦 289cm ×横 222cm〉

ɹɹ�1 読み解き ೋͭのֆがඳ
えが

かれた時はͲのよう
な時だったのか，時എܠのҧ

ちが

いから，このֆ
のҙਤを考えてみよう（ˠQ��5ʙ�8）。

ɹɹ�໌࣏࣌ͷԤ
おう

Խ
か

ࡦʹؔ͢
Δ෩ը〈ビゴー作〉 読み解き こ
の෩ըは，時の日本のࣾձ
をͲのように෩しているだろ
うか。

2

ɹɹ�ଠฏ༸ઓ૪（ˠ Q�1��）
でϏϧϚͷ༉ాΛ߈

こう

ܸ
げき

͢Δ
日本ฌ 読み解き このࣸ
ਅのฌ࢜たちは，༐

Ώう


かん

とԲ
おく

ප
ͼょう

，Ͳちらにݟえるだろう
か。ݟた人はઓ૪にͭいて
Ͳのようなҹをͭ࣋だろ
うか。

3

7

思考力・判断力・表現力を育成する
「歴史の選択肢」

資料の収集・整理・分析の技能が
習得できる「技能を磨く」

開国にあたってএえられ
た̐つの調の理༝と，
�つの条約についての意
見の変化の理༝を考察で
きる。

満洲に対する２つの意見をൺֱして，なぜଟくの国民は中国大進出
に同調したのかを考察できる。

絵画の読み解きにお
いて注すべきポイ
ントを示しているの
で，資料を読み解く
手法が具体的にわか
る。

˔�学शしている࣌に国内外でٞとなͬͨ歴史上のग़དྷࣄをऔり上͛，
࣌のਓ々のҙݟとબをߟするコーφー。

˔�資料を読みղ͘手๏ใのूめํ・まとめํなͲをղઆ。
୳׆ڀಈや୳ڀ科目ͷૅجになる。

教科書
ϖʔδ ςʔϚ

Q�64 ւ外ରԠをめ͙る૪

Q�78 日࿐ઓ૪に関する͞ま͟まな
ҙݟ

Q�124 世界ֵ໋͔一国社会ओ義
͔

Q�128 中国大ਐग़にରする日本国
内のԠ

Q�1�0 全໘ߨとଟߨ

Q�160 ֩ઓ૪のڪා　ถιの指導
者ͨͪのܾஅ

Q�162 อの՝とվఆをめ҆چ
͙るಆ૪

Q�174 ԭೄの本෮ؼは達成し͔ͨʵԭೄのج
͔ら「ԭೄの本෮ؼ」をߟえる

教科書
ϖʔδ ςʔϚ

Q�7�8 資料の特࣭と読みղ͖

Q�� 資料のൺֱ・関連͚

Q�8� ใのूめํ

Q�86 ใのまとめํ ҙަݟのํ๏

Q�1�8 Ϩポート小文の書͖ํ

「̝歴史ͷબࢶ」一覧　
ʪશ�ςーϚʫ

ʮ̝技能を磨くʯҰཡ
ʪશ�ςーϚʫ

!

!
ٕٕΛΛຏ͘ΛΛ

選択肢
歴史の

特色
３ ΞクςΟϒラーニング で学ͼがਂめΒΕる！

‑教科書Q�64，本冊子 Q�4� しಡΈࢼ ‑教科書Q�7，本冊子 Q�34 しಡΈࢼ

‑教科書Q�128，本冊子 Q�67 しಡΈࢼ
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しつしつ
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じゅんじゅん

ͷͷ
ちちちちちちちち

ҬҬҬ
いきいきいきいきいきいきいきいき

ͰͰɼɼ水水水
すいすいすいすいすいすいすいすい

田田田
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稲稲稲
いないないないないないないないな

作作作
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ୡୡୡ
たつたつたつたつたつたつたつたつ
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　ᓵᓵ

いんいん
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うううううううう
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字字
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かんかん
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͖͖͘͘
せいせいせいせいせいせいせいせい


ちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょう

ΛΛ
とと

͛ͨ͛͛ͨ儒儒
じゅじゅ

教教
きょうきょう

ɼ
ないないないないないないないない


りくりくりくりくりくりくりくりく

アδアΛアδアΛ௨௨
つうつうつうつうつうつうつうつう

ͯͯ͡͡
でんでんでんでんでんでんでんでん

དྷདྷ
らいらいらいらいらいらいらいらい

͠͠தத
ちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅう
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ԽԽ
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ぶっぶっぶっぶっぶっぶっぶっぶっ

ڭڭڭ
きょうきょうきょうきょうきょうきょうきょうきょう
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ほうほうほうほうほうほうほうほう

੍੍੍
せいせいせいせいせいせいせいせい
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りつりつ
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りょうりょう
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せいせいせいせいせいせいせいせい
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ちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅう

ࠃࠃࠃ
ごくごくごくごくごくごくごくごく

จจจ
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

ԽԽԽ
かかかかかかかか
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౦౦౦
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しょしょしょしょ
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ҬҬҬ
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ほくほほほほほほくくく

෦෦෦
ぶぶぶぶ

ʹʹʹ
は

ٴٴٴ
きゅう

ͯͯͯ͠͠͠ɼڞڞɼڞ
きょうきょきょきょううう

௨௨௨
つうつうつうつう

ͷͷ
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かかかかかかかか
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ͭͭͭ東東東
ひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがし

アジア文アジア文アジア文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

化化化
かかかかかかかか

圏圏圏
けんけん

ΛΛΛܗܗܗ
けいけいけいけいけいけいけいけい


せいせいせいせいせいせいせいせい

͢Δ͜ͱʹͳͬͨ͢Δ͜ͱʹͳ ͨ͢Δ͜ͱʹͳͬͨɻɻ

中
ち うち うち うち うち うち うち うち うちゅうちちちゅゅゅううう
国
ごくごくごくごくくくくくごくごくごくごく
の文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん
化
かかかかかかかか
を共

きょうきょうきょうきょうき うき うき うき うきょうきょうきょうきょう
有
ゆうゆうゆうゆうううううゆうゆうゆうゆう
する世

せせせせせせせせ
界
かいかいかいかいかいかいかいかい

─東
ひがしひがしひがしひがし
文文文文文文文文文文文文
アジアの風

ふうふうふうふう
すすすすすすすすすすすす
土
どどどど
るるるるる
と人
ひとひとひとひと
界界界界界
々
びとびびびととと

　　　　孔
こう

子
し

（前
まえ

551？～前
まえ

479）
中
ちゅう

国
ごく

の春
しゅん

秋
じゅう

時
じ

代
だい

に生
い

きた孔
こう

子
し

は，
家
か

族
ぞく

への愛
あい

情
じょう

を基
き

礎
そ

として，その
家
か

族
ぞく

道
どう

徳
とく

を国
こっ

家
か

まで広
ひろ

げる思
し

想
そう

を
説
と

いた。弟
で

子
し

により孔
こう

子
し

の教
おし

えや
行
こう

動
どう

は『論
ろん

語
ご

』としてまとめられ，
その教

おし

えは発
はっ

展
てん

した（儒
じゅ

家
か

）。漢
かん

代
だい

には官
かん

僚
りょう

が学
まな

ぶべき教
おし

えに定
さだ

めら
れ，民

みん

衆
しゅう

にもその考
かんが

えが広
ひろ

まった。
後
のち

に東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

にも広
ひろ

まり，影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。

創始者

儒
じゅ

教
きょう

　　 水
すい

田
でん

を耕
たがや

す農
のう

耕
こう

民
みん

（中
ちゅう

国
ごく

南
なん

部
ぶ

）１ 　　 草
そう

原
げん

地
ち

帯
たい

の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

（モンゴル）2

孔
こう

子
し

は言
いいいい

った。人
ひとひとひとひと

々
びとびびびとととととと

を導
みちびみみみちびちびちび

く際
さいさささいいい

に法
ほうほほほううう

律
りつりつりつりつ

や制
せいせいせいせい

度
どどどど

のみを用
もちもちもちもちもちもちもち

いて，統
とうとうとうとう

制
せいせせせいいい

のため刑
けい

罰
ばつ

ばか
りを行

おこなおおおこなこなこな

えば，人
ひとひひひととと

々
びとびびびととと

はその抜
ぬ

け道
みちみちみちみち

を恥
はじ

もなく探
さがさささががが

すだろ
う。徳

とくとととくくく

（思
おもおもおもおも

いやり，愛
あいあああいいい

情
じょうじじじょょょうううううう

）を
もって人

ひとひひひととと

々
びとびとびとびと

を導
みちびみちみちみちびびび

き，礼
れいれいれいれいれいれいれい

（敬
けいけけけいいい

意
いいいい

，
礼
れい

儀
ぎ

）をもって統
とうとととううう

制
せいせいせいせい

すれば，
人
ひとひひひととと

々
びとびびびととと

は恥
はじはははじじじ

を知
しししし

り，みずから
身
みみみみ

を正
ただただただただ

すだろう。

論
ろん

語
ご

（為
い
政
せい
第二 三）

史史史
料

東
ひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがしひがし

アジアの文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

明
めいめいめいめいめいめいめいめいめい地域の

歩み １

1資料

A

日
本

B

東
ア
ジ
ア
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ポタラ宮

姫路城

首里城

京都

奈良
原爆ドーム

仏国寺

故宮

泰山
孔子廟

竜門の
　石窟 

秦始皇帝陵

殷墟

大運河

石見銀山
いわ み

ぶっこく じ

ひめ じ

とみおか

や はた

万里の長城

莫高窟

琉球王国

シルクロード

カラコルム

三星堆

ばん り ちょうじょう

ばっこうくつ

さんせいたい

いんきょ

鼓浪嶼
コ ロン ス

りゅうもん

せっくつ

しん し こうてい

たいざん

こう し びょう

りゅうきゅう

しゅ  り

八幡製鉄所

富岡製糸場

ϕϯΨϧ

江
ちょう こう

ࠇ ル
川

ー
ཽ
江

ԫ
Տ

こう

が

ᕋՏ
わい  が
ԫւ
こうかい

౦シφւ

日

ຊ

ւ

太

ฏ

༸

く

り
ゅ
う

う
こ

ルル

上海上上

壌 京京

ート

シャンシ ハイ

ンン

澳門
マカオ

たいわん



そそ

ોলોল
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຺
λ

ώ
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ࢁ

ロシア連邦

カザフスタン

モンゴル

義義主民主主鮮朝朝朝朝朝
人民共和国人民共和国人民共
朝鮮民主主義
人民共和国

日本日本民民大韓民民国国韓民韓大韓民韓韓民大韓民大韓民国
んだいかんみんこく

うせちょうせん

中華人民共和国
ちゅちゅうか

れん ぽう

インド

ナムナムベトナム
ララオスイタイ

ーンャミャンマー

ラングンンググングラデシュバングラデシュ

ンンブータン

ネ
ル

パ
ー

７

５

１

6

９８

２
４

川によるさまざまな地域名ざ
江は長江のことで，江南はその下流域の南側の地
を指す。ほかにも，黄河の南北を指す河南・河北や，
淮河（淮水）の南北を示す淮南・淮北などがある。

わいなん

こうなん

わいほく

か なん か ほく

わいすい

河河時代時代
の皇 の華の華皇の皇
び付 と運河と運河とと
亡 原因と原因と
宋 引き宋と引宋と引
も中

かかいずい

ぼ

そ

の道の
西に

ルルートが中心と

主な陸上ルート　　主な遺跡
主な海上ルート　　主な世界文化遺産

～　，　～　は写真やグラフの位置を示す1 ２ ４ ９

500km

世界
遺産

世界
遺産

世界
遺産

ウランバートル  　　 上
シャン

海
ハイ

　 東
とうとうとうとうとうとうとうとうとうとう

京
きょうきききょうょうょう

4 5 6

1 4 7 10月1 4 7 10月

ウランバートル
（モンゴル）

上海
（中国）

1 4 7 10月
年平均気温 -0.1℃
年降水量 281㎜

年平均気温 17.1℃
年降水量 1157㎜

年平均気温 15.4℃
年降水量 1529㎜

東京
（日本） ㎜
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0

-10
気
温

　　 東東
ひがしひがしひがしひがしししししひがしひがしひがしひがしがしがしがしがしがしがしがし

アジアの風
ふうふうふうふうふうふうふうふう

土
どどどどどどどど

3

　 孔
こう

子
し

廟
びょう

（中
ちゅう

国
ごく

） 儒
じゅ

教
きょう

の祖
そ

である孔
こう

子
し

をまつる孔
こう

子
し

廟
びょう

は，中
ちゅう

国
ごく

はもとより世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

に建
た

てられている。
写
しゃ

真
しん

は孔
こう

子
し

旧
きゅう

宅
たく

に建
た

てられ
た最

さい

初
しょ

の孔
こう

子
し

廟
びょう

で，歴
れき

代
だい

の
中
ちゅう

国
ごく

皇
こう

帝
てい

によって代
だい

々
だい

保
ほ

護
ご

された。

7

　 仏
ぶっ

国
こく

寺
じ

（韓
かん

国
こく

） 新
し ら ぎ

羅
が朝

ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

を統
とう

一
いつ

した後
のち

，
751年

ねん

に建
た

てられた仏
ぶっ

教
きょう

寺
じ

院
いん

。寺
じ

院
いん

の木
もく

造
ぞう

部
ぶ

分
ぶん

は，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

による朝
ちょう

鮮
せん

侵
しん

攻
こう

の際
さい

に焼
しょう

失
しつ

し，現
げん

在
ざい

では石
せき

造
ぞう

部
ぶ

分
ぶん

のみが当
とう

時
じ

の姿
すがた

を残して
いる。

8

　　 法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（日
にっ

本
ぽん

）　607年
ねん

に聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
と

王
おう

）が建
こん

立
りゅう

し
たと伝

つた

えられる仏
ぶっ

教
きょう

寺
じ

院
いん

。金
こん

堂
どう

（左）と五
ご

重
じゅうの

塔
とう

（右）は，現
げん

存
そん

する世
せ

界
かい

最
さい

古
こ

の木
もく

造
ぞう

建
けん

築
ちく

として有
ゆう

名
めい

である。

9
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東アジアとはどのような地域なのか，
風土や文化の面から理解できる。

の文

地図と写真，雨温図で東アジアの地形や
気候の様子を確認できる。
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＊�本冊子の Q�28�71 は教科書と同͡大͖͞
のࢽ໘です。試し読みをして，教科書内容
のཧղを深めていͨͩ͘͜とがで͖ます。



ワ

カ 加

タ 多

ケ 支

ル 鹵

　 大

　 王

750 10000 500

縄文時代 弥 生 時 代 古 墳 時 代 飛 鳥 時 代 奈良時代 平 安 時 代

○
稲作が伝わる

239
邪馬台国の
卑弥呼が魏に
使いを送る

593
聖徳太子
摂政となる

○
藤原氏の
摂関政治
始まる

1086
白河上皇

院政を開始

1016
藤原道長
摂政となる

894
遣唐使の

停止

701
大宝律令
定まる

645
大化の
改新

57
倭奴国王が
後漢に朝貢
し，金印を
授かる

○
古墳が
造られ
始める

○
中国・朝鮮の朝鮮の鮮
文化が伝伝来来
（漢字など）1

538（552？）
仏教伝来2

630
遣唐使の
派遣始まる3

○
かな文文字の字
使用4

○
武士のの登場登

710
平城京
遷都

794
平安京遷都

○
ヤマト王権に
よる統一がが進むむ

※年表内の赤文字は，
　国や政権を示す。

○
各地にクニが

出来る

歴
史
年
表

さず は  けん

せん  と

 武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

・鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成
せい

立
りつ

　9～10世
せい

紀
き

に現
あらわ

れた武
ぶ

士
し

は，武
ぶ

士
し

団
だん

を作
つく

って成
せい

長
ちょう

し，天
てん

皇
のう

や貴
き

族
ぞく

の権
けん

力
りょく

争
あらそ

いに関
かか

わって政
せい

治
じ

的
てき

な力
ちから

も付
つ

けていった。12
世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

，二
に

大
だい

武
ぶ

士
し

団
だん

である源
げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

の争
あらそ

いを源
げん

氏
じ

が制
せい

し，
天
てん

皇
のう

・貴
き

族
ぞく

の権
けん

力
りょく

を利
り

用
よう

しつつ武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

を成
せい

立
りつ

させ
た。政

せい

治
じ

の中
ちゅう

心
しん

は天
てん

皇
のう

・貴
き

族
ぞく

から武
ぶ

士
し

へ移
うつ

っていった。　
　13世

せい

紀
き

の末
すえ

には，モンゴルによる中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

の元
げん

が２度
ど

にわ
たって博

はか

多
た

に襲
しゅう

来
らい

したが，幕
ばく

府
ふ

はこれを退
しりぞ

けた（蒙
もう

古
こ

襲
しゅう

来
らい

）。
鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の時
じ

代
だい

，日
にっ

本
ぽん

は中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

との正
せい

式
しき

な国
こっ

交
こう

は持
も

たな
かったが，両

りょう

国
こく

の民
みん

間
かん

商
しょう

人
にん

の間
あいだ

では盛
さか

んに交
こう

易
えき

が行
おこな

われた。

 日
にっ

本
ぽん

の始
はじ

まりと大
たい

陸
りく

との交
こう

流
りゅう

日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

では，3世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

，近
きん

畿
き

地
ち

方
ほう

の豪
ごう

族
ぞく

を中
ちゅう

心
しん

にヤマ
ト王

おう

権
けん

が成
せい

立
りつ

した。ヤマト王
おう

権
けん

は，中
ちゅう

国
ごく

への朝
ちょう

貢
こう

（→資
し

料
りょう

5）や，
大
たい

陸
りく

から知
ち

識
しき

人
じん

の受
う

け入
い

れを行
おこな

い，進
すす

んだ技
ぎ

術
じゅつ

や制
せい

度
ど

，漢
かん

字
じ

や
仏
ぶっ

教
きょう

などの文
ぶん

化
か

を取
と

り入
い

れ発
はっ

展
てん

した。8世
せい

紀
き

初
はじ

めにヤマト王
おう

権
けん

は，唐
とう

を模
も

した律
りつ

令
りょう

国
こっ

家
か

体
たい

制
せい

を確
かく

立
りつ

し，貴
き

族
ぞく

に唐
とう

風
ふう

の国
こく

際
さい

的
てき

な
文
ぶん

化
か

が広
ひろ

がった。そして，8世
せい

紀
き

末
まつ

に平
へい

安
あん

京
きょう

（現
げん

在
ざい

の京
きょう

都
と

）が都
みやこ

とされ，以
い

降
こう

1000 年
ねん

以
い

上
じょう

天
てん

皇
のう

の御
ご

所
しょ

が置
お

かれた。9世
せい

紀
き

に
唐
とう

が衰
すい

退
たい

したため遣
けん

唐
とう

使
し

は停
てい

止
し

したが，大
たい

陸
りく

との交
こう

流
りゅう

が続
つづ

くな
かで，独

どく

自
じ

の価
か

値
ち

観
かん

を見
み

いだそうとする国
こく

風
ふう

文
ぶん

化
か

が生
う

まれた。

日本の歴史2

　 稲
いな

荷
り

山
やま

古
こここここここ

墳
ふんふふふんんん

出
しゅつしゅつしゅつしゅつしゅつしゅつしゅつ

土
どどどど

の鉄
てってててっっっ

剣
けんけんけんけんけんけんけん

5 世
せいせせせいいい

紀
きききき

後
こうこうこうこうこうこうこう

半
はんはははんんんんんん

の鉄
てってててっっっ

剣
けんけけけんんん

。ヤマト王
おうおおおうううううう

権
けんけけけんんんんんん

の王
おうおうおうおう

ワカタケル
の名

なななな

が刻
きざきききざざざ

まれる。同
どうどどどうううううう

様
ようようようようようようよう

のものは九
きゅうきゅきゅきゅううう

州
しゅうしししゅゅゅうううううう

で
も見

みみみみ

つかっており，
ヤマト王

おうおおおううう

権
けんけんけんけん

の勢
せいせせせいいい

力
りょくりりりょくょくょくょくょくょく

の広
ひろひろひろひろひろひろひろ

がりがうかが
える。〈国宝 埼玉県行田
市 文化庁所有 埼玉県立さ

きたま史跡の博物館提供〉

１

　 日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

最
さいさささいいいいいい

古
ここここ

の仏
ぶつぶぶぶつつつ

像
ぞうぞうぞうぞうぞうぞうぞう

609 年
ねんねんねんねんねんねんねん

の作
さくさささくくくくくく

。
仏
ぶっぶぶぶっっっ

教
きょうきょきょきょうううううう

は 6世
せいせいせいせい

紀
きききき

半
なかなかなかなかなかなかなか

ばに伝
でんでででんんん

来
らいらららいいいいいい

し，8世
せいせいせいせい

紀
きききき

に聖
しょう

武
む

天
てんてんてんてん

皇
のうのののうううううう

により全
ぜんぜぜぜんんん

国
こくこここくくく

へ広
ひろひひひろろろ

まった。
〈奈良県 飛鳥寺〉

2

『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

』 11 世
せいせせせいいい

紀
ききききききき

初
はじはははじじじじじじ

め，紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

は漢
かんかんかんかん

字
じじじじじじじ

を崩
くず

したひらがなで『源
げんげんげんげんげんげんげん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』を著
あらわ

した。この絵
え

巻
まき

物
もの

は 12世
せい

紀
き

に描
えが

かれ，日
にっ

本
ぽん

独
どく

自
じ

の表
ひょう

現
げん

となっ
ている（大

や ま と

和絵
え

）。〈『源氏物語絵巻 東屋一』 国宝 徳川美術館蔵〉

4

　　 元
げん

軍
ぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐん

と戦
たたかたたたたたたかかかかかか

う武
ぶぶぶぶ

士
ししししししし

この時
ときとととききき

，防
ぼうぼうぼうぼうぼうぼうぼう

衛
えいえええいいい

に当
ああああ

たった武
ぶぶぶぶ

士
しししし

に，鎌
かまかかかまままままま

倉
くらくくくららら

幕
ばくばくばくばくばくばくばく

府
ふふふふ

が恩
おんおおおんんん

賞
しょうしょうしょうしょうしょうしょうしょう

の
領
りょうりょりょりょうううううう

地
ちちちちちちち

を十
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅう

分
ぶんぶぶぶんんん

に与
あたあああたたた

えられなかったことが，幕
ばくばくばくばくばくばくばく

府
ふふふふふふふ

滅
めつ

亡
ぼう

の遠
えんえんえんえんえんえんえん

因
いんいいいんんんんんん

となった。
5

　 遣
けん

唐
とう

使
し

船
せんせせせんんん

（復
ふくふふふくくくくくく

元
げんげんげんげんげんげんげん

） 唐
とうとうとうとう

や朝
ちょう

鮮
せん

の物
ぶっぶぶぶっっっ

品
ぴんぴんぴんぴんぴんぴんぴん

・文
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

のみならず，シルクロード（→
資
ししししししし

料
りょうりりりょょょうううううう

２）をたどってきたインド・西
にしにしにしにしにしにしにし

ア
ジアの品

しなしなしなしなしなしなしな

々
じなじなじなじなじなじなじな

ももたらされた。

3

〈『蒙古襲来絵詞』 宮内庁三の丸尚蔵館蔵〉

3資料

A

日
本
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銀鉱山

石見

1200 1400

鎌 倉 時 代 南北朝時代 室 町 時 代 江 戸 時 代
1600

安土
桃山
時代戦 国 時 代

1180
源氏・平氏の
争乱（～85）

1192
源頼頼朝，朝
征夷大将軍になる夷大将軍大
（鎌倉幕府倉幕府幕 ）

1274，81
蒙古襲来（元寇）5

1333
鎌倉幕府の滅亡

139922
南北朝統統一一

1467
応仁の乱
（～77）

○
下剋上
盛んになる

1573
織田信長が
室町幕府を
滅ぼす

1603
徳川家康，
征夷大将軍に
（江戸幕府）8

1635
武家諸法度，
参勤交代の
制度化

1592, 9797
豊臣秀吉の吉の吉
朝鮮侵攻攻攻

1543
鉄砲伝来6
南蛮貿易開始

1549
ザビエルにより
キリスト教伝来

○○
銀生産盛んん77

○
朱印船貿易
盛ん

○
江戸幕府，
貿易制限を
進める

1338
足利尊氏，

征夷大将軍に
（室町幕府）

40414
勘合貿易開始易開

1378
足利義満，
室町に幕府移転移転移

1429
琉球王国の
成立

めつ ぼう

さか
下下

てっ ぽう

 室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

と日
にち

明
みん

貿
ぼう

易
えき

14 世
せい

紀
き

半
なか

ば，鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

は滅
ほろ

ぼされ，足
あし

利
かが

氏
し

による武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

が開
ひら

かれた。3代
だい

将
しょう

軍
ぐん

義
よし

満
みつ

は，海
かい

禁
きん

政
せい

策
さく

（→資
し

料
りょう

6）を採
と

る中
ちゅう

国
ごく

の明
みん

と交
こう

易
えき

を行
おこな

うため冊
さく

封
ほう

を受
う

けることを選
えら

び，
15世

せい

紀
き

初
はじ

めに朝
ちょう

貢
こう

形
けい

式
しき

の日
にち

明
みん

貿
ぼう

易
えき

を開
かい

始
し

した。このころ東
ひがし

ア
ジアから東

とう

南
なん

アジアの海
かい

域
いき

では明
みん

を中
ちゅう

心
しん

とする交
こう

易
えき

網
もう

が広
ひろ

がっ
ており，室

むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

もその一
いっ

角
かく

として 15世
せい

紀
き

を通
とお

して積
せっ

極
きょく

的
てき

な
交
こう

易
えき

を行
おこな

った。この時
じ

期
き

，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

も，明
みん

・日
にっ

本
ぽん

・朝
ちょう

鮮
せん

・東
とう

南
なん

アジアを結
むす

ぶ中
なか

継
つぎ

貿
ぼう

易
えき

の地
ち

として繁
はん

栄
えい

した。また，蝦
え

夷
ぞ

地
ち

のア
イヌの人

ひと

々
びと

と日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の人
ひと

々
びと

の間
あいだ

でも交
こう

易
えき

が行
おこな

われた。

 西
せい

洋
よう

との出
で

会
あ

いと全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

の完
かん

成
せい

15 世
せい

紀
き

半
なか

ばの応
おう

仁
にん

の乱
らん

のころから，各
かく

地
ち

の戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

がそれ
ぞれの地

ち

域
いき

を治
おさ

める戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

となった。一
いっ

方
ぽう

，大
だい

航
こう

海
かい

時
じ

代
だい

（→
資
し

料
りょう

19）が始
はじ

まりヨーロッパ商
しょう

人
にん

が日
にっ

本
ぽん

に到
とう

来
らい

すると，戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

は彼
かれ

らとの貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

った（南
なん

蛮
ばん

貿
ぼう

易
えき

）。鉄
てっ

砲
ぽう

などさまざまな西
せい

洋
よう

の文
ぶん

物
ぶつ

が日
にっ

本
ぽん

に伝
つた

わり，キリスト教
きょう

も九
きゅう

州
しゅう

を中
ちゅう

心
しん

に広
ひろ

まった。
16世

せい

紀
き

半
なか

ば，戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

の織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

は全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

に乗
の

り出
だ

し，
それを継

つ

いだ豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が統
とう

一
いつ

を完
かん

成
せい

させた。やがて秀
ひで

吉
よし

の死
し

後
ご

に台
たい

頭
とう

した徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が，豊
とよ

臣
とみ

勢
せい

力
りょく

に勝
しょう

利
り

し，1603年
ねん

に全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

政
せい

権
けん

の江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を開
ひら

いた。こうして江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

が始
はじ

まった。

　 長
なが

篠
しの

の戦
たたかたたかたたかたたか

い 1575 年
ねんねんねんねん

の，織
お

田
だ

・徳
とく

川
がわ

連
れんれんれんれん

合
ごうごうごうごう

軍
ぐんぐんぐんぐん

と武
たけ

田
だ

軍
ぐんぐぐぐんんん

の戦
たたかたたかたたかたたか

い。強
きょうきょきょきょううう

力
りょくりりりょくょくょく

な武
たけたけたけたけ

田
だだだだ

の騎
き

馬
ば

隊
たいたいたいたい

に対して，信
のぶのぶのぶのぶ

長
ながながながなが

は西
せいせいせいせい

洋
ようようようよう

由
ゆゆゆゆ

来
らいらららいいい

の新
しんしんしんしん

兵
へいへへへいいい

器
きききき

である鉄
てっ

砲
ぽう

を使
つかつつつかかか

い，勝
しょうしししょょょううう

利
りりりり

した。
〈『長篠合戦図屛風』 徳川美術館蔵〉

6

　 ポルトガル人
じんじじじんんん

の地
ちちちち

図
ずずずず

に記
しるしししるるる

された石
いわ

見
み

銀
ぎんぎんぎんぎん

山
ざんざんざんざん

17
世
せいせいせいせい

紀
きききき

半
なかなななかかか

ば，日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

は世
せせせせ

界
かいかかかいいい

の銀
ぎんぎんぎんぎん

の 3分
ぶんぶんぶんぶん

の 1を産
さんさささんんん

出
しゅつしゅつしゅつしゅつ

した
といわれ，多

おおおおおおおお

くは中
ちゅうちちちちゅゅゅううう

国
ごくごくごくごく

に輸
ゆゆゆゆ

出
しゅつしししゅゅゅつつつ

された。主
しゅしししゅゅゅ

要
ようよよよううう

な銀
ぎんぎぎぎんんん

山
ざんざざざんんん

であった石
いわいわいわいわ

見
みみみみ

の名
なななな

前
まえまままえええ

は，ヨーロッパにまで広
ひろひひひろろろ

まった。

7

　 江
ええええ

戸
どどどど

城
じょうじじじょょょううう

江
ええええ

戸
どどどど

幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

の代
だいだだだいいい

々
だいだいだいだい

の将
しょうししししょょょううう

軍
ぐんぐんぐんぐん

が暮
くくくく

らした。左
ひだりひだりひだりひだり

下
したしたしたした

には朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

（→ p.22）が描
えがえがえがえが

かれている。天
てん

守
しゅ

は 1657 年
ねんねねねんんん

に焼
しょうしししょょょううう

失
しつしつしつしつ

し，その後
ごごごご

は再
さいさささいいい

建
けんけけけんんん

されなかった。〈『江戸図屛風』（部分） 国立歴史民俗博物館蔵〉

8

〈『日本図』 凸版印刷株式会社 印刷博物館蔵〉
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『源
げん

氏氏
じじ

物
もの

語語
がたり

絵絵
え

巻巻
まきまき

』 11 世
せせせいいい

紀紀
きききききき

初
はははじじじじじじ

め，紫，紫
むらさき

式式
しき

部部
ぶぶ

は漢は漢
かんかんかん

字
じじじじじじ

を崩を崩
くずず

したひらがなで
氏氏
じじじじじじ

物物
ものものものものものもの

語語
がたがたがたりりりりりり

』をを著著
あらあらあらわわわわわわ

した。このの絵
えええ

巻
まままききき

物物
もももののの

は 12世
せせせいいい

紀
ききき

に描に描
えがえがえが

かれ，日日
にっにっにっにっにっにっ

本本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽん

独独
どくどくどく

自自
じじじ

の表
ひひひょうょうょうょうょうょう

現
げげげんんん

とな
ている（大（大

や ま と

和絵
ええ

）。〈『源氏物語絵巻 東屋一』 国宝 徳川美術館蔵〉〉

4

〈『蒙古襲来絵詞』 宮内庁三の丸尚蔵館蔵

ポイントを押さえた写真・年表で前近代史を
ダイジェストで把握できる。

（漢字など））1　国や政権を示す。

中学校で学んだ日本の前近代史を復習できる。
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500前2000 前1000

前6000ごろ
黄河流域で
農耕が行われる
○
長江下流域で
稲作農耕が
行われる

前17世紀
殷成立

前11世紀
周成立
（～前256）

前770
春秋・戦国時代秋
（～前221）

前221
秦が中国を

統一 220
三国時代

（魏・呉・蜀）
（～280）

25
後漢成立
（～220）○

鉄製農具の
使用始まる

前202
前漢成立
（～8）

○
孔子生まれる

○
騎馬遊牧民の登場

○
匈奴の勢い盛んん

○
仏教広まる

304
五胡十六国時代
（～439）

581
隋成立

（～618）（
439

北魏が華北を統一
南北朝時代
（～589）

618
唐成立

（～907）

676
新羅，朝鮮半島

を統一

こう が

こう し

ぜんかん

ぎ　　　ご　　　しょく
ほく ぎ

さんごく
か　ほく

きょう ど さか

いん しゅう しゅんじゅうう せんごく しん ご かん ずい

とう

し ら ぎ ちょうせん

なんぼくちょう

ご   こ じゅう ろっ こく

ちょうこう

1

0←B.C. A.D.→

歴
史
年
表

世界
遺産

東アジアの大
だい

王
おう

朝
ちょう

の繁
はん

栄
えい

3 ～ 6世
せい

紀
き

の中
ちゅう

国
ごく

は分
ぶん

裂
れつ

の時
じ

代
だい

となった。このころ仏
ぶっ

教
きょう

（→
資
し

料
りょう

8）が東
ひがし

アジアに広
ひろ

がり，中
ちゅう

国
ごく

で道
どう

教
きょう

も成
せい

立
りつ

した。6世
せい

紀
き

末
まつ

に中
ちゅう

国
ごく

を統
とう

一
いつ

した隋
ずい

は，多
おお

くの優
すぐ

れた国
こっ

家
か

制
せい

度
ど

を整
せい

備
び

し，儒
じゅ

教
きょう

の試
し

験
けん

で官
かん

僚
りょう

登
とう

用
よう

を行
おこな

う科
か

挙
きょ

制
せい

度
ど

を始
はじ

めた。続
つづ

く唐
とう

は，300
年
ねん

続
つづ

く大
だい

王
おう

朝
ちょう

となり，都
みやこ

の長
ちょう

安
あん

には世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

の人
ひと

々
びと

が集
あつ

まった。
隋
ずい

の制
せい

度
ど

を受
う

け継
つ

ぎ，律
りつ

（刑
けい

法
ほう

）・令
りょう

（行
ぎょう

政
せい

法
ほう

）を体
たい

系
けい

化
か

した唐
とう

の
制
せい

度
ど

は，東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。
朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

では，7世
せい

紀
き

に新
し ら ぎ

羅が統
とう

一
いつ

を達
たっ

成
せい

した。その後
ご

，
10世

せい

紀
き

に成
せい

立
りつ

した高
こう

麗
らい

は，唐
とう

の制
せい

度
ど

に基
もと

づく律
りつ

令
りょう

を制
せい

定
てい

した。
シル　ラとうとうとうとうとうとうとうとうとうとうとうとう

 コ   リョ

中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

明
めい

の始
はじ

まりと統
とう

一
いつ

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

　ユーラシア大
たい

陸
りく

東
とう

部
ぶ

では，前
ぜん

6000 年
ねん

ごろまでに黄
こう

河
が

と長
ちょう

江
こう

流
りゅう

域
いき

で農
のう

耕
こう

が始
はじ

まり，やがて都
と

市
し

国
こっ

家
か

が生
う

まれた。前
ぜん

8 世
せい

紀
き

から戦
せん

乱
らん

の時
じ

代
だい

となり，混
こん

乱
らん

のなかさまざま思
し

想
そう

が生
う

まれ，
その一

ひと

つが後
のち

の儒
じゅ

教
きょう

（→資
し

料
りょう

１）となった。前
ぜん

3 世
せい

紀
き

に初
はつ

の統
とう

一
いつ

王
おう

朝
ちょう

である秦
しん

が誕
たん

生
じょう

し，その王
おう

は皇
こう

帝
てい

と名
な

乗
の

った。続
つづ

く漢
かん

は，
冊
さく

封
ほう

と朝
ちょう

貢
こう

を開
かい

始
し

し，東
ひがし

アジアの国
こく

際
さい

秩
ちつ

序
じょ

の原
げん

型
けい

を作
つく

った。 
一
いっ

方
ぽう

，北
きた

アジアは遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

が住
す

む地
ち

であり，中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

にとって，
たびたび侵

しん

攻
こう

してくる遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

への対
たい

処
しょ

が課
か

題
だい

であった。秦
しん

は長
ちょう

城
じょう

を築
きず

いて対
たい

処
しょ

し，続
つづ

く王
おう

朝
ちょう

でもこれが活
かつ

用
よう

された。

3

　　 兵
へい

馬
ば

俑
よう

坑
こう

中
ちゅう　ごくちゅちゅちゅう　う　う　ごごごくくく

国を初
はじはじはじはじ

めて統
とうとととうううううう

一
いついついついついついついつ

した秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

の陵
りょう

墓
ぼ

付
ふふふふ

近
きんきんきんきん

には，大
たいたいたいたいたいたいたい

量
りょうりりりょうょうょう

の俑
ようよよようううううう

（土
どどどどどどど

製
せいせせせいいいいいい

の副
ふく

葬
そう

品
ひんひひひんんんんんん

）
が埋

う

められた。兵
へいへいへいへいへいへいへい

士
ししししししし

の俑
ようようようようようようよう

は，高
たかたかたかたかたかたかたか

さ約
やくやくやくやく

180cmで，総
そうそうそうそうそうそうそう

数
すうすすすううう

は約
やくやくやくやく

6000 体
たいたいたいたいたいたいたい

である。
１

　 宋
そう

代
だいだいだいだいだいだいだい

の科
か

挙
きょ

宋
そうそうそうそう

（北
ほくほほほくくくくくく

宋
そうそうそうそうそうそうそう

）以
いいいい

降
こうこうこうこうこうこうこう

，科
かかかかかかか

挙
きょきょきょきょきょきょきょ

は原
げんげげげんんん

則
そくそくそくそくそくそくそく

誰
だれ

でも受
じゅじじじゅゅゅゅゅゅ

験
けんけんけんけんけんけんけん

できるようになり，宰
さい

相
しょう

になることも可
かかかか

能
のうのののううう

であった。
これは皇

こう

帝
てい

みずから行
おこなおおおこここなななななな

う最
さいさささいいい

終
しゅうしししゅゅゅううう

試
ししししししし

験
けんけけけんんんんんん

の様
ようよよようううううう

子
すすすすすすす

である。

4

　 『清
せい

明
めい

上
じょう

河
が

図
ず

』 宋
そう

（北
ほくほほほくくくくくく

宋
そうそそそううう

）の都
みやこみみみやこやこやこやこやこやこ

，開
かい

封
ほう

のにぎわいを
描
えが

いた絵
ええええ

巻
まきまきまきまきまきまきまき

物
ものもももののの

である。〈故宮博物院蔵〉
3

　　 冊
さくさくさくさくさくさくさく

封
ほうほうほうほう

関
かんかんかんかん

係
けいけけけいいい

のしくみ2

漢
かん

以
いいいいいいい

降
こうこここうううううう

の多
おおおおおおおおおおお

くの中
ちゅうちちちゅうゅうゅうゅうゅうゅう

国
ごくごくごくごくごくごくごく

王
おうおうおうおう

朝
ちょうちょうちょうちょう

は，貢
みつ

ぎ物
ものものものものものものもの

を持
じ

参
さん

（朝
ちょうちちちょょょうううううう

貢
こうこここうううううう

）した周
しゅうしゅしゅしゅううう

辺
へんへへへんんん

諸
しょしししょょょ

国
こくこくこくこくこくこくこく

の支
しししし

配
はいはいはいはいはいはいはい

者
しゃしししゃゃゃ

に対
たいたいたいたいたいたいたい

し，相
あいあああいいい

手
ててててててて

をその国
くにくにくにくにくにくにくに

の支
しししし

配
はいはははいいい

者
しゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃ

と認
みとみみみととと

めたうえで，名
めいめめめいいい

目
もくもももくくく

上
じょうじょじょじょううう

中
ちゅうちちちゅゅゅううう

国
ごくごくごくごくごくごくごく

皇
こう

帝
てい

の臣
しんしんしんしん

下
かかかかかかか

とした（冊
さくさささくくく

封
ほうほうほうほう

）。これにより，東
ひがしひひひがががししし

・東
とうとうとうとう

南
なんなんなんなんなんなんなん

アジアには
中
ちゅうちゅちゅちゅうううううう

国
ごくごくごくごく

を頂
ちょうちちちょょょううう

点
てんてててんんん

とする独
どくどどどくくく

自
じじじじじじじ

の国
こくこここくくく

際
さいさいさいさい

秩
ちつ

序
じょ

が形
けいけけけいいい

成
せいせいせいせいせいせいせい

された。
これを冊

さくさささくくくくくく

封
ほうほうほうほう

関
かんかかかんんん

係
けいけけけいいい

という。
また，中

ちゅうちゅちゅちゅううう

国
ごくごくごくごくごくごくごく

王
おうおおおうううううう

朝
ちょうちちちょうょうょう

は，
朝
ちょうちちちょうょうょうょうょうょう

貢
こうこうこうこう

に対
たいたいたいたいたいたいたい

し，貢
みつみつみつみつみつみつみつ

ぎ物
ものものものものものものもの

の
数
すうすうすうすうすうすうすう

倍
ばいばいばいばい

の返
へんへへへんんんんんん

礼
れいれいれいれいれいれいれい

品
ひんひんひんひん

を与
あた

えた
ため，このやりとりを
朝
ちょうちょちょちょうううううう

貢
こうこここうううううう

貿
ぼうぼうぼうぼうぼうぼうぼう

易
えきえええききき

ともいう。

朝
ちょう

貢
こう

と冊
さく

封
ほう

関
かんかかかんんん

係
けいけけけいいい

中 国 皇 帝

周辺国の王

・王と認め
臣下にする
（冊封）
・返礼品を
渡す

貢ぎ物を
献上
（朝貢）

みつ
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1400 16001000 1200

755
安史の乱
（～763）

907
五代十国時代
（～979）

918
高麗成立（～1392）成

9600
宋（北宋）（ 成立
（～1127）1

1127
金，華北を支配
南宋成立（～1276））

1264
フビライ，
大都に遷都

1368
明成立
（～1644）

○
モンゴル・倭寇との対立
（北虜南倭）

1644
明の滅亡
清の中国支配進む

12062
チンギス＝ハン即位即
モンゴル帝国成立　立

1276
元，南宋を滅ぼす

1405
鄭和の南海遠征
明への朝貢が
盛んになる

1557
ポルトガル人，ル
マカオの居住権獲得居

1271
元成立

（～1368）

1231
モンゴル，高麗に侵入に

13929
朝鮮鮮成立（～1910）

1274，81
フビライの日本遠征
（蒙古襲来，元寇）

あん し そう きん みん

しん

げん
てい わ

かく とく

わ こう

ほく りょなん わ

ちょうこう

もう　こ しゅうらい

ほろ

げんこう

だい と

こうらい ちょうせん

ご だい じっこく

3 4

5

8
6 7

世界
遺産

世界
遺産

モンゴル帝
てい

国
こく

の登
とう

場
じょう

と拡
かく

大
だい

唐
とう

のあとは分
ぶん

裂
れつ

が続
つづ

き，10世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に宋
そう

が中
ちゅう

国
ごく

を統
とう

一
いつ

した。
宋
そう

は文
ぶん

官
かん

を重
じゅう

視
し

し，積
せっ

極
きょく

的
てき

に科
か

挙
きょ

を行
おこな

った。宋
そう

の時
じ

代
だい

には，経
けい

済
ざい

が発
はっ

展
てん

し都
と

市
し

文
ぶん

化
か

が発
はっ

達
たつ

した。一
いっ

方
ぽう

で軍
ぐん

事
じ

力
りょく

は弱
じゃく

体
たい

化
か

し，
12世

せい

紀
き

には遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

に領
りょう

土
ど

の北
きた

側
がわ

を奪
うば

われた。
13世

せい

紀
き

，モンゴルの指
し

導
どう

者
しゃ

チンギス＝ハンが登
とう

場
じょう

し，周
しゅう

辺
へん

諸
しょ

国
こく

へ侵
しん

攻
こう

して，ユーラシア大
たい

陸
りく

東
とう

西
ざい

に広
ひろ

がるモンゴル帝
てい

国
こく

が
築
きず

かれた。第
だい

5 代
だい

フビライは国
こく

号
ごう

を元
げん

と改
あらた

め，宋
そう

（南
なん

宋
そう

）を滅
ほろ

ぼした。これにより元
げん

は，初
はつ

の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

による中
ちゅう

国
ごく

統
とう

一
いつ

王
おう

朝
ちょう

とな
り，日

にっ

本
ぽん

やベトナムを除
のぞ

く東
ひがし

アジアのほぼ全
ぜん

域
いき

を支
し

配
はい

した。

明
みん

の興
こう

隆
りゅう

と東
ひがし

アジア
14 世

せい

紀
き

には漢
かん

人
じん

王
おう

朝
ちょう

の明
みん

が建
た

ち，元
げん

を北
ほっ

方
ぽう

に追
お

いやった。
明
みん

は，儒
じゅ

教
きょう

を重
おも

んじ，皇
こう

帝
てい

独
どく

裁
さい

による国
こく

内
ない

統
とう

治
ち

を行
おこな

った。モン
ゴルとの対

たい

立
りつ

は続
つづ

き，明
みん

は万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

の修
しゅう

復
ふく

によりこれに対
たい

抗
こう

した。また，明
みん

は，倭
わ

寇
こう

への対
たい

処
しょ

のため，貿
ぼう

易
えき

を冊
さく

封
ほう

した国
くに

と
の朝

ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

に限
げん

定
てい

し，民
みん

間
かん

の自
じ

由
ゆう

な海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

を禁
きん

止
し

する海
かい

禁
きん

を
実
じっ

施
し

した。そのため，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

やマラッカ王
おう

国
こく

は，朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

で
得
え

た物
ぶっ

資
し

で他
た

国
こく

と交
こう

易
えき

する中
なか

継
つぎ

貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

い，繁
はん

栄
えい

した。
朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

では，14 世
せい

紀
き

末
まつ

，高
こう

麗
らい

の後
のち

に朝
ちょう

鮮
せん

が成
せい

立
りつ

し，15
世
せい

紀
き

には独
どく

自
じ

の文
も

字
じ

の訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

（ハングル）が制
せい

定
てい

された。
  コ   リョ

　 万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

現
げんげげげんんん

存
ぞんぞんぞんぞん

する長
ちょうちょちょちょううう

城
じょうじょうじょうじょう

は，そのほとんどが明
みん

によって修
しゅうしししゅゅゅううう

復
ふくふふふくくく

されたものである。
6

　 明
みん

軍
ぐんぐんぐんぐん

と倭
わ

寇
こう

倭
わわわわ

寇
こうこここううう

は中
ちゅうちゅちゅちゅううう

国
ごくごくごくごく

沿
えんえええんんん

岸
がんがががんんん

などで略
りゃく

奪
だつ

・私
しししし

貿
ぼうぼうぼうぼう

易
えきえええききき

を行
おこなおおおこここななな

う集
しゅうしゅしゅしゅううう

団
だんだんだんだん

で，14世
せいせせせいいい

紀
きききき

は日
にににに

本
ほんほんほんほん

人
じんじんじんじん

が，16世
せいせせせいいい

紀
きききき

は中
ちゅうちゅちゅちゅううう

国
ごくごごごくくく

人
じんじんじんじん

が主
しゅしししゅゅゅ

体
たいたいたいたい

であった。
7

　 北
ペ

京
キン

の紫
し

禁
きん

城
じょう

明
みん

の皇
こう

帝
てい

の宮
きゅう

殿
でん

である紫
しししし

禁
きんきんきんきん

城
じょうじじじょょょううう

は，清
しん

（→p.25）
の時

じじじじ

代
だいだいだいだい

も皇
こうこここううう

帝
ていててていいい

の居
きょきょきょきょ

所
しょしょしょしょ

とされた。現
げんげげげんんん

在
ざいざいざいざい

は故
こ

宮
きゅう

博
はくはははくくく

物
ぶつぶぶぶつつつ

院
いんいいいんんん

となっている。
8

 モンゴル帝
てい

国
こく

の軍
ぐんぐんぐんぐん

団
だんだだだんんん

馬
うまうまうまうま

と弓
ゆみゆゆゆみみみ

を自
じじじじ

在
ざいざいざいざい

に操
あやつ

る遊
ゆうゆうゆうゆう

牧
ぼくぼぼぼくくく

民
みんみんみんみん

の軍
ぐんぐぐぐんんん

団
だんだだだんんん

は，
銃
じゅう

の発
はつはつはつはつ

明
めいめめめいいい

以
いいいい

前
ぜんぜんぜんぜん

の戦
せんせせせんんん

争
そうそそそううう

において非
ひひひひ

常
じょうじょうじょうじょう

に強
きょうきょきょきょううう

力
りょくりょくりょくりょく

であった。
5

〈『倭『倭寇倭寇図図巻』巻』東東京大京大大学史学史料史料料編纂編纂所纂所蔵所蔵〉

明軍 倭寇
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騎馬遊牧民の登場場
中国を中心とした前近代の東アジアの歴史を概観できる。
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東アジアの対外関係の理解に必要な冊封関係のしくみを押さえられる。
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資料の特質と読み解きຏ͘ຏ͘ຏ͘ 1

　աڈを知るͨめの資料には͞ま͟まなのがあるが，資料にはそれͧれ特࣭があり，読みऔれる͜と，読みऔる際にҙす͖に
ҧ
ㆡㆋ
いがある。それͧれの特࣭にҙしながら，資料を׆༻してい͜͏。

ֆըは，そのֆըの੍作者のߟえ͚ͩでな͘，ґ
ㆂ
པ
㇉ㆂ
者のߟえがө͞れる͜とがある。࣮ࣄに࣮にඳ

ㆆㆋ
͔れているΑ͏にݟえて，

。にする͜とがඳ͔れている͜とある࣮ࣄ

˔ 図૾資料
ֆը

やґऀ࡞ 
い

པ
らい

ऀに注
ɹࠨのֆはɼナϙϨΦン
のऀ࣋ࢧͰあͬたεϖΠ
ンԦがґཔした࡞Ͱあ
りɼӈのֆはɼナϙϨΦ
ンのޙࢮʹΞϝϦΧ人と
ΠΪϦε人がґཔした࡞
ͰあΔɻ

⁞人物のイϝージに注
ɹೋつのֆはɼナϙϨΦ
ンʢˠ Q�37ʣという人物
ΛͲのような人物として
ඳ
えが

こうとしていΔかɼと
いうͰදݱがҟなͬて
いΔɻ

෩ըはਓ݅ࣄなͲをތ
㆓
ு
ㆡ㇇ㆄ
してϢーϞラεにඳ

ㆆㆋ
͔れͨֆであ

り，ϙελーはݟる者にରして，ҙݟをૌ
ㆄㆣ㆟
えるͨめに作られͨの

である。͜のͨめ，͜のೋͭはඞͣし࣮ࣄを正֬にえているΘ
͚ではないが，੍作者のߟえが
明֬にग़るͨめ，࣌の社会を
知る͏えで重ཁな資料になる。

写真は࣮際のޫܠをそのままөしग़すͨめ，正֬に࣮ࣄをえてい
るΑ͏にݟえる。し͔し，ࡱ

㆕ㆤ
Ө
ㆆㆂ
者のҙਤにΑり，ࣸしͨいの͚ͩࣸ

す͜とがՄであり，まͨ，あと͔ら加͞れる͜とある。

෩
ふう


し

ըɾϙελʔ ࣸਅ

ɹɹ�φϙϨΦϯΛ描
えが

͍たೋͭͷֆը〈左 ダヴィド作『サンベル
ナール峠でアルプスを越える第一統領』 マルメゾン博物館蔵 1800 年 縦
261cm ×横 221cm，右 ドラロッシュ作『アルプスを越えるボナパルト』 
ルーヴル美術館蔵 1848～50 年 縦 289cm×横 222cm〉

ɹɹ�1 読み解き ೋͭのֆがඳ
えが

かれた時はͲのよう
な時だったのか，時എܠのҧ

ちが

いから，このֆ
のҙਤを考えてみよう（ˠQ��5ʙ�8）。

ɹɹ�໌࣏࣌ͷԤ
おう

Խ
か

ࡦʹؔ͢
Δ෩ը〈ビゴー作〉 読み解き こ
の෩ըは，時の日本のࣾձ
をͲのように෩しているだろ
うか。

2

ɹɹ�ଠฏ༸ઓ૪（ˠ Q�1��）
でϏϧϚͷ༉ాΛ߈

こう

ܸ
げき

͢Δ
日本ฌ 読み解き このࣸ
ਅのฌ࢜たちは，༐

Ώう


かん

とԲ
おく

ප
ͼょう

，Ͳちらにݟえるだろう
か。ݟた人はઓ૪にͭいて
Ͳのようなҹをͭ࣋だろ
うか。

3

7

例
れいれれれいいい

：日
にっにににっっっ

記
きききき

，手
ててててててて

紙
がみがみがみがみ

，はがき

例
れいれいれいれい

：憲
けんけけけんんん

法
ぽうぽぽぽうううううう

・法
ほうほほほううう

令
れいれいれいれい

，条
じょうじじじょょょううう

約
やくやややくくくくくく

，外
がいがいがいがい

交
こうこここううう

文
ぶんぶぶぶんんん

書
しょしょしょしょ

，新
しんしししんんん

聞
ぶんぶぶぶんんん

記
きききき

事
じじじじ

，雑
ざっざっざっざっ

誌
しししし

記
ききききききき

事
じじじじじじじ

，演
えんえええんんん

説
ぜつぜつぜつぜつぜつぜつぜつ

，役
やくやくやくやくやくやくやく

所
しょしししょょょ

の書
しょしょしょしょ

類
るいるいるいるいるいるいるい

　個
ここここ

人
じんじんじんじんじんじんじん

的
てきてててききき

に書
かかかか

かれた文
ぶんぶぶぶんんんんんん

書
しょしししょょょょょょ

は，書
かかかか

いた人
じんじんじんじんじんじんじん

物
ぶつぶぶぶつつつ

の経
けいけいけいけいけいけいけい

験
けんけんけんけんけんけんけん

や
考
かんがかんかんかんががが

えがそこに表
あらわああああああらわらわらわ

れることが多
おおおおおおおおおおおおおお

い。ただし，手
てててて

紙
がみがががみみみ

や
はがきの場

ばばばば

合
あいあいあいあい

，それを受
うううう

け取
ととととととと

る人
じんじんじんじんじんじんじん

物
ぶつぶぶぶつつつ

によって，書
かかかか

き手
ててててててて

の文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

章
しょうしょしょしょううう

が変
かかかか

わることがあることに注
ちゅうちゅちゅちゅううう

意
いいいい

が必
ひつひつひつひつひつひつひつ

要
ようよよよううう

である。日
にっににににににっっっ

記
きききき

も後
のち

に読
よよよよ

まれることを意
いいいい

識
しきしししききき

している
かどうかで，書

かかかか

き方
かたかかかたたた

が変
かかかか

わることもある。

憲
けんけけけんんん

法
ぽうぽうぽうぽう

や法
ほうほうほうほうほうほうほう

令
れいれれれいいい

などの文
ぶんぶぶぶんんん

章
しょうしょしょしょううう

は，あるべき姿
すがたすがたすがたすがたすがたすがたすがた

を示
しめしめしめしめ

したものとなっている。逆
ぎゃくぎゃぎゃぎゃくくく

をいえば，現
げんげんげんげん

状
じょうじじじじょょょうううううう

が
そうでないから出

だだだだ

されることが多
おおおおおおおお

い。ただし，
慣
かんかかかんんん

例
れいれいれいれい

となっていたことを文
ぶんぶぶぶんんん

章
しょうしししょょょううう

化
かかかか

して明
めいめいめいめい

確
かくかかかくくくくくく

に示
しめしめしめしめ

したという場
ばばばば

合
あいあああいいい

もある。
新
しんししししししんんん

聞
ぶんぶんぶんぶん

記
ききききききき

事
じじじじじじじ

や演
えんえええんんん

説
ぜつぜぜぜぜぜぜつつつ

などは，読
よよよよ

み手
てててて

や聞
ききききききき

き手
てててて

に
対
たいたたたたたたいいい

して主
しゅししししししゅゅゅ

張
ちょうちちちちちちょょょううう

を伝
つたつたつたつたつたつたつた

えるものになっており，当
とうとうとうとうとうとうとう

時
じじじじじじじ

の人
ひとひひひととと

々
びとびびびととと

の考
かんがかんかんかんかんかんかんががが

えが分
わわわわ

かる資
しししし

料
りょうりょりょりょうううううう

になっている。た
だし，主

しゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅ

張
ちょうちちちちちちょょょううう

に合
あああああああ

わない事
じじじじじじじ

実
じつじつじつじつじつじつじつ

や内
ないななないいい

容
ようようようようようようよう

はあまり触
ふ

れられないという側
そくそそそくくく

面
めんめめめんんん

もある。
役
やくやややくくくくくく

所
しょしょしょしょ

の書
しょしょしょしょ

類
るいるるるいいい

は，活
かつかつかつかつ

動
どうどうどうどう

の記
ききききききき

録
ろくろろろくくく

であり，あまり
書
かかかか

き手
てててて

の考
かんがかんがかんがかんが

えが盛
ももももももも

り込
こ

まれない傾
けい

向
こう

にある。

● 文
ぶん

書
しょ

資
し

料
りょう

（史
し

料
りょう

）
個
ここここここここここここ

人
じんじんじんじんじんじんじんじんじんじんじんじん

的
てきてきてきてきてきてきてきてきてきてきてきてき

に書
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

かれた文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

書
しししししょしょしょしょしょしょしょしょ

多
たたたたたたたたたたたた

数
すうすうすうすうすうすうすうすうすうすうすうすう

に向
むむむむむむむむむむむむ

けて書
かかかかかかかかかかかか

かれた文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

書
しししししょしょしょしょしょしょしょしょ

❶書
かかかか

き手
ててててててて

と
受
うううう

け取
とととと

り手
てててて

に注
ちゅうちちちゅうゅうゅう

目
もくもくもくもく

この文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

章
しょうしししょょょううう

を書
かかかか

いた
人
じんじじじんんん

物
ぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつ

は，第
だいだいだいだい

16 代
だいだだだいいい

ア
メリカ合

がっがががっっっ

衆
しゅうしししゅゅゅううう

国
こくこくこくこく

大
だいだいだいだい

統
とうとととううう

領
りょうりょりょりょううう

，
リンカン（→ p.51）
である。受

うううう

け取
ととととととと
p
り手

ててててててて

のグリーリーは有
ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

名
めいめめめいいい

な新
しんしんしんしん

聞
ぶんぶぶぶんんん

の編
へんへへへんんん

集
しゅうしゅうしゅうしゅう

者
しゃしししゃゃゃ

であ
る。

❷書
かかかか

き手
てててて

の考
かんがかかかんがんがんが

えが
出
ででででででで

ている部
ぶぶぶぶ

分
ぶんぶんぶんぶん

に注
ちゅうちゅちゅちゅううう

目
もくもくもくもく

リンカンが奴
ど

隷
れい

解
かいかかかいいい

放
ほうほうほうほう

令
れいれいれいれい

を出
だだだだ

す前
まえまままええええええ

に，ど
のような考

かんがかかかんんんががが

えがあっ
たがうかがえる文

ぶんぶんぶんぶん

章
しょうしししょょょううう

になっている。

❶時
じじじじ

期
ききききききき

や年
ねんねねねんんん

代
だいだだだいいい

に注
ちゅうちちちゅうゅうゅう

目
もくもくもくもくもくもくもく

　これは廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

（→ p.71）を行
おこなおこおこおこなななななな

う際
さいさいさいさい

に出
だだだだ

された明
めいめめめいいい

治
じじじじ

天
てんてんてんてん

皇
のうのののううう

の意
いいいい

思
ししししししし

を示
しめしめしめしめしめしめしめ

した文
ぶんぶんぶんぶん

章
しょうしょしょしょううう

である。

❷書
かかかか

き手
てててて

の考
かんがかんがかんがかんがかんがかんがかんが

えが出
でででで

ている部
ぶぶぶぶ

分
ぶんぶんぶんぶん

に注
ちゅうちちちゅゅゅううう

目
もくもももくくく

　ここには，当
とうとうとうとうとうとうとう

時
じじじじ

の
状
じょう

況
きょう

と問
もんもんもんもん

題
だいだだだいいい

点
てんてててんんん

，廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

を行
おこなおこおこおこなななななな

う理
りりりり

由
ゆうゆゆゆうううううう

が明
めいめいめいめい

確
かくかかかくくくくくく

に示
しめしめしめしめ

されてる。

❸時
じじじじ

期
きききき

や年
ねんねんねんねん

代
だいだだだいいい

に注
ちゅうちちちゅうゅうゅうゅうゅうゅう

目
もくもももくくくくくく

この文
ぶんぶんぶんぶん

章
しょうしょしょしょううう

が書
かかかか

かれ
た1862年

ねんねねねんんん

はちょう
ど南

なんなんなんなん

北
ぼくぼくぼくぼく

戦
せんせせせんんん

争
そうそそそううう

の最
さいさいさいさい

中
ちゅうちゅちゅちゅううう

。
リンカンは翌

よくよよよくくくくくく

63 年
ねんねんねんねんねんねんねん

に奴
ど

隷
れい

解
かいかいかいかい

放
ほうほほほううう

宣
せんせんせんせん

言
げんげげげげげげんんん

を行
おこなおおおおおおこここななな

う。

廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

を行
おこなおこおこおこなななななな

う
理
りりりり

由
ゆうゆうゆうゆう

がよく分
わわわわ

か
るね。

ホレス＝グリーリー殿
どの

…この戦
せんせせせんんん

争
そうそそそううう

における私
わたしわわわたたたたたたししし

の至
しししし

高
こうこうこうこう

の目
も くももも くくくくくく

的
てきてきてきてき

は連
れん

邦
ぽう

を救
すくすくすくすくすくすくすく

うことであり，奴
ど

隷
れ い

制
せいせいせいせいせいせいせい

度
どどどど

を救
す くすすす くくくくくく

うことで

も破
は

壊
かい

することでもありません。もし私
わたしわたしわたしわたし

が，

一
ひ と りひひひ と りと りと り

人の奴
どどどどどどど

隷
れ いれれれ いいい

も解
か いかかか いいい

放
ほうほうほうほう

することなく連
れんれんれんれんれんれんれん

邦
ぽうぽうぽうぽう

を救
す くすすす くくくくくく

える

ならば，私
わたしわわわたしたしたし

はそうするでしょう。また私
わたしわわわたしたしたし

が，

すべての奴
どどどど

隷
れいれいれいれい

を解
か いかかか いいい

放
ほうほうほうほう

することによって連
れんれんれんれんれんれんれん

邦
ぽうぽうぽうぽう

を

救
すくすくすくすくすくすくすく

えるならば，そうするでしょう。…私
わたしわわわわたたたししし

が奴
どどどどどどど

隷
れいれいれいれいれいれいれい

制
せ いせせせせせせ いいいいいい

度
どどどど

と黒
こ くこここ くくく

人
じ んじじじ んんん

のために行
おこなおこおこおこななな

うことは，連
れんれんれんれん

邦
ぽうぽぽぽうううううう

を救
すくすくすくすく

うのに役
やくやややくくく

立
だだだだだだだ

つからそうするのであり，私
わたしわたわたわたわたわたわたしししししし

が行
おこなおこおこおこななな

わ

ないことは，それが連
れんれんれんれんれんれんれん

邦
ぽうぽぽぽううう

を救
すくすすすくくく

うことに役
やくやくやくやく

立
だだだだ

つと

は思
おもおおおももも

えないから行
おこなおこおこおこななな

わないのです。 〈中條献訳〉

リンカンの手
てててて

紙
がみがみがみがみがみがみがみ

 （1862 年
ねんねんねんねんねんねんねん
8 月
がつがつがつがつ
22 日

にちにににちちち
）

࢙࢙࢙
ྉ

朕
ち ん

（私
わたしわたしわたしわたしわたしわたしわたし

）は以
いいいい

前
ぜんぜんぜんぜんぜんぜんぜん

に諸
しょ

藩
はん

からの版
はん

籍
せき

奉
ほ う

還
かん

の申
もうもうもうもう

し出
でででで

を受
うううう

け入
いいいい

れ，新
あらあらあらあら

たに知
ち

藩
はん

事
じ

を任
にんにんにんにんにんにんにん

命
めいめいめいめい

し，各
か くかかか くくく

人
じんじんじんじん

をその職
しょくしょくしょくしょく

に就
つ

かせた。しかし，数
すうすうすうすう

百
ひゃくひひひゃゃゃくくく

年
ねんねんねんねんねんねんねん

も古
ふるふふふるるる

いしきたりが続
つ づつつつつつつ づづづづづづ

いたこ

ともあり，名
め いめめめ いいいいいい

目
もくもくもくもく

だけで実
じっじっじっじっ

態
たいたいたいたい

が伴
ともな

わない者
ものものものもの

もいた。…

よって今
いまいまいまいまいまいまいま

，さらに藩
は んははは んんんんんん

を廃
はいはははいいい

して県
けんけんけんけんけんけんけん

を置
おおおお

くこととする。

これは余
よよよよよよよ

計
けいけいけいけい

なことを省
はぶはははぶぶぶ

いて簡
かんかかかんんんんんん

略
りゃくりゃくりゃくりゃく

化
かかかかかかか

することであり，

有
ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

名
め いめめめ いいい

無
むむむむむむむ

実
じ つじじじ つつつ

の弊
へい

害
がい

を取
ととととととと

り除
のぞのぞのぞのぞ

き，政
せいせいせいせいせいせいせい

令
れいれれれいいい

が多
たたたたたたた

方
ほうほほほううう

面
めんめめめんんん

から出
だだだだ

さ

れるような問
もんもんもんもんもんもんもん

題
だいだだだいいい

をなくそうととするものである。汝
なんじ

ら（あなたたち）群
ぐんぐんぐんぐん

臣
しんしんしんしん

はその朕
ちんちんちんちん

の意
いいいい

思
ししししししし

を体
たいたいたいたい

現
げ んげげげ んんん

するよう

に努
つとつとつとつと

めなさい。 〈『太政官日誌』現代語訳〉

廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

の詔
みことのり

 （1871（明
めいめめめいいい
治
じじじじじじじ
４）年

ねんねねねんんん
７月

がつがつがつがつ
14 日

にちにちにちにち
公
こうこここううう
布
ふふふふ
）

࢙࢙࢙
ྉ

読み解き この詔
みことのり

に書
かかかか

かれた「群
ぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐん

臣
しんしししんんん

」とは，
具
ぐぐぐぐぐぐぐ

体
たいたいたいたい

的
てきてきてきてき

にはどのような人
ひとひとひとひと

々
びとびびびととと

を指
ささささ

している
だろうか（→p.71～72）。

読み解き 受
うううう

け取
ととととととと

り手
ててててててて

であるホレス＝グリーリー
が，どのような人

じんじんじんじん

物
ぶつぶぶぶつつつ

かで，書
かかかかかかか

かれている意
いいいい

味
みみみみ

は変
かかかか

わるだろうか。例
たとたたたたたたととと

えば，グリーリーがリンカンの
親
しんしししんんん

友
ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

だったらどうだろうか。また，グリーリーが
奴
ど

隷
れい

解
かいかいかいかい

放
ほうほうほうほう

反
はんはははんんんんんん

対
たいたいたいたい

の人
じんじじじんんん

物
ぶつぶつぶつぶつ

だったらどうだろうか。

知
しししし

ってること
と少

すこすすすこここ

し違
ちが

うね。
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1869年　スエズ運河の開通

1789年 フランス革命
1830年 七月革命
1848年 二月革命

1842年 南京条約

1858年 
日米修好通商条約

1853～56年 
クリミア戦争
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清
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ロ シ ア 帝ロロ 国

しん
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ザンビークモモザンザザザザザザモザザザザザンモザ

ルビビビビビルマルルマルルルマルマ

セイロン

シ ベ リ ア

福建雲南
ふっけんうんなん

黄
金
海
岸
海

ηϯτϔϨφౡτ

象
牙
海
岸

牙

ๆت
き ぼうほう

19 世紀半ば
までに清が
得た領土

ンンンンンンダンンンンン

ヴィクトリア女王女トトトトトトトトト
ナポレオン

アヘン戦争アヘン戦争

ムハンマド＝アリー

近
きんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきんきん

代
だいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだいだい

化
かかかかかかかかかかかかかかか

への問
ととととととととととととととと

い
2 部

ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
近代化と私たち

れ，世
せせせせ

界
か いかかか いいい

が一
い っい っい っい っい っい っい っ

体
た いた いた いた いた いた いた い

化
かかかか

する地
ちちちちちちち

球
きゅうきゅきゅきゅううう

社
し ゃし ゃし ゃし ゃ

会
か いか いか いか い

が始
は じははは じじじじじじ

まった。そのなかで
19世

せ いせ いせ いせ い

紀
きききき

のアジアは，植
しょくしししょくょくょく

民
み んみ んみ んみ んみ んみ んみ ん

地
ちちちち

支
しししし

配
は いは いは いは い

を拡
か くかかか くくく

大
だ いだだだだだだ いいい

する欧
お うおおお うううううう

米
べ いべ いべ いべ いべ いべ いべ い

諸
し ょし ょし ょし ょ

国
こ くこここ くくく

と
それに抵

て い

抗
こ う

する諸
し ょし ょし ょし ょ

国
こ くこここ くくくくくく

･ 諸
し ょし ょし ょし ょし ょし ょし ょ

民
み んみみみ んんん

族
ぞ くぞぞぞ くくく

とがせめぎあう場
ばばばば

となった。
インドや中

ちゅうちちちゅゅゅううう

国
ご くご くご くご く

などで欧
お うおおお ううう

米
べ いべ いべ いべ い

の支
しししし

配
は いははは いいい

が進
す すす すす すす す

む一
い っいいいいいい っっっ

方
ぽ うぽぽぽ ううう

，日
に っにににににに っっっ

本
ぽ んぽぽぽ んんん

の明
め い

治
じ

維
い

新
し ん

など，自
みずかみずかみずかみずか

らの手
てててて

で近
き んき んき んき ん

代
だ いだだだ いいい

化
かかかかかかか

を進
す すす すす すす す

める動
う ごううう ごごご

きも始
は じは じは じは じは じは じは じ

まった。

　19 世
せ いせせせ いいい

紀
ききききききき

になると，欧
お う

米
べ い

諸
し ょししし ょょょ

国
こ くこ くこ くこ く

で近
き んき んき んき ん

代
だ いだ いだ いだ い

化
かかかか

が進
す すす すす すす すす すす すす す

み，イギリ
スを先

せ んせせせ んんん

頭
と うと うと うと うと うと うと う

に対
た いたたたたたた いいい

外
が いが いが いが い

進
し んし んし んし ん

出
しゅつしししゅつゅつゅつ

が進
す すす すす すす す

んだ。アメリカも，19世
せ いせ いせ いせ い

紀
きききき

末
ま つま つま つま つ

に帝
て い

国
こ く

主
し ゅし ゅし ゅし ゅ

義
ぎぎぎぎ

国
こ くこ くこ くこ くこ くこ くこ く

の一
い ちいいい ちちち

員
い んい んい んい んい んい んい ん

となり対
た いたたた いいい

外
が いが いが いが い

進
し んししし んんん

出
しゅつしししゅゅゅつつつ

を始
は じははは じじじ

めた。この結
け っけ っけ っけ っけ っけ っけ っ

果
かかかか

，アジア・アフリカや太
た いた いた いた いた いた いた い

平
へ いへへへ いいいいいい

洋
よ うよ うよ うよ うよ うよ うよ う

地
ちちちちちちち

域
い きいいい ききき

の島
し まし まし まし ま

々
じ まじ まじ まじ ま

までもが欧
お うお うお うお うお うお うお う

米
べ いべ いべ いべ い

諸
し ょし ょし ょし ょ

国
こ くここここここ くくく

を頂
ちょうちちちょょょううう

点
て んててて んんん

とする世
せせせせ

界
か いか いか いか いか いか いか い

市
ししししししし

場
じょうじょじょじょううう

・世
せせせせ

界
か いか いか いか いか いか いか い

的
て きててて ききき

分
ぶ んぶ んぶ んぶ んぶ んぶ んぶ ん

業
ぎょうぎぎぎょうょうょう

体
た いたたたたたた いいい

制
せ いせ いせ いせ い

に組
くくくく

み込
こ

ま

　 19 世
せいせせせせせせいいい

紀
きききき

の世
せせせせせせせ

界
かいかいかいかい

　～これから学
まなまなまなまな

ぶ時
じじじじじじじ

代
だいだだだいいい

を眺
なが

めてみよう！～

序
じょじょじょじょじょじょじょじょじょじょじょじょ

章
しょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょう
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ラテンアϝϦΧ
ॾ国のಠ立

（1867アϝϦΧྖに）

1783
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のಠ立
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同時代の世界と日本の動きが確認できる年表
と世界地図を，部の冒頭に掲載。

当時の代表的な人物や事件を
親しみやすいイラストで掲載。
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これから「近
きんきんきんきんきんきんきん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

」に関
かんかかかんんんんんん

する学
がくがががくくく

習
しゅうしゅうしゅうしゅう

が始
はじはじはじはじはじはじはじ

まります。p.15 ～ 18の導
どうどどどうううううう

入
にゅうににににににゅゅゅううう

では右
みぎみぎみぎみぎ

に書
かかかか

かれた６
むっむむむむむむっっっ

つのキーワードとそれに関
かんかんかんかん

する資
しししし

料
りょうりりりょうょうょう

を掲
けい

載
さい

しています。これら
のキーワードに関

かんかんかんかんかんかんかん

する資
しししし

料
りょうりょりょりょうううううう

と，「近
きんきんきんきんきんきんきん

代
だいだだだいいい

化
かかかかかかか

」には，どのような関
かんかかかんんんんんん

係
けいけいけいけい

があるのか，
資
ししししししし

料
りょうりりりりりりりょょょううう

を見
みみみみ

ながら考
かんがかかかんんんががが

えよう。
また，このページは，中

ちゅうちゅちゅちゅうううううう

学
がっがががっっっ

校
こうこうこうこうこうこうこう

で学
がくがががくくく

習
しゅうしゅしゅしゅうううううう

した歴
れきれれれれれれききき

史
しししし

事
じ

項
こう

を振
ふ

り返
かえかえかえかえかえかえかえ

ることもできま
す。この６

むっむっむっむっ

つのキーワードが中
ちゅうちちちちゅゅゅううう

学
がっがががっっっ

校
こうこうこうこう

で学
がくがくがくがく

習
しゅうしゅうしゅうしゅう

した事
じじじじ

項
こうこうこうこう

の何
なになになになに

と関
かんかんかんかん

連
れんれんれんれん

しているか，
確
かくかくかくかく

認
にんにんにんにんにんにんにん

しながら読
よよよよ

み進
すすすすすすすすすすすすすす

めよう。

歴
れきれれれききき
史
しししし
ウォーミングアップ１

中
ちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅう

学
がっがっがっがっがっがっがっがっがっがっがっ

校
こうこうこうこうこうこうこうこうこうこううううううううこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう

の学
がくがくがくがくがくがくがくがくがくがくがくがくがくがく

習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

を踏
ふふ

まえつつ
６
むっむむむっっっ

つのキーワードを基
もと

に歴
れきれれれききき

史
ししししししし

学
がくがくがくがく

習
しゅうしししゅゅゅううう

を始
はじはじはじはじ

めよう!

2 部
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

の導
どうどうどうどうどうどうどうどうどうどうどうどうどうどうどう

入
にゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅう 「近

きんきききんんん

代
だいだいだいだい

化
かかかかかかか

」について考
こうこうこうこう

察
さつさささつつつ

していこう！
キーワード　交

こうこうこうこうこうこうこう

通
つうつうつうつうつうつうつう

と貿
ぼうぼぼぼううう

易
えきええええええききき

　　 日
にににに

本
ほんほんほんほん

橋
ばしばしばしばしばしばしばし

方
ほうほうほうほう

面
めんめんめんめん

から望
のぞのののぞぞぞ

む銀
ぎんぎぎぎんんん

座
ざざざざざざざ

のれんが通
どおどどどおおお

り（19世
せいせいせいせい

紀
きききき

後
こうこここううう

半
はんはんはんはん

） 考察 江
えええええええ

戸
どどどど

時
じじじじじじじ

代
だいだいだいだい

の様
ようよよよううう

子
すすすす

（→ p.1）と比
ひ

較
かく

して，人
ひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

の生
せいせいせいせい

活
かつかかかかかかつつつ

はどのように変
へんへんへんへん

化
かかかかかかか

したのか，交
こうこここううう

通
つうつうつうつう

・
建
けんけんけんけん

築
ちくちちちくくく

・服
ふくふふふくくく

装
そうそうそうそう

などに注
ちゅうちちちゅうゅうゅう

目
もくもくもくもく

して考
かんがかんがかんがかんが

えよう。
１

キーワード❶ 交
こうこここううう
通
つうつつつううう
と貿
ぼうぼぼぼうううううう
易
えきえきえきえき
…………………… ，　，1 4 6

キーワード❸ 権
けんけけけんんん
利
りりりり
意
いいいい
識
しきしししききき
と政
せいせせせせせせいいい
治
じじじじじじじ
参
さんさんさんさんさんさんさん
加
かかかかかかか
や国
こくこここくくく
民
みんみんみんみん
の義

ぎぎぎぎぎぎぎ
務
むむむむ

……………………………………… ，8 9

キーワード❺ 労
ろうろろろうううううう
働
どうどうどうどうどうどうどう
と家

かかかか
族
ぞくぞくぞくぞく
 ……………………… p.19

キーワード❻ 移
いいいい
民
みんみんみんみんみんみんみん
…………………………………… 13

キーワード❷ 産
さんさんさんさん
業
ぎょうぎぎぎぎぎぎょうょうょう
と人
じんじじじんんん
口
こうこうこうこう
…………………………… 5412

キーワード❹ 学
がっががががががっっっ
校
こうこここううう
教
きょうきききょょょううう
育
いくいいいくくく
……………………………… 7

京橋
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1800 1810 1820 1830 1840

▲ ▲ ▲

1792　
ラクスマン来航

1789
フランス革命ス
開始

1804
ナポレオン
皇帝に

1804
レザノフ来航

1825　
異国船打払令令

1837
大塩平八郎の乱

1842
薪水給与令

1825
イギリスで
世界初の鉄道開通開

1840
アヘン戦争

寺子屋の開設盛ん（　　）
工場制手工業の
生産広まる（　　）

日
本

世
界

江戸時代

歴
史
年
表
江
戸
時
代
後
半

国
こ っこ っこ っこ っ

家
かかかか

の建
け んけ んけ んけ ん

設
せ つせ つせ つせ つ

が進
す すす すす すす す

められた。
こ うここここここ ううう

ۀ
ぎょうぎょうぎょうぎょうぎょうぎょうぎょう

がൃ
は っは っは っは っは っは っは っ

ୡ
た つた つた つた つた つた つた つ

した欧
お うおおお ううう

米
べ いべべべ いいい

諸
し ょし ょし ょし ょし ょし ょし ょ

国
こ くこここ くくく

は，
҆
や すや すや すや すや すや すや す

いݪ
げ んげ んげ んげ ん

ྉ
りょうりょりょりょううう

の入
にゅうにゅにゅにゅにゅにゅにゅうううううう

ख
し ゅしししししし ゅゅゅ

ઌ
さ きさささ ききき

とࢢ
ししししししし


じょうじじじょょょううう

を求
も とも とも とも と

めてੈ
せせせせ

ք
か いかかか いいい

֤
か くか くか くか くか くか くか く


ちちちち

に進
し んししし んんん

出
しゅつししししししゅつゅつゅつ

し，Ξ
δΞやΞϑϦΧに植

しょくしししょょょくくく

民
み んみみみ んんん

地
ちちちち

を֦
か くか くか くか くか くか くか く

大
だ いだ いだ いだ いだ いだ いだ い

していͬた。
　 開

かいかいかいかいかいかいかい

国
こくこくこくこく

と幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

の終
おおおお

わり（→p.61 ～ 66）
日
に っに っに っに っ

本
ぽ んぽぽぽ んんん

では，たͼॏ
か さかかか さささ

なる欧
お うお うお うお う

米
べ いべべべ いいい

ધ
せ んせせせせせせ んんん

のདྷ
ら いら いら いら いら いら いら い

ߤ
こ うこ うこ うこ う

や，Ξϔϯ戦
せ んせ んせ んせ ん

争
そ うそ うそ うそ う

で
のਗ਼

し んししし んんんんんん

のഊ
は いは いは いは い

北
ぼ くぼ くぼ くぼ く

の
じょうじょじょじょううう

ใ
ほ うほ うほ うほ うほ うほ うほ う

をಘ
えええええええ

て，欧
お うおおお ううう

米
べ いべ いべ いべ い

諸
し ょし ょし ょし ょ

国
こ くこここ くくくくくく

とのࡏ
ああああ

り方
か たか たか たか たか たか たか た

が
ととととととと

Θれ
るようになͬた。そうしたなか，ΞϝϦΧのϖϦʔが日

に っににに っっっ

本
ぽ んぽぽぽ んんん

へདྷ
ら いら いら いら い

ߤ
こ うこここ ううう

した。幕
ば くば くば くば くば くば くば く

府
ふふふふふふふ

は開
か いかかか いいい

国
こ くこ くこ くこ く

をܾ
け つけ つけ つけ つけ つけ つけ つ

அ
だ んだだだだだだ んんん

し，欧
お うお うお うお う

米
べ いべべべ いいい

諸
し ょし ょし ょし ょ

国
こ くこここ くくく

と自
じじじじ

由
ゆ うゆ うゆ うゆ うゆ うゆ うゆ う


ぼ うぼぼぼ ううう

қ
え きえ きえ きえ きえ きえ きえ き

にؔ
か んか んか んか ん

する条
じょうじじじょょょううう

約
や くや くや くや く

を結
む すむ すむ すむ すむ すむ すむ す

んだ。しかし，
ぼ うぼ うぼ うぼ う

қ
え きえ きえ きえ きえ きえ きえ き

が始
は じははは じじじじじじ

まると，҆
や すややや すすす

い֎
が いが いが いが い

国
こ くこ くこ くこ くこ くこ くこ く


せ いせ いせ いせ い


ひ んひ んひ んひ ん

が国
こ くこ くこ くこ く


な いな いな いな い

にྲྀ
りゅうりゅうりゅうりゅう

入
にゅうにゅにゅにゅううう

し，生
き

ࢳ
い と

などの国
こ くこ くこ くこ くこ くこ くこ く


な いななな いいい


せ いせ いせ いせ い


ひ んひ んひ んひ ん

は海
か いか いか いか い

֎
が いが いが いが い

にྲྀ
りゅうりりりゅゅゅううう

出
しゅつしししゅつゅつゅつ

して，日
に っに っに っに っ

本
ぽ んぽ んぽ んぽ ん

の経
け いけけけけけけ いいいいいい

ࡁ
ざ いざ いざ いざ い

は大
だ いだ いだ いだ いだ いだ いだ い

ࠞ
こ んこ んこ んこ ん

ཚ
ら んららら んんん

にؕ
おちい

ͬた。

　 江
えええええええ

戸
どどどど

幕
ばくばばばくくく

府
ふふふふ

による支
ししししししし

配
はいははははははいいい

（→p.21 ～ 24）

江
えええええええ

戸
どどどど

時
じじじじ

代
だ いだ いだ いだ い

，幕
ば く

藩
は ん

体
た いたたた いいい

制
せ いせ いせ いせ い

と
ぼ うぼ うぼ うぼ うぼ うぼ うぼ う

қ
え きえ きえ きえ きえ きえ きえ き

౷
と うととと うううううう

制
せ いせ いせ いせ い

の下
も と

，ࣾ
し ゃし ゃし ゃし ゃし ゃし ゃし ゃ

会
か いか いか いか い

は҆
あ んあああ んんん

定
て いててて いいい

し，
身
みみみみ

分
ぶ んぶ んぶ んぶ ん

にج
も と

づくࣾ
し ゃし ゃし ゃし ゃし ゃし ゃし ゃ

会
か いかかか いいい

が定
て いて いて いて い

ண
ちゃくちちちゃくゃくゃく

していた。五
ごごごごごごご

街
か い

道
ど う

やਫ
す いす いす いす いす いす いす い

্
じょうじじじょょょううう

ߤ
こ うこここ うううううう

࿏
ろろろろ

な
どの交

こ うこここ ううう

௨
つ うつ うつ うつ う


も う

が
せ いせ いせ いせ いせ いせ いせ い

උされたことで，࢈
さ んさささ んんん

物
ぶ つぶぶぶ つつつ

が֤
か くかかか くくく


ちちちち

にߦ
いいいいいいい

き
わ た

る
ようになり，

しょうしょしょしょううう

ۀ
ぎょうぎょうぎょうぎょう

もӫ
さ か

͑た。また，武
ぶぶぶぶ

࢜
ししししししし

からॸ
し ょ

民
み ん

までڭ
きょうきょきょきょううう

ҭ
い くい くい くい くい くい くい く

が
さ か

んで，ߴ
た かたたた かかかかかか

いࣝ
し きししし ききき

ࣈ
じじじじ


り つ

をތ
ほ こ

ͬていた。こうしたൟ
は ん

ӫ
え い

の
なか，日

に っににに っっっ

本
ぽ んぽ んぽ んぽ ん

ಠ
ど くど くど くど く

自
じじじじ

の文
ぶ んぶ んぶ んぶ んぶ んぶ んぶ ん

化
かかかか

がൃ
は っはははははは っっっ

ୡ
た つた つた つた つ

することとなͬた。
　  欧

おう

米
べい

諸
しょしょしょしょ

国
こくこくこくこくこくこくこく

における「近
きんきんきんきんきんきんきん

代
だいだいだいだい

化
かかかか

」（→p.33 ～ 54）
欧
お うおおお うううううう

米
べ いべ いべ いべ い

諸
し ょしししししし ょょょ

国
こ くこここ くくく

では  ϑϥϯεֵ
か くかかか くくく

໋
め いめめめめめめ いいい

に代
だ いだ いだ いだ い

ද
ひょうひひひょょょううう

されるࢢ
ししししししし

民
み んみ んみ んみ ん

ֵ
か くかかか くくく

໋
め いめ いめ いめ いめ いめ いめ い

と，
ΠΪϦεに始

は じははは じじじ

まる࢈
さ んさ んさ んさ ん

ۀ
ぎょうぎぎぎょょょううう

ֵ
か くか くか くか く

໋
め いめ いめ いめ いめ いめ いめ い

をきͬかけとして，自
じじじじ

由
ゆ うゆゆゆ うううううう

・平
びょうびびびょょょうううううう

等
ど うど うど うど うど うど うど う

のߟ
かんがかんがかんがかんがかんがかんがかんが

͑の下
も とももも ととと

にਓ
ひ とひひひ ととと

々
び とびびび ととと

をʮ国
こ くこここ くくくくくく

民
み んみ んみ んみ ん

ʯとして一
ひ とひ とひ とひ と

つにまとめる近
き んき んき んき ん

代
だ いだだだだだだ いいい

図
ずずずず

～　の資
しししし

料
りょうりょりょりょりょりょりょううう

は，年
ねんねねねんんん

表
ぴょうぴょぴょぴょううう

のどの時
じじじじ

代
だいだだだいいい

の資
しししし

料
りょうりょりょりょりょりょりょううう

に
なるだろうか。年

ねんねんねんねん

表
ぴょうぴぴぴょうょうょう

上
じょうじょじょじょううう

の（ ）の中
なかななななななかかか

に番
ばんばんばんばん

号
ごうごごごううう

を
入
いいいい

れてみよう。
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やってみよう

　 寺
てらてててららら

子
こここここここ

屋
ややややややや

の様
ようようようよう

子
すすすす

考察

江
ええええ

戸
どどどど

時
じじじじ

代
だいだだだいいい

の教
きょうきょきょきょううう

育
いくいいいくくくくくく

と明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

以
い

降
こう

の学
がっがががっっっ

校
こうこここうううううう

教
きょうきききょょょうううううう

育
いくいいいいいいくくく

では，
どのような違

ちが

いがあるか，
考
かんがかかかんんんがががががが

えよう。

2

　　 横
よこ

浜
はま

港
こうこここううう

からの輸
ゆゆゆゆ

出
しゅつしししゅゅゅつつつ

入
にゅうにゅにゅにゅううう

品
ひんひひひんんん

5

　　 開
かいかいかいかい

港
こうこうこうこう

後
ごごごごごごご

の横
よこ

浜
はま

の様
ようようようよう

子
すすすす

考察 開
かいかいかいかい

国
こくこここくくくくくく

後
ごごごごごごご

の外
がいがいがいがい

国
こくこくこくこくこくこくこく

との
交
こうこここううう

流
りゅうりゅりゅりゅうううううう

により，日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の貿
ぼうぼうぼうぼう

易
えきえきえきえき

や交
こうこうこうこう

通
つうつつつううう

はどのように変
へんへんへんへんへんへんへん

化
かかかか

し
ていったのか，考

かんがかかかんんんががが

えよう。

4

交
こう

通
つう

と貿
ぼう

易
えき

工
こうこうこうこう

場
じょうじょうじょうじょう

制
せいせせせせせせいいい

手
しゅしししゅゅゅ

工
こうこうこうこう

業
ぎょうぎょぎょぎょぎょぎょぎょううう

考察

近
きんきききんんんんんん

代
だいだいだいだい

化
かかかか

する前
まえまえまえまえまえまえまえ

の日
にっににににににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

では，
大
たいたいたいたいたいたいたい

量
りょうりりりょょょううう

の製
せい

品
ひん

を作
つく

るために
どのようなしくみを取

とととと

り
入
いいいいいいい

れていたのか，考
かんがかかかかんんんががが

えよう。

3
輸出

輸入

1865年
1746万7728ドル

1315万3024ドル

その他 1.3かいこ

蚕の卵が付いた紙 3.8
茶
10.2生糸 84.7％

綿織物 35.8毛織物 43.8％

綿糸 6.6 武器 6.5

その他 5.5かんせん

艦船 1.8

き　いと

〈博物館蔵ࢢݪా〉

〈ԣ開ࢿߓྉ館蔵〉

〈国立ެ文ॻ館蔵〉

〈『ԣの誕生ߓ』〉

16

04歴総_015-018_2部導入.indd   1604歴総_総_015-018_2部導入.indd 16 /17   16:46662020/12/17   16:46662020/12/17   16:462020/12/17 16:46

「近代化」の学習のポイントとなる6つのキーワードを提示。
問いの設定につながり，中学校の復習もできる。

交
こここううう

通
つうつうつう

と貿
ぼぼぼううう

易
えきえきえきえきえきえき

〈博物館蔵ࢢݪా〉

〈ԣ開ࢿߓྉ館蔵〉
キーワードに関連した資料を掲載。下の年表のどこにあてはまるかを考えて，
「やってみよう」で作業しながら時代を概観できる。
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ঁ子

உ子

ち
ょ
く
ち
ょ
く
ごご

教
育
勅
語
発
布

む
し
ょ
う

授
業
料
の
無
償
化

授
業
料
の
無
償
化

授
業
料
の
無
償
化

授
業
料
の
無
償
化

義
務
教
育
４
年
制
に

義
務
教
育
４
年
制
に

義
務
教
育
４
年
制
に

義
務
教
育
４
年
制
に

義
務
教
育
６
年
制
に

義
務
教
育
６
年
制
に

　一方，欧
お う

米
べ い

諸国と実際に交戦し，攘
じょう

夷
い

の難しさを実感
した薩

さ つ

摩
ま

藩
は ん

と長
ちょう

州
しゅう

藩は，同盟を結んで倒
と う

幕
ば く

運動を開始し
た。幕府はେ

た い


せ い

ไ
ほ う

ؐ
か ん

で状
じょう

況
きょう

の転
て ん

換
か ん

を図
は か

るが，薩
さ ͬ

長
ちょう

により
妨
さまた

げられ，ฺ
΅

ୢ
し ん

ઓ૪を経て江戸幕府は滅
Ί つ

亡
΅ う

した。
ͷ࣏໌

ちょう

ઓ
せん

（ˠQ�71 〜 72）

　新たに誕生した໌࣏は，天皇の名において，政府
が直接全国を治める中央集権国家の建設に乗り出した。
また，同時に，欧米諸国をモデルとして近代国家づくり
に取り組んだ。

ふ

ࠃ
こ く

ڧ
きょう

ฌ
 い

を実現するため，ഇ
は い

ൡ
は ん

ஔݝや古
い身分制の廃

は い

止
し

，
ち

ે
そ

վਖ਼・
ちょう

ฌ
 い

੍・学੍など，諸政策
を次々に実

じ ͬ

施
し

した。これらの急速な変化に対して，民衆

は文明開化の名の下
も と

に一部を生活のなかに受け入れつつ，
時
と き

には大きな一
い ͬ

揆
き

を起こして抵
て い

抗
こ う

を示した。
ۙࠃՈʹ͏͔ຊ（ˠQ�73 〜 74）

　明治政府は，立憲政治の確立と欧米諸国との不平等条
約の改正に向けて動き出した。その一方，琉

りゅう

球
きゅう

・北海道
を日本に組み入れ，みずからの主権の及

お よ

ぶ国境の画定も
進めた。さらに，朝

ちょう

鮮
せ ん

・中国とは近代的な条約を結んだ。
　同じころ，政治に対する国民の不満は，西南戦争を境
に，武力を伴

ともな

う争いから国会の開設を要求する自由民権
運動へと変化した。この要求に対し，明治政府は，େ日
本ఇ

て い

ࠃ
こ く

。๏を制定し，続いて帝国議会も開設したݑ

　 ΠΪリεかΒ
༌ೖ͞れた日本ॳͷ
ৠंؔػؾ
ߟ �日ຊͰ，Ͳ
のΑ͏ͳॴΛ݁Ϳͨ
Ίʹమಓ͕ݐઃ͞Ε
ͨの͔，͑ߟΑ͏ɻ

〈埼玉県 鉄道博物館蔵〉

6

　　 ࣗ༝ຽݖӡಈͷԋઆձͱ　　 ໌࣏࣌ͷબڍͷ༷ࢠ ߟ �自༝ຽ権ӡಈΛ
Α͏ɻ͑ߟ，ಧ͘Α͏ʹͳͬͨの͔ʹ࣏ձ͕ग़来ͨ͜ͱͰ，ਓʑのٞ，ͯܦ
　　 ࣗ༝ຽݖӡಈͷԋઆձ　　 ࣗ༝ຽݖӡಈͷԋઆձ　　 ࣗ༝ຽݖӡಈͷԋઆձ8 9ࢠͷ༷ڍͷબ࣏࣌໌ 　　ࢠͷ༷ڍͷબ࣏࣌໌ 　　ࢠͷ༷ڍͷબ࣏࣌໌ 　　

　　 बֶͷมԽ ߟ �ͳͥ�ͳͥ໌੍ֶ࣏Λಋೖͨ͠の
ͩΖ͏͔ɻ·ͨಋೖͨ͜͠ͱʹΑͬͯ，ਓʑʹͲのΑ͏ͳม
Խ͕͋ͬͨの͔，͑ߟΑ͏ɻ

　　 बֶͷมԽ　　 बֶͷมԽ　　 बֶͷมԽ7

ަ௨ͱқ

ຽのٛࠃՃやࢀ࣏རҙࣝͱݖ ຽのٛࠃՃやࢀ࣏རҙࣝͱݖ

ֶ校教育

〈文部省『学制百年史』〉
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伊藤博文

　 帝
てい

国
こく

主
しゅしゅしゅしゅ

義
ぎぎぎぎ

と日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

（→p.75 ～ 80）

近
き んききき んんん

代
だ いだだだ いいい

化
かかかか

を進
す すす すす すす す

めた日
に っに っに っに っ

本
ぽ んぽ んぽ んぽ ん

は，しだいに朝
ちょうちょちょちょううう

鮮
せ んせ んせ んせ ん

を影
え い

響
きょう

下
かかかか

に置
お

こ
うと考

かんがかんがかんがかんがかんがかんがかんが

えるようになり，清
し ん

との間
あいだああああああいいいだだだ

で日
に っ

清
し ん

戦
せ んせせせ んんんんんん

争
そ うそ うそ うそ う

が起
おおおお

こった。
さらに朝

ちょうちょちょちょううう

鮮
せ んせ んせ んせ ん

・中
ちゅうちゅちゅちゅううう

国
ご くご くご くご くご くご くご く

東
と うととと ううう

北
ほ くほほほ くくく

部
ぶぶぶぶ

（満
ま ん

州
しゅう

）などをめぐってロシアと
の間

あいだあいあいあいだだだ

で日
に ち

露
ろ

戦
せ んせせせ んんんんんん

争
そ うそそそ ううう

が起
おおおおおおお

こった。二
ふ たふふふ たたた

つの戦
せ んせせせ んんん

争
そ うそそそ ううう

に勝
しょうしょしょしょううう

利
りりりり

した日
に っににに っっっ

本
ぽ んぽぽぽ んんんんんん

は , 欧
お うお うお うお う

米
べ いべ いべ いべ い

諸
し ょし ょし ょし ょ

国
こ くこここ くくく

との条
じょうじょじょじょううう

約
や くや くや くや く

改
か いかかか いいい

正
せ いせ いせ いせ い

を実
じ つじ つじ つじ つ

現
げ んげ んげ んげ ん

し，列
れ っれれれ っっっ

強
きょうきょきょきょううう

の仲
な かな かな かな かな かな かな か

間
まままま

入
いいいい

りを
果
はははは

たした。一
い っい っい っい っ

方
ぽ うぽぽぽ ううう

で，戦
せ んせ んせ んせ ん

争
そ うそそそ ううう

で権
け んけ んけ んけ ん

利
りりりりりりり

を得
ええええ

た台
た い

湾
わ ん

や朝
ちょうちょちょちょううう

鮮
せ んせせせ んんん

を植
しょくしょくしょくしょくしょくしょくしょく

民
み んみみみ んんんんんん

地
ちちちち

化
かかかか

して，帝
て いててて いいい

国
こ くこここ くくく

主
し ゅし ゅし ゅし ゅ

義
ぎぎぎぎ

国
こ くこ くこ くこ くこ くこ くこ く

の道
み ちみ ちみ ちみ ちみ ちみ ちみ ち

を歩
あ ゆあ ゆあ ゆあ ゆあ ゆあ ゆあ ゆ

んでいくようにもなった。
こうした動

う ごう ごう ごう ご

きに対
た いたたたたたた いいい

し，朝
ちょうちょちょちょううう

鮮
せ んせ んせ んせ んせ んせ んせ ん

では各
か くか くか くか く

地
ちちちちちちち

で日
に っににに っっっ

本
ぽ んぽぽぽ んんん

への抵
て いててて いいい

抗
こ うこここ うううううう

運
う んうううううう んんん

動
ど うど うど うど う

が起
おおおお

こり，改
か いかかか いいい

革
か くかかか くくくくくく

が迫
せ ま

られた中
ちゅうちゅちゅちゅううう

国
ご くごごご くくく

では，辛
し ん

亥
が い

革
か くかかかかかか くくく

命
め いめ いめ いめ い

が起
おおおお

こっ
て，アジア初

は つはははははは つつつ

の共
きょうきききょょょょょょううう

和
わわわわ

国
こ くこ くこ くこ くこ くこ くこ く

である中
ちゅう

華
か

民
み んみ んみ んみ ん

国
こ くこここ くくくくくく

が成
せ いせせせ いいい

立
り つりりり つつつ

した。

　 日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の産
さんささささささんんん

業
ぎょうぎょぎょぎょぎょぎょぎょううう

革
かくかかかくくく

命
めいめめめいいい

（→p.75 ～ 78）

日
に っに っに っに っ

本
ぽ んぽぽぽ んんん

の近
き んき んき んき ん

代
だ いだ いだ いだ い

化
かかかか

が急
きゅうきゅきゅきゅうううううう

速
そ くそ くそ くそ くそ くそ くそ く

に進
す すす すす すす すす すす すす す

んだ背
は いはははははは いいい

景
け いけ いけ いけ いけ いけ いけ い

には，繊
せ ん

維
い

工
こ うこ うこ うこ うこ うこ うこ う

業
ぎょうぎょぎょぎょううう

に代
だ いだ いだ いだ い

表
ひょうひひひょょょううう

される軽
け いけけけ いいい

工
こ うこここ ううう

業
ぎょうぎぎぎょうょうょう

と鉄
て って って って っ

鋼
こ うこ うこ うこ う

業
ぎょうぎぎぎょうょうょう

に代
だ いだ いだ いだ い

表
ひょうひひひひひひょうょうょう

される重
じゅうじゅじゅじゅううう

工
こ うこここ ううう

業
ぎょうぎぎぎょうょうょう

の発
は っははは っっっ

展
て んててて んんんんんん

が
あった。この過

かかかか

程
て いて いて いて い

で，財
ざ い

閥
ば つ

が形
け いけ いけ いけ い

成
せ いせせせせせせ いいい

され，産
さ んさ んさ んさ ん

業
ぎょうぎょぎょぎょううう

技
ぎぎぎぎ

術
じゅつじじじゅつゅつゅつ

や科
かかかか

学
が くが くが くが く

が急
きゅうきゅきゅきゅうううううう

速
そ くそそそ くくく

に発
は っははは っっっ

展
て んててて んんん

した。こうした発
は っははは っっっ

展
て んて んて んて ん

の一
い っい っい っい っい っい っい っ

方
ぽ うぽ うぽ うぽ う

，劣
れ つ

悪
あ く

な条
じょうじじじょょょううう

件
け んけ んけ んけ ん

下
かかかか

で働
はたらはたはたはたららら

かされる小
ここここ

作
さ くさ くさ くさ く

農
の うののの ううう

民
み んみ んみ んみ ん

や工
こ うこ うこ うこ う

場
じょうじょじょじょううう

労
ろ うろ うろ うろ う

働
ど うど うど うど う

者
し ゃししし ゃゃゃ

の存
そ んそそそ んんんんんん

在
ざ いざ いざ いざ い

もあり，足
あ し

尾
お

銅
ど うど うど うど う

山
ざ んざ んざ んざ ん

などでの公
こ うこここ うううううう

害
が いが いが いが い

も発
は っは っは っは っ

生
せ いせ いせ いせ いせ いせ いせ い

するようになった。国
こ くこここ くくくくくく

内
な いな いな いな い

で十
じゅうじじじゅうゅうゅうゅうゅうゅう

分
ぶ んぶ んぶ んぶ ん

な生
せ いせせせせせせ いいい

活
か つかかか つつつ

ができない者
も のも のも のも の

のなかには，ハワイなど，海
か いかかか いいい

外
が いががが いいい

に移
いいいい

民
み んみみみ んんん

として渡
わ た

る者
も の

も現
あらわあらわあらわあらわあらわあらわあらわ

れた。これら労
ろ うろ うろ うろ うろ うろ うろ う

働
ど うど うど うど うど うど うど う

・公
こ うこ うこ うこ うこ うこ うこ う

害
が いががが いいい

・貧
ひ んひ んひ んひ ん

困
こ んこここ んんん

など
の問

も んももも んんん

題
だ いだ いだ いだ いだ いだ いだ い

は社
し ゃししし ゃゃゃ

会
か いか いか いか い

問
も んも んも んも ん

題
だ いだ いだ いだ いだ いだ いだ い

として認
に んに んに んに ん

識
し きししし きききききき

されるようになり，しだい
に改

か いかかか いいい

善
ぜ んぜ んぜ んぜ ん

が叫
さ け

ばれるようになっていった。

1890 1900 1910

1885
内閣制度 1895　

下関条約

1900
清で義和団事件清

1904
日露戦争 （　 ）

1910
韓国併合

1911　
条約改正の達成

1911　
辛亥革命

1912
中華民国成立

1905
ポーツマス条約

1895
三国干渉1894

朝鮮で甲午農民戦争

1889
大日本帝国憲法の発布憲

1908
ブラジルへの移民
開始（　 ）

1894
  日清戦争（　  ）

1890
第 1回衆議院議員選挙1
　　 　　（　  ）

1901　
八幡製鉄所
操業開始

　　　　　　 （　 ）

　　 官
かんかかかんんん

営
えいええええええいいい

八
や

幡
はた

製
せいせせせいいい

鉄
てつてててつつつ

所
しょしししょょょ

（1900 年
ねんねねねんんんんんん

 伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

視
ししししししし

察
さつさつさつさつ

時
じじじじ

） 考察 日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の工
こうこうこうこうこうこうこう

業
ぎょうぎぎぎょうょうょう

化
かかかか

はどのように進
すすすすすすすすすすすすすす

ん
でいくのか，考

かんがかんがかんがかんがかんがかんがかんが

えよう。
〈日本製鉄株式会社 九州製鉄所
所蔵〉

12

　 移
いいいいいいい

民
みんみみみんんん

を呼
よよよよ

びかける
ポスター 考察 人

ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

が移
いいいい

民
みんみんみんみん

として海
かいかいかいかい

外
がいがいがいがい

に出
でででで

る動
どうどうどうどう

機
ききききききき

は何
なんなんなんなん

だったのか，
考
かんがかかかんんんがががががが

えよう。
〈東京都 外務省外交史料館蔵〉

13

　 日
にっ

清
しん

戦
せんせせせんんんんんん

争
そうそうそうそう

（1894年
ねんねねねんんん

）の風
ふう

刺
し

画
がががが

（左
ひだりひだりひだりひだり

）と　 日
にち

露
ろ

戦
せんせせせんんん

争
そうそそそううう

（1904）の風
ふうふうふうふう

刺
ししししししし

画
がががが

（右
みぎみみみみみみぎぎぎ

）（ビゴー作
さくさささくくくくくく

）
考察 風

ふうふふふううう

刺
しししし

画
がががが

は，日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

を取
ととととととと

り巻
まままま

くどのような関
かんかかかんんん

係
けいけいけいけい

を表
ひょうひょひょひょううう

現
げんげげげんんん

しているのか，また，日
にっにっにっにっ

清
しんしんしんしん

戦
せんせせせんんんんんん

争
そうそうそうそう

と日
にちにちにちにち

露
ろろろろ

戦
せんせんせんせんせんせんせん

争
そうそそそううう

では，どのような違
ちが

いがあるのか，考
かんがかかかんんんががが

えよう。
10 11

産
さんさんさんさんさんさんさん

業
ぎょうぎょぎょぎょうううううう

と人
じんじじじじじじんんんんんん

口
こうこうこうこう

移
いいいいいいい

民
みんみんみんみんみんみんみん

18
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中学校で学習した日本の近代史の流れが端的に復習できる。
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　これらの資
しししし

料
りょうりょりょりょうううううう

と併
あわ

せて，例
たとたとたとたと

えばキーワード「移
いいいい

民
みんみんみんみん

」に着
ちゃくちゃくちゃくちゃくちゃくちゃくちゃく

目
もくもももくくく

し，主
おもおもおもおもおもおもおも

な国
くにくくくににに

・地
ちちちちちちち

域
いきいきいきいき

からの人
じんじじじんんん

口
こうこうこうこう

移
いいいい

動
どうどうどうどう

を示
しめしめしめしめ

す資
ししししししし

料
りょうりょりょりょううう

（→ p.54）から読
よよよよ

み取
ととととととと

って，
疑
ぎぎぎぎ

問
もんもんもんもん

に感
かんかかかんんん

じた点
てんてててんんん

を挙
ああああ

げてみよう。
例
れいれれれいいい

：なぜ，発
はっはははっっっ

展
てんてんてんてん

していく日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

から移
いいいい

民
みんみんみんみん

が行
おこなおこなおこなおこな

われるのだろう？
　また，ほかのキーワードを関

かんかんかんかんかんかんかん

連
れんれんれんれんれんれんれん

させた視
しししし

点
てんてててんんんんんん

からも資
しししし

料
りょうりりりょうょうょうょうょうょう

を読
よよよよ

み解
とととと

き，疑
ぎぎぎぎ

問
もんもももんんん

を出
だだだだ

してみよう。
→「権

けんけんけんけんけんけんけん

利
りりりりりりり

意
いいいいいいい

識
しきしきしきしきしきしきしき

と政
せいせせせせせせいいい

治
じじじじ

参
さんさんさんさんさんさんさん

加
かかかか

や国
こくこくこくこく

民
みんみんみんみん

の義
ぎぎぎぎ

務
むむむむ

」を関
かんかんかんかんかんかんかん

連
れんれれれんんん

させた疑
ぎぎぎぎ

問
もんもんもんもん

の例
れいれれれれれれいいい

：
　例

れいれれれれれれいいい

：工
こうこうこうこう

場
じょうじじじょょょうううううう

で働
はたらはたはたはたららら

く人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

は，どのような権
けんけんけんけん

利
りりりり

を求
もともともともと

めたのだろう？

　この部
ぶぶぶぶ

で学
がくがががくくく

習
しゅうしゅしゅしゅううう

する「近
きんきききんんん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

」の時
じじじじじじじ

代
だいだいだいだい

の生
せいせせせいいい

活
かつかつかつかつ

や社
しゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかいかいかいかい

の変
へんへへへんんん

化
かかかかかかか

について考
かんがかんがかんがかんが

えるために，
p.15 で提

ていててていいい

示
じじじじ

した６
むっむっむっむっ

つのキーワードと，それに関
かんかかかかかかんんん

連
れんれれれんんん

するp.15 ～ 18の資
ししししししし

料
りょうりりりょうょうょう

の中
なかなかなかなか

から，
あなたが最

もっともっともっともっと

も興
きょうきょうきょうきょうきょうきょうきょう

味
みみみみ

があるものを選
えらえらえらえら

んでみよう。そして，その資
しししし

料
りょうりょりょりょりょりょりょううう

やそのほかの資
ししししししし

料
りょうりょりょりょううう

から読
よよよよ

み取
とととと

って疑
ぎぎぎぎ

問
もんもんもんもんもんもんもん

に思
おもおもおもおも

った点
てんてててんんん

を挙
ああああ

げてみよう。
　その際

さいささささささいいい

，２
ふたふふふたたた

つのキーワードを関
かんかんかんかん

連
れんれれれんんんんんん

させたり，１
ひとひとひとひとひとひとひと

つのキーワードの中
なかななななななかかか

でも複
ふくふふふくくく

数
すうすすすううう

の資
ししししししし

料
りょうりりりょょょうううううう

を見
みみみみ

比
くらくくくららら

べたりするなど，さまざまな視
ししししししし

点
てんてんてんてん

の資
ししししししし

料
りょうりょりょりょううう

から疑
ぎぎぎぎぎぎぎ

問
もんもんもんもんもんもんもん

を見
みみみみみみみ

つけてみよう。

歴
れきれきれきれき
史
ししししししし
ウォーミングアップ２

６
むっむっむっむっむっむっむっむっ

つのキーワードから
問
とととと

いを表
ひょうひょひょひょひょひょひょううう

現
げんげげげんんん

してみよう !

あなたも，６
むっむむむっっっ

つのキーワードに関
かんかんかんかんかんかんかん

する資
ししししししし

料
りょうりょうりょうりょう

から読
よよよよ

み取
とととと

り，疑
ぎぎぎぎ

問
もんもももんんんんんん

を持
も

った点
てんてんてんてんてんてんてん

を挙
ああああ

げ，下
したしたしたした

の空
くう

欄
らん

に書
かかかか

いてみよう。やってみよう

例
たとたとたとたとたとたとたと

えば
「労

ろうろろろうううううう

働
どうどどどううう

と家
かかかかかかか

族
ぞくぞくぞくぞく

」や「産
さんさささんんん

業
ぎょうぎぎぎょうょうょう

と人
じんじんじんじん

口
こうこここうううううう

」に関
かんかんかんかん

する資
しししし

料
りょうりょうりょうりょうりょうりょうりょう

から…

ほかのキーワードを関
かんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかんかん

連
れんれんれんれんれんれんれんれん

させると…

　 日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の職
しょくしょくしょくしょく

業
ぎょうぎょうぎょうぎょう

構
こうこうこうこう

成
せいせいせいせいせいせいせい

の変
へんへへへんんん

化
かかかか

考察 時
じじじじじじじ

代
だいだいだいだい

を下
くだくだくだくだ

る
につれ，どのよ
うな変

へんへんへんへん

化
かかかか

が見
み

ら
れるのか，考

かんが

え
よう。

2

　　 工
こうこうこうこう

場
じょうじじじょょょううう

で働
はたらはたはたはたららら

く人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

（1880年
ねんねねねんんん

代
だいだだだいいい

, 着
ちゃくちちちゃゃゃくくくくくく

色
しょくしししょくょくょく

写
しゃしししゃゃゃ

真
しんしんしんしんしんしんしん

） 考察 彼
かの

女
じょ

たちは，何
なになになになになになになに

を
作
つくつくつくつく

る工
こうこここううう

場
じょうじょじょじょううう

で働
はたらはたはたはたららら

いているのか，考
かんがかかかかかかんんんががが

えよう。
1

　　 日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の人
じんじじじんんん

口
こうこうこうこう

変
へんへんへんへん

化
かかかか

3

　これらの資
しししし
料
りょうりりりょょょうううううう
から読

よよよよ
み取

ととととととと
って，疑

ぎぎぎぎぎぎぎぎ
問
もんもももんんんんんん
に感
かんかんかんかん
じた点

てんてんてんてん
を挙

あああああああ
げてみ

よう。
例
れいれいれいれい
。
：なぜ，女

じょじょじょじょ
性
せいせいせいせいょょょょょょょょ
ばかりが工

こうこここううう
場
じょうじょじょじょううう
で働
はたらはははたたたららら
いているのだろう？

キーワード「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（と「 」）

に関
か んかかか んんんんんん

する資
しししし

料
りょうりりりょょょううう

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」や

「 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」などから読
よよよよ

み取
とととと

って感
か んか んか んか ん

じた疑
ぎぎぎぎ

問
も んも んも んも ん

点
て んてててててて んんん

この疑
ぎぎぎぎ

問
もんもももんんんんんん

点
てんてててんんんんんん

を念
ねんねねねんんんんんん

頭
とうとととううう

に置
おおおお

いて，これから「近
きんきんきんきんきんきんきん

代
だいだいだいだい

化
かかかかかかか

と私
わたしわわわたしたしたし

たち」の学
がくがががくくく

習
しゅうしゅうしゅうしゅう

を進
すすすすすすすすすすすすすす

めていこう。

1874年
第１次産業（農業・漁業など）

70.5％ 16.612.9

18.216.565.3

60.8

59.3 21.519.2

19.419.8

第２次産業（製造業・鉱業など）
第３次産業（交通業・サービス業など）

1884年

1894年

1904年

0
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6000
万人

1500 1550 1600 1650 1700 1750 1800 1850 1900年

1603
江
戸
幕
府
の
成
立

1868
明
治
政
府
の
成
立

〈『日本列島における人口分布の長期時系列分析』〉

〈『岩波講座 日本経済の歴史 3』〉
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近代化と私たち2部

江
ええええ

戸
どどどど

時
じじじじ

代
だいだいだいだい

の日
にっにににっっっ

本
ぽんぽぽぽんんん

と結
むすむむむすすす

び付
つつつつ

く世
せせせせ

界
かいかかかいいい

　 日
にっにっにっにっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の衣
いいいいいいい

料
りょうりょりょりょううう

品
ひんひんひんひんひんひんひん

店
てんてててんんん

の様
ようようようよう

子
すすすすすすす

中
ちゅうちちちゅゅゅううう

国
ごくごくごくごく

で作
つくつくつくつくつくつくつく

られた衣
いいいい

料
りょうりょりょりょりょりょりょううう

品
ひんひんひんひん

も多
おおおおおおおお

いが，近
きんきんきんきんきんきんきん

年
ねんねねねんんんんんん

はバングラデシュ
などでも生

せいせせせせせせいいい

産
さんさささんんん

されている。
３

現
げんげげげんんん

在
ざいざざざいいい

，私
わたしわたしわたしわたしわたしわたしわたし

たちの周
まわまわまわまわまわまわまわ

りにはアジアから輸
ゆゆゆゆゆゆゆ

入
にゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅう

されてきた商
しょうしょうしょうしょうしょうしょうしょう

品
ひんひひひんんんんんん

であふれている。
これからさらにその傾

けい

向
こう

は強
つよつつつよよよよよよ

くなると考
かんがかかかんがんがんがんがんがんが

えられている。
2部

ぶぶぶぶ

１章
しょうしょしょしょううう

は，主
おもおもおもおも

に 18世
せいせせせいいい

紀
きききき

のアジアとそのなかの日
にっにににっっっっっっ

本
ぽんぽぽぽんんん

について学
まなまままななな

んでいく
が，18世

せいせせせせせせいいい

紀
きききき

においてもアジア諸
しょししししししょょょ

国
こくこここくくく

の間
あいだあああいいいだだだ

でさまざまな商
しょうしょしょしょうううううう

品
ひんひひひんんん

がやり取
ととととととと

りされて
いたことが分

わわわわ

かっている。また，この時
じじじじ

代
だいだいだいだいだいだいだい

には，ヨーロッパもアジアの交
こう　えきこう　えきこう　えきこう　えき

易
ネットワークの中

なかななななななかかか

に入
はいはははいいい

り込
こ

んできており，さらに広
ひろひひひろろろ

い世
せせせせせせせ

界
かいかいかいかいかいかいかい

の結
むすむむむすすす

び付
つつつつつつつ

きもみら
れる。この章

しょうしょうしょうしょう

では，その様
ようようようようようようよう

子
すすすす

について注
ちゅうちちちゅうゅうゅうゅうゅうゅう

目
もくもくもくもく

して学
まなまなまなまなまなまなまな

んでいこう。

18 世
せいせいせいせい

紀
きききき

の日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

やアジア，ヨーロッパは，それぞれどのように結
むすむすむすむす

び付
つつつつ

いていたのだろうか。
1章しょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうし うし うし うし うしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょう

物
ものもももののの

見
みみみみみみみ

台
だいだいだいだいだいだいだい

で船
ふねふねふねふね

の入
にゅうにににゅゅゅううう

港
こうこうこうこう

を待
まままま

つ人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびとびとびとびと

１

１章
しょうししししししょょょううう

の学
がくがくがくがく

習
しゅうしゅしゅしゅううう

課
かかかか

題
だいだいだいだい

ݱ
げんげんげんげんげんげんげんげん

ࡏ
ざいざいざいざいざいざいざいざい

ͱのͭͳ͕Γ

Ａ 図
ずずずず

　はどのような場
ばばばば

所
しょししししししょょょ

を描
えが

いた絵
えええええええ

だろうか。
Ｂ 図

ずずずず

で望
ぼうぼうぼうぼうぼうぼうぼう

遠
えんええええええんんん

鏡
きょうきょきょきょううう

をのぞいている人
ひとひとひとひとひとひとひと

は，どのよ
うな立

たちたたたちちち

場
ばばばば

の人
ひとひとひとひと

だろうか。
Ｃ 図

ずずずず

に描
えがえええががが

かれている輸
ゆゆゆゆ

入
にゅうにゅにゅにゅうううううう

品
ひんひひひんんん

は，それぞれど
この国

くにくにくにくに

の交
こうこうこうこうこうこうこう

易
えきえきえきえきえきえきえき

品
ひんひひひんんん

だろうか。

１

１

2

資
しししし
料
りょうりょりょりょううう
から考

かんがかかか
えてみよう

〈h ʱרʱר࡚ਗ਼қֆֆࡏʰࡏ
দӜদӜ࢙࢙ྉ࢙ྉതྉത館蔵館蔵〉

輸
ゆゆゆゆゆゆゆ

入
にゅうににににににゅゅゅうううううう

品
ひんひひひんんん

の下
したしたしたしたしたしたした

見
みみみみ

船
ふねふねふねふね

が運
はこははははははこここ

んできた輸
ゆゆゆゆ

入
にゅうにゅうにゅうにゅう

品
ひんひひひんんん

に
は，絹

きぬきぬきぬきぬ

織
おりおおおりりり

物
ものものものものものものもの

・書
しょ

籍
せき

・陶
とう

磁
じ

器
き

・毛
けけけけ

皮
がわがわがわがわがわがわがわ

・象
ぞう

牙
げ

などが見
みみみみ

られる。

2

20
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ウォーミングアップ①（本冊子p.38を参照）を踏まえ，キーワードと関連資料から疑問点を出し，
「近代化」を学んでいく際の問いを自分で設定できる。

これから学ぶ日本とアジアとの結び付きを意識させる導入。

章の導入として，江戸時代の日本の，世界との交易
に関する絵画資料の読み解きができる。

んんんががが

しࢼ
ಡΈ ̎部ং章ɹۙԽの い ۙԽ
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　　　　　　　　ΟーϯձٞޙɼϑϥϯεͰԦが෮͍ͨͯ͠׆がɼ

ձΛ༏ڭو
Ώう
۰
ぐう
͢ΔͳͲ͍ͩ͠ʹಈԽ͠ɼٞձͱରཱ

ͨ͠ɻ����݄̓ɼຽऺ๘
ほう
ى
き
ʹΑΓࠃԦが์͞Εʢֵ໋ࣣ݄ʣɼࣗ༝ओٛ

తͳϧΠʹϑΟリッϓΛ৽ࠃԦͱܴͯ͠
Ήか
͑ ʢࣣ݄ͨԦʣɻ੍ݶબ੍ڍҾ

ܧ͖
つ
がΕɼֵ໋ۀ࢈がຊ֨Խ͢Δͳ͔Ͱɼ

ふ
༟
Ώう
ͳऀۀۚ

きん
༥
Ώう
がऀۀ

ͷ֦େͱٞձݖڍຽ࿑ಇऀʹΑΔબࢢΊͨɻ͜Εʹର͠ڧΛྗݴతൃ࣏

ͷվֵΛٻΊΔӡಈががͬͨɻ��݄̎ɼڞओٛऀͱࣾձओٛऀが

ɼֵ໋ʹޭ͠͠ىパリͰ๘ͯ͠ྗڠ ʢͨೋֵ໋݄ʣɻཱͨ͠ୈೋڞ
Ͱࣾձओٛऀがྺ্࢙ॳΊͯʹՃΘΓɼஉීࢠ

ふ
௨
つう
બڍߦΘΕͨがɼ

ਐతͳվֵΛ·ͳ͍ຽԺٸ
おん
݈
けん
Βআ͔Εͨɻ͔ݖͱରཱ͠ɼڞ

ೋֵ໋݄は，υイπɾオーストリアにも
は

ٴ
きゅう

し

た。Οーン民ऺの๘起でメッςϧχώが໋し，

ϕϧリンでもࢢ民や࿑ಇ者が๘起して，ϓロイηン国王にݑ๏੍ఆをഭ
せま

っ

たʢֵ໋݄ࡾʣ。Οーンମ੍が่յし，ϋンΨリーのಠཱӡ動やイλリア

の統一ӡ動など，各地のࣗ༝ओٛɾ民ओٛӡ動が高まるなか，ϑランク

ϑϧト国民ٞձが開かれ，υイπの統一とݑ๏がٞされた。

　　　　　　　　　　 1848 年は，近ヨーロッパのస点となった。

本ओٛが確ཱɾࢿで後ൃとなった国ʑでもֵ໋ۀ࢈

ֵ໋ࣣ݄と
ೋֵ໋݄

Ґࡏ 183�〜 48 183� 〜 48

➡ p.�9

1848 〜 52

とֵ໋݄ࡾ
Οʔンମ੍の่

ほう

յ
かい

➡ p.�8

1848 ➡ p.�8

1 , ̎

1848 〜 49 3

�� のઅとلੈ
なった ����

�����ʙۙϤーϩούのస
ͯΜ


かΜ

 ���� Λڥに，ϤʔϩούͰはどのよ
うͳࣾձにมԽして͍ͬたのだろうか。

学習
課題

中学校との関連تܚນ，ಙށߐ

　　 ೋֵ໋݄ͷ·Γ　　 ೋֵ໋݄ͷ·Γ　　 ೋֵ໋݄ͷ·Γ　　 ೋֵ໋݄ͷ·Γ̎

　 h ॾࠃຽͷय़ 　ɦ͜のݴ༿ 1818 年ʹυ
Ππの自༝主ٛऀ͕࠷ॳʹ༻͕ͨ͠，ֵ໋
ͱຽ主ٛӡಈ͕ߴ

こう

༲
よう

͢ΔϤʔϩούΛ
しょう


ちょう

͢Δݴ༿ͱͳΓ，ྲྀͨ͠ߦɻ

１

　 ϑϥϯΫϑϧτࠃຽٞձ　ϑϥϯΫϑϧτ
ຽٞձͰ，౷Ұのத৺ΛΦʔετϦΞͱ͢ࠃ
ΔେυΠπ主ٛͱ，ϓϩΠηϯͱ͢ΔখυΠπ
主͕ٛରཱ͠，౷ҰͳΒͳ͔ͬͨɻ（ˠQ�4�）

̏

　　ӳޠͰは民ɾ国民ɾ国家，どれもʮOBUJPOʯ
Ͱ͋Γ，どの意ຯにॏ͕ஔ͔れる͔はঢ়

じょう

گ
きょう

に
Αってҟなる。νΣίɾϋϯΨϦʔɾϙʔϥϯυ
などଞ民にࢧされている地ҬͰは民ओٛ
に，ଞํυΠπΠλϦΞͰは౷Ұ国家を࣮ݱ
する͜とにॏ͕ஔ͔れた。

1

読み解き  行ਐ 行ਐ 行ਐしている人ʑがܝ
かかかか

͛ている
のは，Ͳの国の国ضだろうか。また，なͥ
これらの国ʑの国ضが͛ܝられているのだ
ろうか。

ϤーϩッύˠQ���ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹϤーϩッύˠQ���ɹϤーϩッύˠQ���

のͰ͖͝ͱ࣍

１

ブμϖεトブμϖεト

トϦϊトϦϊ

ϚυϦーυϚυϦーυ

ϫルγϟϫϫルγϟϫ

ϑϥンεϑϥンεϑϥンεϑϥンεϑϥンεϑϥンεϑϥンε

ϙーϥンυϙーϥンυϙーϥンυϙーϥンυϙーϥンυϙーϥンυ

ϩシΞϩシΞϩシΞϩシΞϩシΞ

૽ཚ関ॾ国
1848のֵ໋ŋ૽ཚൃ生

÷ ü÷÷LN÷ ü÷÷LN÷ ü÷÷LN
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ల開し，これに
ともな

って࿑ಇӡ動，ࣾձओٛӡ動が各国で強まった。これら

のӡ動との対ཱ関から，それまでࢢ民ֵ໋をओಋしてきたࢿ本Ոは，و

などࢧچ層と結Μで国Ոとۀ࢈のൃలを目指すようにมわっていった。

また，छʑのूஂのརをදする政ౘが生まれ，ٞձが࠷もॏཁな政࣏

的ܾఆػ関となっていくなかで，બݖڍの拡大をはじめ，ࣗ༝ɾ平のݪ

理ががり，ࢢ民ࣾձへのาΈがܾఆ的となった。

　　　　　　　　　　　�� ͷ৽ͨͳঢ়ޙلੈ
じょう
گ
きょう
ͷͳ͔Ͱ࣏Λಋ͍ͨ

ͷɼҰͭͷຽʢࠃຽʣがҰͭͷࠃՈʢࠃຽࠃՈʣΛ
ͭ͘Δ͜ͱΛཧͱ͢ΔɼφγϣφリζϜͩͬͨɻ͔͠͠ɼ࣮ࡍʹΦー
ετリアͷΑ͏ʹɼࠃʹ͞·͟·ͳຽがࠞ͡Γ߹ͬͯॅΜͰ͓Γɼ

ͦͷͳ͔ͰଟΛ
し
ΊΔຽがࠃՈΛӡӦͨ͠ɻ͜ͷͨΊɼࠃຽࠃՈʹ

ຽͱͯ͠౷߹͠Α͏ͱ͢ΔࠃΛըఆ͠ྖͷͯ͢ͷਓʑΛڥࠃ͍͓ͯ

աఔͰɼগຽগूஂが
よく
ѹ
あつ
͞ΕͨΓɼޠݴफڭΛಉ͘͢͡Δै

དྷͷҬత·ͱ·Γがഁ
は
յ
かい
͞ΕͨΓ͢ΔͳͲͷがੜͨ͡ɻ

　　　　　　　　　　　 ϑランスでは，ೋֵ໋݄後，大統領બڍでϧイ

� φϙϨオンがબし，1852 年にはߖఇとなっ

てφϙϨΦϯ �ੈとশ
しょう

したʢୈೋఇ
てい

せい

ʣ。൴
かΕ

は国ۀ࢈の保ޢɾҭ成にめ

るとともに，海外進出を積極的に行った。ӳ
えい

࿐
ろ

のӨ
えい

ڹ
きょう

のগない౦南アδア

へ進出し，清
しん

と対ܾしながらϕトφϜの一෦やカンϘδアをࢧ下にஔい

て領インυγφ࿈
Εん


Άう

のݐઃに着खした。イギリスに͙࣍২民地保༗国の

地Ґをஙいたが，ී
ふ

ふつ
ʢϓϩΠηϯ�ϑϥϯεʣઓ૪の敗により，ఇ政は

่յした。۶
くつ

ৱ
じょく

的なߨ条݅をったパリ民ऺが๘起し，্࢙ॳの࿑ಇ者

の政ݖとよれるパリ � ίミϡーンが成ཱしてパリをࢧしたが，2 か݄

後，ྟ࣌政府܉に
ちん

ѹ
あつ

され，�5 年にୈڞࡾのݑ
けん

๏
Άう

が成
せい

ཱ
りつ

した。

➡ p.40

➡ p.40

φγϣφϦζϜと
国ຽ国Ո

➡ p.�6

1

̐

�

ະདྷ

ϑランεୈೋఇ
ていてい


せいせい

の
ཱ

Ґࡏ 1852〜 7� 1852 〜 7�

ຊ

➡ p.60

187� 〜 71

1871 QR

187� 〜 194�

ɹɹɹɹφγϣφϦζϜʹ͍ͭͯのઆ໌Λ，
ຊจ͔Βॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹʮ1848 年ۙϤʔϩούのస
ʯͱͲのΑ͏ͳ͜ͱ͔，આ໌͠Α͏ɻ
આ໌

ɹɹ�φϙϨΦϯ �
ੈかΒଃ

おく

Βれた܉
ΛணΔಙ

とく


がわ

ܚ
よし

ت
のͿ

̒

ɹɹ�ϛϡγϟh࡞ εϥϰΟアอݥ૬
そう

ޓ
͝

ۜ
ߦ ͷ た Ί ͷ ϙ ε λ ʔ 　ɦΞʔϧ � ψʔ
ϰΥʔ（ˠ Q�8�）のըՈͱͯ͠ΒΕΔ
ϛϡγϟ，ΦʔετϦΞࢧԼのνΣ
ίͰੜ·Ε，εϥϰຽのಠཱΛૌ

うͬた

͑Δ
ଟ͘ख͕͚ͨɻ࡞

ɹɹ�̑

２
部
̏
章

　ϓϩイηンओಋのυイπ౷Ұからは͡き出
Φースτリアは，ϋンΨリー人（マジϟール人）に
をೝめるଥ

だ

ڠ
きょう

をして，Φースτリア�ϋンΨリー（ೋॏ）
帝
てい

国
こく

を 成 ཱ ͞ ͤ た（ ˠ p.49）。 こ の ଥ ڠ は， 帝 国 
のࢧຽであるυイπ人とඇスϥϰܥのϋンΨリー
人のόϥンスのԼ

もと

で帝国のスϥϰܥॾຽをࢧす
るものだった。๏্，国のॾຽは平と͞れ，
それをอোする政治教ҭのしくみもಋೖ͞れたが，
その࣮ݱは༰易ではなかった。帝国の่

ほう

յ
かい

後，スϥϰ
国したが（ˠݐॾຽはみずからの国ຽ国Ոをܥ p. 
108），それらは࣮ࡍにはଟくのগຽをؚ

ふく

み，後
のち

に
ܹしいຽをҾきىこした（ˠ p.186）。

国ຽ国Ոܗのӄ
かげ

Ͱ

ɹɹ�όϧカϯౡͷຽɹɹ�̐

ւ　ࠇւ　ࠇ
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太字�1�14の国໊　ࣈࡉ�ຽ໊
ΦーεトϦアŖϋンΨϦー帝国
ΦーεトϦア（）とϋンΨϦー
（ೆ）のڥ界ઢ ÷ ù÷÷LN

φϙϨΦϯ 3ੈͱ
ນށߐ

　ର֎政ࡦの成ޭによってϑϥンス国での
ڌをಘていたφϙϨΦン̏ੈは，易࣋ࢧ

きょ


てん

の֬อのため，幕ظのށߐ幕府にもۙし
た。幕府にରして，軍事ސ

こ


もん

団の
は

ݣ
けん

（ˠp.65）
の΄か，ԣ

よこ

ਢ
す

լ
か

మ所ઃཱのためのࢧ
し

ԉ
えん

なͲ
を行った。しかし，
メΩγίへの出ฌの
ࣦഊϤーϩού情
へのରԠから日本
へのհ

かい

ೖ
ʹゅう

の༨がな
くなり，ฺ

΅

ୢ
しん

ઓ૪に
ରしては，国Ոとし
てはイギリスなͲと
ฒみをそろえ，த
。を取ったࡦཱ

48

ຊ

ʯͱͲのΑ͏ͳ͜ͱ͔，આ໌͠Α͏ɻ

ੈ
ΛணΔಙ

187� 〜 194�

ナポレオン３世と江戸幕府の関わりが世界史の観点からわかるコラム。

しࢼ
ಡΈ ̎部̏章ɹۙԽのਐ 展とࠃຽࠃՈܗ成 ۙԽ

「現代の諸課題」（民族問題）にもつながる国民国家形成についてのコラム。
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D

西
ア
ジ
ア

　18 世
せい

ل
き

後
こう


はん

，近
きん


だい

化
か

が進
すす

Ήヨーロッパ諸
しょ

国
こく

は，ࣗ
じ

༝
ゆう

貿
ぼう

易
えき

をうたって本
ほん

֨
かく

的
てき

にアδアに進
しん

出
しゅつ

した。アδア諸
しょ

国
こく

は，強
きょう

大
だい

な
ぶ

力
りょく

を持
も

つヨーロッパ諸
しょ

国
こく

に対
たい

抗
こう

しつつ，ࣗ
じ


しん

のଘ
そん

ଓ
ぞく

とൃ
はっ

ల
てん

を

ਤ
はか

らなくてはならなくなった。これを一
いっ

ൠ
ぱん

的
てき

にʮ西
せい

洋
よう

の衝
しょう

撃
げき

ʯとよͿ。

18 世
せい

ل
き

のオスマン帝
てい

国
こく

は，地
ち

方
ほう

の༗
ゆう

力
りょく

者
しゃ

が強
きょう

大
だい

化
か

し，オスϚン政
せい

府
ふ

の

ࢧ
し


はい

がશ
ぜん

Ҭ
いき

に行
い

きಧ
とど

かなくなっていた。このঢ়
じょう

گ
きょう

を見
み

て，ヨーロッパ諸
しょ

国
こく

はオスϚンఇ
てい

国
こく

への進
しん

出
しゅつ

を強
つよ

めた。1��8 年
ねん

，φϙϨオンらϑランス܉
ぐん

が，

イギリスのインυへのಓ
みち

をはΉため，オスϚンఇ
てい

国
こく

領
りょう

のΤδϓトを̏年
ねん

ؒ
かん


せん

領
りょう

した。Τδϓトのݖ
けん

力
りょく

ߏ
こう


ぞう

はࠞ
こん

乱
らん

し，ϑランス܉
ぐん

ఫ
てっ

退
たい

後
ご

にはオスϚ

ン܉
ぐん

人
じん

ムハンマド =アリーが実
じっ

ݖ
けん

をѲ
にぎ

った。൴
かれ

は，
ちょう

ฌ
へい

੍
せい

により܉
ぐん

を近
きん


だい

化
か

してオスϚン政
せい

府
ふ

をѹ
あっ


とう

し，Τδϓトにࣄ
じ

実
じつ

্
じょう

のಠ
どく

ཱ
りつ

王
おう

ே
ちょう

をங
きず

いた。

一
いっ

方
ぽう

，クリミア
はん

ౡ
とう

では，ロγアが南
なん

下
か

してオスϚンఇ
てい

国
こく

とたびたび争
あらそ

い，ଐ
ぞっ

国
こく

をୣ
うば

いଓ
つづ

けた。さらに，ギリγア人
じん

がಠ
どく

ཱ
りつ

戦
せん

争
そう

を開
かい

始
し

し，ロγア

やイギリスの܉
ぐん

ࣄ
じ

հ
かい

ೖ
にゅう

をಘ
え

てಠ
どく

ཱ
りつ

を達
たっ

成
せい

した。この΄かにも，ଟ
た

民
みん


ぞく

国
こっ

Ո
か

で͋るオスϚンఇ
てい

国
こく

の各
かく

地
ち

で，諸
しょ

民
みん


ぞく

がಠ
どく

ཱ
りつ

ӡ
うん

動
どう

を起
お

こした。

ة
き

ػ
き

に
ちょく

໘
めん

したオスϚンఇ
てい

国
こく

は，183� 年
ねん

にタンジ

マートとよれる近
きん


だい

化
か

վ
かい

ֵ
かく

を開
かい

始
し

した。このվ
かい

ֵ
かく

で

は，オスϚンఇ
てい

国
こく

のॅ
じゅう

民
みん

はफ
しゅう

ڭ
きょう

にかかわらͣ๏
ほう

の下
もと

に平
びょう


どう

で͋るというオ

スマン主
しゅ

義
ぎ

の下
もと

，国
こく

民
みん

の一
いっ

ମ
たい

化
か

が目
め

指
ざ

された。政
せい

࣏
じ

やڭ
きょう

ҭ
いく

の໘
めん

の近
きん


だい

化
か

վ
かい

ֵ
かく

が行
おこな

われ，中
ちゅう

ԝ
おう

ू
しゅう

ݖ
けん

的
てき

な
かん

྅
りょう

ػ
き

ߏ
こう

や，近
きん


だい

的
てき

な܉
ぐん

ୂ
たい

ɾ๏
ほう


りつ

が
ととの

えられた。

�� 年
ねん

には，オスϚンఇ
てい

国
こく

ॳ
はつ

のݑ
けん

๏
ぽう

ʢミυϋトݑ
けん

๏
ぽう

ʣが੍
せい

ఆ
てい

された。これは，

国
こく

民
みん

の平
びょう


どう

，ٞ
ぎ

ձ
かい

੍
せい

ݴ，
げん


ろん

のࣗ
じ

༝
ゆう

などを保
ほ

ো
しょう

したものͩった。しかし，スϧ

衰
すいすい

退
たいたい

する
オスマン帝

てい

国
こく

➡巻末１
ももももも

➡p.27

➡ p.37
りょうょうょうょうょう

➡p.59

４

人物

➡巻末１ ４ 1821 ～ 29

オスマン帝
ていていていていてい

国
こくこくこくこくこく

の
模
も

索
さく

３

「西
せいせせせいいい

洋
ようよよよううう

の衝
しょう

撃
げき

」と西
にしにににししし

アジアの変
へんへへへんんん

化
かかかか

イスラーム諸
しょしょしょしょ

国
こくこくこくこく

は，ヨーロッパ諸
しょしししょょょ

国
こくこここくくく

の進
しんしんしんしん

出
しゅつしゅしゅしゅつつつ

によ
り，どのような影

えい

響
きょう

を受
うううう

けたのだろうか。
学
がくがくがくがくがくがくがくがく
習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

課
かかかか学学学学学学学
題
だいだいだいだい習習習習

ナポレオン中学校との関連

読み解き Ⓐの三
さんさんさんさんさん

色
し くしょくしししょょょくくく

旗
ききききき

が掲
かかかか

げら
れているのだろうか。

西
にしにしにしにし
アジア→p.95　

前
まえまえまえまえまえまえまえまえ
のできごと 西

にしにににししし
アジア→p.27

次
つぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎ
のできごと

1

エジプトの近
きん

代
だい

化
か

を進
すす

めた

現
げん

在
ざい

のギリシアに
位
い

置
ち

する町
まち

で生
う

まれ
たアルバニア人

じん

のア
リーは，オスマン軍

ぐん

人
じん

としてフランス軍
ぐん

と戦
たたか

うためにエジプ
トに渡

わた

った。フラン
ス軍

ぐん

撤
てっ

退
たい

後
ご

の混
こん

乱
らん

の
なかで頭

とう

角
かく

を現
あらわ

し，エジプトの総
そう

督
とく

となった。
フランスの協

きょう

力
りょく

を得
え

て，徴
ちょう

兵
へい

制
せい

，検
けん

地
ち

と農
のう

作
さく

物
ぶつ

の国
こっ

家
か

専
せん

売
ばい

制
せい

，綿
めん

花
か

栽
さい

培
ばい

の奨
しょう

励
れい

，西
せい

欧
おう

技
ぎ

術
じゅつ

導
どう

入
にゅう

のための学
がっ

校
こう

設
せつ

立
りつ

など，明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

・殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

（→p.75）と同
おな

じような政
せい

策
さく

を，
日
にっ

本
ぽん

より半
はん

世
せい

紀
き

早
はや

く実
じっ

施
し

した。1830 年
ねん

代
だい

，
近
きん

代
だい

化
か

の進
すす

んだエジプト軍
ぐん

は，オスマン帝
てい

国
こく

軍
ぐん

を簡
かん

単
たん

に打
う

ち破
やぶ

ってシリアを占
せん

領
りょう

し，一
いち

時
じ

はオスマン帝
てい

国
こく

の首
しゅ

都
と

イスタンブルも脅
おびや

かし
た。危

き

機
き

感
かん

を覚
おぼ

えたイギリスやロシアが 40
年
ねん

に介
かい

入
にゅう

して，エジプト軍
ぐん

をシリアから撤
てっ

退
たい

させた。

ムハンマド =アリー（1769～ 1849）

Ⓐの三色旗

スエズ運
うん

河
が

レセップスが 1869
年
ねん

に開
かい

通
つう

させた，地
ち

中
ちゅう

海
かい

と紅
こう

海
かい

を結
むす

ぶ全
ぜん

長
ちょう

163kmのエジプトの運
うん

河
が

。ヨーロッ
パからのインド航

こう

路
ろ

（→p.12）は，南
みなみ

アフ
リカの喜

き

望
ぼう

峰
ほう

回
まわ

りに比
くら

べ，時
じ

間
かん

を約
やく

40％短
たん

縮
しゅく

できた。建
けん

設
せつ

の際
さい

，エジプト
はⒶなど外

がい

国
こく

から多
た

大
だい

な借
しゃっ

金
きん

をした。

1

レセップス
（1805～94）
Ⓐの外

がい

交
こう

官
かん

。

2

57
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λンのઐ੍により中断させられ，1��8 年までݑ๏はఀࢭしたままとなった。

　一方，オスϚンఇ国は，イギリスと 1838 年に通
つう

商
しょう

条約を結

い そん

すいたい

　　　　　　　　　　　　ヨーロッパのࢿ本をটきೖれ，近化を進めた

Τδϓトは，商࡞の໖Ֆ生࢈を拡大していっ

た。しかし，εΤζӡՏݐઃの్
と

中
ちゅう

から，イギリスやϑランスからのआۚ

を始め，アメリカ南戦争のऴ結による໖ՖՁ֨の下མもӨ
えい

ڹ
きょう

し，18��

年にࡒ政ഁ
は


たん

した。आۚがฦࡁෆになると，Τδϓトはӳに国Ոࡒ政

をԡ
お

さえられ，実࣭的にࢧされた。ΞϑΨーχーは，これをイスラーϜ

世界શମのػةととらえ，オスϚンఇ国やΤδϓトという
わく

を
こ

えてϜス

リϜの一ମ化を目指すύϯ �ΠεϥーϜओٛを説いた。一方，܉人Φϥー
Ϗーは 81 年にʮΤδϓト人のためのΤδϓトʯをڣ

さけ
びӳへの反乱を起こ

したが，ཌ 82 年
ちん

ѹ
あつ

され，イギリスはΤδϓトを領し保ޢ国とした。

　イランでは，αϑΝϰΟーேにସ
か

わったカーδϟーϧேがロγアやイギ

リスのѹ力にさらされた。ロγアとの戦争でカϑカス地方をࣦったイラン

は，ヨーロッパ諸国と結Μͩෆ平な通商条約により，Ϥʔロούのܦ

��。的なैଐが強まっていったࡁ 年，イランはイギリス商人に たこの生

ɾ流通のಠ࢈
Ͳく


せん

を認めたが，政府へのશ国的な抗ٞӡ動が起こり，イギリ

スのརݖはఫ
てͬ

ഇ
ͺい

された。こうしてイランはಠཱを保ち，ݑ๏੍ఆやٞձ開

ઃが目指されるようになって，1��5 年のΠϥϯֵ໋ཱݑにつながった。

➡ p.27 ➡ p.111

1

➡ p.50

ΤδϓτとΠランの
ۙԽのࡧ

➡ p.2�

1 , ̎

➡ p.51

人物

ྉࢿ➡ 12

1841 〜 1911

̍ר➡

➡ p.27 179� 〜 1925

➡ p.50

ɹɹɹɹΦεϚϯఇ
てい

ࠃ
こく

ʹࡦԽۙͨͬߦ͕
͍ͭͯのઆ໌Λ，ຊจ͔Βॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹΦεϚϯ主ٛͱύϯʹΠεϥʔϜ主
ٛのҧ

ちが

͍Λઆ໌͠Α͏ɻ
આ໌

　　͜れҎ
お

1

ɹɹ�ۙԽ͠たΦεϚϯఇ
てい

ࠃ
こく

のۙԽ，1�ੈୂ܉ɹ܉
͕ਓ（ΠΣχνΣϦ）܉来のچ，ΈΒΕ͕ͨࢼॳ಄͔Βل 
ൃ͍ͯͨ͠ɻ��年ʹΤδϓτ܉ʹഊͨ͜͠ͱΛػʹ，
λϯδϚʔτͰ

ちょう

ฌ
い

੍のಋೖ܉උの૿͕ڧਐΜͩɻ

ɹɹ�3

ɹɹ�ΦεϚϯఇ
てい

ࠃ
こく

ͷ࣮ޮࢧҬͷॖখɹɹ�4

２
部
４
章

ϜεϦϜのஂ݁Λૌ
うͬた

͑た

　イϥンにੜまれ，
インυɾΤジϓτɾ
ϑϥンスɾϩγアな
Ͳ֤をめぐりาい
た。そうしたなか，
Ϥーϩούの帝

てい

国
こく

ओ
ٛతな৵

しん

ུ
りゃく

に͞ら͞
れるϜスリϜのঢ়گ

をݟて，人ʑがݸผに
てい

߅
こう

するのではなく，
શੈքのϜスリϜがຽのҧいをえてҰ

いͬ

க
ち

団結すきだとओுした（ύン=イスϥーϜओ
ٛ）。ύリでץ行したアϥϏア語のࢽࡶはɺ
ԕํのインυωγアでも৺にಡまれるなͲ，
ੈք֤のϜスリϜにڧいӨ

えい

ڹ
きょう

を༩えた。࠷
後はύンʹイスϥーϜओٛのએのため，Φ
スマン帝国スルλンに٬人としてটかれ，イ
スλンϒルで

΅ͬ

した。

ΞϑΨʔχʔ（1838�39 〜 97）

ւ　ࠇ


த
ււ

Π


ւ
ߚ

Χ
ε
ϐ

υ





アϥϏア島

アテωアテω

ϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧϝοΧ

アφτϦアアφτϦアアφτϦア

εーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμンεーμン

ΧーδϟールேΧーδϟールேΧーδϟールேΧーδϟールே

ϜϋンϚυʹアϦー
が࣮ݖঠѲ（180�）
イΪϦεのࣄ܉ྖ
（1882ʙ1�22）

にΑるྖ
（1832ʙ40）

εΤζӡՏ։௨
（186�）

（18ʙ1�世ل） φポϨΦンのΤジϓトԕ
（17�8ʙ��）

しΐ͏あ͘

ΦεϚン帝国の࠷大ྖҬ
（17世ل後）

࣮ޮ支Ҭのॖখ
1812まで
1881まで
1�14まで
1�14のΦεϚン帝国

⁞ʙは͖ͨىॱをࣔす

÷ ø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LNø÷÷÷LN

�8

19�5 〜 11 ➡ p.79

「西洋の衝撃」とよばれる欧米の進出が，日本を含むアジア諸国に迫ってきた
ことがわかる。

しࢼ
ಡΈ ̎部̐章ɹΞジΞॾࠃ のಈ༳と日本の開ࠃ ۙԽ

46 47

ࢼ
͠
ಡ
Έ

，オスϚンఇ国は，イギリスと 1838 年に通商条約を結Μͩが，こ

　　͜れҎޙΠΪϦεは，さΒに自国に有རに
վมしたෆฏをΞδΞॾ国にԡし͚，
ੈքతな自由қʢˠר̍ʣのし͘Έを࡞Γग़し
ていった。れはෆ平条約で͋った。オスϚンఇ国は΄かのヨーロッパ諸国ともಉ༷

の通商条約を結び，その結Ռとして外国へのґ
い

ଘ
そん

が高まり，伝統ۀ࢈

がਰ
すい

退
たい

した。さらに，クリミア戦争による出අなどもॏなって，オスϚン

ఇ国はഁ࢈ঢ়ଶとなり，ۀ࢈ɾࡁܦの近化も進まなかった。
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A

日
本

　　　　　　　　　欧
おうべい ふうせつ

がき ほん

やく ひょうりゅう

識を深めていた。アヘン戦争で大国の清
しん

がイギリスに敗れたことが清の

商人などから日本に伝わるなか，幕府は 1842 年に薪
しん
水
すい
給
きゅう
与
よ
令を出して欧

米諸国との紛
ふん

争
そう

を避
さ

ける一方，より一層の海防の強化を進めた。

　また，海外情報は蘭
らん

学
がく

者たちのネットワークにより日本各地にも伝わる

ようになり，海外に高い関心を持つ大名も現れるようになった。水
み

戸
と

藩
はん

で

は尊
そん

王
のう

思想と外国を退けようとする攘
じょう

夷
い

が結び付いて尊
そん
王
のう
攘
じょう
夷
い

思想が生ま

れ，一方，佐賀藩や薩
さつ

摩
ま

藩ではヨーロッパの思想や技術を積極的に吸収し，

その進出に備えようという動きが強まった。また，これらの藩では，意見

を幕政に反映させるための模
も

索
さく

も始まっていった。

　　　　　　　　ヨーロッパにて
すき つ

ナンキン

ちゅうけい ほ げい

は けん

　1853 年，ペリーは浦
うら

賀
が

沖に到
とう

着
ちゃく

した。幕府は，アメリカ船の来航をす

でにオランダから通告されており，実力行使による対
たい

抗
こう

は難しいと判断し

て，開国を勧
かん

告
こく

するアメリカ大統領の国書を受け取った。その後，再び回

答を聞きに来るというペリーに備え，幕府は諸大名や下級の幕臣に意見を

海外情報への
対応

➡ p.61, 69

1

➡ p.41

➡ p.62

QR

➡ p.24

➡ p.24

➡ p.56

2

日本の開国 ➡ p.47 ➡ p.50

➡ p.51 ➡ p.62

人物

1794〜 1858➡ p.68

1

史料

黒船の来航と日本の対応 日本は，Ϥʔϩού諸国の進出に対して，どの
ように対応したのだろうか。

学習
課題

薪水給与令，尊王攘夷，黒船の来航，日米和親条約，日米通商修好条約，関税自主権，領事裁判権中学校との関連

　　 日本で描
えが

かれたアメリカ船（1854年）〈ਆಸݝ立ྺ࢙ത館蔵〉　　 日本で描　　 日本で描　　 日本で描１

　　ນ͕，࡚のΦϥϯμ館にఏग़さͤ
た，海֎ࣄにؔするใࠂ書ʢˠQ���ʣ。
1

　　Ḉ
さつ

ຎ
ま

ൡ
はん

լൡ，ࠤ，
ちょう

भ
しゅう

ൡなどをத৺に，ࡒ
ݐ࠶とϤʔϩούٕज़のಋೖといったվֵ͕
ਐΜͩ。ḈຎൡभൡͰは，࣮ྗの͋るԼڃ
࢜のొ༻もߦΘれた。͜れΒのվֵのޭは，
をಈ͔ہԽにͭな͕Γ，しͩいにڧのྗࣄ܉
すΑ͏になっていった。

2

読み解き  幕府 幕府にとって，アメリカ船の来航は突
とつとつ

然
ぜんぜん

の出来
事だったのだろうか。

ຊˠQ���ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹɹຊˠQ���

のͰ͖͝ͱ࣍

4

1843 年の情報
　これまで清

しん

は（イギリス軍に）何度も打ち負け，清軍の
高官は皇

こう

帝
てい

にイギリス軍にはかなわないと報告しました
が，皇帝は取り合わず…イギリス軍

ぐん

艦
かん

はおびただしく，
皇帝も事態の沈

ちん

静
せい

化のためには和談を行うしかないと考
えを変えました。

〈h ผஈ෩આ書 ΑɦΓ，ݱޠ༁ɾҰ෦ཁ〉

1852 年の情報
　アメリカ合衆国の政府は，交易を結ぶため日本に船を
送るようです。…指揮官「ペルリ」という者が総

そう

督
とく

となっ
たようです，…情報によれば，陸軍および攻

こう

城
じょう

の武器を
も積み込

こ

んでいるようです。
〈h ผஈ෩આ書 ΑɦΓ，ݱޠ༁ɾҰ෦ཁ〉

オランダから幕府にもたらされた情報
࢙࢙࢙࢙
�ྉ�ྉ�ྉ�ྉ�ྉ

日米の架
か

け橋となった

　土佐の漁師であっ
たが，14 歳

さい

の時（1841
年）に嵐

あらし

で遭
そう

難
なん

し，
太平洋の無人島でア
メリカの捕

ほ

鯨
げい

船に助
けられた。そのまま
アメリカに渡

わた

った万
まん

次
じ

郎は，その船の名
前からジョン = マンとよばれ，働きながら英
語を学び，52 年に故郷の土佐へ帰ることが
できた。ペリー来航後には幕臣となり，60 年
に幕府の使節団の通訳として，再びアメリカ
に渡った。明治維

い

新
しん

後は，蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

の流れを
継
つ

ぐ開
かい

成
せい

学校（後
のち

の東京大学）の教授も務めた。

中
なか

浜
はま

万
まん

次
じ

郎
ろう

（1827? 〜 98）

63

5

10

15

20

ٻ
もと

め，ே
ちょう

ఊ
てい

にも報
ほう

告
こく

した。それまで幕
ばく

府
ふ

が政
せい

࣏
じ

に関
かん

する意
い

見
けん

をこれ΄ど
ひろ

くٻ
もと

めたことはແ
な

かったため，この後
ご

，ே
ちょう

ఊ
てい

や༗
ゆう

力
りょく

大
だい

名
みょう

はൃ
はつ

ݴ
げん

力
りょく

を強
つよ

め，

日
に

本
ほん

中
じゅう

の人
ひと

ʑ
びと

が
み


ぶん

を
こ

えて政
せい

࣏
じ

に高
たか

い関
かん

心
しん

を持
も

つようになっていった。

ཌ
よく

54 年
ねん

，幕
ばく

府
ふ

は日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

び，外
がい

国
こく

船
せん

の補
ほ

給
きゅう

と漂
ひょう

流
りゅう

民
みん

の保
ほ

ޢ
ご

を

認
みと

めた。Ҏ
い

後
ご

，࿐
ろ

ɾӳ
えい

などともಉ
どう

༷
よう

に条
じょう

約
やく

を結
むす

Μͩ。さらにアメリカから

のࣗ
じ

༝
ゆう

貿
ぼう

易
えき

への強
つよ

いཁ
よう


せい

はଓ
つづ

き，アロー戦
せん

争
そう

のਪ
すい

Ҡ
い

が伝
つた

えられると，幕
ばく

府
ふ

は開
かい

国
こく

して貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

うことをܾ
けつ

断
だん

した。こうして 58 年
ねん

に，日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

が結
むす

れ，ヨーロッパ諸
しょ

国
こく

ともಉ
どう

༷
よう

の条
じょう

約
やく

が結
むす

れた。諸
しょ

条
じょう

約
やく

には，

関
かん

੫
ぜい

ࣗ
じ

ओ
しゅ

ݖ
けん

がແ
な

く領
りょう

ࣄ
じ

ࡋ
さい

判
ばん

ݖ
けん

を認
みと

めるなど，日
にっ

本
ぽん

にෆ
ふ

ར
り

なෆ
ふ

平
びょう


どう

߲
こう

目
もく

がؚ
ふく

まれており，そのղ
かい

ফ
しょう

は໌
めい

࣏
じ

࣌
じ


だい

の外
がい

ަ
こう

ަ
こう

ব
しょう

における՝
か


だい

となった。

日
にっ

本
ぽん

は，欧
おう

米
べい

との条
じょう

約
やく

క
てい

結
けつ

により，世
せ

界
かい

ࢢ
し


じょう

へࢀ
さん

Ճ
か

さ

せられた。そして，貿
ぼう

易
えき

が׆
かっ

ൃ
ぱつ

になると国
こく


ない

ܦ
けい

ࡁ
ざい

はࠞ
こん

乱
らん

した。世
せ

界
かい

的
てき

にෆ
ふ


そく

した生
き

ࢳ
いと

やࢋ
さん

ཛ
らん

ࢴ
し

が大
たい

ྔ
りょう

に༌
ゆ

出
しゅつ

され，国
こく


ない

のݜ
きぬ

৫
おり


もの

ۀ
ぎょう

はݪ
げん

ྉ
りょう

ෆ
ぶ


そく

となりଧ
だ

ܸ
げき

を受
う

けた。海
かい

外
がい

で人
にん

ؾ
き

の
ちゃ

も
さか

Μに༌
ゆ

出
しゅつ

された。一
いっ

方
ぽう

，ྑ
りょう

࣭
しつ

で҆
あん

Ձ
か

な໖
めん

ࢳ
し

が༌
ゆ

ೖ
にゅう

され，国
こく


ない

の໖
めん

関
かん


けい

࢈
さん

ۀ
ぎょう

もࠞ
こん

乱
らん

した。ม
へん

化
か

に

ద
てき

Ԡ
おう

した৽
あたら

しい商
しょう

人
にん

が
たい

಄
とう

する一
いっ

方
ぽう

，ॸ
しょ

民
みん

はۤ
くる

しい生
せい

׆
かつ

に
お

いࠐ
こ

まれた。

人
ひと

ʑ
びと

は欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

にै
じゅう

ଐ
ぞく

することをڪ
おそ

れ，さま͟まな政
せい

࣏
じ


せい

力
りょく

となって日
にっ

本
ぽん

のಠ
どく

ཱ
りつ

をҡ
い

持
じ

しようと׆
かつ

動
どう

した。幕
ばく

府
ふ

をはじめ諸
しょ

藩
はん

でも，欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に対
たい

抗
こう

するために܉
ぐん

ࣄ
じ

力
りょく

強
きょう

化
か

と人
じん

ࡐ
ざい

ొ
とう

༻
よう

を中
ちゅう

心
しん

とする近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が進
すす

められた。

幕
ばく

府
ふ

は欧
おう

米
べい

の学
がく


もん

を学
まな

Ϳ൭
ばん

書
しょ

ௐ
しらべ

ॴ
しょ

や，海
かい

܉
ぐん

技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

Ϳ海
かい

܉
ぐん

伝
でん

श
しゅう

ॴ
じょ

をઃ
せっ

ஔ
ち

し，

そこには諸
しょ

藩
はん

のՈ
か

臣
しん

もট
まね

かれた。さらに幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，
ちょう

भ
しゅう

藩
はん

は海
かい

外
がい

へ使
し

અ
せつ

やཹ
りゅう

学
がく

生
せい

を派
は

遣
けん

した。こうして欧
おう

米
べい

のจ
ぶん

໌
めい

に৮
ふ

れた人
じん


ぶつ

のଟ
おお

くは  ໌
めい

࣏
じ

Ҏ
い

߱
こう

，近
きん


だい

化
か

վ
かい

ֵ
かく

の指
し

ಋ
どう

者
しゃ

として׆
かつ

༂
やく

した。

選択肢

➡p.68
どうどうどうどうどう

➡巻末１ ➡p.62

➡ p.68
かんんんんんぜいぜいぜいぜいぜいぜいぜいぜいぜいぜいぜいぜい

➡p.78
じょうょうじょうょうじょうょうじょうょうじょうょうょうょう

開
かいかいかいかいかい

国
こくこくこくこくこく

の影
えいえい

響
きょうきょう

と
近
きんきききんんん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

改
かいかいかいかいかいかいかい

革
かくかくかくかくかくかくかく ➡p.41

ないいいいいけいけいけいけいけい

➡p.2
んんんんんけいけいけいけいけい
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3

4 史料

　　　ペリーが日
にっ

本
ぽん

へとやって来
き

た理
り

由
ゆう

を，
本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
だ

そう。
確認

　　　ヨーロッパへの対
たい

応
おう

について，p.61
～ 62の清

しん

と日
にっ

本
ぽん

で，異
こと

なっている点
てん

とその
理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

しよう。

説明

　民
みん

ऺ
しゅう

は，ۤ
くる

しいੜ
せい

׆
かつ

のな͔Ͱນ
ばく


ふ

のվ
かい

ֵ
かく

のた
Ίに࣍

つぎ

ʑ
つぎ

とॏ
じゅう

੫
ぜい

を՝
か

された͜とͰ，ນ
ばく


ふ

のࢧ
し

持
じ

をٸ
きゅう


そく

にऑ
よわ

Ίていった。知
ち

ࣝ
しき

ਓ
じん

߽
ごう


のう

たͪの
な͔には，Έ͔ͣΒू

あつ

Ίた
じょう

ใ
ほう

国
こく

学
がく

などの学
がく


もん

を௨
つう

͡て
せい

࣏
じ

ମ
たい

੍
せい

の൷
ひ


はん

ྗ
りょく

を高
たか

Ί，
そう


もう

の
ࢤ
し

࢜
し

として׆
かつ

ಈ
どう

するऀ
もの

もݱ
あらわ

れた。

3

諸
しょ

大
だい

名
みょう

からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

の結
けっ

果
か

意
い

見
けん

なしと回
かい

答
とう

する藩
はん

や，そもそ
も回

かい

答
とう

がなかった藩
はん

も見
み

られた。

2

幕
ばく

末
まつ

の物
ぶっ

価
か

の変
へん

遷
せん

開
かい

港
こう

後
ご

，大
おお

幅
はば

な輸
ゆ

出
しゅつ

超
ちょう

過
か

による品
しな

不
ぶ

足
そく

で輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

の値
ね

段
だん

が高
こう

騰
とう

した。連
れん

動
どう

して米
こめ

など生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の物
ぶっ

価
か

も高
こう

騰
とう

し，多
おお

くの庶
しょ

民
みん

は困
こん

窮
きゅう

した。

3

長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

藩
はん

府
ふ

の命
めい

を受
う

け，1863 年
ねん

から
イギリスに密

みっ

航
こう

留
りゅう

学
がく

した 5人
にん

は，帰
き

国
こく

後
ご

に長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の改
かい

革
かく

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の近
きん

代
だい

化
か

で活
かつ

躍
やく

した。

4

蒸
じょうじょじょじょううう

気
きききき

仕
じ

掛
か

けでさまざまな細
さいささささささいいい

工
くくくくくくく

をする様
ようよよよううう

子
すすすすすすす

は，
目
めめめめ

を驚
おどろ

かせるようなすばらしい工
こうこここううう

程
ていていていていていていてい

で，筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見
みみみみ

る間
ままままままま

に百
ひゃくひゃくひゃくひゃくひゃくひゃくひゃく

個
こここここここ

もできる。…この機
きききき

関
かんかかかんんん

を我
わわわわ

が国
くにくにくにくにくにくにくに

でも用
もちもちもちもちもちもちもち

いる
ことができれば，国

こくこくこくこくこくこくこく

益
えきえきえきえき

は計
はかはははかかか

り知
しししし

れないと思
おもおおおももも

われ
る。 〈ଜ֞ൣਖ਼の記ΑΓ，ݱޠ༁〉

幕
ばくばくばくばくばくばくばく

府
ふふふふふふふ

使
しししし

節
せつせせせつつつ

のアメリカ視
ししししししし

察
さつさつさつさつ

海
かいかいかいかいかいかいかい

軍
ぐんぐぐぐぐぐぐんんん

造
ぞうぞうぞうぞうぞうぞうぞう

船
せんせせせんんん

所
しょしょしょしょしょしょしょ

の見
けんけんけんけん

学
がくがくがくがくがくがくがく

（1860年
ねんねんねんねんねんねんねん
）

࢙࢙࢙
ྉ

２
部
４
章

アメリカの開
かい

国
こく

要
よう

求
きゅう

について，幕
ばく

府
ふ

が意
い

見
けん

を求
もと

めると，諸
しょ

藩
はん

からは大
おお

きく４種
しゅ

類
るい

の意
い

見
けん

が提
てい

出
しゅつ

された。朝
ちょう

廷
てい

や天
てん

皇
のう

は，アメ
リカとの自

じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

の開
かい

始
し

には基
き

本
ほん

的
てき

に反
はん

対
たい

していたが，日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

についてはしかたがないと許
きょ

容
よう

した。

海
かい

外
がい

対
たい

応
おう

をめぐる論
ろん

争
そう

アメリカの要
ようよよよよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅきゅきゅきゅううう

を受
ううううううう

け入
いいいい

れる論
ろんろろろんんん

開
かいかかかかかかいいい

国
こくこここくくく

論
ろんろろろんんん

：積
せっせっせっせっ

極
きょくきききょくょくょく

的
てきてててききき

に外
がいがいがいがい

国
こくこくこくこくこくこくこく

と交
こうこここううう

流
りゅうりりりゅうゅうゅう

し，貿
ぼうぼうぼうぼう

易
えきえええききき

を行
おこなおこおこおこななな

うべきだ。
許
きょきききょょょ

容
ようよよよううう

論
ろんろろろんんん

：アメリカの開
かいかかかいいい

国
こくこくこくこくこくこくこく

要
ようよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅううう

を認
みとみとみとみとみとみとみと

めざるをえないだろう。

アメリカの要
ようよよよよよよううう

求
きゅうきゅきゅきゅきゅきゅきゅううう

を拒
きょ

絶
ぜぜつ

する論
ろんろんろんろんろんろんろん

非
ひひひひひひひ

戦
せんせんせんせん

論
ろんろろろんんん

：開
かいかかかかかかいいい

国
こくこくこくこく

は拒
きょきょきょきょきょきょきょ

絶
ぜつぜつぜつぜつぜつぜつぜつ

するが，戦
せんせんせんせんせんせんせん

争
そうそそそううう

も避
さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論
ろんろろろんんん

：戦
せんせせせんんん

争
そうそうそうそうそうそうそう

となってでも外
がいががががががいいい

国
こくこここくくく

は追
おおおおおおお

い出
だだだだ

すべきだ。

考えよう ❶四
よっ

つの論
ろん

はどのような理
り

由
ゆう

で唱
とな

えられたのか，これまでの学
がく

習
しゅう

を基
もと

に考
かんが

えよう。
❷意

い

見
けん

の傾
けい

向
こう

は 1853年
ねん

と 57年
ねん

で変
か

わっているが，その理
り

由
ゆう

を考
かんが

えよう。

選択肢
歴史の 日米和親条約前の1853年

数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

わ しん

きよぜつ

じょうい

しゅうこうつうしょう
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格を
100とした指数　（（　　　　　1854年の価格
100とした指数 ））すう

1854

米

年

物絹織物

菜種油
な たねあぶら

〈h ཁཡ࢙ࡁܦຊݱۙ 〉ɦ

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

井
いの

上
うえ

馨
かおる 山

やま

尾
お

庸
よう

三
ぞう

井
いの

上
うえ

勝
まさる

遠
えん

藤
どう

謹
きん

助
すけ
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薪水給与令，尊王攘夷，黒船の来航，日米和親条約，日米通商修好条約，関税自主権，領事裁判権なぜペリーが日本に来たのかがわかる，世界史の動きも踏まえた本文記述。

しࢼ
ಡΈ

　　　　　　　　　欧
おう

米
べい

の船が日本に近づくなか，幕府は，オランダ風
ふう

説
せつ

　ヨーロッパにて 1848 年からの動乱やクリミア戦争が起
➡ p.47 ➡ p.50

書
がき

など外国からもたらされる情報や，西洋の地理書の翻
ほん

こると，アメリカがヨーロッパ各国の隙
すき

を突
つ

いて日本を目

訳
やく

，帰国した漂
ひょう

流
りゅう

民からの情報を通じて，ヨーロッパ諸国の世界進出への

指した。太平洋岸への国土拡大を達成したアメリカは，南
ナン

京
キン

条約で開港し

た清との貿易における中
ちゅう

継
けい

地点と，日本近海における捕
ほ

鯨
げい

のための補給地

認識を深めていた。アヘン戦争で大国の清

点を確保するため，日本を開国させようとペリーを派
は

遣
けん

した。

̎部̐章ɹΞジΞॾࠃ のಈ༳と日本の開ࠃ ۙԽ

資料や本文から江戸時代の日本が事前に欧米の動きを察知していたことがわかる。

48 49

ࢼ
͠
ಡ
Έ



歴
れきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれきれき

史
ししししししし

に
迫
せませませませませませませま
歴歴歴歴
る！ 

仮

清
しん

国
こくこここくくく

はアヘンの取
とととと

り引
ひひひひ

きを厳
げんげげげんんん

禁
きんきんきんきん

にしたことにより，
イギリス人

じんじんじんじん

が不
ふふふふ

平
へいへいへいへい

を抱
いだ

き，軍
ぐん

艦
かん

40 隻
せき

余
あまあああままま

りを寧
ニン

波
ポー

に
向
むむむむ

かわせ，戦
せんせんせんせん

争
そうそうそうそう

を開
かいかいかいかい

始
しししし

。寧
ニンニニニンンン

波
ポ―ポ―ポ―ポ―

の一
いちいちいちいち

部
ぶぶぶぶ

が奪
うばうばうばうば

い取
とととと

られた
とのことを来

らい

舶
はく

者
しゃしししゃゃゃ

より聞
きききき

いた。異
いいいい

国
こくこここくくく

のことだが，こ
れは自

じじじじ

国
こくこここくくく

の戒
いまし

めにすべきである。浦
うらうらうらうら

賀
がががが

の防
ぼう

御
ぎょ

につい
ての建

けんけけけんんん

議
ぎぎぎぎ

が未
みみみみ

定
ていててていいい

になっているが，行
いいいい

き届
とどとどとどとど

いていない。
〈���� ݄̍ ࢴͷखߦไࠤ 〈༁ޠݱ

つまりは和
わわわわ

戦
せんせんせんせん

の二
にににに

字
じじじじ

に帰
きききき

着
ちゃくちゃちゃちゃくくく

した。…近
きんきんきんきん

海
かいかかかいいい

をはじめ防
ぼう

御
ぎょ

は万
ばん

全
ぜん

ではない。
彼
かれ

ら（アメリカ）が…来
らいらららいいい

年
ねんねんねんねん

渡
と

来
らい

しても要
ようよよよううう

望
ぼうぼうぼうぼう

の許
きょきょきょきょ

否
ひひひひ

は明
めいめいめいめい

言
げんげげげんんん

せず，なるべく平
へい

穏
おん

に取
とととと

り計
はかはははかかか

らうつもりである。しかし彼
かれかかかれれれ

らが乱
らんらららんんん

暴
ぼうぼうぼうぼう

に及
およ

ばないとも限
かぎかぎかぎかぎ

らな
い。その時

ときとととききき

になって覚
かく

悟
ご

が無
なななな

くては国
こく

辱
じょく

ものになるだろう。…万
まんまんまんまん

が一
いちいちいちいち

戦
たたかたたかたたかたたか

いになった場
ばばばば

合
あいあいあいあい

には，…心
しんしんしんしん

力
りょくりょくりょくりょく

を尽
つ

くし忠
ちゅうちゅうちゅうちゅう

勤
きんきんきんきん

に励
はげ

むべしとの将
しょうしょうしょうしょう

軍
ぐんぐんぐんぐん

のおおせ
である。 〈����  �� ݄ � h ນ֎ؔࠃจॻ೭ࡾ ɦݱޠ༁〉

歴
れきれれれききき

史
しししし

家
かかかか

たちは，幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

が行
おこなおおおこここななな

った交
こうこうこうこう

渉
しょうしししょょょううう

について，主
おもおもおもおも

に以
いいいい

下
かかかか

のような評
ひょうひひひょうょうょう

価
かかかか

を下
くだくくくだだだ

している。あなたはどちらだと考
かんがかんがかんがかんが

えるだろうか。

　1853 年
ねんねねねんんん

，ペリーが軍
ぐん

艦
かん

4 隻
せき

を
率
ひきひきひきひき

いて浦
うら

賀
が

沖
おきおきおきおき

に現
あらわあああらららわわわ

れた。「鎖
さ

国
こく

」の
さなかにあった日

にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

は，この黒
くろくろくろくろ

船
ふねふねふねふね

来
らいらららいいい

航
こうこうこうこう

をきっかけに，1854 年
ねんねんねんねん

に日
にちにちにちにち

米
べいべいべいべい

和
わ

親
しん

条
じょうじょうじょうじょう

約
やくやくやくやく

，1858 年
ねんねねねんんん

に日
にちにちにちにち

米
べいべべべいいい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょうじょじょじょううう

約
やくやくやくやく

を結
むすむすむすむす

んで，開
かいかかかいいい

国
こくこここくくく

に踏
ふ

み切
きききき

った
（→ p.63）。しかし，この二

ふたふふふたたた

つの条
じょうじょうじょうじょう

約
やくやややくくく

には不
ふふふふ

平
びょうびびびょょょううう

等
どうどうどうどう

な内
ないななないいい

容
ようようようよう

があり，その改
かいかかかいいい

正
せいせせせいいい

は日
にっにににっっっ

本
ぽんぽぽぽんんん

の大
おおおおおおおお

きな目
もくもももくくく

標
ひょうひょひょひょううう

となっていっ
た。

① まずは「検
けんけけけんんん

証
しょうしししょょょううう

A 幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

側
がわがわがわがわ

の考
かんがかんがかんがかんが

え」を検
けんけけけんんん

証
しょうしししょょょううう

②次
つぎつぎつぎつぎ

に「検
けんけんけんけん

証
しょうしししょょょううう

B 日
にちにちにちにち

米
べいべべべいいい

和
わわわわ

親
しんしししんんん

条
じょうじじじょょょううう

約
やくやくやくやく

の内
ないないないない

容
ようようようよう

」を検
けんけけけんんん

証
しょうしししょょょううう

③「検
けんけんけんけん

証
しょうしょしょしょううう

C ハリスとのや
り取

とととと

り」を検
けんけんけんけん

証
しょうしょうしょうしょう

④ 「検
けんけんけんけん

証
しょうしししょょょううう

D 日
にちにににちちち

米
べいべべべいいい

修
しゅうしししゅゅゅううう

好
こうこうこうこう

通
つうつつつううう

商
しょうしょしょしょううう

条
じょうじじじじょょょううう

約
やくやややくくく

の内
ないななないいい

容
ようようようよう

」を検
けんけんけんけん

証
しょうしししょょょううう

⑤「最
さいさささいいい

終
しゅうしゅしゅしゅううう

課
かかかか

題
だいだだだいいい

」で考
かんがかかかんがんがんが

えをま
とめよう！

ນ
ばくばばばくくく


ふふふふ

ͷର
たいたいたいたい

֎
がいがいがいがい

ަ
こう

ব
しょう

ΛͲ͏評
ひょうひょうひょうひょう

価
かかかか

͢Δ͔2

ນ
ばくばくばくばく


ふふふふ

ଆ
がわがががわわわ

のߟ
かんがかんかんかんががが

͑検
けんけんけんけん

証
しょうしししょうょうょう

"

手
てててててててて

順
じゅんじゅんじゅんじゅんじゅんじゅんじゅんじゅん

ֶ श
課 題

資
しししし

料
りょうりりりょうょうょう

●❶● ਫ
みず


の


ただ


くに

͕ಘ
ええええ

͍ͯͨアϔϯઓ
せんせせせんんん

૪
そうそそそううう


じょうじじじょうょうょう

ใ
ほうほうほうほう

資
しししし

料
りょうりょうりょうりょう

●❷● Ѩ
あ

෦
べ

ਖ਼
まさ

߂
ひろ

のॾ
しょしょしょしょ

େ
だいだいだいだい

໊
みょうみみみょょょううう

の説
せつせつせつせつ

໌
めいめめめいいい

読み解き 資
しししししししし

料
り うり うり うり うりょうりりりょょょううう

●❶●・●❷●を読
よよよよよよよよ

んで，正
ただただただただだだだだただただただただ

しいと思
おもおもおもおも

う方
ほうほうほうほう

に〇をしよう。
ポイント 幕

ばくばばばくくく

府
ふふふふ

は海
かいかかかいいい

外
がいがいがいがい

の情
じょうじょじょじょううう

報
ほうほほほううう

を，
（ 得

ええええ

ていた 得
ええええ

てなかった）。
このため，海

かいかいかいかい

岸
がんがんがんがん

の防
ぼうぼうぼうぼう

備
びびびび

が，
（ 必

ひつひつひつひつ

要
ようようようよう

と考
かんがかんがかんがかんが

えた　不
ふふふふ

要
ようようようよう

と考
かんがかんがかんがかんが

えた ）。

　ペリーの神
かかかか

奈
なななな

川
がわがわがわがわ

（横
よこ

浜
はま

）上
じょうじょうじょうじょう

陸
りくりりりくくく

　水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

　1834 ～ 43年
ねんねねねんんん

まで老
ろうろろろううう

中
じゅうじゅじゅじゅううう

を務
つとつとつとつと

め，天
てんてんてんてん

保
ぽうぽうぽうぽう

の改
かいかいかいかい

革
かくかかかくくく

を進
すすすすすすすす

める。この
発
はつはつはつはつ

言
げんげげげんんん

後
ごごごご

，水
みずみずみずみず

野
のののの

は西
せいせいせいせい

洋
ようようようよう

兵
へいへへへいいい

学
がくがががくくく

の研
けんけんけんけん

究
きゅうきききゅうゅうゅう

を進
すすすすすすすす

め，薪
しん

水
すい

給
きゅう

与
よ

令
れい

（→p.63）を発
はっはははっっっ

布
ぷぷぷぷ

する。

　阿
あ

部
べ

正
まさ

弘
ひろ

1843 ～
55年

ねんねんねんねん

まで老
ろうろろろううう

中
じゅうじじじゅゅゅううう

を務
つとつつつととと

める。
水
みずみずみずみず

野
のののの

の対
たいたいたいたい

外
がいがいがいがい

政
せいせいせいせい

策
さくさささくくく

を引
ひひひひ

き
継
つ

ぎ，慣
かんかんかんかん

例
れいれれれいいい

を破
やぶやややぶぶぶ

って大
おおおおおおおお

型
がたがががたたた

船
せんせんせんせん

建
けんけんけんけん

造
ぞうぞうぞうぞう

の禁
きんきききんんん

止
しししし

を解
とととと

く。

ධ
ひょうひひひょうょうょう

Ձ
かかかか

1
結
けっけっけっけっ

果
かかかか

的
てきてててききき

に明
めいめいめいめい

治
じじじじ

政
せいせせせいいい

府
ふふふふ

はこの不
ふふふふ

平
びょうびびびょょょううう

等
どうどうどうどう

条
じょうじじじょょょううう

約
やくやくやくやく

の改
かいかかかいいい

正
せいせせせいいい

に苦
くるくるくるくる

しんだ。
幕
ばくばくばくばく

府
ふふふふ

の交
こうこここううう

渉
しょうしょうしょうしょう

は失
しっしっしっしっ

敗
ぱいぱぱぱいいい

である。

ධ
ひょうひょひょひょううう

Ձ
かかかか

2
当
とうとととううう

時
じじじじ

の状
じょう

況
きょう

下
かかかか

で最
さいさささいいい

大
だいだだだいいい

限
げんげげげんんん

の努
どどどど

力
りょくりょくりょくりょく

をし，
結
けっけっけっけっ

果
かかかか

的
てきてきてきてき

に日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

は植
しょくしょくしょくしょく

民
みんみみみんんん

地
ちちちち

化
かかかか

をまぬか
れた。交

こうこうこうこう

渉
しょうしししょょょううう

は失
しっしっしっしっ

敗
ぱいぱぱぱいいい

とはいえない。

ྺ
れきれれれききき

࢙
しししし

Ո
かかかか

ͨͪのධ
ひょうひょうひょうひょう

Ձ
かかかか

上陸用ボート
応接所

ペリー

星条旗

警備の武士

出迎える役人

日本側の屋形船

アメリカ艦船
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ᶃアメリカは日本を༑とࢥってお
り，かͭ，アメリカはઓ૪でྖ土
を֫

かく

ಘ
とく

したことはない。
ᶄ洋֤国は易を

さか

んに行ってお
り，アメリカのرは֎交官のߐ
へのறށ

ちゅう

ཹ
りゅう

とࣗ༝易である。
ᶅアϩーઓ૪がऴ

しゅう

൫
ばん

になり，イギリ
スɾϑϥンスのڴ

きょう

Җ
い

がഭ
せま

っており，アϔン易に
よるѱもة

あや

ぶまれる。
ᶆアメリカとのがあれば，Ԥ

おう

भ
しゅう

ॾ国との֬
かく

ࣥ
しつ

がى
こったࡍ，アメリカ大౷ྖがཱちをする。 〈一部要約〉

ୈ̏　Լ
しも

ా
だ

ɾശ
はこ

ؗ
だて

ߓ
こう

の΄か，ਆಸと࡚，新ׁ，ฌݿを開ߓする。
ਆಸ開ߓの̒か݄後にԼాはด

い


さ

する。
ୈ̐　日本にରする༌出ೖのには，ผهのとおり日本政府へؔ

੫をೲめること。…アϔンの༌ೖはࢭېする。
ୈ̒　日本人にରして๏を൜したアメリカ人は，アメリカྖ事ࡋ

所で調たうえ，アメリカの๏でേ
ばͬ

する。アメリカ人にର
して๏を൜

おか

した日本人は，日本の人が調たうえで , 日本の
๏でേする。

ୈ̓　開ߓにおいてアメリカ人のาけるൣ
はん

ғ
い

は…ਆಸ，
ろく

郷
͝う


քとし，その΄かは֤ํ໘ݶをے 10 ཬとする。 〈一部要約〉

ୈ̎　ҏ౾のԼ
しも

ా
だ

，দ
まつ

前
まえ

のശ
はこ

ؗ
だて

（വؗ）の྆ߓは，ア
メリカ船が

しん

ਫ
すい

ɾ৯ྉɾੴなͲܽ
けつ


΅う

してい
るを日本で調ୡするためにݶって渡

と

来
らい

する
ことを，日本政府はڐՄする。

ୈ̏ アメリカ船が日本Ԋ؛にඬ
ひょう

ண
ちゃく

したときはٹ助
し，ඬ

ひょう

流
りゅう

ຽをԼాまたはശؗにޢ送し，アメリカ人がडけ取
れるようにする。

ୈ̕　日本政府は，ࡏݱアメリカ人にڐՄしていないことを΄かの
֎国人にڐՄするときは，アメリカ人にもಉ༷にڐՄする。

ୈøø　྆国政府は，Ήをえない合には，合衆国のྖ事をԼాに
ற
ちゅう

ཹ
りゅう

ͤ͞ることがある。もっともそれは調ҹから 18 か
݄後でなくてはならない。 〈一部要約〉

ิ ᶃ　ୈ̎により，Լాɾശ （ؗവؗ）の開ߓがೝめら
れたが，ඬ流ຽのอޢ，ਫɾ৯ྉɾੴのڅڙにݶఆ
したもので，ै来のਫڅ༩ྩと変わらなかった。

ิᶄ　ୈ̕は，ย
ん

務
Ή

త࠷
さい

ܙ
けい

国
こく


たい

۰
ぐう

のঝೝであり，Ԥ
おう

ถ
べい

ॾ国では
そう

務
Ή

తに結ぶことがҰ
いͬ

ൠ
ͺん

తになっていたことか
ら，ෆ平な༰となっていた。

ิ ᶅ　ୈøøにおけるྖ事のறཹにͭいては，日本語จ
では

そう

ํ
ほう

が，英語จはҰํがඞཁとした合となってお
り，結Ռతにྖ事がԼాにஔかれることとなった。

ิ ᶃ　ୈ̐により，ؔ੫ࣗओݖをࣦったが，1866 年のվਖ਼までは，日
本に༗རな੫となっていた。ผにஈかॏ͞かで੫がఆめられた
が，のちの易の૿ٸで，ॏ͞による੫のํがରԠしきれなくなった。
アϔンのࢭېもॏཁであった。

ิ ᶄ　ୈ̒はྖ事ࡋݖにͭいてで，時の日本のܐ
けい

േ
ばつ

はԤ
おう

ถ
べい

にൺて
かなりॏく，このままではԤถからの大

おお

෯
はば

なׯ
かん

ব
しょう

が༧͞れたため，幕府
ଆもこのܗをんだ。

ิᶅ　ୈ̓で֎国人のาけるൣ
はん

ғ
い

をܾめたことにより，֎国人がཹډ
Ҏ֎での

あきな

いができず，日本の国ࢢをकることにもͭながった。

ྉ̝̝̝ࢿ 日米和親条約 （1854 年）

ྉ̝̝̝ࢿ 日米修好通商条約 （1858 年）ࢿྉ̝̝̝ アメリカ総領事ハリスの
演説　（1857 年）

日米和
Θ

親
͠Μ

条約の内容検証 B

ハリスとのやり取り検証 C 日米修
͠Ύ͏

好
͜͏

通
ͭ͏

商
͠ΐ͏

条約の内容検証 D

最 終
課 題

読み解き ྉ̝̝̝においてとなるจはあるだろうか。まࢿ ྉࢿ 
たධՁすきจはあるだろうか。

読み解き ྉ̝̝̝を౿ࢿ ྉࢿ 
ふふ

まえ，ϋリスのԋઆは幕府にͲのような
Ө
えい

ڹ
きょう

を༩
あた

えたと考えられるだろうか。
読み解き ྉ̝̝̝においてとなるจはあるだろうか。またධՁすきจࢿ ྉࢿ 
はあるだろうか。

　ϋリεɹΞϝ
ϦΧのॳ日ຊ
ற
ちゅう

ࡏ
͟い

૯領事ɻ

　ϋリε　ϋリε　ϋリε

　ϖリʔ　ϖリʔ　ϖリʔ　ϖリʔ

の意見ࠃ開ۃੵ
　ਆಸɾԣ

よこ


はま

を
開ߓし，Ԥ

おう

ถ
べい

ॾ国
から͞ま͟まなこ
とをٵऩして，幕
府の国ڧฌを成
し

と

͛るき。

ফۃ開ࠃの意見
　「アメリカはඇ৵

しん

ུ
りゃく

国」とݴっ
ているが，෩આ書によれば事࣮
ではない。また，アϔンをத国
に༌出している事࣮もある。ڋ

きょ

ઈ
ぜつ

すればઓ૪になるので，
はԺ

おん

ศ
ͼん

なॲஔでରԠすき。

質問 1 ͋ͳた͕ࢿྉ●❸●❸●ɾࢿྉ●❺●❺●ͷͷͳかでʮ評価１ͷࠜ
こん

ڌ
きょ

ʹͳΔʯͱ͑ߟΔจͲれかɻ

質問 2 ͋ͳた͕ࢿྉ●❸●❸●ɾ資料●❺●❺●ͷͷͳかでʮ評価 2ͷࠜڌʹͳΔʯͱ͑ߟΔจͲれかɻ

質問 3 ͋ͳた͜ͷນͷର֎ަবΛͲ͏ධՁ͢Δかɼֶश՝でͷ͑ߟΛͯ͠ূݕ࠶ΈΑ͏ɻ評価１ͱ評価２ͷ
ͱͳΔจʹͦれͧれ৮ڌࠜ

ふ

れͯɼઆ໌ͯ͠ΈΑ͏ɻ

68

は失敗

幕͑府の対外交渉について，歴史家たちの相反する評価を提示し，思考を促す。

資料から幕府側の考えを整理できる。 幕府の対外交渉に対する評価の根拠を資料から選び取り，自分の考えをまとめられる。

実際の条約文を読み解き，問題点と
評価すべき点を洗い出せる。

しࢼ
ಡΈ ̎部̐章ɹΞジΞॾࠃ のಈ༳と日本の開ࠃ

50 51

ࢼ
͠
ಡ
Έ

ۙԽ
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A

日
本


せい

ؖ
かん


ろん

をめぐる政
せい

ม
へん

によって政
せい


ふ

が
ぶん

྾
れつ

したことで，

ൡ
はん

ൊ
ばつ

政
せい


ふ

への൷
ひ


はん

がߴ
たか

まり，人
ひと

々
びと

の政
せい

治
じ

参
さん

加
か

を求
もと

める自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が本
ほん

֨
かく

化
か

した。これにର
たい

して新
しん

政
せい


ふ

は，18�� 年
ねん

に，しだいに

ཱ
りっ

ݑ
けん

体
たい

制
せい

に移
い

行
こう

するという方
ほう


しん

を示
しめ

し，४
じゅん

උ
び

を始
はじ

めた。ޒ
ご

Օ
か


じょう

の
せい

จ
もん

に

」
ひろ

Ϋ会
かい

議
ぎ

Ϯڵ
おこ

シສ
ばん

機
き

ެ
こう


ろん

χܾ
けっ

スϕシ」と掲
かか

げられたように，国
こく

民
みん

の政
せい

治
じ

参
さん

加
か

を認
みと

め，議
ぎ

会
かい

政
せい

体
たい

を࠾
と

ることは，新
しん

政
せい


ふ

にとっても大
おお

きな
もく

ඪ
ひょう

であった。

一
いっ

方
ぽう

，自
じ

༝
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

を進
すす

める民
みん

権
けん


は

は，ࢲ
し

ཱ
りつ

学
がっ

ߍ
こう

のઃ
せつ

ཱ
りつ

やԋ
えん

આ
ぜつ

会
かい

を通
つう

͡

て，フランス人
じん

権
けん

思
し


そう

やԤ
おう

ถ
べい

議
ぎ

会
かい

制
せい


ど

のしくみを
ひろ

め，
ち

ે
そ

のҾ
ひ

きԼ
さ

げを

求
もと

める༗
ゆう

力
りょく


のう

民
みん

なども参
さん

加
か

してશ
ぜん

国
こく

的
てき

な運
うん

動
どう

となっていった。そして，൘
いた

֞
がき

ୀ
たい

ॿ
すけ

が結
けっ

成
せい

したѪ
あい

国
こく

社
しゃ

をϧーツとする国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

ໍ
めい

によって，80年
ねん

に

国
こっ

会
かい

։
かい

ઃ
せつ


せい

ئ
がん

ॻ
しょ

がఏ
てい

出
しゅつ

されると，国
こく

民
みん

の政
せい

治
じ

参
さん

加
か

を求
もと

めるؾ
き

運
うん

はさらにߴ
たか

まり ࢲ
し

ٖ
ぎ

ݑ
けん

法
ぽう

のى
き


そう

を通
つう

͡ての民
みん

ؒ
かん

でのݑ
けん

法
ぽう


ろん

議
ぎ

が
さか

んになった。

この自
じ

༝
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

の
も

り্
あ

がりにର
たい

し，新
しん

政
せい


ふ

のࢦ
し

ಋ
どう


そう

で͋る伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らは，81年
ねん

に政
せい


ふ

内
ない

でٸ
きゅう

進
しん

的
てき

に議
ぎ

Ӄ
いん

内
ない

閣
かく

制
せい

を求
もと

める大
おお

۾
くま

ॏ
しげ

৴
のぶ

らの意
い

ݟ
けん

を

ഉ
はい

除
じょ

する一
いっ

方
ぽう

で，90年
ねん

の議
ぎ

会
かい

։
かい

ઃ
せつ

をఱ
てん

ߖ
のう

の໊
な

で国
こく

民
みん

に
やく

ଋ
そく

した（国
こっ

会
かい

։
かい

ઃ
せつ

の
ちょく

་
ゆ

）。こうして，新
しん

政
せい


ふ

は，ཱ
りっ

ݑ
けん

体
たい

制
せい

に
む

けて大
おお

きく動
うご

き出
だ

した。

1882 年
ねん

，ҏ
い

౻
とう

は，ཱ
りっ

ݑ
けん

制
せい


ど

ಋ
どう

ೖ
にゅう

のため，ヨーロッパに


わた

ってॾ
しょ

外
がい

国
こく

の政
せい

治
じ

や制
せい


ど

の調
ちょう

ࠪ
さ

を行
おこな

い，ཌ
よく

8� 年
ねん

にؼ
き

国
こく

すると，必
ひつ

要
よう

な制
せい


ど

վ
かい

ֵ
かく

を進
すす

めていった。8�年
ねん

には内
ない

閣
かく

制
せい

度
ど

がಋ
どう

ೖ
にゅう

され，

今
こん

日
にち

まで続
つづ

く内
ない

閣
かく

総
そう

ཧ
り

大
だい

ਉ
じん

をट
しゅ

൝
はん

とする政
せい


ふ

のࡏ
あ

り方
かた

がܗ
かたち

づくられた。ҏ
い

౻
とう

を中
ちゅう

৺
しん

にݑ
けん

法
ぽう


そう

Ҋ
あん

が࡞
さく

成
せい

され，89 年
ねん

2 ݄
がつ

11 日
にち

，ఱ
てん

ߖ
のう

が定
さだ

めるݑ
けん

法
ぽう

と

立
りっりっりっりっりっ

憲
けんけんけんけんけん

体
たいたいたいたいたい

制
せいせいせいせいせい

への
道
みちみちみちみち

のり
➡p.72
たかたかたかたかたか

（明治８）

➡p.71
せいいせいいせいいせいいせいいいい じじじじじ

QR

➡p.34,36 ➡ p.33
こくくくくくてきてきてきてきてき

➡p.72
かいいいいいかいかいかいかいかい

QR

1841 ～ 1909
い けんけんけんけんけん 2

1838 ～ 1922
やくやくやくやくやくそくくくくく

憲
けんけんけんけんけん

法
ぽうぽうぽうぽうぽう

発
はっはっはっはっはっ

布
ぷぷぷぷぷ

と
帝
てい

国
こく

議
ぎぎぎぎ

会
かいかいかいかい （明治 15）

ししししし

日本

近
きんきんきんきん

代
だいだいだいだい

国
こっこっこっこっ

家
かかかか

を目
めめめめ

指
ざざざざ

す日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

は , 近
きんきききんんん

代
だいだいだいだい

国
こっこここっっっ

家
かかかか

となるために，どのような政
せいせいせいせい

策
さくさくさくさく

を進
すすすすすすすす

めていったのだろうか。
学
がくがくがくがくがくがくがくがく
習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

課
かかかか学学学学学学学
題
だいだいだいだい習習習習

自由民権運動，国会期成同盟，内閣制度，大日本帝国憲法，帝国議会，衆議院議院総選挙，民法，領土中学校との関連

　　 大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

の発
はっ

布
ぷ

（1889年
ねん

）
〈h 法ൃࣜ೭図ݑ �ɦ౦ژ立தԝ図書館蔵〉

１

　 大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

の下
もと

での国
くに

のしくみ3

　　 留
りゅう

学
がく

中
ちゅう

の伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

2

読み解き  大
だいだい

日
にに

本
ほんほん

帝
ていてい

国
こくこく

憲
けんけんけんけんけん

法
ぽうぽうぽうぽうぽう

は，誰
だれだれ

から与
あたあた

えら
れ，誰

だれだだだれれれ

を中
ちゅうちゅちゅちゅううう

心
しんしんしんしん

とした憲
けんけんけんけん

法
ぽうぽうぽうぽう

なのだろうか。

日
にっにっにっにっ
本
ぽんぽぽぽんんん
→p.75　

前
まえまえまえまえまえまえまえまえ
のできごと 日

にっにっにっにっ
本
ぽぽんぽぽぽんんん
→p.71

次
つぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎ
のできごと

２

第
だいだだだいいい

１条
じょうじじじょょょううう

天
てんてんてんてん

皇
のうのののううう

ハ神
しんしんしんしん

聖
せいせせせいいい

ニシテ侵
おか

スヘカラス
第
だいだだだいいい

４条
じょうじょうじょうじょう

天
てんてててんんん

皇
のうのうのうのう

ハ国
くにくにくにくに

ノ元
げんげげげんんん

首
しゅしゅしゅしゅ

ニシテ統
とうとうとうとう

治
ちちちち

権
けんけんけんけん

ヲ総
そう

攬
らん

シ此
こ

ノ憲
けんけけけんんん

法
ぽうぽうぽうぽう

ノ上
じょうじじじょょょううう

記
きききき

ニ依
よ

リ之
これ

ヲ行
おこなおおおこここななな

フ
第
だいだだだいいい

11条
じょうじじじょょょううう

天
てんてんてんてん

皇
のうのののううう

ハ陸
りくりくりくりく

海
かいかかかいいい

軍
ぐんぐぐぐんんん

ヲ統
とう

帥
すい

ス
第
だいだだだいいい

28条
じょうじょうじょうじょう

日
にっにににっっっ

本
ぽんぽぽぽんんん

臣
しんしんしんしん

民
みんみみみんんん

ハ安
あん

寧
ねい

秩
ちつ

序
じょ

ヲ妨
さまた

ケス及
および

臣
しんしししんんん

民
みんみんみんみん

タルノ義
ぎぎぎぎ

務
むむむむ

ニ背
そむ

カサル限
かぎり

ニ於
おい

テ
信
しんしんしんしん

教
きょうきききょょょううう

ノ自
じじじじ

由
ゆうゆうゆうゆう

ヲ有
ゆうゆゆゆううう

ス
第
だいだだだいいい

29条
じょうじょうじょうじょう

日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

臣
しんしししんんん

民
みんみみみんんん

ハ法
ほうほほほううう

律
りつりつりつりつ

ノ範
はん

囲
い

内
ないななないいい

ニ於
おいおおおいいい

テ言
げんげげげんんん

論
ろんろんろんろん

著
ちょちょちょちょ

作
さくさささくくく

印
いん

行
こう
＊集
しゅうしししゅうゅうゅう

会
かいかかかいいい

及
および

結
けっけっけっけっ

社
しゃしゃしゃしゃ

ノ自
じじじじ

由
ゆうゆうゆうゆう

ヲ有
ゆうゆうゆうゆう

ス ＊図
とととと

書
しょしししょょょ

の印
いんいいいんんん

刷
さつさささつつつ

や発
はっはっはっはっ

行
こうこうこうこう

大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けんけんけんけん

法
ぽうぽうぽうぽう

（1889年
ねんねねねんんん
）

史史史
料

伊
い

藤
とう

がヨーロッパで
学
まな

んだ立
りっ

憲
けん

政
せい

治
じ

憲
けん

法
ぽう

調
ちょう

査
さ

のために渡
と

欧
おう

した伊
い

藤
とう

は，まずベ
ルリン大

だい

学
がく

のグナイストから「憲
けん

法
ぽう

は国
こく

民
みん

精
せい

神
しん

の表
あらわ

れ」という教
おし

えを受
う

けた。他
た

方
ほう

，ウィーン
大
だい

学
がく

のシュタインからは，議
ぎ

会
かい

制
せい

度
ど

と行
ぎょう

政
せい

の
調
ちょう

和
わ

による国
くに

の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

を学
まな

んだ。
　こうして伊

い

藤
とう

は，立
りっ

憲
けん

政
せい

治
じ

は憲
けん

法
ぽう

の制
せい

定
てい

の
みで実

じつ

現
げん

できるものではなく，議
ぎ

会
かい

制
せい

度
ど

など
の国

くに

のしくみと，それを運
うん

用
よう

する行
ぎょう

政
せい

制
せい

度
ど

の
整
せい

備
び

が必
ひつ

要
よう

と学
まな

んだ。さ
らには，それを運

うん

営
えい

して
いく人

ひと

々
びと

の養
よう

成
せい

と教
きょう

育
いく

が重
じゅう

要
よう

と学
まな

び取
と

った。

天皇

国　　民

枢密院
すうみついん

元老
げんろうげ 憲法に規定のない機関

天皇に内閣総理大臣を推薦
すいせん

へいえき

立法 行政 司法 軍部
内閣帝国議会 大審院

だい しん いん 陸軍 海軍

各省

道府県

衆議院 貴族院

兵役選挙
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内閣総理大臣
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5

10

してେ
だい
日
ʹ
本
ほん
ఇ
てい
ࠃ
こく
๏が発され，ཌݑ 90 年のఇ

てい
ࠃ
こく
ٞձの։ઃへとࢸった。

これは，Ԥถ以外の国に͓いて，時།
Ώい
一
いつ
のཱݑ政治の始まりであった。

　しかし，90年に行われた࠷初のऺٞӃٞһ૯બڍでは，ֹߴೲ੫ऀの
成年男性にしか選挙権は༩

あた
えられͣ，༗権ऀは国民の̍％ఔでしかな

かった。また，ւಓやԭೄݝの人々には参政権がなく，国政にؔわるこ

とができなかった。

挙権の拡大は，各国が๊
かか

。法制定と共にॾ法యも整උされ，日本のۙ代法制が出དྷ্がったݑ　

ຽ๏については，フランス人法学ऀϘアιナードがىした法యが 90年
にެされたが，日本人の法学ऀからରが出され，結ہ日本人のखによ

る新しい民法యが 98年にࢪ
し
行
こう
された。

　　　　　　　ۙ代国民国家は，主権を༗し，それをߏ成する国民と主権

が及
およ
Ϳ領を持つ。新政もۙ

きん
ྡ
りん
国
こく
との領ը定にめた。

方ではロシアと，幕府が結んだ日
ʹち
露
ろ
通好（和

わ
親
しん
）条約による択

え
捉
とろふ
島・得

ϧο
撫
ϓ

島間の国境画定に続き，א
から
ଠ
ふと
・ઍ

ち
ౡ
しま
ަ
こう

かん
を結ͼ，日本はאଠを์

ほう
غ
き
し

ઍౡྻౡを得た。ླྀ
りゅう
ٿ
きゅう
については，日本とਗ਼

しん
の྆ଐؔであったが，ླྀٿ

ॾౡのધが台
たい

わん
にඬ

ひょう
ண
ちゃく
した際，һがࡴされる݅ࣄがىこった。日本

は߅
こう
議
͗
して，18�4 年に台出ฌを行ったが，これにରしਗ਼がࣄ実্のഛ

ばい

ঈ
しょう
金
きん
をࢧ

し

はら
ったため，日本はླྀٿが日本領となったとݟなして �9年にԭ

ೄݝをઃஔした。খ
お
ּ
がさ
ݪ
わら
ॾౡは，ນ末にນがӳถ྆国へ日本領であるこ

とを通ࠂして͓り，��年に国際法に基
もと
づき領༗が認められた。さらに日

本は，9�年にઑ
せん
閣
かく
ॾౡのԭೄݝへのฤೖ，次いで 190� 年に

たけ
ౡ
しま
のౡࠜ

。へのฤೖを閣議ܾ定し，自国の領とする意思をެࣜに示したݝ
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ɹɹɹɹ日ຊ੍͕࣏Λ͑ΔͨΊʹ，։
ઃൃͨ͠のΛ，ຊจ͔Βྻܥ࣌ॱʹॻ
͖ग़ͦ͏ɻ

֬ೝ

ɹɹɹɹۙࠃՈͱͳͬͨ日ຊのࠃ，ʹ࣏
ຽͲのఔࢀՃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨのͩΖ͏
͔，આ໌͠Α͏ɻ

આ໌

ɹɹ�໌࣏ॳظͷ日本ͷڥࠃͱ֎ަɹɹ�̑

日本ͰॳΊͯঁੑのࢀݖΛ࣮͠ݱた

　高ݝの্
かみ

ொ
まち

にॅみ，ށओであった
ଟは，1878（明治ت 11）年，۠ձٞһ
のબڍで「ށओとしてೲ੫しているのに，
ঁだからબݖڍがないというのはおか
しい。本来ٛ務とݖརはཱ྆するのが
ಓཧであり，બݖڍがないならೲ੫し

ない」とݝに߅
こう

ٞ
͗

し，ڋ
きょ

൱
ひ

͞れると務লにૌ
うͬた

え出た。時，
ੈքでもঁੑࢀ政ݖはアメリカのϫイΦϛンάभٞձだけと
いわれていたなか，تଟのॅΉҬでは 80 年からঁੑࢀ政
がೝめられた。しかし̐年後の๏վਖ਼により，またஉੑしݖ
かථできなくなった。تଟはその後，

な

くなるまでঁੑຽ
ಈを行った。〈高知市立自由民権記念館蔵〉׆Ոとしてݖ

ೇ
くすの


せ

ت
き

ଟ
た

（1836〜 192�）
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択
捉
島

択
捉
島

占
守
島得

撫
島

樺
太太 千千千島千島千

列列

ຊ
18��に18��に
ըఆしͨ国ڥըఆしͨ国ڥ＊

と
ろ
ふ
と
う
と
う

シ
ュ
と
うウ

ル
ッ

プ
と
う

太太

日

平平

本

洋洋

海

にͪ�Ζ

͔ら;と

にͬしΜしΎ͏͜͏

にͬͪΐ͏

はΜ

しΐ͏にΜͨいΘΜ

ΧンϑΝ�υ

ͤΜ͔͘

͜͏͔Μͪ�しま

Θ�しΜ

しΜ

ͪΐ͏ͤΜ

りΎ͏͖Ύ͏

͓��が͞Θら

͚ͨしま

⁞ϩγア
18���日࿐௨（）＊
187�א�ଠ・ઍ島ަ
 ਗ਼
�1871�日ਗ਼मن
�1874�ग़ฌ
ே
�187�ߐ�՚島݅ࣄ
�1876�日ேमن

ॾ島ٿླྀ
�1872�ླྀٿൡઃஔ
�187��ԭೄ県ઃஔ
�18���

͓��が͞Θら
�18���

͓��が͞Θら
ઑֳॾ島をԭೄ県にฤೖ

小ּݪॾ島
1876�英・ถが日本のྖ༗をঝೝ
島
�1�0��島ࠜ県にฤೖ

（のํྖࡏݱ）島，色丹島，国後島，捉島が日本ྖにըఆ܈ࣃ＊
は΅まい しͨ͜Μと͏ ͘なしりと͏ え とΖ;

÷ ü÷÷LN

　19 成のաఔで，ઌॅຽ（ˠܗҎ߱，ੈք֤での国ຽ国Ոلੈ p.52）なͲ
マイϊリςΟとよばれる人ʑが「国ຽ」として౷合͞れた。日本の合，ւ
ಓઍ

ち

島
しま

ྻ島なͲにઌॅするアイψの人ʑ（ˠ p.22）は「日本国ຽ」にಉ化ͤ͞
られた。新政府は，アイψݹ来の෩शݴ語をࢭېし，日本語教ҭなͲを行
い，อޢの名で「ւಓچ土

Ͳ

人
じん

อޢ๏」をެした。アイψの人ʑはै来の
ੜ׆จ化をอͭことが難しくなった。教ҭはアイψの人ʑだけの学校で行
われ，その後 19�7 年に通ৗの学校に通学できるようになったが，学では
ࠩผがあった。ࡏݱでは，2007 年の国࿈での「ઌॅຽのݖརにؔする国
࠾「ݴ࿈合એࡍ

さい


たく

をडけ，ཌ年アイψの
人ʑを「ઌॅຽ」とすることをٻめる国
ձܾٞがな͞れ，2019 年のアイψࢪ

し

ࡦ
さく

ਪਐ๏にて「ઌॅຽ」と明͞هれた。

ʮ日本国ຽʯとされΔΞΠψのਓʑ

ɹɹ�アΠψֶߍ（ւಓߐ
え

ผ
べつ

ରࢢ
ついし

أ
かり

）̐

　　国際法上，どの国にも属さない土地を，最
初に領有の意思を持って占

せん

有
Ώう

すると，その土地
は占有した国家の領土になるとされている。

̎

〈北海道大学附属図書館蔵〉

74自由民権運動，国会期成同盟，内閣制度，大日本帝国憲法，帝国議会，衆議院議院総選挙，民法，領土中学校との関連当時の日本の議会制度や行政制度は，ヨーロッパの影響を受けていたことがわかる。

憲
けん

法
ぽう

調
ちょう

査
さ

のために渡
と

欧
おう

した伊
い

藤
とう

は，まずベずベず
だいがく けんぽう こくみんせいしん

ルリン大
だい

学
がく

のグナイストから「憲
けん

法
ぽう

は国
こく

民
みん

精
せい

神
しん

あらわ おし う た ほう

の表
あらわ

れ」という教
おし

えを受
う

けた。他
た

方
ほう

，ウィーン
だ がく ぎ かいせ ど ぎょうせい

大
だい

学
がく

のシュタインからは，議
ぎ

会
かい

制
せい

度
ど

と行
ぎょう

政
せい

の
ぜん ぞう

調
ちょう

和
わ

による国
くに

の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

を学
まな

んだ。

同時期のイギリスでは，国民の 19ˋが選挙権を༗

しているのとൺべるといであったが，イギリスも制限選挙であり，

選挙権の拡大は，各国が๊
かか
える共通の՝であった。

15

当時は選挙権の拡大が日本だけでなく，世界共通の課題であったことがわかる。

しࢼ
ಡΈ ̎部５章ɹۙԽがਐ Ή日本と౦ΞジΞ

52 53

ࢼ
͠
ಡ
Έ

1882 年，ҏ౻は，ཱݑ制ಋೖ
にゅ

のため，ヨーロッパに
（明治 15）

ってॾ外国の政治や制の調ࠪを行い，ཌ 8�年にؼ国
日本

すると，必要な制վֵを進めていった。

ۙԽ



文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

とジャポニスム
せいせいせいせいせいせいせいせい

活
かつかつかつかつかつかつかつかつ

・文
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

化
かかかかかかかか

から見
みみみみみみみみ

る
日
にっにっにっにっ生生生生生
本
ぽんぽんぽんぽん生生生生生活活活活活
と世

せせせせ文文文文文
界
かいかいかいかい化化化化化
❷ 明

めいめいめいめいら見ら見ら見ら見ら見
治
じじじじ見見見見見
期
ききききるるるるる

西
せいせいせいせい

洋
ようようようよう

文
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

で変
かかかか

わる日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽぽぽんんん

の生
せいせいせいせい

活
かつかつかつかつ1

開
かい

国
こく

後
ご

，神
こう

戸
べ

や横
よこ

浜
はま

など開
かい

港
こう

地
ち

に外
がい

国
こく

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

が作
つく

られ，西
せい

洋
よう

文
ぶん

化
か

が日
にっ

本
ぽん

に流
りゅう

入
にゅう

した。これにより，
文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

とよばれる生
せい

活
かつ

の洋
よう

風
ふう

化
か

がもたらされた。

い

う

あ

え

〈『摂州神戸海岸繁栄之図』 神戸市立博物館蔵〉

1871年
ねん

の神
こう

戸
べ

港
こう

神
こう

戸
べ

や横
よこ

浜
はま

など開
かい

港
こう

地
ち

は，外
がい

国
こく

船
せん

の来
らい

港
こう

により，急
きゅう

速
そく

に生
せい

活
かつ

や
街
まち

の様
よう

子
す

が変
か

わっていった。

1

牛
ぎゅう

鍋
なべ

を食
た

べる男
だん

性
せい

文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

の下
もと

，人
ひと

々
びと

は，
それまで食

た

べていなかった牛
ぎゅう

肉
にく

を口
くち

にし，新
しん

聞
ぶん

を
読
よ

み，髪
かみ

の毛
け

を結
ゆ

うことをやめてざんぎり頭
あたま

となっ
た。〈『安愚楽鍋』 東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫蔵〉

2

鉄
てつ

道
どう

と郵
ゆう

便
びん

配
はい

達
たつ

人
にん

鉄
てつ

道
どう

の敷
ふ

設
せつ

や蒸
じょう

気
き

船
せん

航
こう

路
ろ

の開
かい

設
せつ

，郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

の整
せい

備
び

，そして国
こく

内
ない

の電
でん

信
しん

線
せん

や
海
かい

底
てい

通
つう

信
しん

ケーブルの設
せっ

置
ち

により，国
こく

内
ない

だけでなく
海
かい

外
がい

からも多
おお

くの人
ひと

や情
じょう

報
ほう

が行
い

き交
か

うようになった。
〈『開化幼早学門』 郵政博物館蔵〉

3

外
がい

国
こく

人
じん

和
わ

服
ふく

の日
に

本
ほん

人
じん

と洋
よう

服
ふく

の外
がい

国
こく

人
じん

が混
こん

在
ざい

して
いる。この後

ご

，日
に

本
ほん

人
じん

は洋
よう

服
ふく

を生
せい

活
かつ

に取
と

り入
い

れていく。

あ 建
たて

物
もの

洋
よう

風
ふう

建
けん

築
ちく

の外
がい

国
こく

領
りょう

事
じ

館
かん

が立
た

ち並
なら

ぶ。洋
よう

風
ふう

建
けん

築
ちく

は，東
とう

京
きょう

（→ p.15）など
の都

と

市
し

にも次
つぎ

々
つぎ

造
つく

られた。

い 馬
ば

車
しゃ

と人
じん

力
りき

車
しゃ

欧
おう

米
べい

の
馬
ば

車
しゃ

が日
にっ

本
ぽん

にも持
も

ち込
こ

まれ，
それを日

に

本
ほん

風
ふう

に改
かい

良
りょう

した人
じん

力
りき

車
しゃ

も作
つく

られた。

う 船
ふね

海
かい

上
じょう

には，日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の和
わ

船
せん

に加
くわ

え，欧
おう

米
べい

から
やって来

き

た蒸
じょう

気
き

船
せん

が見
み

られ
る。

え

せいれき

せ い よ う か に っ ぽ ん

【 時間 】FILE

4
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西
せいせせせいいい

洋
ようよよよううう

の影
えい

響
きょう

を受
うううう

ける日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の芸
げいげいげいげい

術
じゅつじゅつじゅつじゅつ2

欧
おう

米
べい

で起
おおおお

こった日
にににに

本
ほんほほほんんん

ブーム「ジャポニスム」3
輸
ゆ

出
しゅつ

や万
ばん

博
ぱく

（→ p.55）を通
つう

じて欧
おう

米
べい

に日
にっ

本
ぽん

の芸
げい

術
じゅつ

が広
ひろ

まり，日
に

本
ほん

ブーム「ジャポニスム」が起
お

こった。これは，日
に

本
ほん

製
せい

品
ひん

の愛
あい

好
こう

というだけで
なく，芸

げい

術
じゅつ

技
ぎ

法
ほう

への影
えい

響
きょう

ももたらした。

開
かい

国
こく

後
ご

の日
にっ

本
ぽん

には，技
ぎ

術
じゅつ

や文
ぶん

化
か

だけでなく，西
せい

洋
よう

芸
げい

術
じゅつ

が入
はい

ってきた。芸
げい

術
じゅつ

家
か

たちはそれらの特
とく

質
しつ

や技
ぎ

法
ほう

を取
と

り入
い

れ，和
わ

洋
よう

折
せっ

衷
ちゅう

の芸
げい

術
じゅつ

を生
う

み出
だ

した。

日
にっ

本
ぽん

の伝
でん

統
とう

芸
げい

術
じゅつ

の発
はっ

見
けん

者
しゃ

フェノロサは，明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

が西
せい

洋
よう

文
ぶん

明
めい

導
どう

入
にゅう

の
ために招

まね

いた「お雇
やと

い外
がい

国
こく

人
じん

」（→ p.75）の一
ひ と り

人
である。1878年

ねん

に来
らい

日
にち

したフェノロサは，日
に

本
ほん

画
が

を見
み

て感
かん

銘
めい

を受
う

けた。しかし，政
せい

府
ふ

の「写
しゃ

実
じつ

的
てき

な西
せい

洋
よう

画
が

の方
ほう

が優
すぐ

れている」という考
かんが

えの
下
もと

，日
に

本
ほん

画
が

は衰
すい

退
たい

が進
すす

んでいた。そのためフェ
ノロサは，「絵

かい

画
が

の本
ほん

質
しつ

は写
しゃ

実
じつ

ではなく心
こころ

の内
ない

面
めん

の表
ひょう

現
げん

にあり，それには西
せい

洋
よう

画
が

より日
に

本
ほん

画
が

が
適
てき

している」と講
こう

演
えん

し，政
せい

府
ふ

に衝
しょう

撃
げき

を与
あた

えた。
その後

ご

フェノロサは，東
とう

京
きょう

美
び

術
じゅつ

学
がっ

校
こう

の設
せつ

立
りつ

に
努
ど

力
りょく

し，岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

らと新
あら

たな日
に

本
ほん

画
が

の開
かい

拓
たく

を目
め

指
ざ

した。また，フェノロサが行
おこな

った寺
じ

社
しゃ

宝
ほう

物
もつ

の
調
ちょう

査
さ

は，のちに文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

運
うん

動
どう

へつながった。

フェノロサ（1853～ 1908）

黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

作
さく

『湖
こ

畔
はん

』　パリに留
りゅう

学
がく

した黒
くろ

田
だ

は，日
にっ

本
ぽん

西
せい

洋
よう

画
が

に明
あか

るい色
しき

彩
さい

の画
が

風
ふう

をもたらした。〈東京国立博物館
蔵 東京文化財研究所画像提供 重要文化財 1897 年 縦 69cm×横 84.7cm〉

5

狩
か

野
のう

芳
ほう

崖
がい

作
さく

『悲
ひ

母
ぼ

観
かん

音
のん

』 芳
ほう

崖
がい

は，フェノロサに勧
すす

められ，西
せい

洋
よう

技
ぎ

法
ほう

を取
と

り入
い

れた新
あら

たな日
に

本
ほん

画
が

を描
えが

いた。
〈東京芸術大学蔵 1888 年 縦 195.8cm×横 86.1cm〉

6

岡倉天心

 モネ作
さく

『ラ＝ジャポネーズ』　フランスの画
が

家
か

モ
ネは日

に

本
ほん

愛
あい

好
こう

家
か

であった。当
とう

時
じ

の欧
おう

米
べい

では，この
ように室

しつ

内
ない

で日
に

本
ほん

風
ふう

の格
かっ

好
こう

をする女
じょ

性
せい

も見
み

られた
という。〈ボストン美術館蔵 1876年 縦 231cm×横142cm〉

7

ロートレック作
さく

『ディヴァン＝ジャ
ポネ』 この多

た

色
しょく

刷
ず

りのポスターは，遠
えん

近
きん

法
ほう

を無
む

視
し

した色
いろ

使
づか

いや，大
だい

胆
たん

な構
こう

図
ず

な
どに，浮

うき

世
よ

絵
え

（→ p.29）からの影
えい

響
きょう

が見
み

られる。ロートレックらの芸
げい

術
じゅつ

は「アー
ル＝ヌーヴォー」（新

あたら

しい芸
げい

術
じゅつ

）とよばれ，
従
じゅう

来
らい

の様
よう

式
しき

にとらわれない芸
げい

術
じゅつ

が目
め

指
ざ

さ
れた。〈1893 年 縦 79cm×横 60cm〉

8

アジアに広
ひろ

まる和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

幕
ばく

末
まつ

から明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

の日
にっ

本
ぽん

では，欧
おう

米
べい

の書
しょ

物
もつ

が
大
たい

量
りょう

に翻
ほん

訳
やく

された。しかし，そこに登
とう

場
じょう

する
概
がい

念
ねん

は日
に

本
ほん

語
ご

や中
ちゅう

国
ごく

の古
こ

典
てん

にないものも多
おお

く，
人
ひと

々
びと

は新
あら

たな言
こと

葉
ば

を創
そう

出
しゅつ

しながら翻
ほん

訳
やく

を進
すす

めた。
このように日

にっ

本
ぽん

で作
つく

られた漢
かん

字
じ

の新
しん

語
ご

（和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

）は，日
にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

期
き

の中
ちゅう

国
ごく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

（→p.79）
などにより中

ちゅう

国
ごく

に逆
ぎゃく

輸
ゆ

入
にゅう

され，朝
ちょう

鮮
せん

やベトナム
にも広

ひろ

まった。それとともに，江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

以
い

前
ぜん

に
作
つく

られた訓
くん

読
よ

みの和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

も，アジアに広
ひろ

まっ
ていった。

英
えい

語
ご

と日
にっ

本
ぽん

・中
ちゅう

国
ごく

・朝
ちょう

鮮
せん

における翻
ほん

訳
やく

語
ご

それぞれ現
げん

在
ざい

使
つか

われている表
ひょう

記
き

である。
9

チョン チ

キョンヂェ

サ フェ

クォル  リ

ムン ミョン

ヨク サ

ジョン  ジ

ジン ジ

シェ フイ

クゥアン リィ

ウェンミン

リィ シイ

英語
politics

economy

society

right

civilization

history

日本語 中国語 朝鮮語

フェノロサ
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海外からも多くの人や情報が行き交うようになった。
〈『開化幼早学門』 郵政博物館蔵〉現在の「時間」の概念が明治期の人々の生活・文化を変えた西洋化の一つの現れであったこと

がわかる。近代化の理解がさらに深まる。 日本の芸術だけでなく，言葉もアジア諸国に影響を与えたことがわかる。
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「近
きん

代
だい

化
か

」を振
ふ

り返
かえ

り
現
げん
「近「近「近「近「近
代
だい
近近近近近代
的
てき
代化化化化化
な諸

しょ

課
か
振振振振振
題
だい

と結
むす

び付
つ

けて考
かんが

えよう！

２部
ぶ

の序
じょ

章
しょう

（→ p.19）に自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えた「問
と

い」を
確
かく

認
にん

し，学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

を踏
ふ

まえ，自
じ

分
ぶん

が疑
ぎ

問
もん

に
思
おも

ったことなどから，「近
きん

代
だい

化
か

」に関
かん

連
れん

する現
げん

代
だい

の
課
か

題
だい

を一
ひと

つ選
えら

び，さらに詳
くわ

しく調
しら

べてみよう。そ
の際

さい

，右
みぎ

に挙
あ

げた５
いつ

つの視
し

点
てん

のうち一
ひと

つ以
い

上
じょう

の視
し

点
てん

を活
かつ

用
よう

しよう。
　また，考

かんが

える際
さい

には，以
い

下
か

の二
ふた

つの点
てん

を踏
ふ

まえ
て考

かんが

えてみよう。
1 当

とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

がどのように受
う

け止
と

め，どう対
たい

処
しょ

したのか。
2 さまざまな対

たい

処
しょ

がなされていたにもかかわら
ず，なぜ現

げん

在
ざい

まで残
のこ

っているのか。

ア  . ２部
ぶ

の内
ない

容
よう

を根
こん

拠
きょ

にして，以
い

下
か

に挙
あ

げ
た 1～ 4の観

かん

点
てん

に基
もと

づいて，日
にっ

本
ぽん

の近
きん

代
だい

化
か

による変
へん

化
か

を表
ひょう

にまとめよう。その際
さい

，
ヒントとなる用

よう

語
ご

を活
かつ

用
よう

してみよう。
記
き

入
にゅう

する際
さい

には，その変
へん

化
か

があった時
じ

期
き

についても明
めい

記
き

しよう。
1 経

けい

済
ざい

や産
さん

業
ぎょう

2 政
せい

治
じ

や制
せい

度
ど

3 文
ぶん

化
か

や生
せい

活
かつ

4 国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

【ヒントとなる用
よう

語
ご

】
軽
けい

工
こう

業
ぎょう

重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

憲
けん

法
ぽう

議
ぎ

会
かい

　　　時
じ

間
かん

権
けん

利
り

思
し

想
そう

女
じょ

性
せい

　　条
じょう

約
やく

自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

市
し

場
じょう

ア . まとめた表
ひょう

をほかの人
ひと

と見
み

せ合
あ

い，内
ない

容
よう

で埋
う

まっていない点
てん

を教
おし

えたり，自
じ

分
ぶん

と
は異

こと

なる点
てん

などを指
し

摘
てき

したりしよう。
イ  . 日

にっ

本
ぽん

以
い

外
がい

の国
くに

を一
ひと

つ選
えら

び，ほかの人
ひと

と協
きょう

力
りょく

して，同
おな

じように表
ひょう

をまとめよう。
ウ ．まとめた表

ひょう

を比
ひ

較
かく

して，相
そう

違
い

点
てん

につい
て話

はな

し合
あ

い，それぞれの近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

を
まとめよう。

まとめ
2 部の

➡ より深
ふか

く調
しら

べるための 5つの視
し

点
てん

とその例
れい

1. 自
じ

由
ゆう

と制
せい

限
げん

自
じ

由
ゆう

な貿
ぼう

易
えき

を進
すす

めるか，何
なん

らか
の制

せい

限
げん

をかけるかといった，国
こく

内
ない

や国
こっ

家
か

間
かん

での対
たい

立
りつ

，など。

4. 統
とう

合
ごう

と分
ぶん

化
か

領
りょう

土
ど

内
ない

の人
ひと

々
びと

を「国
こく

民
みん

」として統
とう

合
ごう

していく際
さい

に伴
ともな

う対
たい

立
りつ

，など。

5. 対
たい

立
りつ

と協
きょう

調
ちょう

国
こっ

家
か

間
かん

や国
こく

内
ない

における政
せい

治
じ

問
もん

題
だい

に対
たい

して，対
たい

立
りつ

したり，
それを避

さ

けるための努
ど

力
りょく

がなされたりすること，など。

2. 平
びょう

等
どう

と格
かく

差
さ

国
こっ

家
か

間
かん

や国
こく

内
ない

における
政
せい

治
じ

的
てき

・経
けい

済
ざい

的
てき

な格
かく

差
さ

やその是
ぜ

正
せい

，など。

3. 開
かい

発
はつ

と保
ほ

全
ぜん

工
こう

業
ぎょう

化
か

が進
しん

展
てん

していくこと
に伴

ともな

い，自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

や生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

が悪
あっ

化
か

したこと，など。

ステップ 2 の意
い

見
けん

交
こう

換
かん

の手
て

順
じゅん

1. 要
よう

素
そ

の内
ない

容
よう

で埋
う

まっていない点
てん

や，異
こと

なる視
し

点
てん

などを指
し

摘
てき

し合
あ

おう。

2. 各
かく

要
よう

素
そ

ごとに日
にっ

本
ぽん

とほかの国
くに

を比
ひ

較
かく

して，相
そう

違
い

点
てん

からそれぞれの特
とく

徴
ちょう

をまとめよう。

3. 各
かく

要
よう

素
そ

の特
とく

徴
ちょう

をまとめて，日
にっ

本
ぽん

とほかの国
くに

の近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

をまとめよう。

ステップ 1

ステップ 2

ステップ 3

日
にっ

本
ぽん

の近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

は，（　　　　　　　）と考
かんが

える。
（　　　　　　 ）の近

きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

は，（ ）と考
かんが

える。

２部
ぶぶぶぶぶ

の問
ととととと

いを思
おもおもおもおもおも

い出
だだだだだ

そう
　　例

れいれいれいれい

どのようにして国
こくこここくくく

民
みんみみみんんん

国
こっこっこっこっ

家
かかかか

が形
けいけけけいいい

成
せいせいせいせい

されていったのだろう。

産
さんさんさんさん
業
ぎょうぎょうぎょうぎょう
革
かくかかかくくく
命
めいめめめいいい
が始
はじはじはじはじ
まった時

じじじじ
期
きききき
が…

日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の近
きんきんきんきん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

①経
けいけいけいけい

済
ざいざいざいざい

や産
さんさささんんん

業
ぎょうぎょぎょぎょううう

日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の近
きんきききんんん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

①経
けいけけけいいい

済
ざいざいざいざい

や産
さんさんさんさん

業
ぎょうぎぎぎょょょううう

日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の近
きんきんきんきん

代
だいだだだいいい

化
かかかか

1 経
けいけけけいいい

済
ざいざざざいいい

や産
さんさんさんさん

業
ぎょうぎぎぎょょょううう

2 政
せいせせせいいい

治
じじじじ

や制
せいせいせいせい

度
どどどど

3 文
ぶんぶぶぶんんん

化
かかかか

や生
せいせいせいせい

活
かつかかかつつつ

4 国
こくこここくくく

際
さいさささいいい

社
しゃしししゃゃゃ

会
かいかいかいかい

2 部
ぶ

の主
しゅ

題
だい

「近
きん

代
だい

化
か

」について，あなたの考
かんが

えを説
せつ

明
めい

しよう。

2 部
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

を振
ふふふふふふふふふ

り返
かえかえかえかえかえかえかえかえかえ

ってみよう！

「近
きんきんきんきんきんきんきんきんきん

代
だいだいだいだいだいだいだいだいだい

化
かかかかかかかかか

」についてより深
ふかふかふかふかふかふかふかふかふか

く調
しらしらしらしらしらしらしらしらしら

べてみよう！

※それぞれ視
し

点
てん

に示
しめ

された二
ふた

つの要
よう

素
そ

にも必
かなら

ず触
ふ

れるようにしよう。
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ステップ 3 のののののののの調調調調調調調調調調調調調
ちょうちょうちょうちょうちちちちちちち

査査査査査査査査
さささささささささささ

事事事事事事事事事事事事事
じじじじじじじ

例例例例例例例例
れいれいれいれいいいいいいいい

アイヌの人アイヌの人アアアイイヌヌのヌの人の人人
ひとひとひとひとひとひとひとひととととととととととととととと

々々々々々
びとびとびとびとびとびとびとびびびびびびびびびびびとびとびとびとびとびとびとびびびびびびび

はどのように日はどのように日ははどはどのどののようようにうに日に日日
ににににににににににににににににににににににににに

本本本本本
ほんほんほんほんほんほんほんほほほほほほほほほほんんんんほんほんほんほんほんほんほん

国国国国国
こくこくこくこくこくこくこくくくくくこここここここ

民民民民民
みんみんみんみんみんみんみんみみみみみみみみみみみんみんみんみんみんみんみんみみみみみみみ

に統に統統にに統に統統統統
とうとうとうとうとうとうとうとう

合合合合合
ごうごうごうごうごうごうごうごうごうごうごうごうごうごうごうごうごう

されていったのだろうか。されていったののだろうかさされされてれていていっいったったたののだのだろだろうろうかうかか。1

アメリカでは，アメ カではアアメアメメリカでカではでは，は 先先先先先
せんせんせんせんせんせんせんんんんんんんんせんせんせんせんせんせんせんんんんんんんんんんんんんんん

住住住住住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうゅゅゅゅゅゅゅじゅじゅじゅじゅじゅじゅじゅゅうゅうゅうゅうゅうゅうゅうゅゅゅゅゅゅゅ

民民民民民
みんみんみんみんみんみんみんみみみみみみみみみみみみみみみんみんみんみんみんみんみんみみみみみみみ

は国は国はは国は国国
こくこくこくこくこくこくこくこここここここここここくこくこくこくこくこくこくここここここここここ

民民民民民民民
みんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみん

国国国国国
こっこっこっこっこっこっこっこっこっこっこっこっこっこっ

家家家家家
かかかかかかかか

形形形形形
けいけいけいけいいいいいいいいけいけいけいけいいいいいいいい

成成成成成
せいせいせいせいせいせいせいいいいいいいいせいせいせいせいせいせいせいいいいいいいい

の過の過のの過の過過
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

程程程程程
ていていていていてててててててててててていていていていていていていててててててて

でどのようなでどののようなででどでどどのののよのようようなうなな扱扱扱扱扱
あつかつあつつか

いをいをいいをいをを受受受受受
う

けたのだろうか。けたのだろうかけけたけたのたののだだろだろうろうかうか。か2

統
とうとととううう

合
ごうごうごうごうごうごうごう

と分
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

化
かかかかかかか

の視
しししし

点
てんてんてんてん

をさらに世
せせせせせせせ

界
かいかかかいいい

に広
ひろひろひろひろひろひろひろ

げて，疑
ぎぎぎぎぎぎぎ

問
もんもんもんもんもんもんもん

に思
おもおもおもおも

ったことを調
しらしらしらしらしらしらしら

べてみました。さらに理
りりりりりりり

解
かいかかかいいい

を深
ふかふふふふふふかかか

めよう！

考　察 1 1871 年
ねんねんねんねんねんねんねんんんんんねんねんねんんねんねんねんんねんねんねんんねんねんねんんんんねんねんねんねんねんねんねん

の戸
ここ

籍
せきせせき

法
ほうほうほうほうほうほうほううううううううほうほうほうほうほうほうほう

に基
もとももと

づいて作
さくさくさくさくさくさくさくささささささささくさくさくさくさくさくさく

成
せいせいせいせいせいせいせいいいいいいいいせいせいせいせいせいせいせい

された戸
ここここここここ

籍
せきせきせきせきせきせきせきせき

からは，
どのようなことが分

わわわわわわわ

かるだろうか。また，それはなぜ行
おこなおおおおおおおこここななな

われたのだ
ろうか。
2 上

うえうえうえうえうえうえうえ

の史
しししし

料
りょうりょりょりょううう

で定
さださささだだだ

められた近
きんきんきんきんきんきんきん

代
だいだいだいだいだいだいだい

的
てきてててききき

な土
とととと

地
ちちちち

所
しょししししししょょょ

有
ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

制
せいせいせいせい

度
どどどど

の施
し

行
こう

は，アイヌ
の人

ひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびとびとびとびとびとびと

の生
せいせせせせせせいいい

活
かつかかかつつつ

からみると，どのような問
もんもももんんん

題
だいだだだいいい

があったのだろか。
3 日

にっににににににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

の国
こくこここくくく

民
みんみみみんんん

国
こっこここっっっ

家
かかかかかかか

建
けんけけけけけけんんん

設
せつせつせつせつせつせつせつ

は，アイヌの人
ひとひとひとひと

々
びとびびびととと

の立
たちたちたちたちたちたちたち

場
ばばばば

からみると，どの
ようなものであったのだろうか。

旧
きゅうききききききゅうゅうゅう

土
どどどど

人
じんじじじじじじんんん

（アイヌ人
ひとひとひとひと

々
びとびびびびびびととと

）が居
きょきょきょきょきょきょきょ

住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅう

している土
ととととととと

地
ちちちち

は，その種
しゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅ

類
るいるるるるるるいいい

に関
かんかかかかかかんんん

係
けいけいけいけい

なく，当
とうとととううう

分
ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん

すべてを官
かんかかかんんん

有
ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

地
ちちちちちちち

に編
へんへんへんへんへんへんへん

入
にゅうににににににゅうゅうゅう

する。…山
やまややややややままま

，林
はやしはははやしやしやし

，沢
さわ

，原
げんげんげんげんげんげんげん

野
ややややややや

などはすべて官
かんかかかんんん

有
ゆうゆうゆうゆう

地
ちちちち

として，差
さ

し支
つか

えない場
ばばばばばばば

合
あいあいあいあいあいあいあい

は，
人
ひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびびびびびびととと

の要
ようようようようようようよう

望
ぼうぼうぼうぼうぼうぼうぼう

により有
ゆうゆゆゆううう

料
りょうりりりりりりょょょううう

で貸
かかかかかかか

し渡
わた

し，または売
うううう

り渡
わたわたわたわた

してもかまわない。 〈現代語訳〉

北
ほっほほほっっっ

海
かいかかかいいい

道
どうどうどうどうどうどうどう

地
ちちちち

券
けんけんけんけん

発
はっははははははっっっ

行
こうこうこうこう

条
じょうじょじょじょううう

例
れいれいれいれいれいれいれい

（1877年
ねんねんねんねん
12 月

がつがつがつがつ
13 日

にちにちにちにちにちにちにち
制
せいせせせせせせいいい
定
ていていていていていていてい
）

史史史
料

…（インディアン）の保
ほほほほほほほ

留
りゅうりりりゅうゅうゅう

地
ちちちちちちち

に居
きょきききょょょ

住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅう

するインディアンに，単
たんたんたんたんたんたんたん

独
どくどどどどどどくくく

の所
しょしょしょしょしょしょしょ

有
ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

のための土
とととと

地
ちちちち

を…
割
わわわわ

り当
ああああ

てる権
けんけけけけけけんんん

限
げんげげげんんん

をもつことを，この法
ほうほほほううう

によって定
さださださださださださださだ

める。
第
だいだだだだだだいいい

五
ごごごご

条
じょうじょうじょうじょうじょうじょうじょう

内
ないななないいい

務
むむむむ

長
ちょうちちちょうょうょう

官
かんかんかんかんかんかんかん

は，…割
わわわわわわわ

り当
ああああ

てられたインディアンへの譲
じょう

渡
と

証
しょうしょうしょうしょうしょうしょうしょう

明
めいめいめいめい

書
しょしししょょょ

を発
はっはははっっっ

行
こうこここううう

する。…割
わわわわわわわ

り当
あああああああ

てられたインディアンにのみ，…その使
ししししししし

用
ようよよよううう

と利
りりりりりりり

益
えきえええききき

が認
みとみとみとみとみとみとみと

められる土
ととととととと

地
ちちちちちちち

として，25年
ねんねねねんんん

間
かんかんかんかんかんかんかん

委
い

託
たく

管
かんかんかんかんかんかんかん

理
りりりり

することを宣
せんせんせんせんせんせんせん

言
げんげげげんんん

する。その期
ききききききき

間
かんかかかんんん

満
まん

了
りょう

をもって，その土
とととと

地
ちちちちちちち

の相
そうそそそううう

続
ぞくぞくぞくぞくぞくぞくぞく

不
ふふふふ

動
どうどどどううう

産
さんさささんんん

権
けんけんけんけん

を，
有
ああああ

り当
ああああ

てられたインディアンに…譲
じょうじじじじじじょょょううう

渡
とととと

する。
第
だいだだだだだだいいい

六
ろくろろろくくく

条
じょうじょうじょうじょうじょうじょうじょう

土
ととととととと

地
ちちちちちちち

を割
わわわわわわわ

り当
あああああああ

てられたインディアン，または合
がっがっがっがっがっがっがっ

衆
しゅうししししししゅゅゅううう

国
こくこここくくく

内
ないないないない

に生
うううう

まれ，部
ぶぶぶぶぶぶぶ

族
ぞくぞくぞくぞくぞくぞくぞく

から離
はな

れ
て自

じじじじじじじ

発
はつははははははつつつ

的
てきてててききき

に居
きょきききょょょ

住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅう

場
ばばばばばばば

所
しょしょしょしょ

を選
えらええええええららら

び，文
ぶんぶんぶんぶん

明
めいめいめいめい

生
せいせいせいせい

活
かつかかかかかかつつつ

の習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

慣
かんかんかんかんかんかんかん

を選
えらええええええららら

んだすべてのインディアンは，ここ
に合

がっがががっっっ

衆
しゅうししししししゅゅゅううう

国
こくこくこくこくこくこくこく

市
ししししししし

民
みんみんみんみんみんみんみん

であることを宣
せんせんせんせんせんせんせん

言
げんげんげんげん

され，市
ししししししし

民
みんみんみんみんみんみんみん

としてすべての権
けんけけけけけけんんん

利
りりりり

，特
とっとっとっとっ

権
けんけけけんんん

，そして免
めん

除
じょ

の
資
ししししししし

格
かくかくかくかくかくかくかく

を有
ゆうゆゆゆううう

するものとする。 〈നҪ༸ࢠ訳〉

ドーズ法
ほうほほほううう

（1887年
ねんねんねんねん
2 月
がつがががつつつ
8
ようかようかようかようかようかようかようか
日制
せいせいせいせい
定
ていていていてい
）

史史史
料

北北北北
ほっほほほっっっ

海海海海海
かいかいかいかいかいかいかいかかかかかかか

道道道道道
どうどうどうどうどうどうどううううううううううう

で行行で行行行
おこなおこなおこなおこなおこおこおこおこおこおこおこ

われた政わ た政わわれたわ た政た政政
せいせいせいせいいいいいいいい

策策
さくさくさくさくさくさくさく

1

先先
せんせんせんせんせんせんせん

住住住住住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうゅゅゅゅ

民民民民民
みんみんみんみんみんみんみんんんんんんんん

の土土の土土土
とととととととと

地地地地地
ちちちちちちち

販販
はんはんはんはんはんはんはん

売売売売売
ばいばいばいばいばばばばばばば

ポスターポ タポポスタポ ターターー（1911年1 年（19111年1 年年
ねんねんねんねんねねねね

））4

関
かんかんかんかんかかかかかかかかんかんかんかん

連
れんれんれんれんんんんんんんんれんれんれんれん

資
しししししししししししししし

料
り うり うり うり うり うり うり うりょうりょうりょうりょうりょうりょうりょう

「日
ににににににに

本
ほんほんほんほんほんほんほん

国
こくこここくくく

民
みんみみみんんん

」とされるアイヌの人
ひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびびびととと

→p.74
アメリカ独

どくどくどくどくどくどくどく

立
りつりりりりりりつつつ

革
かくかかかくくく

命
めいめめめめめめいいい

→p.34
故
こここここここ

郷
きょうきょきょきょううう

を追
おおおおおおお

われる先
せんせんせんせんせんせんせん

住
じゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅうじゅう

民
みんみんみんみん
ppppp
→ p.52

植
しょくしょくしょくしょくしょくしょくしょく

民
みんみんみんみん

地
ちちちちちちち

支
しししし

配
はいははははははいいい

と人
じんじじじじじじんんん

種
しゅししししししゅゅゅ

主
しゅししししししゅゅゅ

義
ぎぎぎぎ

→p.54

年
1869

1871

1873
1874
1875

1877

1886
1899
1901

開拓使を設置（東京）
→蝦夷地を「北海道」に改称
戸籍法公布
開拓使庁を設置（札幌）
地租改正公布
屯田兵の設置
樺太・千島交換条約
→樺太に住むアイヌの人々を北海道に移住
北海道地券発行条例公布
→北海道の土地所有権を明確にする
北海道庁設置
「北海道旧土人保護法」公布（～1997）
北海道庁，旧土人児童教育規程を公布
→アイヌ人だけの学校で日本語を習得

（→p.71）

（→p.71）

（→p.74）

（→p.74）

史料

え ぞ

ち そ

とんでんへい

からふと ち しま

こ せき

さっぽろ

かいしょう

明明明明明
めいめいめいめいめいめいめいめめめめめめめ

治治治治治
じじじじじじじじじじじじじじ

初初
しょしょしょしょ

期期期期期
ききききききき

のアイヌのの ヌのののアの イヌヌのヌのの戸戸
こ

籍籍籍籍籍
せきせ

　明明明明明
めいめいめいめいめめめめめめめ

治治治治治
じじじじじじじじじじじ

新新
しんしししんんん

政政政政政
せいせせせいいいせせせせせせせせせせ

府府府府府
ふふふふふふふふふふふ

は，1871 年は 1 7 年はは 1は 1871 71 年7 年年
ねんねんねんねんねんねんねんねねねねねねね

に，にににに
税税
ぜいぜぜぜいいい

制制制制
せいせいせいせいせせせせせせせ

や徴やや徴や徴徴
ちょうう

兵兵
へい

制制制制
せいせせせいいいせせせせせせせせせせ

の実実の実実
じっっ

施施
し

のため，たのためためめ
また，人た

じんじんじんじんじんじんじんじん

民民
みんみんみんみんみんみんみんみん

の保の保
ほほほほほほほほほほほほほほ

護
ごごごごごごごご

を目を目
もくもくもくもくくくくくももももくくくくくくくく

的的
てきてきてきてきてきてきてききききききききてきてきてきてきてきてきてきききききききき

としし
て，戸戸

こここここここここここここここここここここここここここここここここここ

籍
せきせきせきせきせきせきせきせき

法法
ほうほうほうほうほうほうほうほう

を公を公
こうこうこうこうこうこうこううううううううこうこうこうこうこうこうこううううううううううううううう

布
ふふふふふふふふ

し，人人
ひとひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびとびとびとびとびとびとびと

のの
戸戸
ここここ

籍籍籍籍
せきせきせきせきせきせきせきせせせせせせせ

登登
とうとうとうとうとうとうとううううううううううううううううううう

録録
ろくろくろくろくろくろくろくくくくく

を始を始始始
はじはじはじはじじじじじ

めた。た
青
あおあおあおあおあおあおあおあああああああ

字
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ

は，アイヌ名，ア ヌ名は，，ア，アイア ヌ名ヌ名名
めいめいめいめいめいめいめいいいいい

赤
あかあかあかあかあかあかあかあああああああ

字
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ

は，日日は 日，日日
にににににににににににににに

本本
ほんほほほんんん

名名名名名
めいめめめいいいめめめめ

2
山
越
郡
内
の
戸
籍

一
八
七
三
年

第
○
番
屋
敷
居
住

父
土
人

マ
カ
シ
カ
モ

ト
サ
ン
ロ
ク
事

漁
業

戸
桟
録
平

何

何
年

妻

ニ
シ
ユ
ツ
事

に

し
何
年

男

ク
チ
ヤ
シ
キ
事

口

弥
何
年

男

口
弥
妻
ス
フ
チ
事

す

う
何
年

男

口
弥
女

は

る

六
年
三
月
何
日
出
生

産
土
神
稲
荷
社

神

葬

祭

※アイヌの人々のこと

※

漁漁
りょうりりりりりりょょょううう

を行を行を行行
おこなおこなおこなおこなおこなおこなおこなこここここここ

うアイううう イイ
ヌのヌ 人人

ひとひとひとひとひひひひひひひひひひひひとひとひとひとひとひとひとひひひひひひひ

々々
びとびとびとびとびとびとびととととととととびとびとびとびとびとびとびととととととととととととととと

　アイヌのアイ の
人人
ひとひとひとひとひとひとひととととととととひとひとひとひとひとひとひととととととととととととととと

々
びとびとびとびとびとびとびとびと

は共は共
きょうきょうきょうきょうううううきょきょきょきょうううううううう

有
ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

地地
ちちちちちちちちちちちちちち

で狩で
しゅしゅ

猟猟
りょうりりょうり

や漁ややや漁
りょうりりりりりりょょょううう

を行を行行行
おこなおこなおこなおこなおこなおこなおこななななな

ってて生生
せいせいせいせいいいいいいいい

活活
かつかかかつつつ

し
ていた。て たてていたて た。た （→p.22）→ 2（ p.222）

3

考　察 1 どんな「インディアン」が，合
がががががっがががっっっ

衆
し うし うし うし うし うし うし うししししししししゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

国
こくこくこくこくこくこくこくくくくくくくくこくこくこくこくこくこくこく

市
しししししししし

民
みんみんみんみんみんみんみんみみみみみみみみんみんみんみんみんみんみん

として歓
かんんかん

迎
げいげい

されたのだろうか。
2  国

こくここここここくくく

民
みんみみみんんん

国
こっここここここっっっ

家
かかかか

づくりの過
かかかか

程
ていていていていていていてい

で生
しょうしししょょょううう

じた課
かかかかかかか

題
だいだいだいだい

において，日
にっにににっっっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽんぽんぽん

のアイヌの人
ひとひとひとひと

々
びとびびびととと

とアメリカの先
せんせんせんせんせんせんせん

住
じゅうじじじゅゅゅううう

民
みんみみみんんん

とでどのような共
きょうきょうきょうきょうきょうきょうきょう

通
つうつうつうつうつうつうつう

点
てんてんてんてんてんてんてん

や相
そうそうそうそうそうそうそう

違
いいいい

点
てんてんてんてんてんてんてん

があるだろうか。

統
とうとうとうとうとうとうとう

合
ごうごうごうごうごうごうごう

と分
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかかかかか

の視
しししし

点
てんてててんんん

で，アイヌの人
ひとひとひとひとひとひとひと

々
びとびびびびびびととと

と近
きんききききききんんん

代
だいだだだいいい

化
かかかかかかか

について，調
しらしらしらしらしらしらしら

べてみました。

〈海ಓ立จ書館蔵〉〈海海ಓ立海 立จ書立 書館蔵書 蔵〉蔵

84

04歴総_083-084-第2部のまとめ.indd   8404歴総_総_083-084-第2部のまとめ.indd 84 /17   17:35552020/12/17   17:35552020/12/17   17:352020/12/17 17:35

しࢼ
ಡΈ ̎部のまとめ ۙԽ

近代化により生じた先住民の問題を「統合と分化」の視点で調査した例を提示。
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1919年
ねんねんねんねん

　ヴァイマル憲
けんけけけんんん

法
ぽうぽうぽうぽう

（ドイツ） 第
だいだいだいだい

151条
じょうじじじょょょううう

経
けいけけけいいい

済
ざいざざざいいい

生
せいせいせいせい

活
かつかかかつつつ

の秩
ちつ

序
じょ

は，すべての人
ひとひひひととと

に，人
ひとひひひととと

たる
に値

あたいあたあたあたいいい

する生
せいせせせいいい

存
ぞんぞんぞんぞん

を保
ほほほほ

障
しょうしょうしょうしょう

することを目
めめめめ

指
ざざざざ

す，正
せいせせせいいい

義
ぎぎぎぎ

の諸
しょしししょょょ

原
げんげんげんげん

則
そくそくそくそく

に適
てきてきてきてき

合
ごうごごごううう

するものでなければならない。
1946 年

ねんねんねんねん

日
にににに

本
ほんほほほんんん

国
こくこここくくく

憲
けんけけけんんん

法
ぽうぽうぽうぽう

（日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

） 第
だいだだだいいい

25 条
じょうじじじょょょううう

　すべて国
こくこここくくく

民
みんみんみんみん

は，健
けんけんけんけん

康
こうこうこうこう

で文
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

的
てきてきてきてき

な最
さいさいさいさい

低
ていててていいい

限
げんげんげんげん

度
どどどど

の
生
せいせいせいせい

活
かつかつかつかつ

を営
いとないいいとととななな

む権
けんけけけんんん

利
りりりり

を有
ゆうゆうゆうゆう

する。

大
たい

戦
せん

後
ご

のヨーロッパでは
とう

初
しょ

，ι連
れん

と社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

に期
き


たい

をد
よ

せる人
ひと

々
びと

と，これをڴ
きょう

Җ
い

とݟ
み

なし
はん

発
ぱつ

する人
ひと

々
びと

が政
せい

治
じ

的
てき

にܹ
はげ

しくର
たい

ཱ
りつ

した。ドイツでは共
きょう


わ

国
こく

ઃ
せつ

ཱ
りつ

がએ
せん

ݴ
げん

され，民
みん

主
しゅ

的
てき

なヴァ

イマル憲
けん

法
ぽう

が制
せい

定
てい

された（ϰΝイϚϧ共
きょう


わ

国
こく

）。しかしഊ
はい

戦
せん

とֵ
かく

໋
めい

後
ご

のࠞ
こん

ཚ
らん

は続
つづ

き，ϰΣϧαイϢ体
たい

制
せい

にର
たい

しても国
こく

民
みん

の不
ふ

満
まん

がߴ
たか

まった。ଞ
た

方
ほう

，フラ

ンスは，ドイツにର
たい

してڧ
つ

ؾ
よき

な࢟
し


せい

を示
しめ

し，ഛ
ばい

ঈ
しょう

不
ふ

ཤ
り

行
こう

をޱ
こう

実
じつ

にϕϧギー

と共
とも

に
こう

業
ぎょう


ち

Ҭ
いき

のϧーϧ
ち

方
ほう

を
せん

領
りょう

した。これにର
たい

し，ドイツの労
ろう

働
どう

ऀ
しゃ

は


し

ࣄ
ごと

を์
ほう

غ
き

してର
たい

߅
こう

したため，ۃ
きょく


たん

な
ぶっ

Ձ
か

の্
じょう

ঢ
しょう

（インフϨーション）をট
まね

き，ドイツ国
こく

民
みん

の生
せい

׆
かつ

は大
おお

きくࠞ
こん

ཚ
らん

した。シュトレーゼマンट
しゅ

૬
しょう

は，新
しん

通
つう

՟
か

ϨンςンϚϧΫの発
はっ

行
こう

によってインフϨをऴ
お

わらせ，その後外
がい

૬
しょう

となり


せい

Ԥ
おう

ॾ
しょ

国
こく

との協
きょう

調
ちょう

外
がい

ަ
こう

を進
すす

めた。さらに，ドーズ案
あん

が成
せい

ཱ
りつ

したことで，ド

イツにアメリカの経
けい

済
ざい

力
りょく

にࢧ
ささ

えられた෮
ふっ

ڵ
こう

と҆
あん

定
てい

化
か

へのಓ
みち

が։
ひら

かれた。

192� 年
ねん

にはヨーロッパのू
しゅう

ஂ
だん

҆
あん

શ
ぜん

อ
ほ

ো
しょう

体
たい

制
せい

を定
さだ

め

たロカルノ条
じょう

約
やく

が成
せい

ཱ
りつ

した。この
じょう


やく

により，ドイツ

の
にし

ଆ
がわ

国
こっ

ڥ
きょう

の現
げん

ঢ়
じょう

ҡ
い

持
じ

がอ
ほ

ো
しょう

され，ཌ
よく

2� 年
ねん

にドイツの国
こく

際
さい

連
れん

ໍ
めい

加
か

ೖ
にゅう

が実
じつ

現
げん

した。しかし，౦
ひがし

ଆ
がわ

国
こっ

ڥ
きょう

をอ
ほ

ো
しょう

しなかったことはι連
れん

の不
ふ

৴
しん

をট
まね

いた。

28年
ねん

にはフランスとアメリカのఏ
てい

এ
しょう

により，日
にっ

本
ぽん

をؚ
ふく

めた1�か国
こく

によっ

て不
ふ

戦
せん

条
じょう

約
やく

がパリで結
むす

ばれた。これは，国
こく

際
さい

ฆ
ふん

争
そう

の解
かい

ܾ
けつ

に戦
せん

争
そう

をख
しゅ

ஈ
だん

とし

戦
せんせんせんせんせん

後
ごごごごご

ドイツの
混
こんこんこんこん

乱
らんらんらんらん

と復
ふっふふふっっっ

興
こうこここううう ➡p.100 ➡巻末 1

ひとひと
➡巻末 1
ひと

➡巻末 1
ひと

➡巻末 1
ひと

➡巻末 1
ひとひとひと

未来 1919～ 33

➡p.107
つ

QR

➡巻末 1

２ , ３ 1878～1929

1

平
へいへいへいへいへい

和
わわわわわ

を模
もも

索
さくさく

する
国
こくこくこくこく

際
さいさささいいい

秩
ちつ

序
じょ

の構
こうこうこうこう

築
ちくちちちくくく

➡p.108
まねまねまねまねまねまねまねまねまねまねまねまね

史料 1

ヨーロッパの復
ふっふふふっっっ

興
こうこここううう

と大
たいたいたいたい

衆
しゅうしししゅうゅうゅう

の政
せいせせせいいい

治
じじじじ

参
さんさささんんん

加
かかかか

第
だいだだだいいい

一
いちいちいちいち

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかいかいかい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

後
ごごごご

，人
ひとひとひとひと

々
びとびびびととと

はどのようなこと
を望

のぞのののぞぞぞ

んだのだろうか。
学
がくがくがくがくがくがくがくがく
習
しゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅうしゅう

課
かかかか学学学学
題
だいだいだいだい習習習習

ヴァイマル憲法，女性参政権運動中学校との関連

読み解き
ふたふたふたふたふた

つの史
ししししし

料
り うりょうりょうりょうりょう

から，不
ふふふふふ

戦
せんせんせんせんせん

条
じ うじょうじょうじょうじょう

約
やくやくやくやくやく

にはどのような課
かかかかか

題
だいだいだいだいだい

点
てんてんてんてんてん

があるといえるだろうか。

ヨーロッパ・アメリカ→p.115　

前
まえまえまえまえまえまえまえまえ
のできごと ヨーロッパ・アメリカ→p.107

次
つぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎつぎ
のできごと

4

第
だいだいだいだい

一
いちいちいちいち

条
じょうじょじょじょううう

締
てい

約
やく

国
こくこここくくく

は，国
こくこここくくく

際
さいさささいいい

紛
ふん

争
そう

解
かいかかかいいい

決
けつけつけつけつ

のために戦
せんせんせんせん

争
そうそうそうそう

に訴
うった

え
ることを非

ひひひひ

難
なんなんなんなん

し，かつ，その相
そう

互
ご

の関
かんかんかんかん

係
けいけけけいいい

において国
こっこここっっっ

家
かかかか

政
せいせせせいいい

策
さくさささくくく

の手
しゅしゅしゅしゅ

段
だんだだだんんん

として戦
せんせんせんせん

争
そうそそそううう

を放
ほう

棄
き

することを，その
各
おのおのおのおの

々
おのおのおのおの

の人
じんじんじんじん

民
みんみんみんみん

の名
なななな

において厳
げん

粛
しゅく

に宣
せんせんせんせん

言
げんげげげんんん

する。
第
だいだいだいだい

二
にににに

条
じょうじょじょじょううう

締
ていていていてい

約
やくやくやくやく

国
こくこくこくこく

は，相
そうそうそうそう

互
ごごごご

間
かんかんかんかん

に発
はっはっはっはっ

生
せいせいせいせい

する紛
ふんふんふんふん

争
そうそうそうそう

または衝
しょう

突
とつ

の処
しょしょしょしょ

理
りりりり

または解
かいかかかいいい

決
けつけけけつつつ

を，その性
せいせいせいせい

質
しつしつしつしつ

または原
げんげんげんげん

因
いんいいいんんん

の如
い か ん

何を
問
とととと

わず，平
へいへへへいいい

和
わわわわ

的
てきてきてきてき

手
しゅしゅしゅしゅ

段
だんだだだんんん

以
いいいい

外
がいがががいいい

で求
もともともともと

めないことを約
やくやくやくやく

束
そくそそそくくく

する。
ࢠྑݪ্〉 訳〉

不
ふふふふ

戦
せんせんせんせん

条
じょうじじじょうょうょう

約
やくやくやくやく

（1928年
ねんねんねんねん
）

史史史
料

不
ふふふふ

戦
せんせせせんんん

条
じょうじょうじょうじょう

約
やくやくやくやく

が禁
きんきんきんきん

止
しししし

する「国
こっこっこっこっ

家
かかかか

政
せいせせせいいい

策
さくさくさくさく

の手
しゅしゅしゅしゅ

段
だんだだだんんん

」としての戦
せんせんせんせん

争
そうそうそうそう

は，実
じっじっじっじっ

際
さいさささいいい

，今
こんこここんんん

日
にちにににちちち

では見
みみみみ

つけられず，どの戦
せんせんせんせん

争
そうそそそううう

も自
じじじじ

衛
えいえいえいえい

の
ためだとして，少

すくすくすくすく

なくとも自
じじじじ

衛
えいえええいいい

の名
なななな

において，遂
すい

行
こう

さ
れるだろう。加

くわくくくわわわ

えて，自
じじじじ

衛
えいえいえいえい

が果
はははは

たして自
じじじじ

衛
えいえいえいえい

なのかは，
個
ここここ

人
じんじんじんじん

間
かんかんかんかん

の正
せいせせせいいい

当
とうとうとうとう

防
ぼうぼぼぼううう

衛
えいえええいいい

が裁
さいさいさいさい

判
ばんばばばんんん

所
しょしょしょしょ

によって判
はんはんはんはん

定
ていててていいい

されるのとは
異
ことことことこと

なり，戦
せんせんせんせん

争
そうそうそうそう

を遂
すいすすすいいい

行
こうこここううう

する国
くにくにくにくに

自
じじじじ

身
しんしししんんん

が判
はんはははんんん

定
ていていていてい

するのだから，
自
じじじじ

衛
えいえいえいえい

戦
せんせんせんせん

争
そうそそそううう

を適
てきてててききき

法
ほうほほほううう

と認
みとみとみとみと

める不
ふふふふ

戦
せんせんせんせん

条
じょうじじじょょょううう

約
やくやくやくやく

の下
もともともともと

では，ほとんど
すべての戦

せんせんせんせん

争
そうそうそうそう

は，適
てきてててききき

法
ほうほうほうほう

の戦
せんせせせんんん

争
そうそうそうそう

として公
こうこここううう

認
にんにんにんにん

されるのであ
る。 〈৴३ฏ『ઓࡍࠃ࣌๏ٛߨ』より要約〉

日
にににに

本
ほんほほほんんん

人
じんじんじんじん

の国
こくこくこくこく

際
さいさいさいさい

法
ほうほうほうほう

学
がくがががくくく

者
しゃしししゃゃゃ

による批
ひひひひ

評
ひょうひょうひょうひょう史史史

料

福
ふく

祉
し

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

不
ふ

戦
せん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

（1928年
ねん

フランス パリ）1

　19 ～ 20 世
せい

紀
き

にかけてヨーロッパでは，
工
こう

業
ぎょう

化
か

や都
と

市
し

化
か

などによって労
ろう

働
どう

問
もん

題
だい

や社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

が深
しん

刻
こく

化
か

し，国
こっ

家
か

はその対
たい

応
おう

を迫
せま

られた。
国
こっ

家
か

は労
ろう

働
どう

・福
ふく

祉
し

・保
ほ

健
けん

といったさまざまな
領
りょう

域
いき

で社
しゃ

会
かい

政
せい

策
さく

を展
てん

開
かい

した。特
とく

にヴァイマル
憲
けん

法
ぽう

は，国
こく

民
みん

の社
しゃ

会
かい

的
てき

「生
せい

存
ぞん

権
けん

」（社
しゃ

会
かい

権
けん

の一
ひと

つ）を認
みと

め，そのことが国
こっ

家
か

の基
き

本
ほん

原
げん

則
そく

とさ
れた初

はじ

めての憲
けん

法
ぽう

であり，各
かっ

国
こく

の憲
けん

法
ぽう

にも影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。青
せい

少
しょう

年
ねん

や母
ぼ

性
せい

の保
ほ

護
ご

，必
ひつ

要
よう

な生
せい

活
かつ

費
ひ

への配
はい

慮
りょ

，労
ろう

働
どう

者
しゃ

の権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

などを内
ない

容
よう

としたヴァイマル憲
けん

法
ぽう

は福
ふく

祉
し

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

と
よぶにふさわしいものであった。

フランス外務大臣
ブリアン アメリカ国務長官
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い ほう

かいしゃく

　また 20年代のヨーロッパでは，今日のヨーロッパ連合（EU）につなが

るパン=ヨーロッパ主義の考え方も生まれた。こうした国際協調の試みの

一方で，戦後の国際体制への不満から，ドイツやイタリアなど，各国国内

ではナショナリズムを掲
かか
げた大衆運動が台頭した。

　　　　　　　この時期には人々の政治参加も各国で進んでいた。19世

ふ つう
選挙への移行が進んだが，アメリカでは黒人は除外されたままで

ঁੑのࢀݖӡಈは，19 世紀後半，教育・職業の機会均等など
を求める女性運動と連

Εん
携
けい
して行われた。その結果，世紀末には男女共学や

女性の大学進学が始まり，看護師やタイピストなど新職種も誕生した。また，

第一次世界大戦での社会進出によって，一部で女性も参政権を獲
かく
得
とく
した。

　大
ふ しん

いたイギリスでは，
ʹな

。そ

の結果，戦後の国民の不満は労働党を躍
やく
進
しん
させ，24年には初めて労働党

内閣が出現し，社会政策の充
じゅう
実
じつ
が図

はか

られた。また，カナダやオーストラリ

アなど自治領に本国と同等の権利を認め，帝
てい
国
こく
から「イギリス連

Εん
邦
Άう
」となった。

　こうして 19世紀末以後，特権的な人々だけではなくすべての人々に社

会の運営が委ねられたことで，大衆の意思が政治に大きな影
えい
響
きょう
力を持つよ

うになった。人
も はん もと

は きゅう

史料

➡ p.146，186

➡ p.125

େऺの
ࢀ࣏Ճ

➡ p.�5

➡ p.9�

4

�

➡ p.98

➡ p.9�

QR

➡ p.41

ר➡ 1 QR

➡ p.41

➡ p.117

ɹɹɹɹϩΧϧϊ条約ͱෆઓ条約ʹ͍ͭͯの
આ໌Λॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹୈҰੈ࣍քେઓࠃ֤，ޙͰେऺの
ՃͲのΑ͏ʹਐΜ͔ͩ，આ໌͠Α͏ɻࢀ࣏
આ໌

　　��2� ，ΞϝϦΧのۜ行Ոυーζをҕһ長
とするഛ

ばい

ঈ
しょう

ಛ別ҕһձは，のؒυΠπのഛ
ঈۚのؒࢧ

し


はら

いֹをֹݮするなど現実తなܭ
ըを立てた。この݁Ռ，υΠπのࢧいも再։
して，ϧーϧからのఫ

てͬ

ฌ
い

もなされた。

1

2

ɹɹ��LH ͷϥΠഴύϯͷஈ（υ
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ɹɹ�̏ ɹɹ�ΠΪリεͷঁੑࢀݖӡಈ（1�1� 年） 権ӡಈΛࢀੑঁ
ͱ，େઓதʹͨͬ͜ߦ

ちょう

ฌ
い

੍の࣮
じͬ

ࢪ
し

ͳͲͰஉੑ࿑ಇऀ͕ग़
しゅͬ


せい

ޙͨ͠
のち

，ঁੑ͕࿑ಇྗͱͯ͠׆
かつ

༂
やく

ͨ͜͠ͱʹΑΓ，ͦのࣾձత
Ґ͕ߴ·ͬ （ͨˠ Q��8）ɻ
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ɹɹ�֤ࠃͷঁੑࢀݖͷೝΊΒれた
読み解き 1917 年のϩγア，1918 年のイギリ

スとυイπ，1920 年のアメリカでのঁੑのࢀ政
の֫ݖ

かく

ಘ
とく

には，Ͳのような出来事がؔ࿈している
と考えられるだろうか。

ɹɹ�̑

ニϡージーランド
ロシア（ι連）
イΪϦス，ドイπ
ΦーストϦア，Φランμ
アϝϦΧ
トルコ
ϑランス
日本，イタϦア，インドωシア
中国
大ؖຽ国
スイス

18�3
1�17
1�18
1�1�
1�20
1�34
1�44
1�4�
1�47
1�48
1�71

国　໊
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ɹɹࢴ�
し

ฎ
い

で༡ͿυΠπͷࢠͲ　υΠπͰ
ഁ
は

໓
Ίつ

తͳΠϯϑϨ͕͜ىΓ，ࢴฎՁのͳ
Εͱͳͬͨɻࢴ͍

ɹɹ�2
Ππ）〈『165;(&3 "UMBT
[VS 8FMUHFTDIJDIUF』〉国際紛争の解決手段としての戦争の違法化とい

う現代につながる国際条約が史上初めて誕生し
たことがわかる。

➡ p.117

大衆の政治参加への動きが世界で広がり，日本にも同様の動きが波及したことがわかる。

しࢼ
ಡΈ ̏部̎章ɹڠࡍࠃௐと େऺࣾձのがり டংͷมԽやࡍࠃ

େऺԽ
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ないと定め，戦争の違法化という新しい考え方を示した。しかし，自衛の

ための戦争を認めていたことから，解
かい
釈
しゃく
をめぐっては不明確な点を残した。

男子普
ふ
通
つう
選挙への移行が進んだが，アメリカでは黒人は除外されたままで

紀半ばには，アメリカやフランスで財産による制限選挙から

人々の政治参加も各国で進んでいた。19世

あった。

展した。また，大衆の政治参加や女性運動は日本へも波
は
及
きゅう
した。

ら，イギリスを模
も
範
はん
として，各国で政党政治に基

もと
づく議会制民主主義が発

　大戦中の借金が残り経済不
ふ
振
しん
が続いたイギリスでは，国民が総力戦を

担
ʹな
ったことから1918 年に成年男性と共に女性にも選挙権が拡大した。そ

て不戦条約がパリで結ばれた。これは，国際ฆ争の解ܾに戦争をख
ゅ

ஈとし

28年
ねん

にはフランスとアメリカのఏ
てい

এ
しょう

により，日
にっ

本
ぽん

をؚ
ふく

めた1�か国
こく

によっ

うになった。人々の持つ多様な要求を調整しながら国家を運営する必要か
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　　　　　　　　1� 世لから 2� 世لॳめは，西ヨーロッパをઌ಄に，

現ࡏへとつながるࣾձのしくΈがஙかれた࣌ͩった。西

ヨーロッパでは，ୈ 2 拡大とۚの্࢈による生ֵ໋ۀ࢈࣍
じょう

ঢ
しょう

，২民地

からの収ӹなどが国民の生׆水४の্ঢとۉ一化をもたらした。この結Ռ，

民ɾ࿑ಇ者など৬ۀ的な
わく

を
こ

えた৽しいू ʢஂେऺʣが国民のଟくを
し

めるେऺࣾձが成ཱした。

　また，ୈ 2 。されるようになった࢈によって৽商がେྔੜֵ໋ۀ࢈࣍

商は各国でൃలしたඦ՟ళなどによってফඅ者にڮ
はし


わた

しされ，େྔফඅ
の࣌が始まった。それはまた，େऺจԽの始まりでも͋った。࿑ಇؒ࣌

のॖで༨
よ

Ջ
か

が生じ，海水ཋや༡Ԃ地，ཱྀ行ࣾなどのϨδϟーۀ࢈がൃ

లした。҆Ձな৽聞ɾࢽࡶや大ऺখ説がొし，αッカーɾςχスなどの

近スϙーπ，ϙϐϡラーԻָや映ըなどもී
ふ

ٴ
きゅう

した。จ化的な諸ཁૉも

また大ऺけのʮ商ʯとなり，ফඅされるようになったので͋る。たͩし，

こうした動きが見られたのは，ઌ進ࢿ本ओٛ国ͩけで͋った。

　　　　　　　アメリカは，ୈ一࣍世界大戦中にࣗ国が戦とならなかっ

たことも͋り，࿈߹国へࢿをఏڙし，ଟくのۚࢿをି
たい

༩
よ

し

た。また，戦後は戦উ国へのഛ
ばい

ঈ
しょう

ۚにۤしΉυイπにもۚࢿをିした。こ

うして，国ۚࡍ
きん

༥
Ώう

の中心は，イギリスのロンυンからアメリカのχϡーヨー

クにҠり，ࡁܦやจ化の໘でアメリカはൟӫの࣌をܴ
Ήか

えた。

େऺࣾձの
ग़ݱ

➡ p.52

QR

➡ p.119

ൟӫ͢Δ
ΞϝϦΧ

➡ p.97

➡ p.11� 3

➡ p.91

େऺࣾձのग़ݱとΞϝリΧのൟ
Μ

ӫ
͍͑

ୈֵ໋̎ۀ࢈࣍Ҏ߱，欧
おう

米
べい

ͳどͰܗ͞Εたେ
ऺࣾձͱは，どのようͳのだろうか。

学習
課題

ϚεϝσΟΞのൃୡ中学校との関連

　　 ࣗಈंͷී
ふ

ٴ
きゅう

　　 ࣗಈंͷී　　 ࣗಈंͷී　　 ࣗಈंͷී１

　 ϑΥʔυࣾͷ1）ࠂ���
年）

2

　　 アメリカͱϤʔϩούͷؔ　　 アメリカͱϤʔϩούͷؔ　　 アメリカͱϤʔϩούͷؔ　　 アメリカͱϤʔϩούͷؔ̏

ɹɹ�ΫʔʹΫϥοΫεʹΫϥϯʢ,,,ʣͷूձ
1��� 年ʹനਓҎ֎の，黒ਓΞδΞਓΛ
ഉ
はい

আ
じょ

͠Α͏ͱ͢Δ৫͕ൃ׆Խͨ͠ɻഎܠʹ，
Ҡຽ๏のཱΛ͡Ίͱ͢Δ黒ਓҠຽʹର͢
Δࠩผఢҙ͕ڧ·ͬͨ͜ͱ͕͋ͬͨɻ

ɹɹ�̐

読み解き  ಉ͡ंが大ྔに࿏্ ಉ͡ंが大ྔに࿏্ ಉ͡ंが大ྔに࿏্
をるようになったのには，Ͳ
のようなੜ࢈ɾൢ

はん

ച
ばい

γスςϜが
あったのだろうか。

ຊˠQ�����Ϥーϩッύ・ΞϝϦΧˠQ����ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹɹຊˠQ�����Ϥーϩッύ・ΞϝϦΧˠQ����

のͰ͖͝ͱ࣍

�
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ア
メ
リ
カ
合
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　国では，ୈ一࣍世界大戦લから政府のػが強化され，ಠ
Ͳく


せん

本によࢿ

るࢢのࢧを
おさ

えながらॴಘ֨ࠩや࿑ಇ条݅のվળが行われた。その結

Ռ，ന人のϗワイトカラー層を中心にߪ
こう

ങ
ばい

力の͋る人ʑが૿大していた。

　そうして，
はんばい

えられ，
せんたく

ػ

͝ らく

　しかし，こうしたൟӫはओにアンάロʹαクιンܥϓロςスλントのന

人中࢈֊級のもので͋り，そのࣾձのなかにはࣾձओٛをఢࢹするؾӡが

高まり，ࠇ人やアδアܥなどのҠ民をഉ
はい

ੱ
せき

しようとする動きも強まった。 

　　　　　　　　　　ઌ進国での大ऺࣾձの成ཱには，ϚスメσΟアのൃ

達も大きなׂをՌたした。各国でٛڭҭが備さ

れ識ࣈが্がると，各国でڊ
きょ

大
だい

なൃ行෦をތ
ほこ

る৽聞が生まれた。Ϛス

メσΟアのൃ達は，情報をѲ
ʹ͗

るগの人ʑによる大ऺૢ࡞のݥةをはらΈ

ながら，ߟえ方の໘での国民統߹を進めた。一方，大ձのなかでかつて

のڞಉମ的な結び付きをࣦい，ڊ大な情報に෴
おお

われた大ऺࣾձでは，人ʑ

はアイσンςΟςΟ
そう

ࣦ
しつ

のੑݥةにさらされるようにもなった。

　日

大ऺの生׆をࢧえるϚスメσΟアやจ化もൃ達した。৽聞のなかには෦
えんΆん

̎ １

➡ p.106

1

人物

QR

➡ p.40

̐ ຊ

ϚεϝσΟΞの
ൃୡとେऺࣾձ

➡ p.45

➡ p.118

➡ p.119

ɹɹɹɹେऺࣾձのಛ
とく


ちょう

ʹ͍ͭͯのઆ໌Λ，
ຊจ͔Βॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹϚεϝσΟΞのൃୡͲのΑ͏ͳ
ΛੜΈग़͔ͨ͠，આ໌͠Α͏ɻ
આ໌

　 ϋϫΠͷ͞ͱ͏͖ͼാでಇ͘日本ਓঁੑ
࿑ಇऀ

6

　　 ഉ日Ҡຽ๏ʹ߅
こう

ٞ
͗

͢Δਓʑ（౦ژ）　　 ഉ日Ҡຽ๏ʹ߅　　 ഉ日Ҡຽ๏ʹ߅　　 ഉ日Ҡຽ๏ʹ̓߅

　　 日本ਓҠຽͷਪҠ 〈『わがࠃの海外ൃల』́ か〉　　 日本ਓҠຽͷਪҠ　　 日本ਓҠຽͷਪҠ　　 日本ਓҠຽͷਪҠ̑

̏
部
２
章

ଟ͘のΞχϝʔγϣンөըΛੜΈग़͠た

　Υルτ⼠ σΟ
ζχーのදత
なΩϟϥΫλー
は，1928 年に
 ฤ ア χ メ ー
γョンөըにొ
すると，アメ
リカ国ຽの৺を
ଊ
とら

え，ੈքڪ
きょう

߄
こう

（ˠ p.12�）のな
かでも人ؾをത
した。また，ア
χメーγョンөըの新ٕज़を次ʑにಋೖし，
これを新しいメσΟアへとൃలͤ͞，その
ΩϟϥΫλーをֆ本ࢽࡶ，ΩϟϥΫλー
としてചり出した。ઓ後はςーマύーΫも
ઃし，20ݐ 。の大衆ফඅจ化をけんҾしたلੈ

ΥϧτʹσΟζχʔ（19�1〜 66）

　　ෆಛఆଟのେऺに͚て情報をൃ৴する
ഔ
ばい

ମ
たい

をࢦす。
1

ΞϝϦΧͰͷ
ຊҠຽഉ

はい

ੱ
せき

　明治維
い

新
しん

Ҏ߱，日本の人ޱはҰ
いͬ

؏
かん

して૿Ճ
し，働きޱをٻめるւ֎へのҠຽも૿えଓけ
た。1868（明治ݩ）年にॳのू団Ҡຽが渡

と

航
こう

し
てҎ来，19 かう日本人Ҡຽの大ଟがلੈ
ઌはϋϫイであった。その後，Ҡຽઌはถ
にもがったが，アメリカでは，日

ʹち

࿐
ろ

ઓ૪に
উརした日本へのܯ

けい

ռ
かい

（ˠ p.79）もあり，しだ
いに日本人ഉੱの෩ைが高まった。そのため
日ถਈ

しん

࢜
し

が結ばれ，日本政府はରถҠຽڠ
をࣗओతに੍ݶした。しかし，アメリカ国
にはその࣮ޮੑにෆຬをͭ࣋人ʑがいたため，
1924 年に日本人Ҡຽをશにࢭېするഉ日Ҡ
ຽ๏が成ཱした。Ҏ後日本人Ҡຽは，தೆถ
ຬभにかっていった（ˠ p.128）。
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➡ p.119

日本でも同時期に大衆社会が形成されたことがわかる。

の中心は，イギリスのロンυンからアメリカのχϡーヨー

アメリカにおける大衆社会の出現がわかる。
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　日本でも，ୈ一࣍世界大戦とલ後して，大ऺࣾձがܗ成され，ࢢ෦の

大ऺの生׆をࢧえるϚスメσΟアやจ化もൃ達した。৽聞のなかには෦

告を༻いる大ྔൢ
はん

ച
ばい

にもࢧえられ，ࣗ動ंやྫྷଂݿɾચ
せん

୕
たく

し，ΞٴにීٸΕͯ͞࢈がޮతɾ߹ཧతʹେྔੜؾといったిػ
➡ p.106

ϝリΧతੜ༷ࣜ׆がཱ֬͠た。映ըやラδオといった৽しいϚεϝσΟΞ
が༻いられ，映ըやδϟζԻָなどアメリカの大ऺָޘは世界へがった。

が 1�� ສ෦をえるものが現れ，1  1 ԁのԁ
えん

本
Άん

やจݿ本がൃץされた。

1�25 年には，日本でもラδオ์ૹが開始された。
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A

日
本

を政࣏に反映しようとする動きが本֨化した。܉や藩
はん

ൊ
ばつ

をج
き

൫
ばん

とした

ܡ
かつら

太
た


ろう

ֳが成ཱすると，1�12 年からཌ年にかけて，これに反対するୈ

1 ࠐӡ動が起こり，ಉֳは૯ࣙ৬へといݑޢ࣍
こ

まれたʢ大ਖ਼政มʣ。大

ऺӡ動によってֳが
たお

れたのは，日本のݑ政্࢙ॳめてで͋った。

　Ҏ後，政ౘを中心とした政࣏ӡӦが進Έ，ʮେਖ਼σϞΫϥγーʯとよれ

る民ओओٛ的な風ைが強くなっていった。このこΖ，政࣏学者の٢
よし


の

࡞
さく


ͧう

はຽ本ओٛ，ݑ๏学者のඒ
み

ೱ
の

෦
べ

達
たつ

٢
きち

はఱػߖ関説をএえ，政ౘ政ൃ࣏లの

ための理的なࠜ
こん

ڌ
きょ

をࣔした。

　ୈ一࣍世界大戦中，日本はؾܠʢ大戦ؾܠʣに
わ

いたが，ॸ
しょ

民
みん

はՁ্
じょう

ঢ
しょう

にۤしΈ，18 年には，γϕリア出ฌをきっかけとして，米の҆ചりを

める動がൃ生した。この米૽ٻ
そう

動
Ͳう

によって藩ൊをج൫としたֳが退
たい

ਞ
じん

し，ཱ
りͬ

ݑ
けん

政
せい

༑
Ώう

ձ
かい

ౘटのݪ
はら
ܟ
たかし

がֳを৫した。ݪֳは，ֳ
かく

྅
りょう

の大෦を

政༑ձһが
し

める，ॳめての本֨的な政ౘֳで͋った。ʮ平民࠻
さい

૬
しょう

ʯとよ

れたݪは，世のࢧ持をഎܠに，બڍ๏վਖ਼によるબݖڍの拡ு，ജ
ばい

৹
しん

੍のಋೖ，高ڭҭػ関の拡
かく

ॆ
じゅう

，地方のインϑラ備などをਪ進した。

がଓいたݖֳの͋とは再びඇ政ౘによる໋政ݪ

が，1�24 年に政ౘ力がී
ふ

通
つう

બڍの実
じͬ

ࢪ
し

をܝ
かか

͛てୈ

2 ݑ，にউརしڍӡ動を起こした。そして૯બݑޢ࣍
けん

政
せい

ձ
かい

ౘटのՃ
か
౻
とう
ߴ
たか
໌
あき

がट
しゅ

૬
しょう

にबした。ཌ25年，Ճ౻ֳは，ຬ25ࡀ
さい

Ҏ্のஉੑにબݖڍを

ੈのൃୡと
ౘֳのൃల

➡ p.114

ʢେਖ਼ݩʣ

QR

1 ̎

1 史料 1873〜 1948 ̎

➡ p.97

̏ ➡ p.100
Ͳう

➡ p.100
Ͳう

QR ࡏ 1918〜 21 人物

➡ p.9�

QR

ʮݑのৗ
じょうじょう

ಓ
ͲうͲう

ʯの
࣌

ʢେਖ਼ 13ʣ

ࡏ 1924〜 2�

人物

日本ʹ͓͚Δେऺࣾձのܗ 日本Ͱは，どのようにしてେऺࣾձ͕ܗ͞Ε
て͍ͬたのだろうか。

学習
課題

େਖ਼σϞΫϥγʔ，உීࢠ通બ࣏҆，ڍҡ࣋๏，ฏ௩Β͍ͯ͏，h ੨ ，ɦશࠃ水ฏࣾ中学校との関連

　　 ී
ふ

௨
つう

બڍΛٻΊͯूձࢀՃΛ͢Δਓʑ（1�1�年）　　 ී　　 ී　　 ී１

　　 ٢
よし


の

࡞
さく


ͧう

（18�8
ʙ 1���）ɹٶݝग़
のऀֶ࣏ɻ౦ژఇ

てい

ࠃ
こく

େֶ๏ֶ෦ڭतɻʮେ
ਖ਼σϞΫϥγʔʯΛ͚
ΜҾͨ͠٬Ͱ，ຽ

みん

ຊ
Άん

主ٛΛఏএͨ͠ɻ

　　 ٢̎ 　　٢ 　　٢

　　政࣏のతはຽऺのにあり，政ܾࡦఆ
はຽҙにैう͖であるとする٢。ํ͑ߟ

よし


の

は，
ຽओओٛというݴ༿をආ

さ

͚，ओݖがどこにある
かをあ͑てわないことによって，େຊఇ

てい

ࠃ
こく

๏の下ݑ
もと

での政ౘ政ൃ࣏లをਤ
はか

った。

1

　　౷ݖ࣏（ओݖ）はࠃՈにଐし，ఱߖはݑ๏に
ج
もと

ͮいて౷ݖ࣏を行するࠃՈのػߴ࠷関であ
るとするֶ説。ʮେਖ਼σϞΫラγーʯのظ࣌には
௨説తҐஔを

し

Ίたが，���� 代になると軍部
やӈ

う

ཌྷ
よく

から߈
こう

ܸ
げき

された（→ p.�2�）。

̎

ɹɹ�ୈҰੈ࣍քେઓظͱͦͷޙͷՁࢦɹɹ�3

読み解き  ຽ本ओٛ ຽ本ओٛ ຽ本ओٛのͲのようなが，ී
ふふ

通
つうつう

બڍをٻめる
人ʑにडけೖれられたのだろうか。

ຊˠQ����ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹɹຊˠQ����

のͰ͖͝ͱ࣍

̒

　ຽ本ओٛとは，๏のཧ্ओݖ
が୭

だΕ

にあるかをうのではなく，た
だそのओݖを行使するにあたって，
ओݖ者は，然Ұ

いͬ

ൠ
ͺん

ຽ衆のརとҙ
をॏん͡ることをํとすきと
いうओٛである。ͭまり，国ݖのӡ
༻にؔしてその指ಋతඪ४となる
き政治ओٛであって，ओݖが܅ओに
あるのか人ຽにあるのかをうとこ
ろではない。
〈ʮݑ政のຊٛを説いてଖ༗ऴのඒをࡁすの్を
ͣʯ『中ԝެ』����  �݄߸�より要約〉

٢
よし


の

࡞
さく


ͧう

のຽ
みん

本
Άん

ओٛ
史史史史
 料 料 料 料 料

400

3�0

300

2�0

200

1�0

100

�0
1�12 13 14 1� 16 17 18 1� 20 21 22 23 24 2� 26 27

（大正元） （ত元）


指

අࣄ܉

ۚ

ԷചՁ
（東京）

ถՁ

ୈҰ࣍
ੈքେઓ

シϕϦΞ
ग़ฌ

関
東

大
震
災
↓

戦
後
恐
慌
↓

関
東

大
震
災
↓

大
震
災
↓

戦
後
恐
慌
↓

戦
後
恐
慌
↓

ۚ，ԷചՁۚ，ԷചՁï東京ð，
ถՁï東京東京ðは，
1�13݄̍を100としͨ1�13݄̍を100としͨ1�13݄̍を100としͨ
֤݄̍の指。֤݄̍の指。
අは，1�13をࣄ܉අは，1�13をࣄ܉අは，1�13をࣄ܉
100とし֤ͨの指。100とし֤ͨの指。

〈『ຊのܠᔅᏓ動』΄か〉

117

5

10

15

20

༩
あた

えるஉීࢠ
ふ
௨
つう
બڍを実現させた。一方で，ࣾձओٛ者への取りక

し
まりを

強化するも強まり，ಉ年に࣏҆ҡ
い

持
じ

๏も成ཱさせた。その後ಉ๏はվఆ

によってܐ
けい

േ
ばつ

が強化され，ࣾձӡ動શ
ぜん

ൠ
ͺん

の取りకまりにར༻されていった。

　Ճ౻ֳҎ߱約 8 年ؒ，ݑ政ձʢ後
のち

にཱ
りͬ

ݑ
けん

民
みん

政
せい

ౘʣとཱݑ政༑ձがަ
こう

ޓ
͝

に政ݖを୲する࣌がଓいた。ୈ 1 ౘのౘटがֳを৫するྫ׳は，

ʮݑのৗ
じょう
ಓ
Ͳう

ʯとよれ，ओཁ৽聞や識人からࢧ持された。しかし，その

ݩが出来たものの，ट૬はྫ׳
げん


ろう

とよれる政࣏Ոによってܾఆされ

ており，૯બڍのӨ
えい

ڹ
きょう

力はまͩෆेで͋った。

　ී
ふ

通બڍ๏によって༗ݖ者はै来の約 4 ഒに૿Ճし，世の政࣏へ

のӨڹ力は૿した。たͩし，民意が政࣏に反映されやすくなったため，地

方へのརӹ༠
Ώう

ಋ
Ͳう

やԚ
お

৬
しょく

が
さか

Μになるなど，政ౘ政࣏のൃలにはෛのଆ໘も

͋った。また，反対ౘの国ڠࡍௐ外ަやॖ܉をೈ
なん

ऑ
じゃく

ͩとして൷判するなど，

政ౘが֫ݖ
かく
ಘ
とく
ͱ͍͏ౘのརӹを༏ઌしたことは，かえって国民の政ౘへ

の৴
しん

པ
らい

。を高めていく結Ռとなったظ෦への܉を下させ，後にײ

大戦中のؾܠは，ଜからࢢへの人ޱҠ動や

ࢢのٸなൃలももたらした。大学やઐ学ߍが

૿ઃされ，உঁڞに進学は高まった。ࢢにॅΈ，学ڭߍҭでҭった大

ऺが，༗ݖ者として政࣏にࢀՃし，ࣾձӡ動の୲
ʹな

いखともなった。

　ୈ

し げき

ࣾ，海ಓ ，ձ，日本民߹などによるڠ

7

1925 史料

QR

➡ p.7�

➡ p.9�

➡ p.127

େऺࣾձのܗと
ࣾձӡಈのൃల

➡ p.97 ➡ p.99

➡ p.114 ະདྷ

̎ষの
まとΊ

ୈ一࣍世界大ઓ後にܗ成͞れͨ国際ڠௐ体੍とຽܾࣗは，世界ฏの࣮ݱにͲのఔߩ
㆓ㆄ
ݙ
㆐㇓
で͖ͨの͔，あ

ౘൃ࣏లのཱͯऀ

ฺ，はݪ　
΅

ୢ
しん

ઓ૪でഊれた
もり

Ԭ
おか

ൡ
はん

खؠのࡏݱ）
者になり，֎交官ه出で，ۤ学して新ฉ（ݝ
なͲܦてཱݑ政༑ձにೖった。࣮ݖをѲ

ʹ͗

ってい
たݩ陸軍と時にଥ

だ

ڠ
きょう

しͭͭも，ݫしくର
たい

߅
こう

し，政ౘ政治へのస
てん


かん

を࣮ݱした。
　Ճ౻は，東京大学ଔۀ後，ࡾ

みつ

ඛ
ͼし

にೖࣾし，ற
ちゅう

英大使なͲをྺした。その後イギリス流の政
ౘ政治࣮ݱを指して政քにస͡，大

おお

۾
くま

ֳ 
では֎

がい

૬
しょう

としてೋेҰかཁٻをਪ
お

しਐめた
（ˠ p.102）。ݑ政ձを，ཱݑ政༑ձにର

たい

߅
こう

する
ೋ大政ౘのҰ

いち

ཌྷ
よく

にҭて্͛，ट
しゅ

૬
しょう

時には国ࡍ
調֎交（ฎڠ

しͰ

ݪ
はら

֎交）をਪਐした（ˠ p.110）。

ݪ
はら

ܟ
たかし

（18�6〜 1921）ͱՃ
か

౻
とう

ߴ
たか

໌
あき

（186�〜 1926）　明治時，ঁੑのࣾձత׆ಈは੍͞ݶれていた。衆ٞӃٞһબ
ɾඃݖڍ๏では，ঁੑのબڍ

ひ

બݖڍがೝめられず，ຽ๏（ˠ p.74）
でも，ށओをとするՈ੍度のԼで，ঁੑはࠗ

こん

ҽ
いん

૬ଓでෆར
なҐにஔかれていた。しかし，平

ひら

௩
つか

らいて
ち ょ う

うが 1911 年にࢽࡶ
ʰ੨

せい


とう

をɦץし，「࢝ݩ，ঁ ੑは࣮に太ཅであった」とએݴするなͲ，
ঁੑのࣾձӡಈはൃ׆化した。ୈҰ次ੈք大ઓ後，Ԥ

おう

ถ
べい

でのঁੑ
֫ݖ政ࢀ

かく

ಘ
とく

に
し

ܹ
げき

͞れ（ˠ p.114），ঁੑのࢀ政ݖӡಈがり্がっ
た。20 年には，平௩ࢢ

いち


かわ


ふさ

ࢬ
え

が新්
人ڠձを結成し，そのྗによりঁੑ
の政治ूձへのࢀՃがެにՄになっ
た。しかし，ঁੑࢀ政ݖの࣮ݱは，ઓ
後をたなければならなかった。

ঁੑにΑΔࣾձӡಈ

ɹɹ�ฏ
ひら

௩
つか

Β͍ͯ
ち ょ う

（͏188� ʙ 1��1）̐

ɹɹɹɹʮݑのৗಓʯʹ 関͢Δઆ໌Λຊจ͔
Βॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹେਖ਼࣌の日ຊͰσϞΫϥγʔ࣮
ͱͦのཧ͑ߟͱ͍͑Δの͔，͋ͳͨのͨ͠ݱ
༝Λઆ໌͠Α͏ɻ

આ໌

ୈ�Ұ　国ମˎを変ֵし ຢ
また

はࢲ༗੍࢈ࡒ度を
൱ೝすることをతとして結ࣾを৫し ຢ
は情をりて೭

こΕ

にՃೖしたる者は े年ҎԼ
の

ちょう


えき

 ຢはې
きん

᭛
こ

にॲす
ˎここではఱ੍ߖを指す

ҡ࣏҆
い

࣋
じ

๏ʢ����ʣ
史史史
 料 料 料 料 料

ୈ�Ұ　国ମを変ֵすることをతとして 結
ࣾを৫したる者 ຢは結ࣾのһଖ

そ

のଞ指
ಋ者たる務にै事したる者は ࢮ

し

ܐ
けい

ຢは無
ए ظ

もしく

はޒ年Ҏ্の एはې᭛にॲし 情
をりて結ࣾにՃೖしたる者 ຢは結ࣾの
త

すい

行
こう

のҝ
たΊ

にする行
こう

ҝ
い

をҝ
な

したる者は ೋ年
Ҏ্の༗ظのຢはې᭛にॲす ŋŋŋ

վਖ਼࣏҆ҡ࣋๏ʢ����ʣ
史史史史
 料 料 料 料 料

̏
部
２
章

ɹɹ�Ճ౻໌ߴɹɹ�6

ɹɹܟݪ�ɹɹ��

ɹɹ�֗かͲʹష
は

Βれたී
ふ

௨
つう

બڍͷީิऀϙελʔɹɹ�7

118
まとΊ なͨのߟえをઆ明しΑ͏。

世界の流れを受けて日本でも，大衆の政治参加の動きが起きていたことがわかる。

しࢼ
ಡΈ ̏部̎章ɹڠࡍࠃௐと େऺࣾձのがり டংͷมԽやࡍࠃ

େऺԽ

62 63

ࢼ
͠
ಡ
Έ

世界でがっていた大ऺの政ࢀ࣏Ճの動きは，日本
➡ p.114

でも始まっていた。日本では，大ਖ਼࣌にೖると，世

を政࣏に反映しようとする動きが本֨化した。܉や藩

　ୈ一࣍世界大戦Ҏ߱，ロγアֵ໋，大戦ؾܠによる࿑ಇ者の૿Ճをきっ

かけに，日本でも࿑ಇӡ動やࣾձओٛӡ動がൃ׆化した。大戦後のヨーロッ

パでの׆動に
し

ܹ
げき

されて，さま͟まなঁੑӡ動もൃలした΄か，શ国水平

ࣾ，海ಓアイψڠձ，日本民߹などによる，ࣾձɾࡁܦ的ऑ者やࠩ

ผを受けるཱの地Ґ্などをٻめるӡ動もがった。ผを受けるཱの地Ґ্などをٻめるӡ動もがった。



FILE.6 衣服
女
じょじょじょじょじょじょじょじょ

性
せいせいせいせいせいせいせいせい

の社
しゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかいかいかいかいかい

的
てきてきてきてきてきてきてきてき

地
ちちちちちちちち

位
いいいいいいいい

の変
へんへんへんへんへんへんへんへん

化
かかかかかかかか

とファッション見る歴史
ものかから

 モード大
だいだだだいいい

臣
じんじんじんじん

ともよばれたローズ＝
ベルタン（1747 ～ 1813） 王

おう

妃
ひ

の庇
ひ

護
ご

の下
もと

，次
つぎつつつぎぎぎ

々
つぎつぎつぎつぎ

に新
あたらあたらあたらあたら

しい流
りゅうりりりゅゅゅううう

行
こうこうこうこう

を生
うううう

み出
だだだだ

した。

１

　 19 世
せいせせせいいい

紀
きききき

後
こうこうこうこう

半
はんはははんんん

のバスルスタイル
クリノリンスタイルでは，鯨

くじら

のひげな
どの枠

わくわわわくくく

に重
かさかかかさささ

ねたペチコートによって円
えんえんえんえん

形
けいけけけいいい

ドーム型
がたがたがたがた

に膨
ふく

らませたスカートを特
とく

徴
ちょう

としていたが，バスルスタイルでは，
スカートの後

こうこうこうこう

方
ほうほうほうほう

のみにボリュームを持
もももも

たせた。バスルスタイルも，重
じゅう

厚
こう

さが
あり，精

せい

巧
こう

で複
ふくふくふくふく

雑
ざつざざざつつつ

な仕
しししし

立
たたたた

てであること
には変

かかかか

わりがなかった。

3

『レカミエ夫
ふふふふ

人
じんじんじんじん

』の肖
しょう

像
ぞう

画
がががが

（ダヴィ
ド作

さくさささくくく

） 総
そうそそそううう

裁
さいさいさいさい

政
せいせいせいせい

府
ふふふふ

期
きききき

から帝
てい

政
せい

期
きききき

にかけ
て，パリ社

しゃしししゃゃゃ

交
こうこここううう

界
かいかかかいいい

で世
せせせせ

界
かいかいかいかい

一
いちいちいちいち

の美
びびびび

女
じょじじじょょょ

とよば
れた女

じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

。革
かくかかかくくく

命
めいめめめいいい

前
まえまままえええ

の体
からだかかからららだだだ

を締
し

め付
つつつつ

けるス
タイルから解

かいかいかいかい

放
ほうほうほうほう

されたドレスは，離
り

婚
こん

の自
じじじじ

由
ゆうゆうゆうゆう

が認
みとみみみととと

められていた時
じじじじ

期
きききき

（→ p.44）
の女

じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

の法
ほうほうほうほう

的
てきてきてきてき

地
ちちちち

位
いいいい

と呼
ここここ

応
おうおおおううう

していた。

2

　 軍
ぐん

需
じゅ

品
ひんひひひんんん

を製
せいせせせいいい

造
ぞうぞうぞうぞう

する女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

を描
えが

いたポスター
（20 世

せいせいせいせい

紀
きききき

 イギリス）　「軍
ぐんぐんぐんぐん

需
じゅじゅじゅじゅ

品
ひんひひひんんん

の製
せいせせせいいい

造
ぞうぞうぞうぞう

を学
まなまなまなまな

ぼ
う」と訴

うった

えるポスターでは，第
だいだだだいいい

一
いちいちいちいち

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかいかいかい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

下
かかかか

に「果
はははは

たすべき役
やくやくやくやく

目
めめめめ

を務
つと

めている」女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

たちが
描
えがえええががが

かれた。軍
ぐんぐぐぐんんん

需
じゅじじじゅゅゅ

工
こうこここううう

場
じょうじょじょじょううう

で働
はたらはたはたはたららら

く女
じょじじじょょょ

性
せいせいせいせい

たちは，働
はたらはははたたたららら

き
やすい膝

ひざ

下
した

丈
たけ

のストレートスカートに作
ささささ

業
ぎょうぎょぎょぎょううう

着
ぎぎぎぎ

をはおっている。

4

●女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

の社
しゃしししゃゃゃ

会
かいかいかいかい

的
てきてきてきてき

地
ちちちち

位
いいいい

と衣
いいいい

服
ふくふくふくふく

　フランス革
かくかくかくかく

命
めいめいめいめい

前
まえまままえええ

の社
しゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかい

では，国
こくこここくくく

王
おうおうおうおう

ルイ 16世
せいせせせいいい

（→p.35）の妃
きさき

マリ
＝アントワネットに代

だいだだだいいい

表
ひょうひょひょひょううう

されるように，王
おう

妃
ひ

が服
ふく

飾
しょく

文
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

を主
しゅしゅしゅしゅ

導
どうどどどううう

し
ていた。身

みみみみ

分
ぶんぶぶぶんんん

制
せいせいせいせい

社
しゃしししゃゃゃ

会
かいかいかいかい

の位
いいいい

階
かいかかかいいい

秩
ちつ

序
じょ

のなかで最
さいさささいいい

高
こうこうこうこう

位
いいいい

の女
じょじじじょょょ

性
せいせいせいせい

である王
おうおおおううう

妃
ひひひひ

は，衣
い

装
しょう

においても権
けん

威
い

を再
さいさささいいい

生
せいせいせいせい

産
さんさささんんん

していくことが求
もともともともと

められた。王
おうおおおううう

妃
ひひひひ

が重
ちょうちちちょうょうょう

用
ようよよよううう

したのが，仕
しししし

立
たてたたたててて

屋
やややや

で衣
いいいい

装
しょうしょうしょうしょう

デザイナーのローズ＝ベルタン
である。平

へいへへへいいい

民
みんみみみんんん

出
しゅっしゅっしゅっしゅっ

身
しんしんしんしん

のベルタンがパリに構
かまかかかままま

えた店
みせみせみせみせ

は，「王
おうおうおうおう

妃
ひひひひ

風
ふうふうふうふう

」の衣
いいいい

装
しょうしょうしょうしょう

を求
もともともともと

める人
ひとひとひとひと

であふれ返
かえかかかえええ

った。貴
きききき

族
ぞくぞくぞくぞく

ではない人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

も王
おうおおおううう

妃
ひひひひ

と似
にににに

た衣
いいいい

装
しょうしししょょょううう

を手
てててて

に入
いいいい

れることができるというのは，身
みみみみ

分
ぶんぶんぶんぶん

を超
こ

えて女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

たち
が同

おなおおおななな

じ衣
いいいい

装
しょうしょしょしょううう

を身
みみみみ

に着
つつつつ

けることを可
かかかか

能
のうのうのうのう

にした点
てんてててんんん

で画
かっかっかっかっ

期
きききき

的
てきてててききき

であったが，
身
みみみみ

分
ぶんぶんぶんぶん

秩
ちつちちちつつつ

序
じょじょじょじょ

を揺
ゆ

るがせると危
きききき

機
きききき

感
かんかかかんんん

を抱
いだ

く貴
きききき

族
ぞくぞぞぞくくく

たちもいた。
●コルセットからの解

かいかいかいかい

放
ほうほうほうほう

と回
かいかかかいいい

帰
きききき

　ベルタンは，それまでの重
おもおおおももも

く身
しんしししんんん

体
たいたいたいたい

を締
し

め付
つつつつ

けるドレスに替
か

えて，
より楽

らくらくらくらく

で快
かいかかかいいい

適
てきてててききき

な服
ふくふふふくくく

装
そうそそそううう

を模
も

索
さく

し，モスリンの簡
かんかかかんんん

素
そそそそ

でゆったりしたド
レスを流

りゅうりゅうりゅうりゅう

行
こうこここううう

させた。こうした衣
いいいい

装
しょうしょしょしょううう

の変
へんへんへんへん

革
かくかかかくくく

は，革
かくかかかくくく

命
めいめめめいいい

期
きききき

に，女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

の社
しゃしゃしゃしゃ

会
かいかかかいいい

的
てきてきてきてき

地
ちちちち

位
いいいい

の向
こうこここううう

上
じょうじょじょじょううう

とも連
れんれんれんれん

動
どうどうどうどう

して，透
す

けるような布
ぬのぬのぬのぬの

地
じじじじ

を用
もちもちもちもち

いた直
ちょくちちちょょょくくく

線
せんせんせんせん

的
てきてきてきてき

で軽
かろ

やかな衣
いいいい

装
しょうしししょょょううう

として完
かんかんかんかん

成
せいせせせいいい

された。身
しんしんしんしん

体
たいたたたいいい

を締
しししし

め付
つつつつ

けない衣
いいいい

装
しょうしょうしょうしょう

は，
皇
こう

帝
てい

ナポレオン（→ p.37）の妃
きさききさききさききさき

ジョゼフィーヌが着
ちゃくちゃちゃちゃくくく

用
ようよよよううう

したことか
らエンパイアスタイルともよばれ，現

げんげんげんげん

代
だいだいだいだい

のウェディングドレスに
おいても人

にんにんにんにん

気
きききき

のあるデザインとなっている。

　その一
いっいっいっいっ

方
ぽうぽぽぽううう

で，女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

の服
ふくふくふくふく

装
そうそうそうそう

の流
りゅうりゅりゅりゅううう

行
こうこうこうこう

において，王
おうおうおうおう

政
せいせいせいせい

復
ふっふふふっっっ

古
ここここ

期
きききき

（→p.47）

から，再
ふたたふたたふたたふたた

びコルセットで身
しんしししんんん

体
たいたいたいたい

を締
しししし

め付
つつつつ

けるスタイルへと回
かいかいかいかい

帰
きききき

する
動
うごうごうごうご

きが見
みみみみ

られたことは，19世
せいせいせいせい

紀
きききき

に女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

が夫
おっとおおおっっっととと

に従
じゅうじゅうじゅうじゅう

属
ぞくぞぞぞくくく

する法
ほうほほほううう

的
てきてててききき

地
ちちちち

位
いいいい

へと戻
もど

されたことと連
れんれれれんんん

動
どうどうどうどう

していた。19世
せいせいせいせい

紀
きききき

半
なかなかなかなか

ばから 20世
せいせせせいいい

紀
きききき

初
はじはははじじじ

めに流
りゅうりりりゅゅゅううう

行
こうこここううう

したクリノリンスタイル，バスルスタイルに代
だいだいだいだい

表
ひょうひょひょひょううう

される
ように，上

じょうじょうじょうじょう

流
りゅうりりりゅゅゅううう

階
かいかいかいかい

級
きゅうきききゅゅゅううう

の女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

の服
ふくふくふくふく

装
そうそそそううう

は，重
おもおもおもおも

くて非
ひひひひ

活
かつかつかつかつ

動
どうどどどううう

的
てきてきてきてき

で高
こうこうこうこう

額
がくがががくくく

でもあっ
た。そして，美

うつくうううつつつくくく

しく着
き

飾
かざ

った女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

は，独
どくどくどくどく

立
りつりりりつつつ

した個
ここここ

人
じんじんじんじん

としてではな
く，夫

おっとおおおっっっととと

の経
けいけいけいけい

済
ざいざいざいざい

力
りょくりりりょくょくょく

を示
しめしめしめしめ

す飾
かざかざかざかざ

りと見
みみみみ

なされていた。また，貧
まずまままずずず

しい女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

は，古
ふるふるふるふる

着
ぎぎぎぎ

を手
てててて

に入
いいいい

れて着
きききき

るしかなかった。
●第

だいだだだいいい

一
いちいちいちいち

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかいかいかい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

と女
じょじじじょょょ

性
せいせせせいいい

総
そうそうそうそう

力
りょくりょくりょくりょく

戦
せんせんせんせん

の時
じじじじ

代
だいだだだいいい

となった第
だいだいだいだい

一
いちいいいちちち

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかかかいいい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

期
きききき

（→ p.98）には，軍
ぐんぐんぐんぐん

事
じじじじ

基
きききき

地
ちちちち

や軍
ぐん

需
じゅ

工
こうこうこうこう

場
じょうじょうじょうじょう

，輸
ゆゆゆゆ

送
そうそそそううう

・交
こうこうこうこう

通
つうつつつううう

機
きききき

関
かんかんかんかん

など，それまで女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

には閉
と

ざさ
れていた労

ろうろうろうろう

働
どうどうどうどう

の場
ばばばば

において，女
じょじじじ

性
せいせいせいせい

が必
ひつひひひ

要
ようようようよう

とされるようになり，女
じょじじじ

性
せいせせせいいい

の衣
いいいい

服
ふくふくふくふく

は，働
はたらはははたたたららら

きやすいものへと変
へんへんへんへん

化
かかかか

した。大
おおおおおおおお

きく膨
ふく

らませてい
たスカートは，ストレートに広

ひろひろひろひろ

がるものとなり，スカート丈
たけ

も，
足
あしあしあしあし

首
くびくびくびくび

を覆
おお

うものからくるぶし丈
たけたけたけたけ

へ，さらには膝
ひざ

下
した

丈
たけたけたけたけ

へと短
みじかみじかみじかみじか

くなっ
ていった。女

じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

たちの働
はたらはははたたたららら

きやすい環
かん

境
きょう

への要
ようよよよううう

求
きゅうきききゅうゅうゅう

は，女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

の衣
いいいい

服
ふくふくふくふく

を
変
かかかか

える大
おおおおおおおお

きな力
ちからちからちからちから

となったばかりでなく，女
じょじょじょじょ

性
せいせせせいいい

の社
しゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかい

的
てきてててききき

地
ちちちち

位
いいいい

の向
こうこうこうこう

上
じょうじじじょょょううう

も目
めめめめ

指
ざざざざ

された。このような風
ふうふふふううう

潮
ちょうちょちょちょううう

のなかで，北
ほく

欧
おう

諸
しょしししょょょ

国
こくこくこくこく

やドイツ，ソ
連
れんれれれんんん

では，1919年
ねんねんねんねん

までの間
あいだあいあいあいだだだ

に女
じょじじじょょょ

性
せいせいせいせい

参
さんさささんんん

政
せいせせせいいい

権
けんけんけんけん

も認
みとみとみとみと

められていった。
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国際秩
ちつ

序
じょ

の変化や大衆化と私たち3部

日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽん

の行
ゆ く え

方と第
だいだだだいいい

二
にににに

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかかかいいい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

　　 集
しゅうしししゅゅゅううう

会
かいかかかいいい

を行
おこなおこおこおこななな

うギリシアの極
きょくきききょくょくょく

右
うううう

政
せいせいせいせい

党
とうとうとうとう

（2019年
ねんねんねんねん

） 現
げんげげげんんん

在
ざいざいざいざい

でも不
ふ

況
きょう

などの危
きききき

機
きききき

になると極
きょくきききょくょくょく

右
うううう

政
せいせいせいせい

党
とうとうとうとう

や，排
はい

外
がい

主
しゅしゅしゅしゅ

義
ぎぎぎぎ

・暴
ぼうぼうぼうぼう

力
りょくりょりょりょくくく

で解
かいかかかいいい

決
けつけけけつつつ

しようとする勢
せいせせせいいい

力
りょくりりりょくょくょく

が台
たいたいたいたい

頭
とうとととううう

する。
3

　現
げんげげげんんん

在
ざいざざざいいい

の私
わたしわたしわたしわたし

たちは，第
だいだだだいいい

二
にににに

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかいかいかい

大
たいたいたいたい

戦
せんせせせんんん

の反
はんはんはんはん

省
せいせせせいいい

から，多
おおおおおおおお

くのことを学
まなまなまなまな

ぶ
べきだと知

しししし

っている。しかし，私
わたしわわわたしたしたし

たちが同
おなおおおななな

じ場
ばばばば

所
しょしょしょしょ

，同
おなおおおななな

じ時
じじじじ

代
だいだだだいいい

に生
いいいい

き
ていたら，時

じじじじ

代
だいだいだいだい

の流
ながながながなが

れに逆
さかさかさかさか

らうことはできるだろうか。
　３部

ぶぶぶぶ

３章
しょうしょうしょうしょう

は，世
せせせせ

界
かいかかかいいい

恐
きょう

慌
こう

から第
だいだいだいだい

二
にににに

次
じじじじ

世
せせせせ

界
かいかかかいいい

大
たいたいたいたい

戦
せんせんせんせん

が終
しゅうしししゅゅゅううう

結
けつけつけつけつ

するまでの流
ながながながなが

れ
を中

ちゅうちちちゅうゅうゅう

心
しんしんしんしん

に学
まなまままななな

んでいく。戦
せんせせせんんん

争
そうそうそうそう

に至
いたいいいたたた

るまでの動
うごうごうごうご

きや戦
せんせせせんんん

争
そうそうそうそう

に対
たいたたたいいい

して当
とうとうとうとう

時
じじじじ

の
人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

はどのように関
かかかかかかかか

わっていたのか。この章
しょうしょしょしょううう

では，その様
ようようようよう

子
すすすす

に注
ちゅうちゅちゅちゅううう

目
もくもくもくもく

して学
まなまなまなまな

んでいこう。

大
たいたたたいいい

衆
しゅうしししゅうゅうゅう

は，どのようにして戦
せんせせせんんん

争
そうそうそうそう

を導
みちびみみみちびちびちび

いてしまったのだろうか。
3章しょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうし うし うし うし うしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょうしょう

ヒトラーの選
せんせせせんんん

挙
きょきょきょきょ

ポスター（1932
年
ねんねんねんねん

）　「われら 最
さいさいさいさい

後
ごごごご

の望
のぞのぞのぞのぞ

み ヒトラー」
と書

かかかか

かれている。

2

３章
しょうしししょょょううう

の学
がくがくがくがくがくがくがく

習
しゅうしゅしゅしゅううう

課
かかかか

題
だいだいだいだい

現
げんげんげんげんげんげんげんげん

在
ざいざいざいざいざいざいざいざい

とのつながり

Ａ 図
ずずずず

から，ヒトラーについてどのような印
いんいいいんんん

象
しょうしししょうょうょう

を受
うううう

けただろうか。
また，そのような印

いんいいいんんん

象
しょうしょしょしょううう

を持
もももも

った根
こん

拠
きょ

は写
しゃしゃしゃしゃ

真
しんしんしんしん

のどこにあるだろうか。
Ｂ 図

ずずずず

　で，民
みんみみみんんん

衆
しゅうしししゅゅゅううう

はどのように描
えが

かれているだろうか。
Ｃ 図

ずずずず

　と　を見
みみみみ

た当
とうとととううう

時
じじじじ

の人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

は，ヒトラーをどのようにとらえたと
考
かんがかかかんんんががが

えられるだろうか。

１

2

１ 2

資
しししし
料
りょうりりりょょょううう
から考

かんがかんかんかんががが
えてみよう

ナチ党
とうとうとうとう

の収
しゅう

穫
かく

祭
さいさいさいさい

で参
さんさささんんん

加
かかかか

者
しゃしゃしゃしゃ

に
握
あく

手
しゅ

をするヒトラー（1937 年
ねんねんねんねん

）
ナチ党

とうとうとうとう

の党
とうとうとうとう

大
たいたいたいたい

会
かいかかかいいい

や収
しゅうしゅうしゅうしゅう

穫
かくかくかくかく

祭
さいさささいいい

の写
しゃしゃしゃしゃ

真
しんしんしんしん

には，このように多
おおおおおおおお

くの人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

が
写
うつうううつつつ

っているものも多
おおおおおおおお

い。

1
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３部２章で学んだ女性の社会的地位の変化を，ファッションの視点から捉えられる。

く さいさいさい さささんんん かかか しゃしゃしゃ

ヒトラーを支持する大衆の様子を動画で視聴できる。 Q
動

しࢼ
ಡΈ ̏部̎章 章ɹɹɹɹɹɹ̏部̏章ɹ章扉 டংͷมԽやࡍࠃ
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総
そうそうそう

力
りょくりょくりょく

戦
せんせんせん

の時
じじじ

代
だだだいいい

となった第
だいだいだい

一
いいいちちち

次
じじじ

世
せせせ

界
かかかいいい

大
たいたいたい

戦
せんせんせん

期
ききき

（→ p.98）には，軍
ぐんぐんぐん

事
じじじ

基
ききき

地
ちちち

や軍
ぐん

需
じゅ

工
こうこうこう

場
じょうじょうじょう

，輸
ゆゆゆ

送
そそそううう

・交
こうこうこう

通
つつつううう

機
ききき

関
かんかんかん

など，それまで女
じょじょじょ

性
せせせいいい

には閉
と

ざさ
れていた労

ろうろうろう

働
どうどうどう

の場
ばばば

において，女
じじじょょょ

性
せいせいせい

が必
ひひひつつつ

要
ようようよう

とされるようになり，女
じじじょょょ

性
せせせいいい

の衣
いいい

服
ふくふくふく

は，働
はははたたたららら

きやすいものへと変
へんへんへん

化
かかか

した。

いった。女
じょじょじょ

性
せいせいせい

たちの働
はははたたたららら

きやすい環
かん

境
きょう

への要
よよよううう

求
きききゅうゅうゅう

は，女
じょじょじょ

性
せいせいせい

の衣
いいい

服
ふくふくふく

を
変
かかか

える大
おおおおおお

きな力
ちからちからちから

となったばかりでなく，女
じょじょじょ

性
せせせいいい

の社
しゃしゃしゃ

会
かいかいかい

的
てててききき

地
ちちち

位
いいい

の向
こうこうこう

上
じじじょょょううう

も目
めめめ

指
ざざざ

された。このような風
ふふふううう

潮
ちょちょちょううう

のなかで，北
ほく

欧
おう

諸
しししょょょ

国
こくこくこく

やドイツ，ソ
連
れれれんんん

では，1919年
ねんねんねん

までの間
あいあいあいだだだ

に女
じじじょょょ

性
せいせいせい

参
さささんんん

政
せせせいいい

権
けんけんけん

も認
みとみとみと

められていった。
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δ
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ୈ一࣍世界大戦後の日本は，ヨーロッパࡁܦの回෮に

よってຫ
まん

ੑ
せい

的なෆ
ふ

گ
きょう

に
なや

まされた。関౦େ
しん
ࡂ
さい

がࡁܦに大

ଧ
だ

ܸ
げき

を༩
あた

え，その後のࠞ乱などからۚ
きん

༥
Ώう

�がൃ生した。1�2߄ڪ 年に成ཱ

した
はま

ޱ
ぐち

༤
お


さち

ֳは，ۓ
きん

ॖ
しゅく

をਤݐ再ࡁܦ政によってࡒ
はか

ったが，ཌ 3� 年に

は世界߄ڪのӨ
えい

ڹ
きょう

も到
とう

来
らい

し，日本はত߄ڪとよれる深ࠁなෆگに見
み


ま

われた。日本の生
き

ࢳ
いと

や໖の༌出はܹݮし，ࣦۀ者は 25� ສ人にも達

した。ෆگをଧ開できない政府や政࣏Ոに対して国民のෆຬが高まり，政

टޱෆ҆からςロがԣ行した。࣏
しゅ

૬
しょう

は౦京Ӻでૂ
そ

ܸ
げき

されてॏইをෛい，

ࣙにいࠐ
こ

まれた。32 年 5 ݄ 15 日には，ݘ
い͵

ཆ
かい

ؽ
つよし

ट૬が海܉の੨年ক

は࣌の࣏によって，政ౘ政݅ࣄޒɾҰޒされた。このࡴらによって҉ߍ

ऴわった。Ҏ後，܉෦が政࣏的に಄し，政ౘもςロをڪ
おそ

れてແ力化した。

　　　　　　 日
ʹち

࿐
ろ

戦争で֫
かく

ಘ
とく

したຬऱの日本人ࣾձも，ෆگに見われ

ていた。現地では，国民政府や中国人商ۀ者による日本へ

の対
たい

抗
こう

が૿してײػةӹがࣦわれるという人ʑのݖもల開され，日本のࡦ

いた。このࣄଶに日本政府が༗ޮࡦをߨじられなかったため，܉෦やӈ
う

ཌྷ
よく

を中心にࣄ܉的खஈを༻いてػةのଧ開をਤ
はか

Ζうとするが高まった。こ

のঢ়گをར༻したのが，ຬऱとϞンΰϧ౦෦を日本領とすきで͋ると

いうʮຬ
まん


もう

領༗ʯをओுし始めていた関౦܉で͋った。

　1�31 年 � ݄ 18 日，関౦܉はไ
ほう

ఱ
てん
ʢᖟ

しん
ཅ
よう

ʣ߫
こう

外
がい

の༄
りゅう

条
じょう

ބ
こ

で南ຬऱమಓג

ࣜձ ʢࣾຬమʣのઢ࿏をര
ばく

ഁ
は

する݅ࣄを起こし，中国ଆが行ったことͩとओ

ੈքڪ
きょうきょう

߄
こうこう

と
日本

1923 ➡ p.105

1927 ʢত̐ʣ

ࡏ 1929〜 31 QR

➡ p.12�

➡ p.75

ࡏ 1931〜 32

➡ p.117

QR

ຬऱࣄม ➡ p.78

1 QR

QR

1 ̎

ʢত̒ʣ

ౘ࣏のஅઈとຬ
·Μ

ऱ
͠Ύ͏

มࣄ ͳͥ，日本はຬऱ進出したのだろうか。学習
課題

関౦େޒ，ࡂɾҰޒ事݅，ຬऱ事ม，ຬऱࠃ，日ຊのࡍࠃ࿈ໍୀ中学校との関連

　 ຬऱࣄมΛ༴
よう

ޢ
͝

͢Δ৽ฉࣄه〈『౦ژ৽ฉ』����  �� ݄ 2� 〉１

　 日本ͷߦಈΛඇ͢Δ෩
ふう


し

ը（1���
年�ΞϝϦΧ）

̎

　　ຊのݖӹはロγΞݖӹをҾ͖ܧ
つ

͙もの
だったが，ೋे一か要ٻで，改Ίて֬ೝされ
Ԇ長されていた（→ p.��2）。

1

　　
ʹち

࿐
ろ

ઓ૪ޙ，ຬమのమಓकඋୂと，ྒྷ
りょう

౦
とう


ౡのຊのે

そ

आ
しゃく

のकඋୂを߹わせてฤ੍され
た軍。

̎

　　事มとは，એઓ告な͖ࠃՈؒの軍事ি
しょう

ಥ
とつ

・
ઓ
せん

ಆ
とう

をҙຯする。ຊ政府は，ॳෆ֦େをද
໌して͓り，ෆઓ約ҧ

い


はん

をわれたり，ࡍࠃ
࿈ໍから൷されたりすることをආ

さ

͚たかった
たΊ，事มというݺ

こ

শ
しょう

を用した。

̏

読み解き ਤ のه事では，ຬऱとそのݖӹをͲのよ
うなものだとみなしているだろうか。また，日本の行
ಈにରするւ֎のԠはͲのようなものだろうか。

１

ຊ・౦ΞδΞˠQ����ɹ

લのͰ͖͝ͱ ຊˠQ�����౦ΞδΞˠQ����

のͰ͖͝ͱ࣍

3

ɹ࣌ࠃݐ�ͷຬऱࠃͷൣ
はん

ғ
い

3

ຊ
தࠃ

ι࿈

Ϟンゴル
ਓຽڞࠃ
そと͏ ͜

上ւ

京

新京
（の長य़ࡏݱ）

しΜ͖ΐ͏

ϖ Ωン

ͪΐ͏しΎΜ

しΜΑ͏

΄͏てΜ
ไ天
（のᖟཅࡏݱ）

ͨΜと͏

あΜと͏
҆東
（の丹東ࡏݱ）

γϟンϋイ

大連
ͩいれΜ

ݹ
͏ͪ

༄ބ
りΎ͏͡ΐ͏ ͜ʢ֎ݹʣ

ຬऱ国
ೆຬऱమಓ ÷ ü÷÷LN

࿈ໍࡍࠃ

ࠃ͔

ෆઓ

127

5

10

ுして߈
こう

ܸ
げき

を始め，ຬऱを
せん

領
りょう

したʢຬऱࣄมʣ。ཌ 32 年，日本܉はこの

地にຬऱࠃをつくり，清ே࠷後のߖ
こう

ఇ
てい

で͋ったᕭ
ふ
ّ
͗

をࣥ
しͬ

政
せい
ʢ34 年よりߖ

ఇʣとしたが，実ݖは関౦܉を中心とした日本ଆがѲ
ʹ͗

っていた。

　このࣄଶに対し中国は，国ࡍ࿈ໍにఏ
てい

ૌ
そ

して紛
ふん

争
そう

のղܾをਤった。国ࡍ

࿈ໍはリットンௐࠪஂを派
は

遣
けん

し，ຬऱのओݖは中国に͋るとする一方で，

実࣭的に日本のݖӹを認める༰の報告をൃදした。しかし 33 年， 国ࡍ

࿈ໍ૯ձでຬऱ国のෆঝ認がՄܾされると，日本は，国ࡍ࿈ໍओಋによる

などを回ࡋ੍ࡁܦ
かい

避
ひ

する思
おも


わく

も͋り，࿈ໍを
だͬ

退
たい

した。

　こうした
い じ

い はん ていけつ ちつじょ くͣ

けん い Ώ

　　　　　　 日本国では，ଟくの৽聞がຬऱࣄมを積極的にࢧ持し，

ত߄ڪにۤしΉ国民も܉がෆگをଧ開することをظした。

ຬऱࣄม後にଂ
ͧう

૬
しょう

をྺした高
たか

ڮ
はし

ੋ
こΕ

清
きよ

は，政府ࢧ出を૿大し，大ن模な

かگ本ओٛ国のなかでਅっઌにෆࢿ，を行った。この結Ռ日本はࢿڞެ

らཱちった。ط
き

成
せい

ࡒ
͟い

ൊ
ばつ

ओಋの下
もと

でॏ化学ۀがൃలしɼٸ͠た৽ڵ

ൊはேࡒ
ちょう


せん

ɾຬऱとのࡁܦ的結び付きを強化した。しかし໖などの༌

出૿大により，ϒロックࡁܦを࠾ったイギリスなどとの貿易摩
ま

ࡲ
さつ

は深ࠁに

なった。一方，目的を達成した関౦܉は，࢈ڞౘとの対ཱを๊
かか

えた中国国

民ౘ܉と，1�33 年にఀ戦ڠఆを結び，中国とຬऱ国のؒに中ཱ地ଳをઃ

ఆした。Ҏ後日本は，ࣄ܉的खஈによる力拡ுを
よく

੍
せい

し，ຬऱ国のҭ成

に力を͗，日本からのҠ民政ࡦをਪ
お

し進めた。

̏

1932 〜 45 ̏ ➡ p.80 19�� 〜 �7

ಈը

➡ p.108

4

➡ p.109 ̎ ➡ p.11�

�

日本の
ճ෮ࡁܦ

બࢶ

人物

QR

6 ̐

QR

➡ p.124

ʢত̔ʣ

ɹɹɹɹ日ຊの܉事ߦಈͲのΑ͏ͳ条約ʹ
ҧ
い


はん

͍͔ͯͨ͠，ຊจ͔Βॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹͳͥ，日ຊのਓʑ，܉෦ʹΑΔຬ
ऱのਐग़ΛࢭΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨの͔，
͋ͳͨの͑ߟΛઆ໌͠Α͏ɻ

આ໌

ɹ�ॏԽֶۀͷൃల̐

̏
部
̏
章

（ֹ࢈総生ۀ）
そのଞ


ۀ͖ܰͤ͏΅

重化学
ۀ

ԯԁ
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〈『長ࡁܦظ౷ܭ』〉

　1920 年までは，ຬऱを
த国のҰ෦だとೝめる新ฉࢴ
がଟかったが，ຬऱ事変ൃੜ
後，΄΅શࢴが日本の軍事行
ಈをࣗӴだと༴

よう

ޢ
͝

し，ຬऱ
のಠཱをೝめる調になっ
た。国ຽのଟくもಉ調したた
め，ฎ

しͰ

ݪ
はら

֎
がい

૬
しょう

（ˠ p.110）は事
変ෆ֦大のํを維

い

࣋
じ

できな
くなった。事変を൷したの
は，٢

よし


の

࡞
さく


ͧう

（ˠ p.117），ੴ
いし

ڮ
ばし

୷
たん

ࢁ
͟ん

（ˠ p.104）ら͝くগ
であった。

த国େਐग़に対͢Δ日本国の応選択肢
歴史の

܉গ͕ࠤํのຽにけͯߦったԋઆʢ����͝Ζʣ
ॾ܅はޒ

たん

า
Ϳˎの土をもって，ଉࢠをத学にれるか，່

ΉすΊ

をঁ学
校に通わͤられるか。μメだろう。…ଞ人のものをࣦܟするのは๙

ほ

めたことではないけれͲも，ੜきるかࢮ͵かという時にはഎにෲは
かえられないから，あのຬ

まん


もう

のཊ
よく


や

を
ちょう

ଷ
だい

しようではないか。
ˎ 0.5 ϔΫλール 〈Ճ౻ཅࢠ『ຬ州事มから中ઓ૪』〉

ຬऱࣄมに対͢Δੴ
いし

橋
ばしばし

୷
たん

ࢁ
͟ん͟ん

のҙݟʢ���� �݄ ��日ʣ
　こののղܾがࠔ難なのは，ͭまりຬ

まん


もう

がத国のྖ土であるか
らだ。…த国人が，൴

かΕ

らのྖ土と৴͡るຬに，日本のओݖの֦ு
をݏ

きら

うのはཧ
り

۶
くつ

ではなく，ײ情である。…いくらળ政をෑ
し

かれても，
日本国ຽは，日本国ຽҎ֎の者のࢧをडけることをշいと͡ײな
いように，த国国ຽにもまたಉ༷のײ情があることを͞ڐͶばなら͵。

Α͏͑ߟ なͥ，日本国ຽはத国大陸へのਐ出を࣋ࢧしたのか考えよう。

　　ฏతな੍ࡋख段がݕ౼された݁Ռ，����
にΞϝϦΧでަઓࠃの武ثの༌出を͡ېた
中立๏が࡞られるなど，ࡁܦతな੍ࡋがඋさ
れていった。

�

　　ੈքڪ
きょう

߄
こう

のෆޙ
ふ

گ
きょう

のなかで，ࡾ
みつ

Ҫ
い

ࡾ，
みつ

ඛ
ͼし

，
ॅ
すみ

༑
とも

などの財
͟い

ൊ
ばつ

がࢢをಠ
Ͳく


せん

するようになった。
財ൊは，גͪ࣋ձࣾを௨͡てଟ͘のا

き

ۀ
͗ょう

をࡿ
さん

下
か

にऩΊ，ࢧを強化した。

6

　　���� ݄̏にਖ਼ࣜに
だͬ

ୀ
たい

を௨告し，����
にൃޮした。
4

日本のέΠンζ

　アメリカでౕ
Ͳ

ྴ
Εい

と
してചられるなͲ
ཚの੨年ظをա͝し
た後，官քにೖり，
日ۜ総ࡋ，総ཧ大臣
なͲをྺした。ຬ
ऱ事変後，大

おお

ଂ
くら

大臣
として積ۃతなࡒ政
政ࡦを取り，ෆ

ふ

گ
きょう

からの
だͬ

出
しゅつ

に成ޭしたため，
「日本のέインζ」ともশ

しょう

͞れる。軍事༧ࢉの

よく

੍
せい

にめたことから，陸軍の੨年ক校にఢ
れ，ೋɾೋ事͞ࢹ （݅ˠ p.129）で͞ࡴれた。

ߴ
たか

ڮ
はし

ੋ
こΕ

ਗ਼
きよ

（18�4〜 1936）

128

15

͗，
➡ p.�,116

世界の歴史における満洲事変の位置付けがわかる。

しࢼ
ಡΈ ̏部̏章ɹ日本のํߦ とୈೋ࣍世界େઓ

　こうした日本のࣄ܉行動は，中国における現ঢ়ҡ
い

持
じ

などをܾめたか国

条約にҧ
い

反
はん

しており，また，ෆ戦条約క
てい

結
けつ

後の国ࡍட
ちつ

ং
じょ

を่
くͣ

す࠷ॳの行動

となった。ࣄ܉的੍ࡋखஈを持たない国ࡍ࿈ໍは༗ޮなखஈを取れͣ，そ

のݖ
けん

Җ
い

を下させ，国ڠࡍௐମ੍は大きく༳
Ώ

ら͙こととなった。

டংͷมԽやࡍࠃ
େऺԽ
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౦Ԥでは，19�0 年にϙーランυでϫϨαいる自主࿑

「連ଳ」による民主化ӡ動がىこり，�0年代のϋンΨリー
でも経済の自༝化と政治改革が進Ήなど，改革のࢼみが始まっていた。そ

こへ，ι連のΰϧόνϣϑによるペϨεトϩイカが始まったӨ
えい
ڹ
きょう
もあり，

ϙーランυでは，�9 年のબڍで非ڞ産党政権が生まれた。これを初めと

して，�9年に࣍ʑとڞ産党政権が
たお
れた（౦

とう
Ԥ
おう
ֵ໋）。また，υイπでは，

౦υイπの人ʑが౦Ԥ経༝でυイπへの移動がՄになったঢ়
じょう
گ
きょう
をडけ，

冷戦の
しょう

ちょう
であったňϕルリンのน

かべ
」が，�9年に։์された。そして，ཌ

90年，౦υイπがυイπにซ
い

合
͝う

された（౦υΠπ౷Ұ）。この年はଟ
くの国で自༝બڍが行われ，౦Ԥの

だつ
社会主ٛが明നとなった。

　ι連のペϨεトϩイカは，対外的にはۓ
きん
ு
ちょう
؇
かん

わ
をもたらし，�9年のถ

ιट会ஊ（Ϛϧλձஊ）で冷戦終結がએݴされた。国内ではڞ産党の一党
支がഇ

はい
ࢭ
し
され，ࢢݪཧのಋ入が目指された。また，ι連内の民ಠ立

ӡ動が高まり，リトアχアなどバルト 3国がι連からのಠ立をએݴした。

　91年，ι連ղମの動きにײػةを๊
いだ
いた保守派は，ΰルバνϣϑをೈ

なん

ې
きん
するクーσλをࢼみたが，ι連ߏ国であるϩシアڞ国のΤリπΟン

大౷ྖとࢢ民らの
てい
߅
こう
によって失ഊし，ι連ڞ産党はղ散した。各ڞ国

もι連を離
り

だつ
して，新たにϩシア連

Εん

Άう
をத৺にいくͭかのڞ国がಠཱࠃ

Ոڞಉମ（$*4）をઃし，ι連はղମした。
　また，ଟ民国ՈであったϢーΰεラϰΟア連は，政がऑମ化して

分
Ϳん
裂
Εつ
した。連崩

ほう
壊
かい
に伴

ともな
いफڭɾ民ɾޠݴのҧ

ちが
いによる問題が

ふん
ग़
しゅつ
し，

౦
とうとう

Ԥ
おうおう

ֵ໋と
ι࿈のղମ

➡ p.159 1943 〜

人物 ➡ p.178

➡ p.146
い
➡ p.146
い͝う
➡ p.146
͝う

１

➡ p.100

ࡏ 1991〜 99

QR

4

ະདྷ

ྫྷઓのऴ݁とมΘΔੈքߏ ྫྷઓମ੍͕ऴ݁した͜ͱͰ，ੈքߏはどのよ
うにมԽしたのだろうか。

学習
課題

౦υΠπ౷Ұ，Ϛϧλձஊ，άϩʔόϧԽ，Ϥʔϩού࿈߹（&6）中学校との関連

ϤーϩッύˠQ����ɼΞϝϦΧˠQ����ɹ

લのͰ͖͝ͱ ɹϤーϩッύ・ΞϝϦΧˠQ����ɹϤーϩッύ・ΞϝϦΧˠQ����

のͰ͖͝ͱ࣍

1

ྫྷઓΛऴΘらͤたॻه

　1985 年書هにबしたΰルόνョϑは，
άϥスϊスνɾペϨスτϩイカによってମ੍
のվֵにり出し，ň のۭനをຒ࢙ྺ

う

めよŉ
とաڈの政ࡦのݟしをਐめ，結Ռతにそれ
は 91 年݄̔のΫーσλ，その後のι࿈ղମ
にͭながることになった。「ϕルリンのน

かべ

」が
開์͞れた後の 1989 年 12 ݄に，ΰルό
νョϑは，アメリカのϒογϡ大౷ྖとマル
λ島でձ談し，྆者がň ྫྷઓはऴわったŉと
એݴした。その後，ྫྷઓऴ結にߩ

こう

ݙ
けん

したとし
てϊーϕル平和をडした。

ΰϧόνϣϑ（1931〜 2�22）

ɹ�ʮϕϧリϯͷน
かべ

ʯͷ։ （์1�8�
年）ɹ1��1年ʹங͔ΕͨίϯΫϦʔτ
のน，8� 年 11 ݄ʹ౦υΠπʹ
͓͚Δຽ主Խӡಈのߴ·Γのͳ͔Ͱ
յ
こわ

͞Ε，։์͞Εͨɻนの่
ほう

յ
かい

ྫྷ
ઓऴ݁の

しょう


ちょう

Ͱ͋Γ，ཌ ��年ʹ౦
υΠπの౷Ұ͕࣮ͨ͠ݱɻͦのޙ，
นఫ

てͬ

ڈ
きょ

͞Ε͕ͨ，Ұ෦ه೦ൾ
ひ

ͱ
Ε͍ͯΔɻͯ͞͠

1

読み解き  「ϕルリンの 「ϕルリンのน
かべかべ

」が開์
͞れたとき，人ʑはͲのような
ことを͡ײたのだろうか。นの
とൺ（ˠQ�145）ظઃの時ݐ

ひ

ֱ
かく

して
考えてみよう。

ϒッシϡ（ถ） ゴルバνϣϑ（ι）
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ボεχアɾϔϧπΣΰϰΟφίιϰΥでܹしい民ฆ
ふん
争
そう
がىこった。一

ํ，93年にはνェίとεϩϰΝΩアがฏ的に分
Ϳん
離
り
した。

ι連と౦Ԥの社会主ٛ政権の崩壊によって，資本主

ٛ対社会主ٛといったイσΦϩΪーの対立，国Ոを

୯Ґとした国ࡍ社会の༷子はม化し，国ڥをӽ
こ
えた׆動がよりൃ׆となっ

た。こうして世界نにࢢが拡大して世界の一ମ化が進み，経済จ化

に͓いて૬
そう
ޓ
͝
にґ

い
ଘ
そん
を強めていくάϩーόϧԽがٸに進んだ。

冷戦は֩
かく
戦争のػةをもたらしたが，一ํで勢力ۉ

きん
ߧ
こう
による安定を生み

ग़してもいた。しかし，冷戦終結によって，その
わく

ぐ
みのなかで

おさ
えられ

ていた地Ҭฆ争民ؒの対立といった問題が世界各地で生͡るように

なった。ι連ղମ後，ࣄ܉ɾ政治的にはアメリカが།
Ώい
一
いつ
の

ちょう
大国となり，

アメリカをத৺に国ࡍட
ちつ
ং
じょ
がܗされるともߟえられたが，経済的には΄

かの地Ҭ国も力をけてきて͓り，地Ҭの安定ฆ争のղܾのために，

新たな国ࡍ的み協力が求められるようになった。

冷戦の終結とάϩーバル化の進లは，国Ոのを
こ
えた

地Ҭ経済ݍ
けん
をܗする地Ҭ౷合の動きもՃさͤた。

ಛにೋの世界大戦と冷戦の対立の主な
Ϳ

たい
であったϤーϩούでは，

1993 年にϚーεトリώトがൃޮして，&$がϤーϩού連߹（&6）へ
とൃలし，ଟくのߏ国で୯一௨՟（Ϣーϩ）のಋ入が進んだ。چ社会主ٛ

国ՈをՃえて拡大する &6は，2020 年時で 2� か国となり，୯なる経

済ݍにとどまらͣ，外交安全保障のڞ௨化による一の౷合の深化を目

指しているが，&6への権ݶ移
い
ৡ
じょう
に反対する動きもىこっている。

άϩʔόϧԽと
ੈքߏのมԽ

̍ר➡

̍ר➡

➡ p.160

➡ p.169

➡ p.170

Ҭ౷߹の
ਐల

➡ p.146

3 ̎

ະདྷ ➡ p.19�

ɹɹɹɹάϩʔόϧԽのઆ໌Λ，ຊจ͔Βॻ
͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹྫྷઓのऴ݁ʹΑͬͯ，ͳͥҬฆ
ふん

૪
そう

͕ຄ
΅ͬ

ൃ
ͺつ

ͨ͠Γ，Ҭ౷߹͕ਐలͨ͠Γ͢Δの
͔，આ໌͠Α͏ɻ

આ໌

ྫྷઓ後のάϩーόル化のਐలに
ともな

い，Ҭ౷合は，国ڥをӽ
こ

えたҬ
のがりのなかで׆ࡁܦಈをൃ׆化ͤ͞るとともに，大きなࢢをഎܠ
にこれをཧするׂを負った。ಛに 199� 年にੜした &6 は，୯
Ұ通՟（Ϣーϩ）をಋೖし，2004 年には，かͭての東

とう

Ԥ
おう

のݍ࢈ڞچ
けん

へҰ
に֦大した。しかしؾ 2010 年にೖるとギリγアのࡒ政ࣈをҾき
ۚにϢーϩػةにؕ

おちい

り，大ྔの難ຽの流ೖ &6 ෦の6&，ࠩ֨ࡁܦ
のཧ೦なͲにؔする考えํのҧ

ちが

いは෦ରཱをੜんだ。イギリスの &6

り


だつ

（ˠ p.19�）なͲࠞ
こん


Ίい

はਂまるが，ઓ૪というաڈをりӽえ新しい
政治とࡁܦを

も

ࡧ
さく

する &6 へのظも大きい。

֦େ͢ΔϤʔϩού࿈߹ʢ&6ʣと国ࡍ情のมԽ

ɹ�Ԥ
おう

भ
しゅう

தԝۜߦ（���� 年）ɹϢʔϩ
，ੈքࢢʹ͓͍ͯ୯ಠͰڝ

きそ

͏ʹ
খ͗͢͞Δࠃ（通՟）Ͱ，&6ͱͯ݁͠
ଋ͢Δ͜ͱͰڝ૪ྗΛߴΊΒΕΔͱ͍
͏͜ͱΛੈքʹূ໌ͨ͠ɻ

2
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イ
λ
Ϧ
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ΪϦシΞ

ϑϥンε

ルクηンϒルク
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ΞイルϥンυΞイルϥンυ ϥτϰΟΞϥτϰΟΞ

ϦτΞニΞϦτΞニΞ

ϙーϥンυϙーϥンυ
νΣίνΣί

εϩϰΝΩΞεϩϰΝΩΞ
ϋンΨϦーϋンΨϦー

ΤετニΞΤετニΞ

εϩϰΣニΞεϩϰΣニΞ

クϩΞςΟΞクϩΞςΟΞ

ϚέυニΞϚέυニΞ
ΞルバニΞΞルバニΞ

ϞンςωάϩϞンςωάϩ
ηルϏΞηルϏΞ

τルίτルί

εイεεイε
ϦώςンシϡλインϦώςンシϡλイン

ϩシΞ

ϕϥルーシ

クϥイφ
Ϟル
υ
ϰΝ

ΞルδΣϦΞ

ϊ
ル

Σ
ー

ΞイεϥンυΞイεϥンυ

ルクセンブルク
・ॴࡋ）
　�資ۜߦ） εトラεブール

（Ϥーϩούٞ会）

ブϦϡοセル
（&6本部）

ϚーεトϦώト ϕルϦンϕルϦン

ϑランクϑルト
　　（Ԥभ
　�中ԝۜߦ）

ϑランクϑルト
　　（Ԥभ
　�中ԝۜߦ）

アンυラ

&6֦େのਪҠ

青6&…ࣈ加ໍީิ国

クϩアティア
加 （ໍ2013）

&&$（Ϥーϩούࡁܦ
同体）（1��8）ڞ
&$݁成（6͔国）
（1�67）

εΣーデン・ϑィン
ランυ・ΦーεトϦア
加 （ໍ1���）
ポーランυ・νΣコなͲ
10͔国加 （ໍ2004）

εϖイン・ポルトΨ
ル加 （ໍ1�86）

ルーϚニア・ブルΨ
Ϧア加 （ໍ2007）

ΪϦγア加ໍ
（1�81）

ϕωルクε3国
関੫同 （ໍ1�48）

イΪϦε・アイルラン
υ・デンϚーク加ໍ
（1�73）

東υイツ֦大
（1��0）

ʨ
＊��ϊルΣーは1��4の国ຽථで
&6加ໍが൱ܾ͞れͨ。

＊2�イΪϦεは2020に
　&6を正式にしͨ。

＊�

＊

Ωϓϩε

÷ ü÷÷LN

ɹ�Ϥʔϩού࿈߹ʢ&6ʣͷ֦େ3

　ϢーΰスϥϰΟアは，「ࣣͭの国ڥ，ͭ
のڞ和国，ͭޒのຽ，࢛ͭのݴ語，ͭࡾの
फ教，ೋͭのจࣈ，Ұͭの国Ո」とশ

しょう

͞れた，
ଟຽの࿈

Εん


Άう

੍国Ոであった。ࣾձओٛ政ݖ
่
ほう

յ
かい

のなかで，ηルϏアڞ和国にଐするίι
ϰΥࣗ治भにىこったຽରཱをܖ

けい

ػ
き

に，֤
和国ではຽओٛతڞ

けい


こう

のڧい政ݖがੜ
した。ࡁܦతにઌਐతなスϩϰΣχア，Ϋϩ
アςΟアなͲが次ʑとಠཱし，࿈はղମし
た。ຽରཱがあおられ , ܹしいຽฆ

ふん

૪
そう

と
「ຽড়

じょう

化
か

」なͲଟくの൜ࡑ行
こう

ҝ
い

が行われた。

ϢʔΰεラϰΟΞのղମ

（92ಠཱ）

（91ಠཱ）
（91ಠཱ）

（2006ಠཱ）

（200�ಠཱ）
（91ಠཱ）

ϰΥΠϰΥσΟφ

ηϧϏア
ϘεニΞ・
ϔルπΣゴϰΟφ
ϘεニΞ・
ϔルπΣゴϰΟφ

ηルϏΞηルϏΞ

クϩΞςΟΞクϩΞςΟΞ
εϩϰΣニΞεϩϰΣニΞ

ϞンςωάϩϞンςωάϩ

ίιϰΥίιϰΥ
ϚέυニΞ˞ϚέυニΞ˞

˞201�に「Ϛέυニア」と໊শ変更。˞201�に「Ϛέυニア」と໊শ変更。

LNLNLNLNLNLN

ɹ�ϢʔΰεϥϰΟアͷղମ4

186

ベルリンの壁の開放の様子を
動画で視聴できる。

&6֦େのਪҠ
ϕωルクε3国

グローバル化に伴う地域統合をEU誕生を事例に学べる。
ϕωルクε3国
関੫同ໍ

ʨ

しࢼ
ಡΈ ̐部̏章ɹグϩーバルԽ のなかの世界と日本 άϩʔόϧԽ

68 69
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A

日
本

#

౦
Ξ
δ
Ξ

　　　　　　　　 冷戦終結後，日本は，主要先進国の一員として，世界

の安全保障にどのように関
かん
与
よ
するかが問われるように

なった。1990 年にイラクがクウェートに侵
しん
攻
こう
すると，日本にも人的支

し
援
えん

が求められ，自衛隊の派
は
遣
けん
が検討された。しかし，法整備も不十分なうえ，

国内世論の反対が強く実現しなかった。日本は巨
きょ
額
がく
の資金協力を行い，湾

わん

岸
がん
戦争後にペルシア湾へ掃

そう
海
かい
艇
てい
を派遣したが，アメリカは日本の貢献が不

十分であると批判した。これがきっかけとなり 92年，ࠃ連ฏҡ
い
࣋
じ
ಈ׆

๏が制定され，日本はカンボジアで行われていたྗڠ（1,0） PKOに自衛
隊を派遣した。その後，武力行使を伴わない自衛隊の海外派遣が世界各地

で行われるようになった。

　　　　　　　　　 冷戦終結により，保守と革新という日本従来の国内

政治の対立軸
じく
は曖

あい
昧
まい
となった。こうしたなか政治改革

をめぐって自民党が分
Ϳん
裂
Εつ
し，野党も交えて政界の再編を目指す動きが強

まった。その結果，1993 年に非自民連立政権の細
ほそ
川
かわ
護
もり
熙
ひろ
内閣が誕生し，

��ମ੍่͕
ほう
յ
かい
した。その後，日本の政党政治は連立政権の時代に入り，

政党の離
り
合
͝う
集
しゅう
散
さん
が続いた。99年以降になると，自民党は公明党と連立し

て政権を担
ʹな
った。2009 年に民主党によるަݖが実現したが，12 年

には再び自公連立政権が誕生し，現在まで続いている。

複雑な政治情勢を生んだ背景には，90年代初頭のバブル経済崩壊に始

まった，「失われた 20年」とよばれる日本経済の停
てい
滞
たい
もあった。製造業の

海外移転によって産業の空
くう
洞
Ͳう
化
か
が進み，少子高

こう
齢
Εい
化
か
による人口減少が深刻

な課題となった。これに伴
ともな
う社会保障費の増大などによる財政赤字の拡大

ྫྷઓऴ݁ޙの
国ߩࡍ

こう

ݙ
けん

ʢฏ̎ʣ ➡ p.189

1

2

➡ p.190

ະདྷ

࿈ཱ࣌ݖと
ࣾձߏのม༰

➡ p.161

ʢฏ̑ʣ

➡ p.174

➡ p.174

ࡍࠃ
かΜ

ڥ
͖ΐ͏

のมԽと日本 国ڥࡍのมԽによͬて，日本の࣏ࣾձは，
どのようにมΘͬただろうか。

学習
課題

ઓ૪，55年ମ੍の่յ，権ަ中学校との関連؛ಈ（1,0），׆࣋࿈ฏ和ҡࠃ

　 アメリカͷࡌʹࢽࡶ
の

ͤΒれたΫΣʔτͷ1��1）ࠂ 年 5
݄ ��日）ɹ日ຊ，

わん

؛
がん

ઓ૪のଟ
た

ࠃ
こく

੶
せき

約ʹ܉ 1ஹ �ઍԯԁのۚࢿ
ԉ
えん

ॿ
じょ

Λͨͬߦのの，ΞϝϦΧத৺のଟࠃ੶܉ʹର͢ΔँײΛද͠
ͨ͜のࠂʹ，日ຊの໊͕ࠃͳ͔ͬͨɻ

１
　 

わん

؛
がん

ઓ૪ޙͷࣗӴୂ
は

ݣ
けん

ʹର͢Δਓʑ（1��1年）̎

読み解き 政府は，人ʑのରにもかかわらず，なͥࣗ
Ӵୂの

は

ݣ
けん

をܾめたのだろうか。

4

　カンϘジアでは，1978 年のτφϜ৵
しん

攻
こう

後，ઓがຄ
΅ͬ

ൃ
ͺつ

したが，ྫྷઓのऴ結もあり，
91 年にऴ結した。国࿈は，

͟ん

ఆ
てい

政府が成ཱ
するまでのؒ，国࿈平和維

い

࣋
じ

ಈ（1,0）を׆
行うことをܾఆした。日本は，1,0ྗڠ๏
にج

もと

ͮき，92 年，จຽܯ官とࣗӴୂをݱ
にݣし，1200 名あまりのࣗӴୂһがಓ
࿏ڮのमཧといったインϑϥඋにܞ

たͣさ

わっ
た。ྫྷઓのऴ結後，ੈք֤でຽฆ

ふん

૪
そう

なͲ
が૿Ճしたため，日本も༰に合わͤてࣗӴ
ୂをݣするなͲଟくの 1,0 わっܞಈに׆
ている。1,0׆ಈへのࢀՃは，日本が国ࡍ
ࣾձのҰһとして，ੈքの平和と҆શにߩ

こう

ݙ
けん

していくखஈとして，ӡ༻͞れている。

ΧンϘδΞ1,0
は

ݣ
けん

ɹ�ಓ࿏Λඋ͢ΔࣗӴୂһ（1���年）3

ຊ・౦ΞδΞˠQ����ɹ

લのͰ͖͝ͱ ຊ・౦ΞδΞˠQ����

のͰ͖͝ͱ࣍
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も，現
げん

ࡏ
ざい

にଓ
つづ

く
もん


だい

となっている。

ྫྷ
れい

戦
せん

のऴ
しゅう

結
けつ

によって，ࢢ
し


じょう

ܦ
けい

ࡁ
ざい

のݪ
げん

ଇ
そく

が世
せ

界
かい

のଟ
おお

くの国
くに

に受
う

けೖ
い

れられ，άローόϧ化
か

が進
しん

ల
てん

した。

そのため，これまでओ
おも

にࣗ
じ

国
こく

のϧーϧにै
したが

っていたا
き

ۀ
ぎょう

׆
かつ

動
どう

が，世
せ

界
かい

ڞ
きょう

通
つう

のϧーϧでのڝ
きょう

争
そう

にさらされることになり，日
にっ

本
ぽん

のا
き

ۀ
ぎょう

でも，
せい


ひん

のن
き

֨
かく

からձ
かい

ܭ
けい

のج
き

४
じゅん

ܦ，
けい

Ӧ
えい

ख
しゅ

๏
ほう

，ಇ
はたら

き方
かた

まで，さま͟まな
ぶん


や

でグローバル�

スタンダードʢ世
せ

界
かい

標
ひょう

準
じゅん

ʣに߹
あ

わせるためのվ
かい

ֵ
かく

が進
すす

められた。

一
いっ

方
ぽう

，世
せ

界
かい

貿
ぼう

易
えき

が拡
かく

大
だい

するなか，1��5 年
ねん

には(
ガ ッ ト

"55にସ
か

わってࣗ
じ

༝
ゆう

貿
ぼう

易
えき

ମ
たい

੍
せい

を
かん

理
り

する世
せ

界
かい

貿
ぼう

易
えき

機
き

関
かん

ʢWTOʣがൃ
ほっ


そく

した。これによりࣗ
じ

動
どう

ं
しゃ


ぶん


や

の日
にち

米
べい

ܦ
けい

ࡁ
ざい

摩
ま

ࡲ
さつ

などが，850においてॲ
しょ

理
り

されるようになった。しか

し，850でのަ
こう

ব
しょう

は࣌
じ

ؒ
かん

がかかり，߹
ごう

意
い

が難
むずか

しくなるという
もん


だい

が出
で

て

きた。そのため，2��� 年
ねん


だい

Ҏ
い

߱
こう

，2 か国
こく

Ҏ
い

্
じょう

の国
くに

や地
ち

Ҭ
いき

でϞϊやαーϏ

スのࣗ
じ

༝
ゆう

化
か

を進
すす

める自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

協
きょう

定
てい

ʢFTAʣが結
むす

れるようになった。日
にっ

本
ぽん

も

アジア太
たい

平
へい

洋
よう

経
けい

済
ざい

協
きょう

力
りょく

ʢA
エイペック

PECʣ諸
しょ

国
こく

とのؒ
あいだ

で環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

パートナーシップ

ʢTPPʣ協
きょう

定
てい

を結
むす

Ϳなど，地
ち

Ҭ
いき

でのܦ
けい

ࡁ
ざい

࿈
れん

ܞ
けい

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に進
すす

めている。

�� 年
ねん


だい

にೖ
はい

ると，中
ちゅう

国
ごく

やϕトφϜなどのࣾ
しゃ

ձ
かい

ओ
しゅ

ٛ
ぎ

国
こく

もٸ
きゅう


そく

なܦ
けい

ࡁ
ざい

成
せい


ちょう

を達
たっ

成
せい

し，౦
ひがし

アδアはヨーロッパ

や
きた

アメリカとฒ
なら

Ϳ世
せ

界
かい

ܦ
けい

ࡁ
ざい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

Ҭ
いき

となった。日
にっ

本
ぽん

と౦
ひがし

アδア諸
しょ

国
こく

は，

貿
ぼう

易
えき

を通
つう

じてよりۓ
きん

ີ
みつ

に結
むす

び付
つ

くようになり，จ
ぶん

化
か

ަ
こう

流
りゅう

も
さか

Μになった。

一
いっ

方
ぽう

で，౦
ひがし

アδア諸
しょ

国
こく

ではφγϣφリζϜも強
つよ

まった。日
にっ

本
ぽん

と中
ちゅう

国
ごく

ɾؖ
かん

国
こく

とのؒ
あいだ

では，ୈ
だい

ೋ
に

࣍
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

や২
しょく

民
みん

地
ち

ࢧ
し


はい

に関
かん

するྺ
れき

࢙
し

認
にん

識
しき

のҧ
ちが

いが՝
か


だい

となり，
きた

ே
ちょう


せん

のަ
こう

ব
しょう

は，֩
かく

ฌ
へい

ث
き

ɾミαイϧ開
かい

ൃ
はつ


もん


だい

や日
にっ

本
ぽん

人
にん

፮
ら

க
ち


もん


だい

も

͋ってఀ
てい


たい

している。また，౦
ひがし

アδア諸
しょ

国
こく

とは領
りょう

土
ど

をめ͙る՝
か


だい

も͋り，

これらのվ
かい

ળ
ぜん

に
む

けた
ど

力
りょく

がଓ
つづ

けられている。

グローバル経
けいけいけいけいけい

済
ざいざいざいざいざいざいざいざいざいざいざいざいざいざいざい

の
進
しんしししんんん

展
てんてんてんてん

と日
にっにっにっにっ

本
ぽんぽぽぽんんん

FILE

（平成７） ➡p.161

➡巻末１
ややややや QR 4

➡p.173
こうし

QR

QR

QR

日
にっにっにっにっにっにっにっにっにっにっにっにっにっにっにっ

本
ぽんぽんぽんぽんぽん

と
東
ひがしひがひがひがししし

アジアの関
かんかかかんんん

係
けいけいけいけいけいけいけい

➡p.187
ん ちちちちちちちちちちちち いきいきいきいきいき

➡p.188

未来

　　　日
に

本
っぽん

が自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

を進
すす

めるために取
と

り
組
く

んだことを本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
で

そう。
確認

　　　グローバル化
か

が進
すす

むなかで，日
にっ

本
ぽん

は
どのような役

やく

割
わり

を果
は

たすべきか，その目
もく

的
てき

と
課
か

題
だい

について説
せつ

明
めい

しよう。

説明

日
にっ

本
ぽん

の排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

5

４
部
３
章

第１回
1948年１月　関税と貿易に関する一般協定（GATT）発足

1995年１月　世界貿易機関（WTO）発足

1947年 ジュネーブ 23

主な交渉事項名称開催年 参加国・
地域数

鉱工業品

第７回 1973～79年

1986～94年

東京 102
鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止

第８回 ウルグアイ 123

鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止，
農業，サービス，
知的所有権，紛争解決処理

第９回 2001年～ ドーハ 164

鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止，
農業，サービス，
知的所有権，紛争解決処理，
貿易円滑化，環境問題

自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

体
たい

制
せい

関
かん

税
ぜい

などの貿
ぼう

易
えき

障
しょう

壁
へき

を最
さい

小
しょう

限
げん

にし，自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

のルール作
づく

りをする国
こく

際
さい

組
そし

織
き

と
して，WTOが発

ほっ

足
そく

した。しかし，加
か

盟
めい

国
こく

が増
ぞう

加
か

し，先
せん

進
しん

国
こく

と新
しん

興
こう

国
こく

との対
たい

立
りつ

も課
か

題
だい

となっている。

4

北
ほっ

方
ぽうぽう

領
りょうり う

土
どど

は，現
げんげ

在
ざいざ

までロシアが不
ふ

法
ほう

占
せん

拠
きょ

を続
つづ

けており，そのため日
にち

ロ間
かん

では平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

が締
てい

結
けつ

されないままとなってい
る。竹

たけ

島
しま

は，サンフランシスコ条
じょう

約
やく

締
てい

結
けつ

時
じ

に，日
にっ

本
ぽん

の領
りょう

土
ど

として扱
あつか

われていたが
（→ p.150），韓

かん

国
こく

は竹
たけ

島
しま

に警
けい

備
び

隊
たい

員
いん

など
を常

じょう

駐
ちゅう

させ，灯
とう

台
だい

を設
せっ

置
ち

するなど不
ふ

法
ほう

占
せん

拠
きょ

を継
けい

続
ぞく

している。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

については
領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

は存
そん

在
ざい

しないが，中
ちゅう

国
ごく

や台
たい

湾
わん

が
領
りょう

有
ゆう

を主
しゅ

張
ちょう

している。特
とく

に海
かい

洋
よう

進
しん

出
しゅつ

を目
め

指
ざ

す中
ちゅう

国
ごく

では，反
はん

日
にち

運
うん

動
どう

が発
はっ

生
せい

するなど，
日
にっ

本
ぽん

の領
りょう

有
ゆう

に強
つよ

く反
はん

発
ぱつ

している。

日
にっ

本
ぽん

の領
りょう

土
ど

と周
まわ

りの国
くに

々
ぐに

ଠ ฏฏ ༸༸౦γφφւ౦γφւ

ււ
ຊຊຊ



ΦϗーπΫーπΦϗーπΫ
ււ

ΦϗーπΫ
ւ

೭ౡ

ౡౡౡ

ઑઑֳॾౡ
ʹʹ͠͠ �ͷ�ͷ ·͠͠·

ଊౡଊౡ
�͑�ͱΖ;;ͱ͏

ౡೆௗౡ
ΈͳΈͳΈͱΓͱΓ�͠ ·͠

ͤΜ͔͔͘͘


͍͍ͨΘΜΘΜΘΜ

༩ಹࠃౡ༩ಹࠃౡࠃౡ
Α�Α���ͳ��͙ʹ͙ʹ͙ ·͡͡·

ԭϊௗౡ
͓͖ �ͷ�ͱΓ ·͠

͚͚ͨͨ ·͠·

ペ キン
北京

東京東東

中  中中中 国国国

鮮鮮鮮鮮鮮鮮北朝鮮鮮鮮朝朝朝鮮鮮北北北北北北朝鮮鮮鮮鮮朝鮮朝鮮北北 鮮北朝朝朝北北朝朝北北北北朝朝鮮

日本日本本日本日日本韓韓韓国国国韓韓韓韓韓国
んここくこかん くかかんんこかかんこく

きたきたきたちょううちょちょうょう んんせんせせせせせんんんせん

フィリピンフィリピピン

ロロロ
シシシ
アアア

0°°0°1220

130°30 140° 150°5

20°20°

30°30°

40°

50°50°

（注1） び経済水域および大陸棚に関する関す水域
法律に従って引かれた線。

（注2）線の一部については関係関係部
する近隣諸国と交渉中。

こうしょう
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日本の排他的経済水域（注）
（着色部分には領海，接続水域も含む）
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5

「グローバル化」によって日本が世界に果たす役割が変化していったことがわかる。

しࢼ
ಡΈ ̐部̏章ɹグϩーバルԽ のなかの世界と日本 άϩʔόϧԽ

日本のۀاでも，の֨ن

からձܭのج४，ܦӦख๏，ಇき方まで，さま͟まなでグローバル�

スタンダードʢ世界標準ʣに߹わせるためのվֵが進められた。

ʢTPPʣ協
きょう

定
てい

を結
むす

Ϳなど，地
ち

Ҭ
いき

でのܦ
けい

ࡁ
ざい

࿈
れん

ܞ
けい

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に進
すす

めている。

アジア太平洋経済協力ʢAPECʣ諸国とのؒで環太平洋パートナーシップ

になった。日本も

70 71
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˔デジタルで͝׆༻い͚ͨͩる副教材を͝༻ҙ。

。はQRコーυ͔ら͝覧い͚ͨͩますࡉৄ＊

のఆண͕ਤΕΔ。500Ҏ্ޠ༺ຊج
ऩ。

�　一一

Λதޠ༺代のֶशʹඞཁͳ֓೦ݱۙ
৺ʹղઆ。200ޠऩ。

ղઆޠ༺　��

಄ר，表࢙಄3のੈքのྺר-಄2ר
4のຊのྺ࢙表のσーλΛऩ。

　�　ද

εϚートϑΥン
͔らӾ覧Մ。

˔�教科書ר಄7「QRコーυにͭいて」，
教科書の裏表紙のQRコーυを読みऔる
͜とでアクセεՄ。

＊�QRコーυを読みऔり，表ࣔ
͞れͨΣブαイトにアクセ
εしͨ際には，௨৴料が͔͔
る場合があります。
＊�QRコ ーυ は	株
デ ン ι ー
Σーブのొඪです。

ςʔϚ ςʔϚ
̍ 　ୈ一࣍世界大ઓ中に場でಇ͘ঁੑ
　	アϝϦΧ
 10 　西υイツに໋する東υイツのฌ࢜

２ 　ຽऺに͔ͬてԋઆするϨーニン 11 　αンϑランγεコߨௐҹ
̏ 　ϑΥーυのࣗಈं場	1�28
　 12 　東京ΦϦンϐοク
４ 　φνౘのύϨーυ 13 　イランĄイεラーϜֵ໋
̑ 　ࠞཚするニϡーϤークূ݊औҾॴ 14 　ϕルϦンのนの։์
６ 　φνౘ支Լのυイツ 1� 　天҆݅ࣄ
̓ 　ত天ߖと໘会するᕭّ	1�3�
 16 　յする世界қセンターϏル
̔ 　真चܸ߈のඃ 17 　؛ઓ૪
̕ 島市֗രでഁյ͞れͨݪ　 18 　アϝϦΧを目指すҠຽ ⾢掲載しているಈը

⾢�֦ 大・ॖ小，書͖ফしػ͖

⾢�正ࣗޡಈఆ

ΦϦジφルコンテンツの
世ل別世界ਤ⾣

⾣別Ϩーμーνϟート؍

「̨ϕルϦンのนの։์」のྫ

ʹՊ書ڭ 23
ಈ�ը のϚーΫ͕͋Δࣸਅʹؔ࿈すΔಈըΛ 1� ऩ。

　��ಈը

ܝのੈքਤの΄か，෦のಋೖでࡏݱ
ผのੈքશਤΛ10لΔੈ͍ͯ͠ࡌ
ऩ。

�　　ਤ

˞そのଞ，「外部Ϧンク」のコンテンツがऩ͞れています。

σδλϧ४ڌϊʔτ　໌ղ�歴史૯߹ デジタル൛ɿఆՁ�80ԁ（੫ࠐ）
セοト൛（書੶ʴクラυ৴）ɿఆՁ1480ԁ（੫ࠐ）

。ߏ࠶ʹ༺ϊートΛ，λブϨοトڌՊ書४ڭ ˔
＊ ੜెػ͚ɿਖ਼ࣗޡಈఆ/ΦϦδφϧのʮํ͑ߟ・ํݟʯ
＊ ઌੜػ͚ɿֶशঢ়گཧ/؍ผϨーダーνϟートࣗಈ࡞/࡞πーϧ

ͪ͜らの
ϊートの
デジタル൛
です。

໌ղ歴史૯߹ਤઆ�γϯϑΥχΞ�ॳగ൛　 クラυ৴൛ɿఆՁ820ԁ（੫ࠐ）
セοト൛（書੶ʴクラυ৴）ɿఆՁ1320ԁ（੫ࠐ）

˔λブϨοトで閲覧できΔʮΫϥウド৴൛ʯͱ，書੶ͱΫϥウド৴のʮηοト൛ʯΛ༻ҙ。
˔Ϋϥウド৴൛ΦϦδφϧίンςンπͱͯ͠，表ࣔཁૉΛࣗ༝ʹબできΔੈلผੈքશਤΛશ12ऩ。

ͪ͜らの
資料ूの
デジタル൛
です。

歴史総合

23
コンςンπ

σδλϧ
෭教ࡐ

教Պॻ༰のཧ解をॿ͚る
充実のコンςンπ デジλル෭教材もඋ

72 73

＊Ձ֨は 2023൛ののです。



ᶃڭՊ書ࢽ໘（ࢴのڭՊ書ͱಉ༰）
ᶄ֦େ・ॖখ，書きফ͠，保ଘػ
ᶅ特ผࢧԉڭҭରԠػ
　・Ϧϑロー � 表ࣔ૯ϧϏ，നࠇస，ಡΈ্͛のػΛࡌ。

＊書ମจࣈサイζ，ؒߦ，༨നͳͲΛࣗ༝ʹมͯ͠ߋ表ࣔすΔػです。

໌ղ
歴史૯߹ϊʔτ
ఆՁ680ԁ（੫ࠐ）

でΦーϧΧϥーのڌશ४Պ書ڭ
，。֬ೝΛॆ࣮ͤ͞ߏ։きݟ
ࣝのఆணΛྗڧʹサϙート。

。Մ։きʹͭき10ʙ20ຕΛ༻ҙ。ઌੜࣗ͝でՃݟՊ書1ڭ ˔
˔ നࠇస൛ऩ。

⾢�教科書 Q�63�64 にରԠしͨ
授ۀεライυの一ྫ

⾢教科書Q�63�64にରԠしͨϖージ

⾢教科書Q�63�64にରԠしͨ授ۀϓϦント（ࠨ），
Q�67�68にରԠしͨ特ઃϖージϫークγート（ӈ）

໌ղ歴史૯߹ਤઆ
γϯϑΥχΞ�ॳగ൛
ఆՁ820ԁ（੫ࠐ）

ྉಡղΛ௨ͯ͠，ຊͱੈքのࢿ
かかΘΓ͕͑ݟΔࢿྉू。
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A

日
本

おうべい ふうせつ

するため，日本を開国させようとペリーを派
は

遣
けん

した。

　1853 年，ペリーは浦
うら

賀
が

沖に到
とう

着
ちゃく

した。幕府は，アメリカ船の来航をす

でにオランダから通告されており，実力行使による対
たい

抗
こう

は難しいと判断し

て，開国を勧
かん

告
こく

するアメリカ大統領の国書を受け取った。その後，再び回

答を聞きに来るというペリーに備え，幕府は諸大名や下級の幕臣に意見を

1

QR

2

1794 〜 1858➡ p.68

1

史料

黒船の来航と日本の対応 日本は，欧米諸国の進出に対して，どのように
対応したのだろうか。

学習
課題

薪水給与令，尊王攘夷，黒船の来航，日米和親条約，日米通商修好条約，関税自主権，領事裁判権中学校との関連

　 日本で描
えが

かれたアメリカ船（1854年）〈神奈川県立歴史博物館蔵〉１

　　
た，
1

　　
政再
進んだ。
武士
軍事
すようになっていった。

2

読み解き 幕府にとって，アメリカ船の来航は突
とつとつ

然
ぜんぜん

の出来
事だったのだろうか。

લのͰ͖͝ͱ

のͰ͖͝ͱ࣍

4

1843 年の情報
　これまで清

しん

は（イギリス軍に）何度も打ち負け，清軍の
高官は皇

こう

帝
てい

にイギリス軍にはかなわないと報告しました
が，皇帝は取り合わず…イギリス軍

ぐん

艦
かん

はおびただしく，
皇帝も事態の沈

ちん

静
せい

化のためには和談を行うしかないと考
えを変えました。

〈『別段風説書』より，現代語訳・一部要約〉

1852 年の情報
　アメリカ合衆国の政府は，交易を結ぶため日本に船を
送るようです。…指揮官「ペルリ」という者が総

そう

督
とく

となっ
たようです，…情報によれば，陸軍および攻

こう

城
じょう

の武器を
も積み込

こ

んでいるようです。
〈『別段風説書』より，現代語訳・一部要約〉

オランダから幕府にもたらされた情報
史史史史
 料 料 料 料 料

日米の架
か

け橋となった

前からジョン = マンとよばれ，働きながら英
語を学び，52 年に故郷の土佐へ帰ることが
できた。ペリー来航後には幕臣となり，60 年
に幕府の使節団の通訳として，再びアメリカ
に渡った。明治維

い

新
しん

後は，蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

の流れを
継
つ

ぐ開
かい

成
せい

学校（後
のち

の東京大学）の教授も務めた。

中
なか

浜
はま

万
まん

次
じ

郎
ろう

（1827? 〜 98）
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20

抗するためにࣄ܉力強化と人ొࡐ༻を中心とするۙԽվֵが進められた。

幕府は欧米の学を学Ϳ൭
ばん

書
しょ

ௐ
しらべ

ॴ
しょ

や，海܉技術を学Ϳ海
かい

܉
ぐん

伝
Ͱん

श
しゅう

ॴ
じょ

をઃஔし，

そこには諸藩のՈ臣もটかれた。さらに幕府や薩摩藩，
ちょう

भ
しゅう

藩は海外へ使

અやཹ学生を派遣した。こうして欧米のจ໌に৮
ふ

れた人のଟくは  ࣏໌

Ҏ߱，近化վֵの指ಋ者として׆
かつ

༂
やく

した。

બࢶ

3

3

4 史料

ɹɹɹɹϖϦʔ͕日ຊͱͬͯ来ͨཧ༝Λ，
ຊจ͔Βॻ͖ग़ͦ͏ɻ
֬ೝ

ɹɹɹɹϤʔϩούのରԠʹ͍ͭͯ，Q��1
ʙ ��のਗ਼ͱ日ຊͰ，ҟͳ͍ͬͯΔͱͦの
ཧ༝Λઆ໌͠Α͏ɻ

આ໌

のた
ࢧ

たͪの
ֶ
の

3

2

෯
はば

ஈ


ͨ͠ɻ

3

4

府અのΞϝϦΧࢹ
ݟધॴの܉ ʢֶ����ʣ

２
部
４
章

海外対応ΛΊ͙Δ૪選択肢
歴史の

14 ඇઓ�26

ઈڋ

ड͚ೖれ

容�16ڐ
ҙݟなし
7

ઈڋ

Θ しΜ

͖Αͥͭ

͡ΐ͏い

しΎ͏͜͏ͭ͏しΐ͏

〈ຊঙӫ࣏『ຊࢥࡁܦ史ڀݚ』〉
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〈『ۙ現代ຊࡁܦ史要ཡ』〉
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日本の։国はਓ々の生׆にͲのΑ͏な変化をͨらしͨの
ͩΖ͏͔。

世界市場ࢀ加しͨ݁Ռ，国内ࡁܦはࠞཚしॸຽの生׆は
ۤし͘なͬͨが，同࣌にۙ化վֵਐめられͨ。

・Ԥถॾ国のରԠを，日本と΄͔のアジアॾ国のڞ௨と૬ҧを
֬ೝする。
・Ԥถॾ国のདྷߤが日本の歴史に͓いて持ͭҙ義を，中学校までに学
शしͨ明治࣌の知ࣝを౿まえߟする。

ൃᶅ

解ᶅ

ϙイント

˔։ࠃͷӨڹͱۙԽվֵ　
　ɾੈքࢢͷࢀՃ　ˠ　ࠃࡁܦͷࠞཚ
　　　ੜࢳɾࢋཛࢴͷ༌ग़ʜࠃͰͷࡐݪྉෆ
　　　໖ࢳͷ༌ೖʜ໖ؔۀ࢈ʹଧܸ
　ɾۙ化վֵͷ࣮ࢪʜڧྗࣄ܉Խͱਓొࡐ༻ͰԤถʹର߅
　　　ນɿ൭ॻௐॴւ܉शॴͷઃஔ
　　　֤ൡɾນɿւ֎અཹֶੜݣ

ൃᶅ

　　　ੜࢳɾࢋཛࢴͷ༌ग़ʜࠃͰͷࡐݪྉෆ
　໖ࢳͷ༌ೖʜ໖ؔۀ࢈ʹଧܸ

　　　ນɿ൭ॻௐॴւ܉शॴͷઃஔ
　֤ൡɾນɿւ֎અཹֶੜݣ

図ɹɹນの物Ձのมભ
ນظɼՁ্ۚঢͨͨ͠ΊɼͦͷԸܙʹ͔͋ͣͬ

ͨॸຽͰҰ෦ถࠄΛߪೖͰ͖ͨɻ͔͠͠ɼܚԠؒʹͳΔͱɼ
भെͳͲࠃͷߦࣄ܉ಈがൃ׆ʹͳΓɼถͷधཁが͞Βʹߴ
·ͬͨ͜ͱͰถՁがಥग़ͯ͠ߴಅ͠ɼถΛߪೖͰ͖ͳ͍ॸຽが૿
͑ɼେنͳҰᎋଧͪ͜Θ͠ͱͭͳがͬͨɻ
本文ɹ日本中の人ʑがをえて࣏にߴい関心を࣋つ

ҬࣾձΛリーυͨ͠ํͷ߽༟ͳਓͨͪͷͳ͔
ʹɼֶΛਂֶ͘Ϳͳ͔ͰɼԤถྻڧͷ֎ѹΛࣗࣗͷ
ͱͯ͘͠ڧҙࣝ͠ɼຊདྷͷがՌׂ͖ͨ͢Λ͑ͯࣾձม
ֵΛٻΊɼଚԦᎼҔນӡಈʹඈͼࠐΉऀ͍ͨɻ൴ΒΛ

ͦ͏


͏

ͷ࢜ࢤͱ͍͍ɼൡͨ͠࿘࢜ͳͲΛؚΉ͜ͱ͋Δɻ
本文ɹྖࡋࣄ判ݖを認める

ͱが͜͏ߦଆͰࠃਓͷଐ͢Δࠃ֎ࡋਓͷࠃ֎ɼظੈۙ
ଟ͘ɼ·ͨນྖͱ֤ൡͰ๏ମܥがҟͳΓ֎ࠃਓͷద༻がෳࡶ
ͳͨΊɼަব࣌ʹͱ͞Εͳ͔ͬͨɻນظͰɼ͚Μ͔ͳͲ
ܰ൜ࡑがओͳྖࡋࣄݖͷରྫࣄͰ͋ͬͨɻ໌࣏࣌ʹͳΓɼ
ॏ൜ࡑͷରॲ͔Βɼ֎ަͱೝࣝ͞ΕΔΑ͏ʹͳͬͨɻ

３
ղઆ

ղઆ

ղઆ

⁞։国ɿ特࢈ͳͲのࢢ֦େٕज़のಋೖ
Λظͨͨ͠Ί。ڐ༰ɿԤถॾ国のྗࣄ܉から࣮ྗߦでのର߅
は͍͠ͱஅͨͨ͠Ί。ඇઓɿԤถॾ国のྗࣄ܉Λೝࣝͭͭ͠
౷త࣏ମ੍Λҡ࣋͠Α͏ͱͨͨ͠Ί。ᎼҔɿଚԦࢥʹΑ
Γ౷త࣏ମ੍Λҡ࣋すΔͨΊ。
 ඇઓのׂ߹͕ݮগ͍ͯ͠Δのは，Ξローઓ૪のใʹΑΓԤ
ถॾ国ʹྗࣄ܉でର߅すΔの͕ࠔで͋Δͱのೝ͕ࣝまͬͨͨ
Ίͱ͑ߟらΕΔ。

ཁٻʹର͢Δଶͷ͏ͪɼੵۃతҙݟʢ։ࠃͱᎼҔʣͷ
߹બʹΑΓੜ͡Δメリッτʹɼফۃతҙݟʢڐ༰ͱඇઓ
ʣͷ߹σメリッτʹணͤ͞Δɻ·ͨɼҙݟௌऔͷಡΈऔ
Γʹ͍ͭͯௌऔͷظ࣌ʹண͠ɼͲͷΑ͏ͳྺ࢙త݅ࣄʹΑͬ
ͯҙݟͷมԽがੜͨ͡ͷ͔Λͤ͞ߟΔɻ

えΑ͏ߟ ղྫ

ղઆ

アϝϦΧの։国ཁٻにରしてນ府がとͬͨߦಈは，それま
でとԿがҧい，ͲのΑ͏なҙ味があͬͨのͩΖ͏͔。

ॾ大໊ԼڃのນਉなͲに͘ҙݟをٻめてேఊにใࠂ
しͨ。に͔͔Θらͣ治にରしてҙݟを持͖͔͚ͭͬとなͬͨ。

教科書Q�63本文21ߦ目Ҏ߱のهड़௨り，それまでນਉは
ນ府にରして治తҙݟを表明する͜とが͞ڐれていな͔ͬͨに͔
͔Θらͣҙݟをٻめられͨ͜とにΑり，ެٞ体͚ͨॹとなͬ
ͨ。

ൃᶄ

解ᶄ

ϙイント

˔日本ͷ։ࠃ　
　ɾアメリカͷຊਐग़ʜରਗ਼қͷதܧɼัܵͷิجڅ
　ɾ����　ϖϦーがӜլʹདྷߤʜ։ࠃΛࠂק
　　ˠ　ນがॾେ໊ນਉʹҙݟΛٻΊேఊใࠂ
　　　　ʜேఊ༗ྗେ໊ͷൃڧྗݴ·Δ
　ɾ����　日ถͷక݁ʜ࿐ɾӳͱಉ༷ͷΛక݁
ͳͲޢɼඬྲྀຽอڅધͷิࠃ֎　　　　
　　ˠ　アメリカが͞Βʹࣗ༝қཁɼ։ࠃɾқͷ࣮ࢪ
　ɾ����　日ถम௨ͷక݁ʜԤभॾࠃͱಉ༷ͷ
　　　　ෆฏ߲ʜؔ੫ͷڠఆɼྖࡋࣄݖͷঝೝ

ൃᶄ

ນ府ॾൡは，Ԥถॾ国のアジアਐग़にରし，Ͳのށߐ
Α͏にߟえていͨのͩΖ͏͔。

ນ府はԤถॾ国のྗࣄ܉にڴҖをͨ͡ײのにରし，ൡの
な͔にはԤถॾ国にର߅しΑ͏とするのあͬͨ。

賀ൡ・ḈຎൡのҧいのΑ͏に，Ԥࠤ・ൡށນ府とਫށߐ
ถॾ国にରするߟえํにはओ体にΑͬてࠩがあͬͨ。

導のϙイントࢦ
ൃᶃ

解ᶃ

ϙイント

˔ւ֎ใͷରԠ　
　Ԥถͷຊͷਐग़ใ　ˠ　ນൡʹΑΔରԠ
　　ᶃށߐນͷରԠʜ�Φϥϯμ෩આॻɼͨ͠ࠃؼඬྲྀຽͳͲ
　　　ɾਫڅ༩ྩͷൃʢ����ʣʜฆ૪ճආʴւڧԽ
　　　　　アϔϯઓ૪Ͱͷਗ਼ͷഊͷӨڹ
　　ᶄ֤ൡͷରԠʜའֶऀͷωッτϫーΫ
　　　　ਫށൡʜଚ王ᎼҔࢥͷൃੜ
ٕज़ಋೖࢥլɾभɾḈຎൡʜヨーロッパͷࠤ　　　　

൘ॻྫ
ൃᶃ

　　　　ਫށൡʜ
ٕज़ಋೖࢥլɾभɾḈຎൡʜヨーロッパͷࠤ　

。রࢀ൛上のϚーΧー部をॖ　　　　
　�　　　ਗ਼は߅してઓ૪をͨͬߦのにରし，日本は։国してԤถをड
容しͨ。͜のҧいはԤถॾ国のྗࣄ܉なͲにରするೝࣝの合いにࠩ
があͬͨ͜とにΑる。

̍ɽਗ਼と日本それͧれのରԠをൺֱして૬ҧをઆ明している。　
２ɽ�史࣮を༻いて，ࣗがͨ͛ڍ૬ҧのཧ༝をઆ明している。

確認・説明ɹ解ྫ
確認
説明

ධՁのϙイント

̍ɽ�Ԥถॾ国にରして日本ଆがͨͬ࠾ରԠを，ߦಈのओ体（ນ府と֤ൡ）
にண目してཧղする。

２ɽ�ਗ਼と日本のԤถॾ国のରԠに͓͚る૬ҧを͛ڍ，そのཧ༝にͭ
いてߟし，表ݱする。

　�　　　　　　　　　　日本が「西༸のিܸ」にରしてͲ͏ରԠしͨの͔
を，ߦಈओ体にண目してཧղしͨ͏えで後の࣌のӨڹをߟする
͜とで，「西༸のিܸ」の歴史తҙ義にͭいて究する材料を֫ಘͤ͞
る。

ʲ課題の解ྫʳ
のݟນਉのҙڃていな͔ͬͨॾ大໊Լͬߦນ府は，それまでށߐ　
ௌऔ͓Αびேఊのใࠂをしͨ͏えで，։国とい͏ܾஅをしͨ。

本時のͶΒいと学習課題

ʮ章の学習課題ʯとのରԠ

図ɹɹ日本でඳかΕたΞϝϦカધ
ͷྗࣄ܉ΑΓɼ৽͍͠Պֶٕज़Λલఏͱͨ͠ʹߤધͷདྷࠇ

ଘࡏΛຽऺ͖ڻͱڵຯΛͬͯΔͱಉ࣌ʹɼରԠʹͨΔນ
ڃ֊࢜ͷࠞཚͿΓがຽऺʹ࿐͢ݟΔ͜ͱʹͳͬͨɻใ
ૉૣͨ͘͠ɻʹࠃΛ௨ͯ͡શࢴ൛खנ
本文ɹའ学ऀたͪのωοトワーク

ࣝਓͰ͋Δའֶऀͷଟ͘ҩऀͰ͋Γɼ����͔Βछ
͠Ύ


ͱ͏

తͳͭͳがΓΛͬͨ΄͔ɼҬࠃͷͨΊɼಉ͡ྲྀͷશٴී
ͷͳ͔ͰͭͳがΓが͋ͬͨɻ͞ΒʹڭҭֶαーΫϧͳͲɼ
འֶऀҎ֎ͷࣝਓಉ࢜ͷใަͷωッτϫーΫがͰ͖͓ͯΓɼ
ւ֎ใ࣏ใ·Ͱใڞ༗がͳ͞Εͨɻ
本文ɹ意見をນにөͤ͞るためのࡧ

ॳɼײػةΛͬͨ༗ࢤͷେ໊ɼԑੰؔަ༑ؔ
Λͯ͠ۦນͷӨྗڹΛͨ͠ࡧɻϖリーདྷ͠ࡍʹߤɼນ
ॾେ໊ضຊͳͲ͔ΒҙݟΛௌऔͨ͠ɻܾఆݖນが
ͭͱ͞Εͨがɼ͜ΕΛػʹɼ֎༷େ໊ͳͲがࢀ࣏ՃͷಓΛ
ΓͻΒ͘͜ͱͱͳͬͨɻ

�
ղઆ

ղઆ

ղઆ

ນはΦϥンダから，Ξϔンઓ૪ʹΑΔԤށߐ
ถのྗࣄ܉のڴҖ，ΞϝϦΧ͕ͨ͠ϖϦーΛݣすΔこͱ
ʹ͍ͭͯのใΛಘ͍ͯͨ。

����ͷใ͔ΒΠΪリεͷྗࣄ܉がڧେͰ͋Δ͜ͱが
ಡΈऔΕΔɻ·ͨɼ����ͷใ͔Βɼນͨ͠アメリカ
ધͷདྷߤΛΒ͞Ε͍ͯͨ͜ͱがಡΈऔΕΔɻ͜ͷ̎ͷಡΈऔ
Γʹɼアメリカͷྗࣄ܉ͷਪΛՃ͍͑ͨɻ

ಡΈղ͖ ղྫ

ղઆ

̎部̐章ɹΞジΞॾࠃのಈ༳と日本の開ࠃ

ͱ日本ͷରԠߤધͷདྷࠇ��

点を確保するため，

�� ��

� � � 年� � � 組� � � 番／名前� � � � � � � � � � � � � � � � �

□学習課題
Q

1

2

●海外情報への対応

1842

●日本の開国

1853

1854

1858

４ 黒船の来航と日本の対応
p.63 64

２部「近代化と私たち」４章「アジア諸国の動揺と日本の開国」教科書 p.67～68

      年    月    日   � � 年� � � 組� � � 番／名前� � � � � � � � � � � � � � �

歴史に迫る！２「幕府の対外交渉をどう評価するか」
課題０検証 A～Dに取り組む前に，どちらの評価が妥当だと考えるか，現時点での考えを明らかにしておこう。

検証Ａ．複数の資料を比べ，共通点を明らかにすることを通して考えてみよう p.9

課題１ 資料❶，❷を読んで，正しいと思う方に○をしよう

幕府は海外の情報を， 得ていた   ・   得ていなかった

このため，海岸の防備が， 必要と考えた   ・   不要と考えた

課題２ 資料❶，❷の情報を幕府はどのように得ていたか，教科書 p.63を基に考えてみよう。

資料 情報源

資料❶

資料❷

検証Ｂ．立脚する視点を変えることを通して，資料を多角的に考察してみよう p.8

課題３ 資料❸の条文について，幕府の立場から評価し，下の表に分類してみよう。

問題となる条文だと思う 評価すべき条文だと思う

条文番号 そう思った理由 条文番号 そう思った理由

検証Ｃ．複数の資料を関連させ，因果関係について考えてみよう p.9

課題４ 教科書 p.62や，p.64図２も参考にして，積極開国派と消極開国派がハリスの演説をどう捉えるか考えてみ

よう。

積極開国派

消極開国派

妥当だと

考える評価

そう考える

理由

学
習
課
題
へ

の
仮
説

検
証
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２部 近代化と私たち
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項　目 特　色

総合的な特色
・�世界と日本のつながりがわかる本文やページ構成によって，世界とその中の日本を相互的な視野で学習できる。
・生活文化や人物などの豊富な特設とコラムで，歴史に興味・関心をもって学習できる。
・問いを深める構成や探究を促す特設によって，思考力・判断力・表現力が育成できる教科書になっている。

内容

・�世界と日本の結び付きがわかるように本文やページ構成が工夫されており，日本と世界の相互的な関係を多面的・多角的に捉え
ることができる。また，各所にコラム「世界の中の日本」が設置されており，「世界とその中の日本」の視点をさらに深めることが
できるようになっている。

・�各地域の風土と前近代史が，巻頭の資料「地域の歩み１～５」で簡潔に紹介されており，近現代史を理解するために必要な知識を
習得しやすいように配慮されている。

・�歴史に影響を与えた「もの」や「人物」など，生徒に身近な観点が重視されており，歴史のおもしろさや楽しさを実感しながら学習
できる。

・部の冒頭にある「部の導入」では，中学校での既習事項をもとに，生徒自身が「問い」を立てられるように工夫されている。
・�部の終わりにある「部のまとめ」では，「近代化」・「国際秩序の変化や大衆化」・「グローバル化」それぞれのテーマについて，現代
的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史の考察，構想が３ステップで無理なくできるように工夫されている。

・�テーマに沿って学習を深める特設「歴史に迫る！」やコラム「歴史の選択肢」が設けられており，アクティブラーニングがしやすい
ように配慮されている。

・�特設「技能を磨く」では，歴史学習に欠かせない重要な技能がまとめられ，歴史的技能を着実に習得し，歴史的な見方・考え方が
身に付くようになっている。

構成・分量

・�学習指導要領に合わせて，重要事項が適切かつ丁寧に解説されている。また，発展的な内容も学習できるように側注欄の解説や
資料，　特設コーナーが充実している。

・�各部，各章に設置した「部の導入・部のまとめ」，「章扉・章のまとめ」により，学習の「見通し」と「振り返り」がしやすい構成に
なっている。

・�原則，1時限1見開き構成となっているので，分量が適量で学習計画を立てやすくなっている。
・�学習課題→導入資料→展開→確認・説明と学習の流れが整理されているため，効果的に学習できるようになっている。
・�巻末の特設ページ「歴史総合 頻出用語解説」で，重要な歴史用語を丁寧に解説している。

表記・表現
及び

使用上の便宜

・�AB判のワイドな判型を生かして，写真やグラフ，地図などの資料が豊富に設けられており，視覚的にも理解しやすくなっている。
・�本文ページの左上には，導入資料と発問「読み解き」が設置されており，生徒が資料を読み解き，考察する力を身に付けられるよ
う工夫がなされている。

・�歴史事象の因果関係の記述が充実し，わかりやすい本文となっている。また，ふりがなや重要語句へのゴシック（太字）も効果的
に振られている。

・�本文行間には，関連する事項が扱われているページの参照ページや，関連図版・コラム・QRコードへの図番号・参照マークが割
　り当てられている。

ユニバーサル
デザインへの対応

・�本文や側注，キャプションなどの文字は，はっきり読み取ることができるユニバーサルデザインフォント（UDフォント）が使用
され，読み取りやすい配慮がなされている。

・�カラーユニバーサルデザインに配慮されており，色覚特性をもつ生徒にも読み取りやすい表現になっている。

その他

・�紙は環境に配慮した森林認証紙が使用されている。従来よりも軽く（旧課程教科書比，単位面積あたり約5％軽量），かつ裏写り
がしない用紙となっている。

・インキには，再生産が可能な植物由来の油などを原料とするインキが使用されている。
・使用期間の間，破損することがないよう，堅牢なつくりになっている。
・�指導資料やデジタル教科書・教材，準拠ノートなど，充実した関連教材が用意されている。
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＊下記の表は，帝国書院ウェブサイトで閲覧・ダウンロードできます。
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